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総合研究大学院大学、略して「総研大」は、学部をも
たず大学院だけから成る国立大学として、昭和63年
（1988）10月 1 日に開学しました。現在、全部で 6つの
研究科から構成されていますが、他の研究科が全て理系
であるのに対して、文化科学研究科は唯一の文系研究科
です。
研究科の成り立ちは、まず平成元年（1989）4月に、大

学共同利用機関である国立民族学博物館を基盤とする地
域文化学専攻・比較文化学専攻が設置されました。その
後、平成4年（1992） 4月に、国際日本文化研究センター
を基盤とする国際日本研究専攻、平成11年（1999） 4月に、
国立歴史民俗博物館を基盤とする日本歴史研究専攻、平
成13年（2001） 4月にメディア教育開発センターを基盤と
するメディア社会文化専攻、平成15年（2003） 4月に、国
文学研究資料館を基盤とする日本文学研究専攻が順次増
設され、6専攻となりました。
国立大学の法人化に伴い、平成16年（2004） 4 月から

は、新たに大学共同利用機関法人人間文化研究機構が設
立され、 4つの研究機関（国立民族学博物館、国際日本
文化研究センター、国立歴史民俗博物館、国文学研究資
料館）が属することとなり、独立行政法人メディア教育
開発センターをあわせた 5つの研究機関が基盤となりま
した。そして、平成21年（2009） 4 月に、独立行政法人
メディア教育開発センターが、放送大学内に設置された
ICT活用・遠隔教育センターに業務が移管され、現在に
至っています。なお、総研大の他の研究科は、博士課程
前期（修士）の学生を受け入れる 5年一貫制を採用して
いますが、文化科学研究科は、博士課程後期（博士）の
みから成っていることを申し添えます。次に、各専攻の
概要をご紹介します。
・地域文化学専攻は、アジア、ヨーロッパ、アフリカ、
アメリカ及びオセアニア等諸地域に居住する諸民族の
個別文化を研究対象とします。各々の文化のもつ特性
や歴史性について考慮をはらいながら、民族誌学的方
法論に基づいた文化の記述と構造の把握を主要な目的
としています。現地調査に基づいて個別文化の記述的
研究を積極的に推進する高度な専門性を持った研究者
の養成を行います。

・比較文化学専攻は、比較社会、比較宗教、比較技術、
比較言語、比較芸術、文化資源という 6つの研究分野
があります。諸民族文化の比較研究を通して、その普
遍性を理論的に明らかにすることを目的としていま
す。従来の文化人類学的方法論に加えて、情報科学や

文化資源研究、隣接諸科学の成果を導入して、新しい研
究方法の開発を積極的にすすめながら高度な専門性を
持った研究者を養成します。
・国際日本研究専攻は、人文科学・社会科学・自然科学に
わたる総合的な日本研究を進めるために、教育・研究指
導分野として、全教員の指導による単一の「国際日本研
究」を設けている点に特色があります。また、国際的な
立場から日本研究の理論的・方法論的な指導を行う共通
必修科目を設けています。これらの推進により、創造的
で高度な専門的視野、学際性、総合性を備えた研究者を
育成します。
・日本歴史研究専攻は、日本の歴史と文化について、資料
に基づいた高度な総合的能力をもつ研究者、また広い視
野と国際的な感覚をもち、社会に貢献できる人材の育成
を目指しています。基盤機関である国立歴史民俗博物館
の豊富な収蔵資料と資料情報を活用し、自然科学的な分
析を行うために整備された高度な研究設備を利用しなが
ら、歴史学・考古学・民俗学・自然科学を含めた関連諸
学の専門研究者から、多様な視点の、実地調査を含む学
際的な研究指導を受けることができます。
・メディア社会文化専攻は、高度情報通信社会において、
メディアと通信技術と、社会・文化・人間とが、相互に
どのように作用し合うかを、学際的・総合的に解明する
研究と教育を行っています。メディアと人間の間のイン
タラクションを、関連諸科学の成果と方法を統合し、先
端的なメディア技術を駆使しながら解明して、総合的メ
ディア研究の新たな分野を生み出す、創造的研究者を養
成します。
・日本文学研究専攻は、基盤機関である国文学研究資料館
が集積した膨大な原典資料を活用しながら、専門的な調
査・分析を進める能力と共に、一方でそうした専門性を
相対化する広い視野と国際感覚を併せ持った、先進的な
日本文学研究者の育成を目指しています。複数指導体制
によって、日本文学ばかりでなく、文学情報・記録情
報・書物交流など、関連分野の専門研究者から、多様な
指導を受けることができます。
以上の 6専攻（民博から 2専攻）は、それぞれが日本を
代表する研究機関を基盤として、すでに多くの学位取得
者、専門研究者を輩出し、またそのための努力を重ねてい
ますが、同時に、文化科学研究科全体として、学生の専門
研究を支援し、また専攻同士の横断連携を推進する事業を
推進しております。

文化科学研究科について

研究科長　塚田 誠之

1

専
攻
の
概
要

地域文化学専攻

専攻長　久保 正敏

アジア、アフリカ、ヨーロッパ、アメリカ及びオセアニア等諸地域
に居住する諸民族の個別文化を研究対象とする。おのおのの文化の
もつ特性や歴史性について考慮をはらいながら、民族誌学的方法論
に基づいた文化の記述と構造の把握を主要な目的とする。本専攻に
おいては、現地調査に基づいて個別文化の記述的研究を積極的に推
進する、高度な専門性を持った研究者の養成を行う。

分　野 概　要

アジア地域文化I
東アジア、中央アジア、北アジア地域に居住する諸民族の政治、経済、法、社
会などの諸制度や技術、宗教、言語、芸術等にかかわる地域文化に関する総合
的・記述的研究

アジア地域文化II
東南アジア、南アジア、西アジア地域に居住する諸民族の政治、経済、法、社
会などの諸制度や技術、宗教、言語、芸術等にかかわる地域文化に関する総合
的・記述的研究

ヨーロッパ地域文化 ヨーロッパ地域に居住する諸民族の政治、経済、法、社会などの諸制度や技
術、宗教、言語、芸術等にかかわる地域文化に関する総合的・記述的研究

アフリカ地域文化 アフリカ地域に居住する諸民族の政治、経済、法、社会などの諸制度や技術、
宗教、言語、芸術等にかかわる地域文化に関する総合的・記述的研究

アメリカ地域文化 アメリカ地域に居住する諸民族の政治、経済、法、社会などの諸制度や技術、
宗教、言語、芸術等にかかわる地域文化に関する総合的・記述的研究

オセアニア地域文化 オセアニア地域に居住する諸民族の政治、経済、法、社会などの諸制度や技
術、宗教、言語、芸術等にかかわる地域文化に関する総合的・記述的研究

基礎科目 地域文化学に関する基礎演習および博士論文作成のための演習

共通科目 地域文化学に関する基礎的な講義

総合教育科目 全学共通。各研究科、専攻を超えて実施する学生セミナーや総研大レクチャー
（集中講義）など

■ 教育研究指導分野の概要

2

比較文化学専攻

専攻長　寺田 吉孝

本専攻では、比較社会、比較宗教、比較技術、比較言語、比較芸
術、文化資源という 6つの研究分野がある。諸民族文化の比較研究
により、各々に通底する普遍性の発見と理論的解明を目指す。従来
の文化人類学的方法論に加えて、情報科学や隣接諸科学の成果を導
入し、新しい研究方法の開発を積極的にすすめて高度な専門性を
持った研究者を養成する。

分　野 概　要

比較社会研究 諸民族の家族、親族、地域共同体、政治、法、経済等に関する通文化的・理論
的研究

比較宗教研究 諸民族の呪術、祭祀、神話、宇宙観、宗教等に関する通文化的・理論的研究

比較技術研究 諸民族の生産技術、製作技術、生活技術等に関する通文化的・理論的研究

比較言語研究 諸民族の言語、文字、コミュニケーション、言語政策等に関する通文化的・理
論的研究

比較芸術研究 諸民族の音楽、芸能、文芸、工芸、造形等に関する通文化的・理論的研究

文化資源研究 博物館人類学、博物館情報学、保存科学、および文化資源に関する理論的・実
践的研究

基礎科目 比較文化学に関する基礎演習および博士論文作成のための演習

共通科目 比較文化学に関する基礎的な講義

総合教育科目 全学共通。各研究科、専攻を超えて実施する学生セミナーや総研大レクチャー
（集中講義）など

■ 教育研究指導分野の概要
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分　野 授　業　科　目 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

ア
ジ
ア
地
域
文
化
Ⅰ

東アジア文化研究 台湾原住民族の文化と歴史 准教授 野林　厚志

東アジア文化研究特論Ⅰ 中国における文化変容と社会 准教授 横山　廣子

東アジア文化研究特論Ⅱ

東アジア文化研究演習Ⅰ 中国南部諸民族の歴史民族学的研究に関
する講述 教　授 塚田　誠之

東アジア文化研究演習Ⅱ 朝鮮半島を中心とした東アジアにおける
社会と文化 教　授 朝倉　敏夫

北・中央アジア文化研究 モンゴル遊牧社会論 教　授 小長谷有紀

北・中央アジア文化研究特論 北アジア狩猟採集文化研究 教　授 佐々木史郎

北・中央アジア文化研究演習Ⅰ

北・中央アジア文化研究演習Ⅱ

ア
ジ
ア
地
域
文
化
Ⅱ

東南アジア文化研究 東南アジアの住文化研究 准教授 佐藤　浩司

東南アジア文化研究特論

東南アジア文化研究演習Ⅰ 東南アジア諸社会における精霊信仰 教　授 田村　克己

東南アジア文化研究演習Ⅱ

南アジア文化研究 インドのナショナリズムと宗教 准教授 三尾　　稔

南アジア文化研究特論　 ネパールの現代政治と社会的包摂 准教授 南　真木人

南アジア文化研究演習Ⅰ

南アジア文化研究演習Ⅱ　

西アジア文化研究 中東イスラム社会における民衆文化 教　授 西尾　哲夫

西アジア文化研究特論

西アジア文化研究演習Ⅰ　

西アジア文化研究演習Ⅱ　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

地
域
文
化

ヨーロッパ文化研究 東欧の政治文化と宗教 准教授 新免光比呂

ヨーロッパ文化研究特論 南ヨーロッパのジェンダー・セクシュア
リティ 准教授 宇田川妙子

ヨーロッパ文化研究演習Ⅰ ソシアルなるものを問う 教　授 森　　明子

ヨーロッパ文化研究演習Ⅱ

ア
フ
リ
カ

地
域
文
化

アフリカ文化研究

アフリカ文化研究特論

アフリカ文化研究演習Ⅰ アフリカ地域の生態人類学 教　授 池谷　和信

アフリカ文化研究演習Ⅱ 排除と包摂の社会科学 教　授 竹沢尚一郎

ア
メ
リ
カ

地
域
文
化

アメリカ文化研究　 中米文化研究 教　授 八杉　佳穂

アメリカ文化研究特論 南アメリカのエスノヒストリー 准教授 齋藤　　晃

アメリカ文化研究演習Ⅰ

アメリカ文化研究演習Ⅱ

オ
セ
ア
ニ
ア

地
域
文
化

オセアニア文化研究 自然災害と対峙する社会と文化 准教授 林　　勲男

オセアニア文化研究特論 オセアニアにおける土器文化の諸相 教　授 印東　道子

オセアニア文化研究演習Ⅰ オーストラリアにおける先住民文化 教　授 久保　正敏

オセアニア文化研究演習Ⅱ

■ 地域文化学専攻授業概要（平成23年度）
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分　野 授　業　科　目 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

基
礎
科
目

地域文化学基礎演習Ⅰ 地域文化研究に関する基礎演習 准教授 新免光比呂

地域文化学基礎演習Ⅱ 地域文化研究に関する基礎演習 教　授 竹沢尚一郎

地域文化学演習Ⅰ 博士論文作成のための演習 准教授 南　真木人

地域文化学演習Ⅱ 博士論文作成のための演習 准教授 横山　廣子

共
通
科
目

地域文化学特論Ⅰ 環境人類学 教　授 池谷　和信

地域文化学特論Ⅱ 人類学的地域研究と他分野との連携 准教授 林　　勲男

地域文化学専攻の人材養成目的

文化人類学・民族学の分野を中心とする諸科学に関して高度な専門知識をもち、世界
の諸地域における多様な文化について、現地調査等を通じて優れた研究をおこなう研
究者および高度な専門性をもって国際的見地から社会に貢献しうる人材の育成を目的
とする。

地域文化学専攻の教育方針

地域文化学専攻を置く国立民族学博物館は、世界の諸地域における多様な文化に関し
て図書資料や標本資料、映像音響資料等のさまざまな資料と情報を集積している研究
施設であり、国内外の多くの研究者の参画によって運営される大学共同利用機関であ
る。こうした利点を活かして、質の高い研究に支えられた教育をおこなう。
また、長期の現地調査や国際会議での成果公開や、組織的研究の運営等の研究活動に
必要な能力開発をめざす。
研究指導は指導教員を中心としつつ、学生ごとにその研究テーマに応じたアドバイザ
リーグループを構成して、専攻に属する教員全体で指導する体制をとる。

地域文化学専攻の求める学生像

世界の多様な地域社会や地域文化について広い関心をもち、とりわけ文化人類学・民
族学の基礎研究に強い意欲をもって、在学中の研究活動を遂行することができる学生。

※年度によって開講科目が異なる。

5

分　野 授　業　科　目 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

比
較
社
会
研
究

比較社会研究Ⅰ コミュニティの人類学 准教授 平井京之介

比較社会研究Ⅱ 中国の社会人類学
─欧米・日本・中国のパースペクティブ 教　授 韓　　　敏

比較社会研究特論Ⅰ　

比較社会研究特論Ⅱ 社会・文化に関する人類学的アプローチ 教　授 岸上　伸啓

比較社会研究演習Ⅰ 宗教とナショナリズム 教　授 杉本　良男

比較社会研究演習Ⅱ 文化人類学の研究動向と研究課題 教　授 岸上　伸啓

比較社会研究演習Ⅲ 社会と経済に関する人類学的アプローチ 准教授 鈴木　　紀

比
較
宗
教
研
究

比較宗教研究 呪術と科学の文化人類学 准教授 白川　千尋

比較宗教研究特論 日本宗教と日系宗教の研究 教　授 中牧　弘允

比較宗教研究演習Ⅰ アメリカ合衆国におけるリフォーム運動とライ
フスタイル 教　授 鈴木　七美

比較宗教研究演習Ⅱ

比
較
技
術
研
究

比較技術研究Ⅰ

比較技術研究Ⅱ 物質文化研究からみた複合社会形成 教　授 關　　雄二

比較技術研究特論 「みんぱく」のコレクションと検索システムを活
用した民族技術の比較研究 教　授 近藤　雅樹

比較技術研究演習Ⅰ アジアと太平洋地域における民族植物学と技術 准教授 Matthews, Peter J.

比較技術研究演習Ⅱ 手織機の型式と機織り技術 教　授 吉本　　忍

比
較
言
語
研
究

比較言語研究 フィールド言語学の基礎 准教授 菊澤　律子

比較言語研究特論

比較言語研究演習Ⅰ 少数言語のとらえ方 教　授 庄司　博史

比較言語研究演習Ⅱ オーストロネシア比較言語学 准教授 菊澤　律子

比
較
芸
術
研
究

比較芸術研究Ⅰ 無形文化遺産の映像記録 准教授 福岡　正太

比較芸術研究Ⅱ 日常的・実践的な身体技法としての芸能伝承論 教　授 笹原　亮二

比較芸術研究特論

比較芸術研究演習Ⅰ 北米・ハワイのアジア系音楽 教　授 寺田　吉孝

比較芸術研究演習Ⅱ

文
化
資
源
研
究

文化資源研究 博物館における資料管理 教　授 園田　直子

文化資源研究特論

文化資源研究演習Ⅰ

文化資源研究演習Ⅱ 博物館情報学 准教授 山本　泰則

博物館研究 博物館の歴史と政治性 准教授 川口　幸也

博物館研究特論 博物館人類学 教　授 吉田　憲司

博物館研究演習Ⅰ 文化人類学・民族学博物館における展示と活用 教　授 小林　繁樹

博物館研究演習Ⅱ

■ 比較文化学専攻授業概要（平成23年度）
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分　野 授　業　科　目 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

基
礎
科
目

比較文化学基礎演習Ⅰ 比較文化研究に関する基礎演習 教　授 近藤　雅樹

比較文化学基礎演習Ⅱ 比較文化研究に関する基礎演習 准教授 川口　幸也

比較文化学演習Ⅰ 博士論文作成のための演習 教　授 吉田　憲司

比較文化学演習Ⅱ 博士論文作成のための演習 教　授 中牧　弘允

共
通
科
目

比較文化学特論Ⅰ 移民言語と地域少数言語
─国家と政策とのかかわりから 教　授 庄司　博史

比較文化学特論Ⅱ 観光人類学 教　授 韓　　　敏

※年度によって開講科目が異なる。

比較文化学専攻の人材養成目的

文化と社会の諸問題や文化の表象等に関して、現地調査と比較研究にもとづく幅広い
専門知識をもつ研究者であり、なおかつ、その高度な専門性をもって社会的な実践を
おこないうる人材の育成を目標とする。

比較文化学専攻の教育方針

比較文化学専攻を置く国立民族学博物館は、国内外の大学や博物館等の諸研究機関と
ともに大規模な調査研究を推進するために設立された大学共同利用機関である。その
一方で、展示や講演会、一般社会人を対象としたゼミナール等の活動を通じて広く社
会と連携している「開かれた博物館」としての機能も有している。
世界各地の諸民族に関する生活のさまざまな場面で必要とされる標本資料の他にも映
像音響記録資料・文献図書資料等を膨大に蓄積している利点を活かし、理論と実践と
に結びついた研究に支えられた教育をおこなって、学術論文や学会発表はもとより、
研究成果の社会還元に不可欠な情報発信能力を練磨する。
学生個々の研究テーマに応じたアドバイザリーグループを構成し、切磋琢磨する環境
の中で、指導教員を中心に、専攻に所属する教員全体が指導にあたっている。

比較文化学専攻の求める学生像

人間の社会や文化について広い関心を抱き、とりわけ学問的な理論化やその社会的な
応用に強い意欲をもって、在学中の研究活動を遂行することができる学生。

7

区　分 教　授 准教授 計 備　考

地域文化学専攻 13 10 23 基盤機関の長（民博館長）を含む

比較文化学専攻 14 8 22

計 27 18 45

■ 現員（平成23年4月1日現在）

地域文化学専攻・比較文化学専攻の教員

朝
あさくら

倉 敏
と し お

夫
（韓国社会研究）

池
い け や

谷 和
かずのぶ

信
（環境人類学・南部アフリカ研究）

印
いんとう

東 道
み ち こ

子
（オセアニア考古学）

宇
う だ が わ

田川 妙
た え こ

子
（南ヨーロッパ研究・性研究）

久
く ぼ

保 正
まさとし

敏
（民族情報学・メディア文化論・
  コンピュータ民族学・オーストラリア研究）

小
こ な が や

長谷 有
ゆ き

紀
（牧畜文化論・モンゴル研究）

齋
さいとう

藤   晃
あきら

（ラテンアメリカ歴史人類学）

佐
さ さ き

々木 史
し ろ う

郎
（文化人類学・北アジア研究）

佐
さ と う

藤 浩
こ う じ

司
（民族建築学）

新
しんめん

免 光
み つ ひ ろ

比呂
（宗教学・東欧研究）

須
す ど う

藤 健
けんいち

一
（社会人類学）

竹
たけざわ

沢 尚
しょういちろう

一郎
（宗教人類学・西アフリカ研究）

田
た む ら

村 克
か つ み

己
（東南アジア文化人類学）

塚
つ か だ

田 誠
しげゆき

之
（歴史民族学・中国研究）

西
に し お

尾 哲
て つ お

夫
（認識言語学・アラブ研究）

野
のばやし

林 厚
あ つ し

志
（民族考古学・台湾研究）

林
はやし

   勲
い さ お

男
（社会人類学・オセアニア研究）

三
み お

尾   稔
みのる

（文化人類学・南アジア研究）

三
み し ま

島 禎
て い こ

子
（文化人類学・西アフリカ研究）

南
みなみ

 真
ま き と

木人
（生態人類学・南アジア研究）

森
もり

   明
あ き こ

子
（中部ヨーロッパ文化人類学）

八
や す ぎ

杉 佳
よ し ほ

穂
（言語人類学・中米文化史）

横
よこやま

山 廣
ひ ろ こ

子
（文化人類学・中国社会研究）

■ 地域文化学専攻

担当教員の専門分野（五十音順）

川
かわぐち

口 幸
ゆ き や

也
（アフリカ同時代美術・展示表象論）

韓
ハン

 　　敏
ミン

（社会人類学・中国研究）

菊
きくさわ

澤 律
り つ こ

子
（言語学・オーストロネシア諸語）

岸
きしがみ

上 伸
のぶひろ

啓
（文化人類学・北方文化研究）

小
こばやし

林 繁
し げ き

樹
（文化人類学・博物館学）

近
こんどう

藤 雅
ま さ き

樹
（民俗学・民具研究）

笹
ささはら

原 亮
りょうじ

二
（民俗学・民俗芸能研究）

庄
しょうじ

司 博
ひ ろ し

史
（言語学・言語政策論）

白
しらかわ

川 千
ち ひ ろ

尋
（文化人類学・開発人類学）

杉
すぎもと

本 良
よ し お

男
（社会人類学・南アジア研究）

鈴
す ず き

木 七
な な み

美
（文化人類学・医療文化、ライフデザイン
  研究・欧米医療社会史研究）

鈴
す ず き

木   紀
もとい

（開発人類学・ラテンアメリカ文化論）

關
せき

　 雄
ゆ う じ

二
（アンデス考古学・ラテンアメリカ研究）

園
そ の だ

田 直
な お こ

子
（保存科学）

寺
て ら だ

田 𠮷
よしたか

孝
（民族音楽学・インド研究）

中
なかまき

牧 弘
ひろちか

允
（宗教人類学・経営人類学）

平
ひ ら い

井 京
きょうのすけ

之介
（経済人類学・東南アジア研究）

福
ふくおか

岡 正
しょうた

太
（民族音楽学・東南アジア研究）

M
マ シ ウ ス

atthews, P
ピ ー タ ー

eter J. 
（先史学・民族植物学）

山
やまもと

本 泰
やすのり

則
（博物館情報学）

𠮷
よ し だ

田 憲
け ん じ

司
（博物館人類学・アフリカ研究）

吉
よしもと

本   忍
しのぶ

（民族工芸論・民族技術論）

■ 比較文化学専攻
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地域文化学専攻・比較文化学専攻の教育研究の方法

教員が地域文化学・比較文化学両専攻に分かれて教育研究の指導にあ
たっています。
教育研究の方法は、個別の教員による授業や研究指導と、複数の教員の
指導のもとに行われる共通のゼミナールからなっています。
共通のゼミナールには、 1年生を対象とする「基礎演習Ⅰ」および「基
礎演習Ⅱ」（通称「 1年生ゼミナール」）と、博士論文作成の指導を内容と
する「演習Ⅰ」および「演習Ⅱ」（通称「論文ゼミナール」）があります。
「 1年生ゼミナール」は学生がそれぞれの研究計画を発表する「研究計
画シリーズ」、各教員が交代で専門分野の講義をおこない、それに基づい
て議論を進める「テーマ・シリーズ」、 1年の教育研究課程を受けた学生
があらためて研究計画を発表する「リサーチプロポーザル・シリーズ」か
らなっています。
平成13年度からは、文化人類学・民族学の視点や方法論を批判的に摂取
することを目的として、共通科目が開講されています。
学生はおおむね 1年次において現地調査（フィールドワーク）の準備を
おこない、 2年次以降、指導教員の指導のもとに調査地にてフィールド
ワークをおこないます。そして調査終了後、指導教員による個別の指導や
「論文ゼミナール」での指導を受けながら学位論文の完成をめざします。
両専攻の教育研究の目的
① 独創的な文化人類学・民族学の研究
② 長期のフィールドワークで得られた資料にもとづく学位論文の作成
③ 広い視野をもった、専門的教養を養う

国立民族学博物館・全景

9

地域文化学専攻・比較文化学専攻の学位

本研究科を修了した者には、博士の学位を授与する。又専攻の区分に応じて、次表
の専攻分野を付記する。

専攻 付記する専攻分野

地域文化学専攻 文学（学位論文の内容によっては学術）

比較文化学専攻 文学（学位論文の内容によっては学術）

数学的手法を用いた文化分析の方法について 小島　三弘 （比較） ［H4.3.31 学術］
シドニーにおける都市アボリジニの研究　伝統と民族の創出 鈴木　清史 （比較） ［H6.3.24 文学］
オルドス・モンゴル族の社会構造─ヤスの機能とその歴史的変容─ 楊　　海英 （地域） ［H6.9.20 文学〕
ペルーにおける山の神信仰の現在性─アンデスの宗教的世界のダイナミズム─ 細谷　広美 （地域） ［H7.3.23 文学］
ビルマにおけるウェイザー信仰の研究 土佐　桂子 （比較） ［H7.3.23 文学］
韓国社会の動態と「両班化」　─忠清北道阿房郡における門中と儒式儀礼の検討を通して 岡田　浩樹 （地域） ［H8.3.21 文学］
中国杭嘉湖地方における養蚕伝承の研究 曹　　建南 （地域） ［H8.3.21 文学］
歌に表象される村落意識─奄美における「シマの歌」の研究─ 中原ゆかり （比較） ［H8.3.21 文学］
四合院家屋の文化人類学的研究─人間と自然との相互作用の視点から 杉山　京子 （地域） ［H10.3.24 文学］
モンゴル叙事詩のナラトロジー（物語の構造分析）研究
　　─アルタイ・ハイラハ叙事詩を事例として─ 藤井　麻湖 （地域） ［H10.3.24 文学］

カストム・メレシン　̶ヴァヌアツ共和国トンゴア島民の民間医療および民間医療観の現代的位相 白川　千尋 （地域） ［H10.3.24 文学］
韓・日両国における済州島海女の移動と定着に関する民族学的研究 李　　善愛 （比較） ［H10.3.24 文学］
東南中国の漢族社会組織とその変容－閔南農村社会における宗族の研究 潘　　宏立 （比較） ［H10.3.24 文学］
芸の伝承－ジャワ島・チルボンの仮面舞踏を中心に 福岡まどか （比較） ［H10.3.24 文学］
Overt First and Second Person－Designating Terms in Japanese  Discourse 
　　─A Pragmatic Perspective─

Riikka Lansisalmi 
（比較） ［H10.3.24 文学］

「二重の窮乏」下の平等理念─現代世界とキリバス南部環礁の社会生活─ 風間　計博 （地域） ［H10.9.30 文学］
建築と文化・社会との相互作用─中国黄土高原の窰洞住居・集落を対象として─ 栗原　伸治 （地域） ［H10.9.30 学術］
カラーコラムにおけるイスマーイール派の変容─宗教共同体と開発の視点から─ 子島　　進 （地域） ［H11.3.24 文学］
地域主義運動における言語と知識人─エストニア南部ヴォル地方の事例から─ 寒水　明子 （地域） ［H11.3.24 学術］
英国コッツウォルズ地域におけるエスニシティの文化人類学的研究
　　─文化遺産の保全をめぐる境界意識の重層的位相─ 塩路　有子 （比較） ［H12.9.29 文学］

北タイ・アカの家屋に関する研究─家屋の形式とその変化への視点から─ 清水　郁郎 （地域） ［H13.3.23 文学］
韓国の定期市にみられる移動商人の巡回移動とその変化
　　─忠清南道公州市を中心として活動する薬草商人を例に─ 林　　史樹 （地域） ［H13.3.23 文学］

現代インドネシアにおけるジャワ大衆演劇クトプラの研究 青木　武信 （比較） ［H13.3.23 文学］
南ラオス村落社会における政治過程の研究─ンゲの村における「連帯」と闘争─ 中田　友子 （地域） ［H14.3.22 文学］
20世紀前半のボリビアにおける先住民教育と植民地主義 吉江　貴文 （地域） ［H14.3.22 文学］
カメルーンにおける「商売の民」バミレケの都市人類学的研究 野元　美佐 （比較） ［H14.3.22 文学］
タイ式医療の構築とタイ・マッサージ─社会的文脈による権威的知識の多様性─ 飯田　淳子 （地域） ［H15.3.24 文学］
インドネシア・スンダの食文化─言語人類学的観点から─ 阿良田麻里子（地域） ［H17.3.24 文学］
韓国の仮面劇「固城五広大」の伝承と演戯者─解放後の韓国社会における民俗芸能の変遷から─ 高　　正子 （地域） ［H17.3.24 文学］
帰還と離散のはざまで─ウクライナ一地方都市におけるユダヤ人巡礼の民族誌─ 赤尾　光春 （地域） ［H17.9.30 学術］
イスラエルにおけるアラブ人キリスト教徒のアイデンティティの様態
　　─ガリラヤ地方・メルキト派カトリック信徒の事例研究─ 菅瀬　晶子 （地域） ［H18.3.24 文学］

トンガ王国の土地制度─グローバル化のなかの伝統─ 森本　利恵（地域） ［H18.3.24 文学］

バラライカの鳴り響く空間：1917～48年における社会主義の文化の生成 大家（柚木）かおり
（地域） ［H18.3.24 学術］

フィジーにおける植民地主義とインド系移民社会─砂糖キビ栽培地域の村落社会における文化の動態─ 村田　晶子（比較） ［H18.9.29 文学］
上ビルマ村落における宗教とジェンダーに関する人類学的研究 飯國有佳子（地域） ［H19.3.23 文学］
「護り」の身体技法に関する映像人類学研究─インドネシア・ミナンカバウの事例から─ 村尾　静二（比較） ［H19.3.23 文学］
離散と故郷─ヨルダンのパレスチナ系住民にみられる帰属意識とナショナリズム─ 錦田　愛子（地域） ［H19.3.23 文学］
「子ども域」の文化人類学的研究 ─バングラデシュ農村社会の子ども─ 南出　和余（比較） ［H19.3.23 文学］
参加型開発を通した女性の自己変容過程に関する人類学的研究
　　─北インド農村社会を事例として─ 菅野美佐子（比較） ［H19.9.28 文学］

「場」と「パフォーマンス」に関する人類学的研究
　　─トルコ・都市におけるアレヴィーのセマーを例として─ 米山　知子（比較） ［H19.9.28 文学］

フェラインの民族誌─ドイツ・バイエルン州のローカル・アソシエーション─ 山田　香織（地域） ［H20.3.19 文学］

■ 課程博士

学位論文リスト
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水上人と呼ばれる人々─広東珠江デルタの漢族エスニシティとその変容─ 長沼さやか（地域） ［H20.3.19 文学］
在米コリアンのサンフランシスコ日本町─マルチカルチャーのエスニックタウン─ 小谷　幸子（比較） ［H20.3.19 文学］
インド農村社会における不妊経験の人類学的研究 松尾　瑞穂（比較） ［H20.9.30 文学］
韓国における老人の食─老人福祉施設を中心に─ 守屋亜記子（地域） ［H21.3.24 文学］
日本の先史時代における植物性食料の加工と利用：残存デンプン分析法の理論と応用 渋谷　綾子（比較） ［H22.3.24 文学］
農業技術改善の民俗誌―紀ノ川下流域村落の一七～二〇世紀前半における動向の分析 加藤　幸治（比較） ［H22.9.30文学］
オーストラリア先住民ヨルタ・ヨルタの環境管理のための先住民運動に関する文化人類学的研究 友永　雄吾（地域） ［H23.3.24文学］
現代タイ社会における開発と僧侶─僧侶による社会貢献とネットワーク形成に焦点をあてて─ 岡部真由美（地域） ［H23.3.24文学］
現代東南中国における宗親会の民族誌的研究―国家との関係を中心として 陳　　夏晗（比較） ［H23.3.24文学］

An Areal─Typological Study of Middle American Indian Languages 八杉　佳穂 ［H6.3.30 文学］
農村女性からみたトルコの「近代化」─世俗主義、イスラーム、女性の相互関係 中山　紀子 ［H9.3.24 文学］
南タイにおける実践宗教─ムスリムと仏教徒が混住する村落の事例から─ 西井　凉子 ［H9.3.24 文学］
セネガルの公権力とインフォーマル・セクターに関する民族学的研究 小川　　了 ［H9.3.24 文学］
メラネシアの政治的リーダーシップと開発─ソロモン諸島サンタイサベル島における森林伐採事業をめぐって─ 関根　久雄 ［H10.9.30 文学］
南インドの農村におけるカースト内関係としての親族─コング・ヴェッラーラの事例研究─ 杉本　星子 ［H10.9.30 文学］
アイヌ民族における神送りの研究─沙流川流域を中心に─ 萱野　　茂 ［H13.3.23 学術］
低湿地立地の遺跡にみる縄文時代本州西部地域の生業活動
　　─縄文時代早期末から中期初頭における若狭湾沿岸と琵琶湖周辺地域の動物考古学的考察─ 内山　純蔵 ［H14.3.22 文学］

考古学における数量化と数理的手法の研究 及川　昭文 ［H14.3.22 学術］
総管信仰─近世江南農村社会と民間宗教─ 濱島　敦俊 ［H14.9.30 学術］
中国の食事方法─歴史人類学的考察─ 西澤　治彦 ［H15.3.24 文学］
台湾原住民のイノシシ（Sus scrofa taivanus）狩猟の民族考古学的研究：
　　動物遺存体研究の方法論構築にむけて 野林　厚志 ［H15.3.24 学術］

The Transformation and Social Functions of the sNang zhig Family and its Monastery 
　　─An Ethnographic Description of the Bon Tradition in Amdo 才譲　　太 ［H16.9.30 学術］

利用者の視点にたった博物館の理念と活動様式の研究 布谷　知夫 ［H16.9.30 文学］
トビニタイ文化の集団構成と生計戦略─北海道東部における「中世アイヌ社会」成立に至る一階梯─ 大西　秀之 ［H17.3.24 文学］
アットゥシの歴史に関する基礎的研究─アイヌ伝統文化の再検討の試みとして─ 本田　優子 ［H17.9.30 文学］
カナダ・イヌイットの食物分配に関する文化人類学的研究─先住民社会の変容と再生産─ 岸上　伸啓 ［H18.3.24 文学］
タイ中部農村における相互行為の民族誌的研究 高城　　玲 ［H18.3.24 文学］
東ネパールにおける羊飼いの生産活動と放牧地をめぐる社会関係 渡辺　和之 ［H18.3.24 文学］
「アイヌ風俗画」の研究─近世北海道におけるアイヌと美術 新明　英仁 ［H19.9.28 文学］
国際線客室乗務員の接客業務と勤務体制─仕事の人類学的研究─ 八巻　惠子 ［H21.9.30 文学］
シャーマニズムによるエスニシティの探求─ポスト社会主義期におけるモンゴル・ブリヤートの事例を中心として 島村　一平 ［H22.3.24 文学］
活用される職祖伝承─近・現代日本における木工挽物の担い手と木地屋「根元地」─ 木村　裕樹 ［H22.9.30文学］
先住民学習の理論と実践─ポストコロニアル人類学の活用─ 中山　京子 ［H22.9.30学術］
スリランカにおけるエステート・タミルのアイデンティティと「ジャーティヤ」をめぐる人類学的研究 鈴木　晋介 ［H23.3.24文学］

■ 論文博士

私が総研大・民博で過ごした 5年間は、研究環境に非常
に恵まれていた。一番の理由は、研究の実施に必要な実験
機器類を自由に利用することができたことである。私の研
究テーマは、日本の旧石器時代や縄文時代の植物食につい
て、世界各地の考古学調査で近年導入された残存デンプン
粒分析を用いて解明することである。研究を進めるために
は生物顕微鏡や顕微鏡カメラなどの機器類やクリーンルー
ムなどの設備を必要とした。これらは私個人で導入するこ
とは非常に難しいが、幸いにも、民博の動植物標本資料室
にある機器類を利用する許可が得られたため、分析や実験
を着実に進めていくことができた。
また院生ゼミでは、研究テーマや分野の異なる院生た
ち、教授陣を相手に研究発表を行うため、他分野の研究者
に対して自分の研究成果を理解してもらうための訓練を積
むことができた。これは、学会や研究会での研究発表にお
いて非常に役に立った。
このような恵まれた環境が、学位論文として研究成果を
まとめる基盤となったと思う。

広島大学総合博物館　学芸職員

渋谷 綾子（平成22年3月学位取得）

卒 業 生 の 声

総研大の学生が学ぶ国立民族学博物館は、人類学を専門とす
る研究者の関西における一大拠点である。指導を頂ける教授陣
は、自身の研究においても高い水準を誇られ、その厳しい目を
私たち学生にも容赦なく向けて下さる。試練の場となる論文ゼ
ミでは、先生方と学生の双方から鋭い質問が投げかけられ、本
格的な議論を味わうことができる。これらの経験は、私が卒業
後に研究者としてさまざまな議論の場に参加する上で、大きく
役に立っていると思う。
他の地域を研究する学生との雑談や、研究発表、エスニッ
ク・パーティーへの参加などは、自分の専門地域以外について
見識を深め、理解の糸口をつかむ格好の機会だ。これらの耳学
問は、単に興味深いばかりでなく、比較の視野をも開いてくれ
る。総研大の学生は、必ずしももともと人類学を専門とする人
ばかりではないため、基礎を理解するための文献講読や情報交
換も、希望次第では可能である。
大学院もひとつのフィールドであり、努力次第でさまざまな
収穫を得ることができる。新しく入学される皆さんには、自分
なりの総研大ライフを開拓していって欲しい。

東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所　助教

錦田 愛子（平成19年3月学位取得）

13

国立民族学博物館50年史アーカイブズ

107



地域文化学専攻・比較文化学専攻の
受験生に期待する

国立民族学博物館長　須藤 健一

国立民族学博物館（みんぱく）は、博物館をそなえた世界でも
ユニークな文化人類学・民族学の研究所です。60名の教員たちは、
「地の先へ。知の奥へ。」をモットーに世界各地で、グローバリ
ゼーションの動きを受容し、あるいはそれに抗いながら独自の社
会と固有の文化を維持ないし創造している人びとの営みを研究し
ています。一方で、世界の諸民族の生活や考えをより深く理解す
るために民族資料や映像音響資料などの収集につとめ、「もの」
をとおして文化を表現する展示活動も行っています。
文化人類学・民族学は、現地の人びとと生活をともにしながら

日常生活から地球規模の影響をも視野に入れて人間の社会と文化
を現場で研究する学問です。異文化に生きる人びとを理解するた
めには幅広い視野、柔軟な思考と豊かな想像力が求められます。
そして、独創的な着想から収集したデータを分析して論理的に記
述する手法が大事です。
みんぱくには、総合研究大学院大学の地域文化学専攻と比較文

化学専攻が設置され、文化人類学をはじめ言語学、宗教学、生態
学、先史学、民族音楽学そして博物館学などを研究する優秀な教
授陣がいます。そのうえ、民族標本、文献図書や映像音響などの
豊富な資料を所蔵しており、研究環境の点ではわが国随一の大学
院であるといえます。
私たちは、皆さんが人類学の研究課題を追求し、博士論文を書

きあげて一人前の研究者として社会に飛び立つことを支援するの
を楽しみにしています。

左：オセアニア展示
右上：アメリカ展示
右下：音楽展示
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国立民族学博物館および人間文化研究機構の概要

国立民族学博物館（民博）は、わが国における文化人類学・民族学の研
究センターとして、世界の諸民族の社会や文化に関する調査研究をおこな
うとともに、異なる文化についての人びとの理解を深めることを目的とし
て、1974年に設立されました。民博は、大学共同利用機関であり、全国の
大学・研究機関との連携をもとに調査研究を進め、学術情報を集積する一
方、その成果を博物館の展示やデータベースの提供などを通じて広く社会
に公開することを使命としています。1989年には、総合研究大学院大学の
文化科学研究科地域文化学専攻と比較文化学専攻が民博を基盤機関として
設置され、民博での博士後期課程の教育が開始されました。
以上のように、国立民族学博物館は「博物館をもつ研究所」として、世
界的にみても類例のない規模と機能を有しています。博物館そのものを
とっても、すでに世界最大級の民族学博物館に数えられるようになってい
ます。民博の展示は、常設展示と特別展示とで構成されており、このうち
常設展示は、世界をオセアニア、アメリカ、ヨーロッパ、アフリカ、それ
に日本を含むアジア各地に分けた地域展示と、言語や音楽などの通文化展
示からなっています。一方、特別展示は、特定のテーマに焦点を当て、年
に数回、期間を限って開催されています。
民博は、2004年 4 月より、国立大学と足並みをそろえて、法人組織とな
りました。法人の正式名称は、「大学共同利用機関法人人間文化研究機構」
ですが、民博は、国立歴史民俗博物館、国文学研究資料館、国際日本文化
研究センター、総合地球環境学研究所とともに、その一員として再出発し
ました。その後、2009年10月には 6番目の大学共同利用機関として新たに
国立国語研究所が設置されました。また民博の研究部は、 3研究部（民族
社会、民族文化、先端人類科学） 2センター（研究戦略センター、文化資
源研究センター）体制に組織替えがなされました。研究活動の機動性を高
めるとともに、その成果をより広くわかりやすく社会に伝えていくための
措置です。文化人類学・民族学を基礎としつつ、機関と分野の別を超えて、
人間文化の総合的理解に至ろうとする、民博の新たな活動が始まっている
のです。

標本資料 映像音響資料 文献図書資料

海外資料 174,194点 映像資料 7,805点 日本語図書 251,490冊

国内資料 102,113点 音響資料 62,651点 外国語図書 379,448冊

計 276,307点 計 70,456点 計 630,938冊

日本語雑誌 9,806種

外国語雑誌 6,610種

計 16,416種

■ 所蔵民族学資料（平成23年4月1日現在）
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地域文化学専攻・比較文化学専攻の歩み

昭和 63年 10月 総合研究大学院大学開学【全学】
平成 元年 4月  文化科学研究科（地域文化学専攻・比較文化学専攻）設置、学生受入、授業開始
平成 7年 2月  葉山キャンパス本部共通棟が竣工、この年から入学式を同キャンパスにて総研大全体で挙行【全学】
平成 11年 4月  先導科学研究科学生受入（地域文化学・比較文化学両専攻併任教官の一部、先導科学研究科の併任に）【全学】
平成 12年 10月 「オープンキャンパス」開催（年 1回）
平成 13年 4月 地域文化学・比較文化学両専攻の同窓生ネットワーク発足
平成 17年 4月  関西 4大学との学生交流に関する協定を締結、京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科、

大阪大学大学院人間科学研究科、神戸大学大学院総合人間科学研究科（平成19年度より国際文化
学研究科および人間発達環境学研究科に改組）、および京都文教大学大学院文化人類学研究科と
の単位互換授業の開講開始

平　成 3年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 12年 13年 14年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 計

地域文化学専攻
課程博士 0 0 2 2 0 3 4 2 1 1 2 4 2 2 1 0 2 28

論文博士 0 0 0 0 3 0 2 0 1 1 3 2 0 1 0 1 0 14

比較文化学専攻
課程博士 1 1 1 1 0 4 0 2 2 0 0 0 3 3 1 1 2 22

論文博士 0 1 0 0 0 0 0 1 1 2 0 2 0 0 0 1 3 11

計 1 2 3 3 3 7 6 5 5 4 5 8 5 6 2 3 7 75

■ 年度別学位授与者数

平　成 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年

志願者数 22 17 23 31 23 28 18 19 8 18 15 13 10 10

合格者数 6（1） 7 6 8 8 7 6 7（1） 6（1） 7 4 4 5 3（1）

倍　　率 3.7 2.4 3.8 3.9 2.9 4 3 2.7 1.3 2.6 3.8 3.3 2 2.5

■ 入学者選抜試験倍率

※（　　）は入学辞退者で内数。

平　成 元年～9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 計

国　立 34（7） 4（1） 4 5 5 4 5 3 4（1） 2（1） 2 2 4 3 2（1） 83（11）

公　立 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2

私　立 14（1） 2 2 〈1〉 3 1 1 2〈1〉 2 4 1 2 0 1 1 36（1）〈2〉

海　外 8（1） 0 1 1 0 2〈1〉 1 1 1 0 3 0 0 1 0 19（1）〈1〉

合　計 56（9） 6（1） 7 6〈1〉 8 8〈1〉 7 6〈1〉 7（1） 6（1） 7 4 4 5 3（1） 140（13）〈3〉

■ 合格者出身大学院機関別累計

※（　　）は入学辞退者で内数。〈　　〉内は重複で外数。平成2年合格者のうち海外機関出身（1名）者は学部卒で資格認定による。

平　成 元年～9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 計

北海道 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

東　北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

関　東 28（6）  3（1） 4  2〈1〉 3 3 2 2 1 3 2 0 2 1 0 56（7）〈1〉

中　部 6 2 0 0 0 1 1 1  1（1） 0 0 0 1 0 0 13（1）

近　畿  10（2） 1 2 3 4 2 3  2〈1〉 3 2 2 2 0 3 2（1） 41（3）〈1〉

中　国 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 6

九　州 1 0 0 0 0 0 0 0 0  1（1） 0 0 0 0 1  3（1）

海　外  8（1） 0 1 1 0  2〈1〉 1 1 1 0 3 0 0 1 0 19（1）〈1〉

合　計 56（9）  6（1） 7  6〈1〉 8  8〈1〉 7  6〈1〉  7（1）  6（1） 7 4 4 5 3（1） 140（13）〈3〉

■ 合格者出身大学院地方別累計

※（　　）は入学辞退者で内数。〈　　〉内は重複で外数。平成2年合格者のうち海外機関出身者（1名）は学部卒で資格認定による。

●地域文化学専攻および比較文化学専攻の出身者は、以下のようなところに在職し、教育研究に活躍している。
愛知淑徳大学、愛媛大学、大阪大学、大谷大学、沖縄県立芸術大学、帯広大谷短期大学、鹿児島国際大学、鹿児島純心女子大学、神奈川
大学、川崎医療福祉大学、関西外国語大学、神田外語大学、京都外国語大学、京都文教大学、神戸大学、神戸市外国語大学、神戸山手大
学、滋賀県立大学、静岡大学、四天王寺大学、芝浦工業大学、成蹊大学、大同工業大学、中部大学、筑波大学、天理大学、東京外国語大
学、東北学院大学、東洋大学、長崎純心大学、新潟国際情報大学、日本大学、阪南大学、広島大学、広島市立大学、宮崎公立大学、桃山
学院大学、インドネシア学術総局［インドネシア］、上海師範大学［中国］、ライデン大学［オランダ］、北京大学［中国］、総合研究大学
院大学、国立民族学博物館

■ 修了生等の就職先
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総合研究大学院大学（以下、総研大）は、
大学共同利用機関が有する優れた人材と研究
環境を活用して博士課程の教育を行い一流の
研究者を養成する、という世界でも類例のな
いコンセプトのもとに昭和63年10月に設立さ
れました。大学共同利用機関とは、各研究分
野において日本全国の大学が共同に利用でき
る研究所のことです。各大学共同利用機関は
それぞれの研究分野の中核拠点としての機
能、また研究者コミュニティの取りまとめ役
としての機能や国際的な共同研究を推進する
機能を果たしています。
総研大はこのような大学共同利用機関を研
究科・専攻の基盤機関とする、学部をもたな
い大学院だけの大学（独立大学院大学）です。
この独特の制度はそのまま総研大教育の特色
となっています。もっとも顕著な点は、大学
院教育が各基盤機関の研究の現場において直
接実施されることです。基盤機関では専門性
の高い国際的な研究活動が実施されています
が、それを活用して「高い専門性」と「国際
的な通用性」を養成することを目指していま
す。
一方、総研大の基盤機関あるいは専攻全体
をみると、文化、歴史、情報、生命、エネル
ギー、物質、宇宙など実に多様な分野の研究
が行われています。したがって、この学術的
な多様性を活用して、「広い視野」を持つ人
材を養成することがもう 1つの大きな教育目
標です。広い視野の養成には、必ずしも複数
の専門領域に精通する必要はありません。し
かし、自分の領域とは異なる領域における問
題や課題は何かを理解することが必要です。
逆に、自らの専門領域については真摯に、か

つ厳密に理解してもらわねばなりません。し
たがって、視野の広さとは、自分の専門的な
知識を他の知識に結合することであり、知識
全体の中に位置づける能力のことなのです。
学生のみなさんには、こうした総研大の制
度的特色や教育目標のもとに、機会を追求し
て大きな課題に挑戦されることを願っていま
す。容易に成功しそうなものを選ぶようで
は、大きな成果は得られません。そのとき大
学の果たすべき役割は、学生一人ひとりの強
みがより大きく展開できるように指導・支援
し、学んだことがやがて人生や仕事で使える
ようにすることにあります。
本学に限らず各大学が行っている高等教育
は、「知識（基盤）社会」を支える柱です。し
かし、知識社会への移行はようやく広く認識
されるようになってきたところであり、多く
の分野でこれまでとは全く異なった考えや仕
組みを創造しなくてはならない状況にありま
す。大学院教育に関してもその役割と機能を
見直し、責任を負うべき成果を明らかにしな
ければなりません。総研大においては、人材
養成目的の検証、基礎教育のあり方、他機関
との連携などさまざまな課題や期待がありま
す。社会や大学のこうした移行時に、関係各
位には総研大の一層の発展のためにご理解と
ご協力を賜りますようにお願い申し上げます。

学長あいさつ

総合研究大学院大学長　高畑 尚之
京都大学理学部卒、九州大学で理学博士号取得。国立遺伝学研究所研究員、助手、助教授を経て1992年本
学教育研究交流センター教授に就任。2001年より副学長、2004年から2008年3月まで理事・副学長。2008
年4月より現職。2003年9月に日本遺伝学会木原賞、2006年8月に日本進化学会学会賞木村賞を受賞。2002
年The American Academy of Arts and Sciences 外国人名誉会員、2003年分子生物進化学会長に就任。
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総合研究大学院大学の特徴

特色ある
博士課程教育

■ 5年一貫制博士課程制度と博士後期課程制度の併用
■ 基盤機関の研究現場を活用した教育プログラム
■ 個の能力に即した教育プログラム
■ 社会人学生・留学生受入れプログラム

高い専門性の
育成

■ 各専攻分野の最先端研究者による研究指導
■ 多様な専門教育プログラム
■ 学位取得プロセス管理プログラム／長倉研究奨励賞
■ 基盤機関が有する世界最高水準の資料・施設・設備の活用

広い視野の
養成

■ 専攻・研究科間の共同教育研究事業
■ 総合科目遠隔授業プログラム
■ 全学学生セミナー
■ 全学学術交流会

国際的
通用性の確保

■ 最先端研究技術・研究者の交流拠点における教育
■ プレゼンテーション能力養成プログラム
■ 海外学生派遣事業
■ 国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラムの活用

分野横断的・
先導的学問
分野の創出 ■ 学融合推進センターにおける主要四事業の推進

■ 先導科学研究科における総合的な教育研究の実施
■「科学と社会」プログラムの全学的な展開
■ 修了生を中心とした学術交流ネットワーク

（総研大 2011～2012要覧より）
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平成23年度 教育研究組織

　  （3）

　  （3）

　  （3）

　  （3）

　  （－） ICT活用・遠隔教育センター

宇宙科学研究所

学融合推進センター

加速器研究施設・共通基盤研究施設

放送大学

　  （3）

［2］（3）

［2］（3）

［2］（3）

［2］（3）

［2］（3）

［2］（※）

［3］（※）

［4］（※）

［2］（3）

［2］（1）

［4］（6）

［3］（6）

［3］（6）

［3］（6）

［5］（1）

研究科 専　攻 大学共同利用機関等法人基盤機関入学定員

学長選考会議

上記18の大学共同利用機関等と上記18の大学共同利用機関等と
の緊密な連係・協力体制により教の緊密な連係・協力体制により教
育研究を実施育研究を実施

※若干名。
　［　　］は5年一貫制博士課程、
　（　　）は博士後期課程の入学定員です。

　総入学定員／５年一貫制博士課程：41名
　　　　　　　　　　博士後期課程：59名

（総研大 2011～2012要覧より）
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（1）出願資格

出願資格等

次のいずれかに該当する者とする。
①修士の学位又は専門職学位を有する者及び入学の前月までに取得する見込みの者
②外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び入学の前月ま
でに授与される見込みの者

③外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専門
職学位に相当する学位を授与された者及び入学の前月までに授与される見込みの者

④我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において
位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、
修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び入学の前月までに授与される
見込みの者

⑤学校教育法施行規則第156条第 4号の規定により、国際連合大学の課程を修了し、修士の学
位に相当する学位を授与された者

⑥大学を卒業し、大学、研究所等において、 2年以上研究に従事した者及び入学の前月までに
2年以上研究に従事することとなる見込みの者で、本学において、当該研究の成果等によ
り、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者
⑦外国において学校教育における16年の課程を修了した後、又は外国の学校が行う通信教育に
おける授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における16年の課
程を修了した後、大学、研究所等において、 2年以上研究に従事した者及び入学の前月まで
に 2年以上研究に従事することとなる見込みの者で、本学において、当該研究の成果等によ
り、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

⑧本学において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以
上の学力があると認めた者で、入学の前月末日までに24歳に達しているもの
（⑥～⑧により出願しようとする者は、事前に本学で実施する出願資格認定審査によって「学
力の認定」を受ける必要がある）

（2）選抜方法（文化科学研究科）
選抜は、書類選考、修士論文又はそれに代わるものの審査及び面接により行う。
①書類選考
　志望研究内容等、その他研究科が提出を求めた資料について行う。
②修士論文等の審査
　修士の学位を有する者及び修士課程在学中の者については修士論文、また出願資格認定審査
により出願資格が認められた者については刊行された論文又は著作を審査する。

③面接
　面接は書類選考・論文審査合格者についてのみ行うものとする。書類選考・論文審査の合否
は面接日の約1週間前までに、入学願書に記載された連絡先に文章で個別に連絡する。

　（なお、合否通知が面接日の 1週間前を過ぎても到着しない場合は、総合研究大学院大学学
務課学生厚生係まで問い合わせること。）
　面接は、主として修士論文（修士論文のない者は発表した学術論文等又はこれまでに行った
研究の要旨）の内容及び志望研究内容について行う。

◎詳細は募集要項を請求のうえ確認してください。
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（3）修了要件
本研究科の専攻に 3年以上在学し、所定の単位数以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受

けた上、博士論文の審査及び試験に合格すること。
ただし、特に優れた研究業績を上げた者については、在学期間を短縮して修了を認めること

がある。

《募集要項の請求方法》

募集要項請求先

下記メールアドレスに、以下の必要事項を記入し、送信してください。
（1）郵便番号（2）住所（3）氏名（4）電話番号
（5）希望する募集要項→ 「平成24年度 4月入学 文化科学研究科地域文化学専攻・比較文化学

専攻（希望する募集要項の種類：1）」と記入してください。
　　　　　　　　　　　※配布は 8月下旬頃から開始します。
メールアドレス：kousei@ml.soken.ac.jp

総合研究大学院大学 学務課 学生厚生係
〒240-0193 神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）
TEL：046-858-1525, 1526

問合せ先

葉山キャンパス
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問
合
せ
先

至彩都西駅

ABCハウジング

万博記念公園駅

国立民族学博物館 管理部研究協力課研究協力係
〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10-1
電話 06-6876-2151（代表）　06-6878-8236（専攻担当）　FAX 06-6878-8479
URL http://www.minpaku.ac.jp/　E-mail souken@idc.minpaku.ac.jp

●大阪モノレールで「万博記念公園駅」・「公園東口駅」下車徒歩約15分
　自然文化園（有料区域）を通ってこられる場合、自然文化園ゲート脇の券売機で本館（国立民族学博物館）の観覧券をお買い求めく
ださい。同園内を無料で通行できます。また、「公園東口駅」からは、自然文化園を通行せずに来館できます。

●バスで阪急茨木市駅・JR茨木駅・北大阪急行千里中央駅から「日本庭園前」下車徒歩約15分。また、茨木方面からは、「自然文化園・
日本庭園中央」下車徒歩約7分（1時間に1本程度）。詳しくは阪急バスにお問い合わせください。

●タクシーは、万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れできます。

総合研究大学院大学 事務局
〒240-0193　神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）
電話 046-858-1500（代表）　FAX 046-858-1542
URL http：//www.soken.ac.jp/

成田

東京
千葉

羽田
川崎

横浜

逗子小田原
湘南国際村

伊豆半島

房総半島

三浦半島相模湾

東京湾

総合研究大学院大学
●電車・バス利用
・ JR 横須賀線逗子駅東口下車
 ▶ 京急バス①番乗り場より16 系統・26 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約25分　運賃：340円
 ▶ 京急バス②番乗り場より「湘南佐島なぎさの丘」行き、「湘南国際村間門沢調整池」下車
　　乗車時間：約20分　運賃：320円
・ 京浜急行逗子線新逗子駅南口下車
 ▶ 京急バス①番乗り場より16 系統・26 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約23分　運賃：340円
 ▶ 京急バス①番乗り場より「湘南佐島なぎさの丘」行き、「湘南国際村間門沢調整池」下車　
　　乗車時間：約18分　運賃：320円
・ 京浜急行本線汐入駅下車
 ▶ 京急バス②番乗り場より16 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約30分　運賃：370円
・ YCAT
 ▶ 横浜シティーエアーターミナル⑥番乗り場「横須賀西部」行き（電力中央研究所行きバ

ス）、「湘南国際村センター前」下車　乗車時間：約45分　運賃：900円
　　（注）「湘南国際村センター前」下車徒歩3分、「湘南国際村間門沢調整池」下車徒歩10分

●車利用
・ 横浜横須賀道路（有料）「逗子インター」より逗葉新道（有料）出口より交差点左折
　南郷トンネルを抜け直進約5分「 湘南国際村センター入口」交差点を左折約1分

携帯サイト
URL http：//daigakujc.jp/sokendai/

総合研究大学院大学
文化科学研究科
地 域 文 化 学 専 攻
比 較 文 化 学 専 攻
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指導体制
　個別指導と共同指導を組み合わせたユニークな指導
体制を採用しています。各院生には正副 2名の指導教
員が指名され、入学から学位取得まで、これらの教員
が中心となって日常的な指導をおこないます。一方、
ゼミにおいては共同指導体制を取り入れています。ゼ
ミは各 4名の教員が担当し、研究の内容だけでなく発
表の方法などに関する指導をおこないます。担当委員
以外の教員にもゼミへの参加を求めることができ、ま
た基本的に専攻長もゼミに出席するため、正副の指導
教員を含めると10人前後の教員からコメントを得るこ
とができます。

地域文化学専攻・
比較文化学専攻の魅力
1 ．充実した教授陣
　学生数をうわまわる教授陣は、学生一人一人の資質やニーズに合わせた、
きめの細かい指導が可能です。また両専攻の教員は各分野の第一線で活躍す
る研究者であるため、最新の研究動向に基づいた指導を行うことができます。

2 ．豊富な情報源
　日本における民族学（文化人類学）関連の最大の資料類が揃っています。
また、館が主催する数多くの共同研究会・シンポジウムへの参加を通して、
国内外の優秀な研究者との交流が容易になります。

3 ．各種の支援制度
　授業料免除制度や奨学金、学会発表やフィールドワークへの援助など、充
実した研究支援が受けられます。

スケジュール
　学生はおおむね 1年次において「 1年生ゼミ」での
指導をもとに現地調査（フィールドワーク）の準備を
おこない、 2年次以降、指導教員の指導のもとに調査
地にてフィールドワークをおこないます。そして調査
終了後、指導教員による個別の指導や「論文ゼミ」で
の指導を受けながら学位論文の完成をめざします。

地域文化学専攻・比較文化学専攻の
教育とは？
　地域・比較文化学専攻では、以下の 3点を目的とする教育活動を行っています。

　① 独創的な文化人類学・民族学の研究
　② 長期のフィールドワークで得られた資料にもとづく学位論文の作成
　③ 広い視野をもった、専門的教養を養う

1

国立民族学博物館50年史アーカイブズ

110



　総合研究大学院大学、略して「総研大」は、学部をも
たず大学院だけから成る国立大学として、昭和63年
（1988）10月 1 日に開学しました。現在、全部で 6 つの
研究科から構成されていますが、他の研究科が全て理系
であるのに対して、文化科学研究科は唯一の文系研究科
です。
　研究科の成り立ちは、まず平成元年（1989） 4 月に、
大学共同利用機関である国立民族学博物館を基盤とする
地域文化学専攻・比較文化学専攻が設置されました。そ
の後、平成 4年（1992） 4 月に、国際日本文化研究セン
ターを基盤とする国際日本研究専攻、平成11年（1999）
4 月に、国立歴史民俗博物館を基盤とする日本歴史研究
専攻、平成13年（2001） 4 月にメディア教育開発センタ
ーを基盤とするメディア社会文化専攻、平成15年（2003）
4 月に、国文学研究資料館を基盤とする日本文学研究専
攻が順次増設され、 6専攻となりました。
　国立大学の法人化に伴い、平成16年（2004） 4 月から
は、新たに大学共同利用機関法人人間文化研究機構が設
立され、 4つの研究機関（国立民族学博物館、国際日本
文化研究センター、国立歴史民俗博物館、国文学研究資
料館）が属することとなり、独立行政法人メディア教育
開発センターをあわせた 5つの研究機関が基盤となりま
した。そして、平成21年（2009） 4 月に、独立行政法人
メディア教育開発センターが、放送大学内に設置された
ICT活用・遠隔教育センターに業務が移管され、現在に
至っています。なお、総研大の他の研究科は、博士課程
前期（修士）の学生を受け入れる 5年一貫制を採用して
いますが、文化科学研究科は、博士課程後期（博士）の
みから成っていることを申し添えます。次に、各専攻の
概要をご紹介します。
・ 地域文化学専攻は、アジア、ヨーロッパ、アフリカ、
アメリカ及びオセアニア等諸地域に居住する諸民族の
個別文化を研究対象とします。各々の文化のもつ特性
や歴史性について考慮をはらいながら、民族誌学的方
法論に基づいた文化の記述と構造の把握を主要な目的
としています。現地調査に基づいて個別文化の記述的
研究を積極的に推進する高度な専門性を持った研究者
の養成を行います。
・ 比較文化学専攻は、比較社会、比較宗教、比較技術、
比較言語、比較芸術、文化資源という 6つの研究分野
があります。諸民族文化の比較研究を通して、その普
遍性を理論的に明らかにすることを目的としています。
従来の文化人類学的方法論に加えて、情報科学や文化
資源研究、隣接諸科学の成果を導入して、新しい研究

方法の開発を積極的にすすめながら高度な専門性を持
った研究者を養成します。

・ 国際日本研究専攻は、人文科学・社会科学・自然科学
にわたる総合的な日本研究を進めるために、教育・研
究指導分野として、全教員の指導による単一の「国際
日本研究」を設けている点に特色があります。また、
国際的な立場から日本研究の理論的・方法論的な指導
を行う共通必修科目を設けています。これらの推進に
より、創造的で高度な専門的視野、学際性、総合性を
備えた研究者を育成します。

・ 日本歴史研究専攻は、日本の歴史と文化について、資
料に基づいた高度な総合的能力をもつ研究者、また広
い視野と国際的な感覚をもち、社会に貢献できる人材
の育成を目指しています。基盤機関である国立歴史民
俗博物館の豊富な収蔵資料と資料情報を活用し、自然
科学的な分析を行うために整備された高度な研究設備
を利用しながら、歴史学・考古学・民俗学・自然科学
を含めた関連諸学の専門研究者から、多様な視点の、
実地調査を含む学際的な研究指導を受けることができ
ます。

・ メディア社会文化専攻は、高度情報通信社会において、
メディアと通信技術と、社会・文化・人間とが、相互
にどのように作用し合うかを、学際的・総合的に解明
する研究と教育を行っています。メディアと人間の間
のインタラクションを、関連諸科学の成果と方法を統
合し、先端的なメディア技術を駆使しながら解明して、
総合的メディア研究の新たな分野を生み出す、創造的
研究者を養成します。（現在は学生募集を停止してい
ます。）

・ 日本文学研究専攻は、基盤機関である国文学研究資料
館が集積した膨大な原典資料を活用しながら、専門的
な調査・分析を進める能力と共に、一方でそうした専
門性を相対化する広い視野と国際感覚を併せ持った、
先進的な日本文学研究者の育成を目指しています。複
数指導体制によって、日本文学ばかりでなく、文学情
報・記録情報・書物交流など、関連分野の専門研究者
から、多様な指導を受けることができます。

　以上の 6専攻（民博から 2専攻）は、それぞれが日本
を代表する研究機関を基盤として、すでに多くの学位取
得者、専門研究者を輩出し、またそのための努力を重ね
ていますが、同時に、文化科学研究科全体として、学生
の専門研究を支援し、また学術交流フォーラムの実施・
『総研大文化科学研究』の刊行など専攻同士の横断連携
を推進する事業を推進しております。

文化科学研究科について
研究科長

塚田 誠之
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■ 両専攻のあゆみ
平成元年 4月　文化科学研究科（地域文化学専攻・比較文化学専攻）設置、
　　　　　　　学生受入、授業開始
平成12年10月　「オープンキャンパス」開催（年 1  回）
平成13年 4 月　地域文化学・比較文化学両専攻の同窓生ネットワーク発足
平成17年 4 月　下記 関西 4大学との学生交流に関する協定を締結、
　　　　　　　単位互換授業の開講開始

・京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
・大阪大学大学院人間科学研究科
・神戸大学大学院総合人間科学研究科
　（平成19年度より国際文化学研究科および
　人間発達環境学研究科に改組）
・京都文教大学大学院文化人類学研究科

地域文化学・比較文化学専攻について

地域文化学専攻
専攻長　久保 正敏
　アジア、アフリカ、ヨーロッパ、アメリカ及びオセアニア等諸地域に居住す
る諸民族の個別文化を研究対象とします。おのおのの文化のもつ特性や歴史性
について考慮をはらいながら、民族誌学的方法論に基づいた文化の記述と構造
の把握を主要な目的としています。本専攻においては、現地調査に基づいて個
別文化の記述的研究を積極的に推進する、高度な専門性を持った研究者の養成
を行います。

求める学生像… 世界の多様な地域社会や地域文化について広い関心をもち、とりわ
け文化人類学・民族学の基礎研究に強い意欲をもって、在学中の研
究活動を遂行することができる学生。

比較文化学専攻
専攻長　鈴木 七美
　本専攻では、比較社会、比較宗教、比較技術、比較言語、比較芸術、文化資
源という 6  つの研究分野があります。諸民族文化の比較研究により、各々に
通底する普遍性の発見と理論的解明を目指しています。従来の文化人類学的方
法論に加えて、情報科学や隣接諸科学の成果を導入し、新しい研究方法の開発
を積極的にすすめて高度な専門性を持った研究者を養成します。

求める学生像… 人間の社会や文化について広い関心を抱き、とりわけ学問的な理論
化やその社会的な応用に強い意欲をもって、在学中の研究活動を遂
行することができる学生。
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■ 担当教員一覧（平成24年度） 26名

みんぱくで学ぶ
地 域 文 化 学 専 攻

朝
あさ

倉
くら

 敏
とし

夫
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（韓国社会研究）

池
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や

 和
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信
のぶ

（環境人類学・南部アフリカ研究）
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いん
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とう

 道
みち

子
こ

（オセアニア考古学）

宇
う
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だ
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がわ
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たえ

子
こ

（南ヨーロッパ研究・性研究）

樫
かし

永
なが

 真
ま

佐
さ

夫
お

（東南アジア文化人類学）

久
く

保
ぼ

 正
まさ

敏
とし

（民族情報学・コンピュータ民族学・
オーストラリア研究）

小
こ

長
なが

谷
や

 有
ゆ

紀
き

（牧畜文化論・モンゴル研究）

齋
さい

藤
とう

   晃
あきら

（ラテンアメリカ歴史人類学）

佐
さ

々
さ

木
き

 史
し

郎
ろう

（文化人類学・北アジア研究）

佐
さ

藤
とう

 浩
こう

司
じ

（民族建築学）

新
しん

免
めん

 光
みつ

比
ひ

呂
ろ

（宗教学・東欧研究）

須
す

藤
どう

 健
けん

一
いち

（社会人類学）

竹
たけ

沢
ざわ

 尚
しょう

一
いち

郎
ろう

（宗教人類学・西アフリカ研究）

田
た

村
むら

 克
かつ

己
み

（東南アジア文化人類学）

塚
つか

田
だ

 誠
しげ

之
ゆき

（歴史民族学・中国研究）

西
にし

尾
お

 哲
てつ

夫
お

（認識言語学・アラブ研究）

野
の

林
ばやし

 厚
あつ

志
し

（民族考古学・台湾研究）

信
のぶ

田
た

 敏
とし

宏
ひろ

（社会人類学・東南アジア研究）

林
はやし

   勲
いさ

男
お

（社会人類学・オセアニア研究）

三
み

尾
お

   稔
みのる

（文化人類学・南アジア研究）

三
み

島
しま

 禎
てい

子
こ

（文化人類学・西アフリカ研究）

南
みなみ

 真
ま

木
き

人
と

（生態人類学・南アジア研究）

森
もり

   明
あき

子
こ

（中部ヨーロッパ文化人類学）

八
や

杉
すぎ

 佳
よし

穂
ほ

（言語人類学・中米文化史）

山
やま

中
なか

 由
ゆ

里
り

子
こ

（比較文学・比較文化）

横
よこ

山
やま

 廣
ひろ

子
こ

（文化人類学・中国社会研究）

4

み
ん
ぱ
く
で
学
ぶ地域文化学専攻

堀田 あゆみ（平成20年度入学）

　1998年、みんぱく（国立民族学博物館）で特別展『大モンゴル展─草原の遊牧文明』が開かれた。当時高校生で、
モンゴルにただならぬ関心を寄せていた私は、 3度も来館しては 1日中入り浸っていた。その時は、自分が研究を志
してみんぱくに戻ってくることになるとは、思いもよらなかった。

　高校卒業後にモンゴルへ留学し、ますます興味が深まった。もっと学びたいとモンゴルを追いかけているうちに、
みんぱくの大学院にたどり着く。正確には、総合研究大学院大学文化科学研究科の博士課程だということを知った。

　入学後は総研大のリサーチ・トレーニング制度を活用して、毎年モンゴルで調査をおこなってきた。遊牧民世帯に
住みこんで、生活の中にあるモノをすべて記録し、モノにまつわる話を聞き取ったりしていた。そうして集めたデー
タを発表したところ、モノの情報を博物館の展示に活かしてはどうかという話がうまれ、私が調査していた遊牧民一
家のゲル（住居）と家財道具をみんぱくが買い取ることになった。

　そのゲルは、みんぱくの特別展示場で開催された『今和次郎　採収講義―考現学の今』で演示された。私は実行委
員として携わり、ともに生活していた遊牧民一家の暮らしと調査の様子をモノで再現した。14年前のあの場所で、自
分の研究成果の一部が公開されたことは、驚きであり感動でもあった。かつて自分がそうであったように、研究は誰
かの糧となるためのものだということを実感した。

Voice在学生の声
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■ 担当教員一覧（平成24年度） 23名

飯
いい

田
だ

 　卓
たく

（生態人類学・漁民研究）

韓
かん

　 　敏
びん

（社会人類学・中国研究）

菊
きく

澤
さわ

 律
りつ

子
こ

（言語学・オーストロネシア諸語）

岸
きし

上
がみ

 伸
のぶ

啓
ひろ

（文化人類学・北方文化研究）

小
こ

林
ばやし

 繁
しげ

樹
き

（道具人類学・文化人類学・博物館学）

近
こん

藤
どう

 雅
まさ

樹
き

（民俗学・民具研究）

笹
ささ

原
はら

 亮
りょう

二
じ

（民俗学・民俗芸能研究）

庄
しょう

司
じ

 博
ひろ

史
し

（言語学・言語政策論）

白
しら

川
かわ

 千
ち

尋
ひろ

（文化人類学・開発人類学）

杉
すぎ

本
もと

 良
よし

男
お

（社会人類学・南アジア研究）

鈴
すず

木
き

 七
なな

美
み

（医療人類学・医療社会史）

鈴
すず

木
き

   紀
もとい

（開発人類学・ラテンアメリカ文化論）

關
せき

　 雄
ゆう

二
じ

（アンデス考古学・ラテンアメリカ研究）

園
その

田
だ

 直
なお

子
こ

（保存科学）

陳
ちん

　天
てん

璽
じ

（社会人類学・移住、移動者研究）

寺
てら

田
だ

 𠮷
よし

孝
たか

（民族音楽学・インド研究）

日
ひ

髙
だか

 真
しん

吾
ご

（保存科学）

平
ひら

井
い

 京
きょう

之
の

介
すけ

（経済人類学・東南アジア研究）

廣
ひろ

瀬
せ

 浩
こう

二
じ

郎
ろう

（日本宗教史・民俗学）

福
ふく

岡
おか

 正
しょう

太
た

（民族音楽学・東南アジア研究）

M
マシウス

atthews, P
ピーター

eter J. 
（先史学・民族植物学）

𠮷
よし

田
だ

 憲
けん

司
じ

（博物館人類学・アフリカ研究）

吉
よし

本
もと

   忍
しのぶ

（民族工芸論・民族技術論）

比 較 文 化 学 専 攻
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比較文化学専攻

サウセド・セガミ・ダニエル・ダンテ（平成20年度入学）

　私の研究テーマは現代ペルーにおけるパブリック考古学です。具体的には、一般の人々と考古学者の関係性につい
て研究しています。考古学者は遺跡と遺物について、学術的な関心を持っています。彼らの関心は客観的であり、遺
跡と遺物を「研究資料」と定義します。一方で、一般の人々は客観的な関心よりも主観的な関心を持ちます。遺跡と
遺物を通して、自分の習慣と家族の歴史についての関心を持っています。遺跡と遺物の保護活動のためには、この二
つの立場を理解しなければなりません。

　この研究を行うためには様々な分野から切り込んでいくことが必要です。考古学だけではなく、文化人類学、歴史
学、民族学など多様な分野からの観点を持たなければなりません。総研大と民博はこのような研究を行うには最も良
い環境であると考えます。様々な分野の先生がいるため、自分の研究を様々な観点から議論することができます。ま
た、民博には文化人類学の文献に関しては日本の中で最良とも言える図書室がありますので、参考文献を探しやすい
というメリットもあります。海外における研究調査又は成果発表については総研大のサポートを受けることができる
ので、世界中の研究者と交流することができます。研究者として、総研大と民博は最高の環境の一つであると思って
います。

Voice在学生の声

7

在学生の研究テーマ

■先住民族による自然資源の利用に関する環境人類学的研究
　―ニカラグア共和国・ミスキートによるウミガメ漁の事例―

■社会主義的政策下における牧畜社会の変容―中国内モンゴル・シリンゴル盟における開発を事例に―

■Pre- Hispanic rituals and ceremonial architecture in Peru's north central Highlands

■ベトナム北部山岳少数民族モン族社会の労働に関する民族誌的研究

■男女間のバーバルコミュニケーション―酒場を背景として―

■近現代アジアにおける民族衣装をまとった聖母像―フィリピンと日本の事例を中心に―

■北海道西興部村における動物利用の歴史的変容に関する人類学的研究

■韓国と日本における墓と葬送儀礼の変容―「自然葬」の発生と定着を中心に

■先史アンデス形成期における社会動態

■An Anthropological Study of Non-government Education among 
　the Ethnic Communities in the Northern （Barind） Region of Bangladesh

■TEXTILE AND IDENTITY : A PERSPECTIVE FROM ASIA AND AMERICA.

■メキシコ・ユカタン地方における先住民言語マヤユカテコ語とスペイン語の言語接触について
　―音声学及び言語人類学的視点から―

■ラオス北部サムヌア地方における「伝統」織物の技術伝承とその変容

■沖縄島嶼地域における社会変化をめぐる民族誌的研究―池間島のカツオ漁の衰退に伴う地域社会の適応―

■ウランバートル市のゲル地区に見られる住民の廃棄行動とその変容

■台湾原住民族の農耕活動の変容過程とその現代的意味についての人類学的研究

■ブルキナファソのソンガイ居住村における簡易技術移転プロジェクトの人類学的研究

■現代ペルーにおける考古学の活用とパブリック考古学

■カナダ少数・先住民族の社会・文化的変化に関する研究

■移住者の生業とホスト社会との関係：
　韓国社会と日本社会に華僑移住者が生業の為に持ち込んだモノを中心に

■造形活動にたずさわる人びと―ナイジェリア、「ヨルバの聖地」イレ・イフェの現在から

■音の環境にみる音楽観の社会的形成：芸能と都市の音を手がかりに

■西安「回民街」における回族社会の構造

■スーダン内戦後のヌバ山地の生活再建に関する、平和の人類学的研究

■バングラデシュの銅合金製品と人びととの関わりからみる「地域らしさ」の考察

■地域社会の発展プロセスと独自性を維持するメカニズムの解明

■先住民の被曝問題に関する文化人類学的研究
　―合州国ニューメキシコ州ラグナ・プエブロ保留地内ウラン鉱山跡を中心に

10
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世
界
で
学
ぶ

総合地球環境学研究所　プロジェクト研究員

小河 久志（平成24年3月学位取得）

　私の研究テーマは、タイ南部におけるイスラームの今日的動態を、ムスリムの宗教実践を事例に、国家やグロー
バルなイスラーム復興運動、インド洋津波災害の影響を踏まえて明らかにすることだった。こうした自身の研究を
進めるうえで不可欠だったのが、宗教や災害、東南アジアに関する知識、視点であった。日本における人類学・民
族学研究の一大センターである民博には、これらの分野を専門とする教授陣がおり、折に触れて私の研究に有益な
コメントを下さった。その中心的な場が全体ゼミだった。入学 1年目から発表が義務付けられるゼミには、院生と
ともに多数の教員が参加し、発表者に対して忌憚のない意見を投げかける。それは、当時の私にとって（他の院生
にとっても）恐ろしいものだったが、今振り返ると自身の研究を深化する上で無くてはならない機会だったと思う。

　民博ではまた、多くの友人にも恵まれた。研究するテーマや地域は違えども、院生は 1つ屋根の下で研究に励む
同学の士。時に院生室、時に居酒屋、時に下宿先で、研究に限らず様々なことを語り合った彼らは、民博で得られ
たかけがえのない財産の 1つである。

　他にも民博には、豊富な蔵書を誇る図書館があり、館内で頻繁に開かれる研究会には全国から著名な研究者が参
加する。このような恵まれた環境を活かすも殺すも自分次第。新入生の皆さんには、民博が持つ豊富なリソースを
フルに活用して、充実した研究生活を送って頂きたい。

国立民族学博物館外来研究員（日本学術振興会特別研究員PD）

岡部 真由美（平成23年3月学位取得）

　広大な万博記念公園に浮かぶ陸の孤島、民博。その民博内でも、奥の奥にあるのが大学院生室。駅から遠く、周
辺にはコンビニも居酒屋もない。これだけ不便なのに、この大学院では、新入生を欠いたことがないばかりか、 6
年、 7年…と長居する学生が少なくない。私もそうした学生の一人であった。一体、何がそれほど魅力的なのか？

　まずは人。ここに集まる学生と教員は、研究テーマも対象地域もかなりバラエティに富んでおり、論文ゼミで、
鋭い質問や建設的なコメントを飛ばし合っている。このゼミでの発表は、学位論文の口頭試問、学会・研究会での
発表の際に大いに役立つ。次にモノ。学生は、民博が所蔵する数多くの標本、映像・音響ならびに文献図書の資料
にアクセスできるし、必要に応じて調査用の機材を借りることだってできる。最後に、機会。民博で頻繁に開催さ
れる共同研究会やシンポジウムは、第一線で活躍する研究者たちの最新の研究成果を知る、絶好の機会である。ま
た、それに関連する準備やアテンド等、学生の手伝う仕事は、教室では学べない知識や経験を身につける貴重な機
会でもある。このような恵まれた研究環境は、この大学院の最大の魅力だ。

　しかし、この環境を活かすためには、自ら積極的に行動しなければならない。大学院に漂う、温かくも厳しい空
気。私は、これこそが、この大学院のもうひとつの魅力だと思う。新入生の皆さんには、ぜひ、個性豊かな先輩や
教員に囲まれながら、「大人の大学院」の虜になってほしい。

愛知淑徳大学、愛媛大学、大阪大学、大谷大学、沖縄県立芸術大学、帯広大谷短期大学、鹿児島国際大学、鹿児島純心
女子大学、神奈川大学、川崎医療福祉大学、関西外国語大学、神田外語大学、京都外国語大学、京都大学、京都文教大
学、神戸大学、神戸市外国語大学、神戸山手大学、成蹊大学、滋賀県立大学、静岡大学、四天王寺大学、芝浦工業大学、
大同工業大学、中部大学、筑波大学、天理大学、東京外国語大学、東北学院大学、東洋大学、長崎純心大学、新潟国際
情報大学、日本大学、阪南大学、広島大学、広島市立大学、宮崎公立大学、桃山学院大学、インドネシア学術総局［イ
ンドネシア］、上海師範大学［中国］、北京大学［中国］、ライデン大学［オランダ］、総合地球環境学研究所、総合研究
大学院大学、国立民族学博物館

■ 地域文化学専攻および比較文化学専攻の出身者は、  以下のようなところに在職し、教育研究に活躍しています。

Voice卒業生の声
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地域文化学専攻開講科目（平成24年度）
講義概要抜粋

アジア地域文化Ⅰ
　東アジア、中央アジア、北アジア地域に居住
する諸民族の政治、経済、法、社会などの諸制
度や技術、宗教、言語、芸術等にかかわる地域
文化に関する総合的・記述的研究

東アジア文化研究 教　授　野林　厚志
　台湾原住民族の文化と歴史について講述する。先住
民運動、植民地主義、文化表象といった脈絡でとらえ
ていく。

東アジア文化研究特論Ⅰ 准教授　横山　廣子
　中国やその周辺のアジア各地で見られる文化変容に
関わる現状を把握するとともに、それをどのようなア
プローチによって研究しうるかについて、具体的な研
究事例を通して考える。

東アジア文化研究演習Ⅰ 教　授　塚田　誠之
　中国南部諸民族の民族集団とその文化の形成史につ
いて、とくに広西の壮族に焦点をあてた講述を行い、
民族史研究の新たな研究の可能性を探ることを目的と
する。

東アジア文化研究演習Ⅱ 教　授　朝倉　敏夫
　朝鮮半島を中心として東アジアにおける社会と文化
に関する演習を行う。

北・中央アジア文化研究 教　授　小長谷有紀
　モンゴル遊牧社会の歴史的変容について、牧畜の特
質とその変容という視点から解説する。

北・中央アジア文化研究特論 教　授　佐々木史郎
　ロシア領のシベリア、極東地域に広がる大森林地帯
（タイガ）に展開する狩猟採集活動を生態的側面と文
化的側面の双方から分析する

アジア地域文化Ⅱ
　東南アジア、南アジア、西アジア地域に居住
する諸民族の政治、経済、法、社会などの諸制
度や技術、宗教、言語、芸術等にかかわる地域
文化に関する総合的・記述的研究

東南アジア文化研究 准教授　佐藤　浩司
・東南アジアの住文化をいかに理解するか
・建築人類学フィールドワークの方法

東南アジア文化研究特論 准教授　信田　敏宏
　東南アジアにおける開発過程の実態を関連文献の批
判的読解を通して、受講者の研究地域とも比較しなが
ら全員で議論する。

東南アジア文化研究演習Ⅰ 教　授　田村　克己
　東南アジア諸社会、ことに大陸部を中心に精霊信仰
を取り上げ、ヒトと霊とモノの関係を考察する。

東南アジア文化研究演習Ⅱ 准教授　樫永真佐夫
　東南アジアはきわめて地理的 ,文化的に多様である。
この授業では、東南アジア大陸部を中心に取り扱う。
各地の民俗や文化がどのように継承されているか、従
来の村落社会研究を踏まえて考える。

南アジア文化研究 准教授　三尾　　稔
　特に「ヒンドゥー教」の形成と変容に焦点をあて、
植民地支配から現代の宗教ナショナリズムに至るまで
の歴史的経緯をたどり、インドの「宗教」伝統の動態
に迫る。

南アジア文化研究特論 准教授　南　真木人
　現代政治における社会的包摂をめぐる問題群をネパ
ールにおける社会運動の過程から考察する。

西アジア文化研究 教　授　西尾　哲夫
　イスラム的価値観と対立するものとして取り上げら
れることの多い芸能や舞踊について議論する。

西アジア文化研究特論 准教授　山中由里子
　物と言説の有機的な結びつきについて、物質文化研
究とテクスト研究の双方向から考察する。

ヨーロッパ地域文化
　ヨーロッパ地域に居住する諸民族の政治、経
済、法、社会などの諸制度や技術、宗教、言語、
芸術等にかかわる地域文化に関する総合的・記
述的研究

ヨーロッパ文化研究 准教授　新免光比呂
　授業ではフィールドワークに基づいて政治文化と宗
教について歴史的に考察する。

ヨーロッパ文化研究特論 准教授　宇田川妙子
　南ヨーロッパにおける性（ジェンダー／セクシュア
リティ／セックス）の実態を、民族誌的文献や歴史的
文献をとおして詳細に分析・考察するとともに、性が
彼らの文化全体の中で意味するところの一端を解明し
ていくことを目的とする。

ヨーロッパ文化研究演習Ⅰ 教　授　森　　明子
　ソシアルなる概念の構築をめぐって論じた研究書を
講読し、議論する。

12

アフリカ地域文化
　アフリカ地域に居住する諸民族の政治、経済、
法、社会などの諸制度や技術、宗教、言語、芸
術等にかかわる地域文化に関する総合的・記述
的研究

アフリカ文化研究 准教授　三島　禎子
　今日の人の移動に関して、地理的拡大と歴史的動態
に着目し、移動にともなう経済活動を民族文化の側面
から考察し、アフリカ経済の過去と現在を再考する。

アフリカ文化研究演習Ⅰ 教　授　池谷　和信
　アフリカの狩猟採集民、牧畜民、農耕民を対象にし
た生態人類学の研究動向をふまえて、アフリカ文化を
理解するための研究方法や視点について論議する。

アフリカ文化研究演習Ⅱ 教　授　竹沢尚一郎
　アフリカ社会のエスノグラフィーを読む。近年の良
質なエスノグラフィーを取り上げ、6冊程度を読み込
む予定である。

アメリカ地域文化
　アメリカ地域に居住する諸民族の政治、経済、
法、社会などの諸制度や技術、宗教、言語、芸
術等にかかわる地域文化に関する総合的・記述
的研究

アメリカ文化研究 教　授　八杉　佳穂
　学生のもっている問題点を深めるため、共通する話
題を取りあげて、これまでの西欧中心主義的学問観を
改め直す材料を提供していく。

アメリカ文化研究特論 准教授　齋藤　　晃
　16世紀初めのヨーロッパ人との接触以後の南アメリ
カの先住民の社会と文化の歴史的変遷を跡づける。

オセアニア地域文化
　オセアニア地域に居住する諸民族の政治、経
済、法、社会などの諸制度や技術、宗教、言語、
芸術等にかかわる地域文化に関する総合的・記
述的研究

オセアニア文化研究 准教授　林　　勲男
　自然災害への社会や文化による対応の在り方につい
て、平穏時、発災時の緊急対応、復旧・復興活動、災
害の記憶・記録、防災活動などに焦点を当てながら、
人類学的視点から具体的な事例をもって検討する。

オセアニア文化研究特論 教　授　印東　道子
　オセアニアにおける土器文化の諸相を自然環境との
関連においてみてゆく。

オセアニア文化研究演習Ⅰ 教　授　久保　正敏
　オーストラリアへの人の移動から説き起こし、先住
民文化の形成と変遷について、自然環境・政治状況と
の関係性の視点で議論を深める。

基礎科目
　地域文化学に関する基礎演習（1年生ゼミ）
および博士論文作成のための演習（論文ゼミ）

【1年生ゼミ】
地域文化学基礎演習Ⅰ 准教授　新免光比呂
地域文化学基礎演習Ⅱ 准教授　信田　敏宏
　1年生を対象とし、地域文化研究に関する基礎的な
知識を養うとともに、博士論文作成のための調査の準
備を行なう。
　⒈　  研究計画シリーズ…おもに修士論文研究と今後
の研究課題について報告し、参加者と教員で検討
する。

　⒉　 テーマシリーズ…10のテーマに関して1回完結
の講義を実施する。

　⒊　 リサーチプロポーザル…各自は、博士研究のた
めのリサーチプロポーザルを発表し、参加者と教
員で検討する。

【論文ゼミ】
地域文化学演習Ⅰ 准教授　南　真木人
地域文化学演習Ⅱ 准教授　三島　禎子
　地域文化学専攻の学生が博士論文を作成するために、
理論的な枠組みや現地調査の成果を報告し、検討する。
　⒈　 博士論文のための調査を終了した者は、現地調
査の概要と博士論文の全体の構想について報告す
る。

　⒉　 博士論文を執筆中の者は、特定の章を報告し、
参加者と教員で検討する。

共通科目
　地域文化学に関する基礎的な講義

地域文化学特論Ⅰ 教　授　野林　厚志
　近年、さまざまなかたちで、物質文化研究が再評価
されているようだが、ものの研究の基本は、実際にも
のを観察し、手に取り、その形状を把握し、それが人々
にどのように認識され、どのように扱われているかを
理解することを前提とした講義である。

地域文化学特論Ⅱ 教　授　田村　克己
　東南アジアの事例を中心に､ 土着信仰、民間信仰、
あるいはアニミズムといわれる宗教的実践を取り上げ、
その宗教体系における位置づけ、それをめぐる人類学
的思考について、ともに考える。
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比較文化学専攻開講科目（平成24年度）
講義概要抜粋

比較社会研究
　諸民族の家族、親族、地域共同体、政治、法、
経済等に関する通文化的・理論的研究

比較社会研究Ⅰ 准教授　平井京之介
　人びとがコミュニティに参加し、そこから公共的な
るものが作り上げられていく過程について検討する。

比較社会研究Ⅱ 教　授　韓　　　敏
　1990年代以降の大陸中国に関する社会人類学研究の
新しい動向を取り上げる。

比較社会研究特論Ⅰ 准教授　陳　　天璽
　在日外国人、華人ディアスポラ、日系人ディアスポ
ラ、無国籍者など、具体的な事例を通し、アジアにお
ける移民とディアスポラについて議論する。

比較社会研究特論Ⅱ 教　授　岸上　伸啓
　1960年代以降の人類学的アプローチおよび概念につ
いて紹介し、批判的に検討を加える。

比較社会研究演習Ⅰ 教　授　杉本　良男
　現代世界が抱える宗教とナショナリズムの問題につ
き、各地の事例から比較検討する。

比較社会研究演習Ⅱ 教　授　岸上　伸啓
　各自の研究課題をどのように調査・研究すべきかに
ついて検討し、博士論文作成のための調査研究計画書
作成の準備を行う。

比較社会研究演習Ⅲ 准教授　鈴木　　紀
　小規模生産者がグローバル経済に参入していく際に
必要とされる能力発展のプロセスについて比較考察す
る。

比較宗教研究
　諸民族の呪術、祭祀、神話、宇宙観、宗教等
に関する通文化的・理論的研究

比較宗教研究 准教授　白川　千尋
　地域社会の人々の間における呪術と科学の相互関係
に関する理解を深めるために必要な理論的枠組みにつ
いて検討することを目的とする。

比較宗教研究演習Ⅰ 教　授　鈴木　七美
　多文化状況や生活の激変を経験する高齢者のウェル
ビーイングを考えることをとおして、多様な文化的価
値観・文化資源の共有に向けた具体的実践について議
論し、地域生活者が共生環境を創出する意義と方途に
ついて考察を深める。

比較技術研究
　諸民族の生産技術、製作技術、生活技術等に
関する通文化的・理論的研究

比較技術研究Ⅰ 准教授　飯田　　卓
　伝播論にもとづく技術論・物質文化論を紹介し、現
代における技術をとらえるうえでの問題点を明らかに
する。

比較技術研究Ⅱ 教　授　關　　雄二
　アメリカ考古学における複合社会研究を紹介すると
ともに、各学生が持つフィールドワークのデータとつ
なげていく作業を試みる。

比較技術研究特論 教　授　近藤　雅樹
　本館が所蔵する標本資料とデータベースをもとに、
任意の地域もしくは通文化的に用具の分類設定を行い、
データベースと実際の標本資料の観察から得られた情
報に加えて、自らの保有情報をもとに、地域文化の概
要を物質文化論の観点から考察する。

比較技術研究演習Ⅰ 准教授　Matthews, Peter J.
　民族植物学の理論的・実践的基盤を紹介し、この分
野における研究の進展について概観するとともに、今
後の取り組むべき研究課題について論じる。

比較技術研究演習Ⅱ 教　授　吉本　　忍
　世界の諸民族のもとに見いだされる手織機の諸類型
とそれらの分布、ならびに手織機の類型ごとの機織り
技術の特徴と織物の基本的な形状や組織についての基
礎的な理解をはかる。

比較言語研究
　諸民族の言語、文字、コミュニケーション、
言語政策等に関する通文化的・理論的研究

比較言語研究 准教授　菊澤　律子
　言語としての手話の位置づけと、手話を言語として
記述するために必要な言語学の基礎を学ぶ。

比較言語研究演習Ⅰ 教　授　庄司　博史
　少数言語の定義、少数言語の実態 ,言語運動 ,言語
政策、移民言語の調査分析について演習する。

比較言語研究演習Ⅱ 准教授　菊澤　律子
　比較言語学においてここ数十年間にめざましい研究
成果があげられてきたオーストロネシア諸語を概観し
ながら、比較言語学の理論的背景を理解し、その手法
を実際の言語分析に応用できるようになることを目標
とする。
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比較芸術研究
　諸民族の音楽、芸能、文芸、工芸、造形等に
関する通文化的・理論的研究

比較芸術研究Ⅰ 准教授　福岡　正太
　映像制作の企画立案、取材コーディネート、取材実
施、情報整備、編集、試写などの一連の過程に実践的
にかかわりながら、映像の制作や資料の扱い方、無形
文化遺産の記録を支える理論と方法論を学ぶ。

比較芸術研究Ⅱ 教　授　笹原　亮二
　この授業では、芸能を文化的･社会的な身体技法と
してとらえ、様々な角度から考えてゆく。

比較芸術研究演習Ⅰ 教　授　寺田　吉孝
　本演習では、これまで看過されがちであったアジア
系アメリカ人の文化的独自性および創造性に焦点をあ
て、新しく創り出される音楽と彼らのアイデンティテ
ィ創出の関係を考察する。

文化資源研究
　博物館人類学、博物館情報学、保存科学、お
よび文化資源に関する理論的・実践的研究

文化資源研究 教　授　園田　直子
　世界の諸民族の生活用具をいかに学術資料としての
価値を損ねることなく維持保存していくかの方法論を
学ぶ。

文化資源研究特論 准教授　日髙　真吾
　文化資源のなかでも文化財に注目し、特に国内の災
害においてどのような体制のもと救援活動が展開され
るのか、博物館としてどのような協力があり得るのか
について学ぶ。

博物館研究特論 教　授　吉田　憲司
　博物館人類学に関する先端的研究の動向を紹介する
とともに、人類学の実践における博物館機能の活用の
方途を、各履修者の研究テーマに合わせた形で追究す
る。

博物館研究演習Ⅰ 教　授　小林　繁樹
　文化人類学・民族学に関する博物館展示とそれに関
連する事業、ワークショップやイベントなどの具体的
な活用について研究し演習する。

博物館研究演習Ⅱ 准教授　廣瀬浩二郎
　近年の日本における「ユニバーサル・ミュージアム」
（誰もが楽しめる博物館）をめざす動向を紹介し、さ
らに世界各国の先進事例を比較検討する。誰もが楽し
めるミュージアムを具体化するためにはさまざまな切
り口があるが、本演習では「視覚障害者」と「さわる
展示」に注目したい。

基礎科目
　比較文化学に関する基礎演習（1年生ゼミ）
および博士論文作成のための演習（論文ゼミ）

【1年生ゼミ】
比較文化学基礎演習Ⅰ 教　授　近藤　雅樹
比較文化学基礎演習Ⅱ 准教授　陳　　天璽
　1年生を対象とし、比較文化研究に関する基礎的な
知識を養うとともに、博士論文作成のための調査の準
備を行なう。
　⒈　 研究計画シリーズ…おもに修士論文研究と今後
の研究課題について報告し、参加者と教員で検討
する。

　⒉　 テーマシリーズ…10のテーマに関して1回完結
の講義を実施する。

　⒊　 リサーチプロポーザル…各自は、博士研究のた
めのリサーチプロポーザルを発表し、参加者と教
員で検討する。

【論文ゼミ】
比較文化学演習Ⅰ 准教授　白川　千尋
比較文化学演習Ⅱ 教　授　吉田　憲司
　比較文化学専攻の学生が博士論文を作成するために、
理論的な枠組みや現地調査の成果を報告し、検討する。
　⒈　 博士論文のための調査を終了した者は、現地調
査の概要と博士論文の全体の構想について報告す
る。

　⒉　 博士論文を執筆中の者は、特定の章を報告し、
参加者と教員で検討する。

共通科目
　比較文化学に関する基礎的な講義

比較文化学特論Ⅰ 教 授　小林　繁樹
　人類文化における「道具」の理解を進め、「道具」
を創造する可能性を検討する。

比較文化学特論Ⅱ 准教授　福岡　正太
　映像は、記録の手段あるいは創作的表現の媒体など、
多様な可能性をもっている。それを踏まえた上で、映
像による芸能の民族誌のあり方について理解を深める。
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学位論文を書く
■ 地域文化学専攻・比較文化学専攻の学位
本研究科を修了した者には、博士の学位を授与する。又専攻の区分に応じて、次表の専攻分野を付記する。

専　攻 付記する専攻分野

地域文化学専攻 文学（学位論文の内容によっては学術）

比較文化学専攻 文学（学位論文の内容によっては学術）

■ 学位論文リスト
【課程博士】
数学的手法を用いた文化分析の方法について 小島　三弘（比較） ［H4.3.31 学術］

シドニーにおける都市アボリジニの研究　伝統と民族の創出 鈴木　清史（比較） ［H6.3.24 文学］

オルドス・モンゴル族の社会構造―ヤスの機能とその歴史的変容－ 楊　　海英（地域） ［H6.9.20 文学〕

ペルーにおける山の神信仰の現在性―アンデスの宗教的世界のダイナミズム― 細谷　広美（地域） ［H7.3.23 文学］

ビルマにおけるウェイザー信仰の研究 土佐　桂子（比較） ［H7.3.23 文学］

韓国社会の動態と「両班化」―忠清北道阿房郡における門中と儒式儀礼の検討を通して 岡田　浩樹（地域） ［H8.3.21 文学］

中国杭嘉湖地方における養蚕伝承の研究 曹　　建南（地域） ［H8.3.21 文学］

歌に表象される落村意識―奄美における「シマの歌」の研究― 中原ゆかり（比較） ［H8.3.21 文学］

四合院家屋の文化人類学的研究―人間と自然との相互作用の視点から 杉山　京子（地域） ［H10.3.24 文学］

モンゴル叙事詩のナラトロジー（物語の構造分析）研究
　―アルタイ・ハイラハ叙事詩を事例として－ 藤井　麻湖（地域） ［H10.3.24 文学］

カストム・メレシン―ヴァヌアツ共和国トンゴア島民の民間医療および民間医療観の現代的位相 白川　千尋（地域） ［H10.3.24 文学］

韓・日両国における済州島海女の移動と定着に関する民族学的研究 李　　善愛（比較） ［H10.3.24 文学］

東南中国の漢族社会組織とその変容－閔南農村社会における宗族の研究 潘　　宏立（比較） ［H10.3.24 文学］

芸の伝承－ジャワ島・チルボンの仮面舞踏を中心に 福岡まどか（比較） ［H10.3.24 文学］

Overt First and Second Person-Designating Terms in Japanese  Discourse
　―A Pragmatic Perspective― Riikka Lansisalmi（比較） ［H10.3.24 文学］

「二重の窮乏」下の平等理念―現代世界とキリバス南部環礁の社会生活― 風間　計博（地域） ［H10.9.30 文学］

建築と文化・社会との相互作用―中国黄土高原の窰洞住居・集落を対象として― 栗原　伸治（地域） ［H10.9.30 学術］

カラーコラムにおけるイスマーイール派の変容―宗教共同体と開発の視点から― 子島　　進（地域） ［H11.3.24 文学］

地域主義運動における言語と知識人―エストニア南部ヴォル地方の事例から― 寒水　明子（地域） ［H11.3.24 学術］

英国コッツウォルズ地域におけるエスニシティの文化人類学的研究
　―文化遺産の保全をめぐる境界意識の重層的位相― 塩路　有子（比較） ［H12.9.29 文学］

北タイ・アカの家屋に関する研究―家屋の形式とその変化への視点から― 清水　郁郎（地域） ［H13.3.23 文学］

韓国の定期市にみられる移動商人の巡回移動とその変化
　―忠清南道公州市を中心として活動する薬草商人を例に― 林　　史樹（地域） ［H13.3.23 文学］

現代インドネシアにおけるジャワ大衆演劇クトプラの研究 青木　武信（比較） ［H13.3.23 文学］

南ラオス村落社会における政治過程の研究―ンゲの村における「連帯」と闘争― 中田　友子（地域） ［H14.3.22 文学］

20世紀前半のボリビアにおける先住民教育と植民地主義 吉江　貴文（地域） ［H14.3.22 文学］

カメルーンにおける「商売の民」バミレケの都市人類学的研究 野元　美佐（比較） ［H14.3.22 文学］

タイ式医療の構築とタイ・マッサージ―社会的文脈による権威的知識の多様性― 飯田　淳子（地域） ［H15.3.24 文学］

インドネシア・スンダの食文化ー言語人類学的観点からー 阿良田麻里子（地域） ［H17.3.24 文学］

韓国の仮面劇「固城五広大」の伝承と演戯者―解放後の韓国社会における民俗芸能の変遷から― 高　　正子（地域） ［H17.3.24 文学］

帰還と離散のはざまで―ウクライナ一地方都市におけるユダヤ人巡礼の民族誌― 赤尾　光春（地域） ［H17.9.30 学術］

イスラエルにおけるアラブ人キリスト教徒のアイデンティティの様態
　―ガリラヤ地方・メルキト派カトリック信徒の事例研究― 菅瀬　晶子（地域） ［H18.3.24 文学］

トンガ王国の土地制度―グローバル化のなかの伝統― 森本　利恵（地域） ［H18.3.24 文学］

バラライカの鳴り響く空間：1917～48年における社会主義の文化の生成 大家（柚木）かおり（地域） ［H18.3.24 学術］

フィジーにおける植民地主義とインド系移民社会
　―砂糖キビ栽培地域の村落社会における文化の動態― 村田　晶子（比較） ［H18.9.29 文学］

上ビルマ村落における宗教とジェンダーに関する人類学的研究 飯國有佳子（地域） ［H19.3.23 文学］

「護り」の身体技法に関する映像人類学研究―インドネシア・ミナンカバウの事例から― 村尾　静二（比較） ［H19.3.23 文学］

離散と故郷―ヨルダンのパレスチナ系住民にみられる帰属意識とナショナリズム― 錦田　愛子（地域） ［H19.3.23 文学］

「子ども域」の文化人類学的研究 ―バングラデシュ農村社会の子ども― 南出　和余（比較） ［H19.3.23 文学］

参加型開発を通した女性の自己変容過程に関する人類学的研究―北インド農村社会を事例として― 菅野美佐子（比較） ［H19.9.28 文学］
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■ 年度別学位授与者数
平　成 3年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 12年 13年 14年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 計

地域
文化学
専攻

課程博士 0 0 2 2 0 3 4 2 1 1 2 4 2 2 1 0 2 3 31

論文博士 0 0 0 0 3 0 2 0 1 1 3 2 0 1 0 1 0 0 14

比較
文化学
専攻

課程博士 1 1 1 1 0 4 0 2 2 0 0 0 3 3 1 1 2 1 23

論文博士 0 1 0 0 0 0 0 1 1 2 0 2 0 0 0 1 3 1 12

計 1 2 3 3 3 7 6 5 5 4 5 8 5 6 2 3 7 5 80

「場」と「パフォーマンス」に関する人類学的研究
　―トルコ・都市におけるアレヴィーのセマーを例として― 米山　知子（比較） ［H19.9.28 文学］

フェラインの民族誌―ドイツ・バイエルン州のローカル・アソシエーション― 山田　香織（地域） ［H20.3.19 文学］

水上人と呼ばれる人々―広東珠江デルタの漢族エスニシティとその変容― 長沼さやか（地域） ［H20.3.19 文学］

在米コリアンのサンフランシスコ日本町―マルチカルチャーのエスニックタウン― 小谷　幸子（比較） ［H20.3.19 文学］

インド農村社会における不妊経験の人類学的研究 松尾　瑞穂（比較） ［H20.9.30 文学］

韓国における老人の食―老人福祉施設を中心に― 守屋亜記子（地域） ［H21.3.24 文学］

日本の先史時代における植物性食料の加工と利用：残存デンプン分析法の理論と応用 渋谷　綾子（比較） ［H22.3.24 文学］

農業技術改善の民俗誌ー紀ノ川下流域村落の一七～二〇世紀前半における動向の分析－ 加藤　幸治（比較） ［H22.9.30 文学］

オーストラリア先住民ヨルタ・ヨルタの環境管理のための先住民運動に関する文化人類学的研究 友永　雄吾（地域） ［H23.3.24 文学］

現代タイ社会における開発と僧侶―僧侶による社会貢献とネットワーク形成に焦点をあてて― 岡部真由美（地域） ［H23.3.24 文学］

現代東南中国における宗親会の民族誌的研究―国家との関係を中心として 陳　　夏晗（比較） ［H23.3.24 文学］

ヨーグルトをめぐる言説の生成と展開
　―社会主義期からポスト社会主義期にかけてのブルガリアを中心に― マリア・ヨトヴァ（比較） ［H23.9.30 文学］

無文字社会における歴史記憶の生成と継承
　－南エチオピア牧畜民ボラナにおける口承史の分析をとおして－ 大場　千景（地域） ［H24.3.23 文学］

カオダイ教ハノイ聖室の民族誌的研究－ベトナム北部地域の都市における女性たちの社会関係－ 伊藤まり子（地域） ［H24.3.23 文学］

周辺イスラームのダイナミズム－タイ南部村落におけるイスラーム復興運動と宗教実践の変容－ 小河　久志（地域） ［H24.3.23 文学］

【論文博士】
An Areal-Typological Study of Middle American Indian Languages 八杉　佳穂 ［H6.3.30 文学］

農村女性からみたトルコの「近代化」―世俗主義、イスラーム、女性の相互関係 中山　紀子 ［H9.3.24 文学］

南タイにおける実践宗教―ムスリムと仏教徒が混住する村落の事例から― 西井　凉子 ［H9.3.24 文学］

セネガルの公権力とインフォーマル・セクターに関する民族学的研究 小川　　了 ［H9.3.24 文学］

メラネシアの政治的リーダーシップと開発
　―ソロモン諸島サンタイサベル島における森林伐採事業をめぐって― 関根　久雄 ［H10.9.30 文学］

南インドの農村におけるカースト内関係としての親族―コング・ヴェッラーラの事例研究― 杉本　星子 ［H10.9.30 文学］

アイヌ民族における神送りの研究―沙流川流域を中心に― 萱野　　茂 ［H13.3.23 学術］

低湿地立地の遺跡にみる縄文時代本州西部地域の生業活動
　―縄文時代早期末から中期初頭における若狭湾沿岸と琵琶湖周辺地域の動物考古学的考察― 内山　純蔵 ［H14.3.22 文学］

考古学における数量化と数理的手法の研究 及川　昭文 ［H14.3.22 学術］

総管信仰―近世江南農村社会と民間宗教― 濱島　敦俊 ［H14.9.30 学術］

中国の食事方法―歴史人類学的考察― 西澤　治彦 ［H15.3.24 文学］

台湾原住民のイノシシ（Sus scrofa taivanus）狩猟の民族考古学的研究：
　動物遺存体研究の方法論構築にむけて 野林　厚志 ［H15.3.24 学術］

The Transformation and Social Functions of the sNang zhig Family and its Monastery 
　－An Ethnographic Description of the Bon Tradition in Amdo 才譲　　太 ［H16.9.30 学術］

利用者の視点にたった博物館の理念と活動様式の研究 布谷　知夫 ［H16.9.30 文学］

トビニタイ文化の集団構成と生計戦略
　―北海道東部における「中世アイヌ社会」成立に至る一階梯― 大西　秀之 ［H17.3.24 文学］

アットゥシの歴史に関する基礎的研究―アイヌ伝統文化の再検討の試みとして― 本田　優子 ［H17.9.30 文学］

カナダ･イヌイットの食物分配に関する文化人類学的研究―先住民社会の変容と再生産― 岸上　伸啓 ［H18.3.24 文学］

タイ中部農村における相互行為の民族誌的研究 高城　　玲 ［H18.3.24 文学］

東ネパールにおける羊飼いの生産活動と放牧地をめぐる社会関係 渡辺　和之 ［H18.3.24 文学］

「アイヌ風俗画」の研究―近世北海道におけるアイヌと美術 新明　英仁 ［H19.9.28 文学］

国際線客室乗務員の接客業務と勤務体制－仕事の人類学的研究－　 八巻　恵子 ［H21.9.30 文学］

シャーマニズムによるエスニシティの探求
　―ポスト社会主義期におけるモンゴル・ブリヤートの事例を中心として　　 島村　一平 ［H22.3.24 文学］

活用される職祖伝承－近・現代日本における木工挽物の担い手と木地屋「根元地」－ 木村　裕樹 ［H22.9.30 文学］

先住民学習の理論と実践－ポストコロニアル人類学の活用－ 中山　京子 ［H22.9.30 学術］

スリランカにおけるエステート・タミルのアイデンティティと
　「ジャーティヤ」をめぐる人類学的研究 鈴木　晋介 ［H23.3.24 文学］

小集落から見た初期国家の形成過程－先スペイン期中央アンデスのワリ国家を事例として－ 土井　正樹 ［H24.3.23 文学］
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国立民族学博物館に地域文化学専攻と
比較文化学専攻の二専攻がありますが、
これらはどのようにちがいますか？

Q

地域文化学専攻と比較文化学専攻で
学ぶことができるのは、
文化人類学・民族学だけでしょうか？

Q

研究支援制度には
どんなものが
ありますか？

Q

受験する前に希望する
指導教員を
かならず決めておく
必要がありますか？

Q

　地域と比較のいずれに比重を置くかにより
二専攻に別れているものの、共にフィールド
ワークを研究の根幹においているため、共通
する部分も多く、密接な相互交流があります。
また、専攻間に指導上の棲み分けはなく、院
生がどちらの専攻に所属していても、両専攻
に所属する教員の指導を受けることができる
というメリットがあります。

A

　必要条件ではありませ
んが、強くお勧めします。
また、受験を申請する前
に希望指導教員に連絡を
取れば、入学後の研究の
見通しを立てる一助とな
るでしょう。

A
　そんなことはありません。両専攻
には、考古学、民俗学、建築学、情
報学、言語学、音楽学、博物館学、
保存科学など幅広い分野を専門とす
る教員がそろっているので、それら
の分野でも研究を行うことができま
す。また、教員の陣容は年度によっ
て変化することがあるので、希望研
究内容と当専攻の教育体制との整合
性について不明な点がある方は、事
前にお問い合わせください。

A

　研究に関連する様々な業務を行いながら給
与を得ることができる「リサーチ・アシスタ
ント（RA）制度」や、学会における発表や
フィールドワークに対して支援をおこなう
「リサーチ・トレーニング（RT）事業」が
あります。学内の奨学金制度はありませんが、
外部研究資金調達のための申請書の書き方な
どについても指導を行っています。

A
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長期の現地調査をするときには、
授業料が免除されますか？Q

地域文化学専攻と比較文化学専
攻に入学すると、かならず長期
の現地調査をしなければなりま
せんか？また、国内での現地調
査も可能でしょうか？

Q

受験する前に調査予定地域の現地語を
習得している必要がありますか？Q

学部や修士課程で文化人類学・民
族学を専攻しなかったのですが、
地域文化学専攻や比較文化学専攻
を受験することはできますか？

Q
　実際には長期のフィール
ドワークを行う学生が多い
のですが、研究の目的や内
容によっては独自のフィー
ルドワークの形を決めてい
くことも可能です。たとえ
ば、継続した長期調査のか
わりに短期の調査を繰り返
しおこなうことで調査可能
なテーマも存在します。ま
た、調査対象は海外だけで
はありません。これまでに
も数多くの卒業生が、国内
のフィールドワークに基づ
いた博士論文を完成させて
います。

A

　長期フィールドワークを行う期間
中は、休学が認められています。在
学中に支払う授業料の総額が減額さ
れるわけではありませんが、フィー
ルドワークを行う学期中に授業料を
払う必要はありません。

A

　大学などで正規に文化人類学・民
族学を学んだ経験がなくても受験す
ることは可能です。しかし、入学後
に志望研究が遂行可能であるか見通
しをつけるためにも、関連図書など
を精読し、少なくとも人類学やフィ
ールドワークに関する基本的な考え
方について理解しておいたほうがよ
いでしょう。この作業は、何をする
ために当専攻を受験するのかを整理
するためにも役立つはずです。

A

　入学時にフィールドの言語を習得していることは
望ましいのですが、受験の必要条件ではありません。
入学前の習得が難しい言語が存在するだけでなく、
それまでに習得した言語以外の地域に研究を広げる
必要がある場合もあるからです。特に、現地でのみ
習得可能な言語に関しては、フィールドワークをし
ながら徐々に身に付けていくこともあります。

A
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地域文化学専攻・比較文化学専攻の
受験生に期待する

国立民族学博物館長　須藤 健一

みんぱくについて

　国立民族学博物館（みんぱく）は、博物館を
そなえた世界でもユニークな文化人類学・民族
学の研究所です。60名の教員たちは、「地の先へ。
知の奥へ。」をモットーに世界各地で、グロー
バリゼーションの動きを受容し、あるいはそれ
に抗いながら独自の社会と固有の文化を維持な
いし創造している人びとの営みを研究していま
す。一方で、世界の諸民族の生活や考えをより
深く理解するために民族資料や映像音響資料な
どの収集につとめ、「もの」をとおして文化を
表現する展示活動も行っています。

　文化人類学・民族学は、現地の人びとと生活
をともにしながら日常生活から地球規模の影響
をも視野に入れて人間の社会と文化を研究する
学問です。異文化に生きる人びとを理解するた
めには幅広い視野、柔軟な思考と豊かな想像力
が求められます。そして、独創的な着想から収
集したデータを分析して論理的に記述する手法
が大事です。

　みんぱくには、総合研究大学院大学の地域文
化学専攻と比較文化学専攻が設置され、文化人

類学をはじめ言語学、宗教学、生態学、先史学、
民族音楽学そして博物館学などを研究する個性
ゆたかな教授陣がいます。そのうえ、民族資料、
文献図書や映像音響などの豊富な資料を所蔵し
ており、研究環境の点ではわが国随一の大学院
であるといえます。

　私たちは、皆さんが人類学の研究課題を追求
し、博士論文を書きあげて一人前の研究者とし
て社会に飛び立つことを支援するのを楽しみに
しています。

館
長
挨
拶
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国立民族学博物館および人間文化研究機構の概要

■ 所蔵民族学資料（平成24年4月1日現在）
標本資料 映像音響資料

海外資料 175,019点 映像資料 7,856点

国内資料 102,176点 音響資料 62,651点

計 277,195点 計 70,507点

文献図書資料

日本語図書 259,454冊 日本語雑誌 9,935種

外国語図書 384,471冊 外国語雑誌 6,700種

計 643,925冊 計 16,635種

　国立民族学博物館（民博）は、わが国における文化人
類学・民族学の研究センターとして、世界の諸民族の社
会や文化に関する調査研究をおこなうとともに、異なる
文化についての人びとの理解を深めることを目的として、
1974年に設立されました。民博は、大学共同利用機関で
あり、全国の大学・研究機関との連携をもとに調査研究
を進め、学術情報を集積しています。その成果を博物館
の展示やデータベースの提供などを通じて広く社会に公
開することも使命としています。

　国立民族学博物館は「博物館機能をそなえた研究所」
として、世界的にみても類例のない規模と機能を有して
います。博物館そのものをとっても、すでに世界最大級
の民族学博物館に数えられるようになっています。民博
の展示は、常設展示と特別展示とで構成されており、こ
のうち常設展示は、世界をオセアニア、アメリカ、ヨー
ロッパ、アフリカ、それに日本を含むアジア各地に分け
た地域展示と、言語や音楽などの通文化展示からなって

います。一方、特別展示は、特定のテーマに焦点を当て、
年に数回、期間を限って開催されています。

　民博は、2004年 4 月より、国立大学と足並みをそろえ
て、法人組織となりました。法人の正式名称は、「大学
共同利用機関法人人間文化研究機構」ですが、民博は、
国立歴史民俗博物館、国文学研究資料館、国際日本文化
研究センター、総合地球環境学研究所とともに、その一
員として再出発しました。その後、2009年10月には 6番
目の大学共同利用機関として新たに国立国語研究所が設
置されました。また民博の研究部は、 3研究部（民族社
会、民族文化、先端人類科学） 2センター（研究戦略セ
ンター、文化資源研究センター）体制に組織替えがなさ
れました。研究活動の機動性を高めるとともに、その成
果をより広くわかりやすく社会に伝えていくための措置
です。文化人類学・民族学を基礎としつつ、機関と分野
の別を超えて、人間文化の総合的理解を深めようとする、
民博の新たな活動が始まっているのです。

イントロダクション

地域展示

通文化展示

企画展示場

ビデオテーク、多機能端末室

ビデオテーク　ブース

探究ひろば

ナビひろば

アメリカパ

オセアニア

西アジア

音楽

言語

ナビ
ひろば

中央･北アジア

（日本の文化）

（中国地域の文化）

多機能端末室

ア
ジ
ア
南
東

）
化
文
の
島
半
鮮
朝
（

）
化
文
の
ヌ
イ
ア
（

南アジア

企画展示場Ａ

カ
リ
フ
ア

東アジア

企画展示場Ｂ

ば
ろ
ひ
究
探

■ 展示場案内図
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総合研究大学院
大学について

　総合研究大学院大学（以下、総研大）は、大
学共同利用機関が有する優れた人材と研究環境
を活用して博士課程の教育を行い一流の研究者
を養成する、という世界でも類例のないコンセ
プトのもとに昭和63年10月に設立されました。
大学共同利用機関とは、各研究分野において日
本全国の大学が共同に利用できる研究所のこと
です。各大学共同利用機関はそれぞれの研究分
野の中核拠点としての機能、また研究者コミュ
ニティの取りまとめ役としての機能や国際的な
共同研究を推進する機能を果たしています。

　総研大はこのような大学共同利用機関を研究
科・専攻の基盤機関とする、学部をもたない大
学院だけの大学（独立大学院大学）です。この
独特の制度はそのまま総研大教育の特色となっ
ています。もっとも顕著な点は、大学院教育が
各基盤機関の研究の現場において直接実施され
ることです。基盤機関では専門性の高い国際的
な研究活動が実施されていますが、それを活用
して「高い専門性」と「国際的な通用性」を養
成することを目指しています。

　一方、総研大の基盤機関あるいは専攻全体を
みると、文化、歴史、情報、生命、エネルギー、
物質、宇宙など実に多様な分野の研究が行われ
ています。したがって、この学術的な多様性を
活用して、「広い視野」を持つ人材を養成する
ことがもう 1つの大きな教育目標です。広い視
野の養成には、必ずしも複数の専門領域に精通
する必要はありません。しかし、自分の領域と
は異なる領域における問題や課題は何かを理解

することが必要です。逆に、自らの専門領域に
ついては真摯に、かつ厳密に理解してもらわね
ばなりません。したがって、視野の広さとは、
自分の専門的な知識を他の知識に結合すること
であり、知識全体の中に位置づける能力のこと
なのです。

　学生のみなさんには、こうした総研大の制度
的特色や教育目標のもとに、機会を追求して大
きな課題に挑戦されることを願っています。容
易に成功しそうなものを選ぶようでは、大きな
成果は得られません。そのとき大学の果たすべ
き役割は、学生一人ひとりの強みがより大きく
展開できるように指導・支援し、学んだことが
やがて人生や仕事で使えるようにすることにあ
ります。

　本学に限らず各大学が行っている高等教育は、
「知識（基盤）社会」を支える柱です。しかし、
知識社会への移行はようやく広く認識されるよ
うになってきたところであり、多くの分野でこ
れまでとは全く異なった考えや仕組みを創造し
なくてはならない状況にあります。大学院教育
に関してもその役割と機能を見直し、責任を負
うべき成果を明らかにしなければなりません。
総研大においては、人材養成目的の検証、基礎
教育のあり方、他機関との連携などさまざまな
課題や期待があります。社会や大学のこうした
移行時に、関係各位には総研大の一層の発展の
ためにご理解とご協力を賜りますようにお願い
申し上げます。

学
長
挨
拶

総合研究大学院大学長　高畑 尚之
京都大学理学部卒、九州大学で理学博士号取得。国立遺伝学研究所研究員、助手、助教授を経て1992年本学
教育研究交流センター教授に就任。2001年より副学長、2004年から2008年3月まで理事・副学長。2008年
4月より現職。2003年9月に日本遺伝学会木原賞、2006年8月に日本進化学会学会賞木村賞を受賞。2002年
The American Academy of Arts and Sciences 外国人名誉会員、2003年分子生物進化学会長に就任。
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大
学
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て

学　長

研究科 入学定員専　攻 基盤機関

教授会

文化科学研究科

地域文化学専攻

比較文化学専攻

国際日本研究専攻

日本歴史研究専攻

メディア社会文化専攻

日本文学研究専攻

国立民族学博物館

国立歴史民俗博物館

国文学研究資料館

国際日本文化研究センター

ICT活用・遠隔教育センター

人間文化研究機構

放送大学

教授会

物理科学研究科

［2］（3）

［2］（3）

［2］（3）

［2］（3）

［2］（3）

構造分子科学専攻

機能分子科学専攻

天文科学専攻

核融合科学専攻

宇宙科学専攻

分子科学研究所

核融合科学研究所

国立天文台

宇宙科学研究所

自然科学研究機構

（独）宇宙航空研究
開発機構

教授会

高エネルギー加速器
科学研究科

［2］（※）

［3］（※）

［4］（※）

加速器科学専攻

物質構造科学専攻

素粒子原子核専攻

加速器研究施設・共通基盤研究施設

物質構造科学研究所

素粒子原子核研究所

高エネルギー
加速器研究機構

教授会

複合科学研究科

［2］（3）

［2］（1）

［4］（6）

統計科学専攻

極域科学専攻

情報学専攻

統計数理研究所

国立極地研究所

国立情報学研究所

情報・システム
研究機構

教授会

生命科学研究科

［3］（6）

［3］（6）

［3］（6）

遺伝学専攻

基礎生物学専攻

生理科学専攻

国立遺伝学研究所

基礎生物学研究所

生理学研究所

附属図書館

学融合推進センター

本部業務組織

教授会

先導科学研究科 ［5］（1）生命共生体進化学専攻

事務局

葉山情報ネットワークセンター

上記 18 の大学共同利用機関等との緊密
な連係・協力体制により教育研究を実施

大学共同利用機関等法人

5 年一貫制博士課程・
博士後期課程

5 年一貫制博士課程・
博士後期課程

5 年一貫制博士課程・
博士後期課程

5 年一貫制博士課程・
博士後期課程

5 年一貫制博士課程・
博士後期課程

博士後期課程

監　事

理　事

副学長

学長補佐

経営協議会

教育研究評議会

運営会議

学長選考会議

（3）

（3）

（3）

（3）

（－）

（3）

教学委員会

特別教育プログラム

■ 総合研究大学院大学の特徴

特色ある
博士課程
教育

■ 5年一貫制博士課程制度と博士後期課程制度の併用
■基盤機関の研究現場を活用した教育プログラム
■個の能力に即した教育プログラム
■社会人学生・留学生受入れプログラム

高い
専門性の
育成

■各専攻分野の最先端研究者による研究指導
■多様な専門教育プログラム
■学位取得プロセス管理プログラム／長倉研究奨励賞
■基盤機関が有する世界最高水準の資料・施設・設備の活用

広い
視野の
養成

■専攻・研究科間の共同教育研究事業
■総合科目遠隔授業プログラム
■全学学生セミナー
■全学学術交流会

国際的
通用性の
確保

■最先端研究技術・研究者の交流拠点における教育
■プレゼンテーション能力養成プログラム
■海外学生派遣事業
■国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラムの活用

分野横断的・
先導的
学問分野の
創出

■学融合推進センターにおける主要四事業の推進
■先導科学研究科における総合的な教育研究の実施
■「科学と社会」プログラムの全学的な展開
■修了生を中心とした学術交流ネットワーク

※ 若干名
　［ 　 ］は 5年一貫制博士課程、
　（　　）は博士後期課程の入学定員である。

総入学定員／ 5年一貫制博士課程：41名
博士後期課程：59名

■ 平成24年度 教育研究組織 （総研大 2012～2013要覧より）
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入学案内
詳細は募集要項を請求のうえ確認してください。

⑴出願資格
　次のいずれかに該当する者とします。
① 修士の学位又は専門職学位を有する者及び入学の前月までに取得する見込みの者
② 外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び入学の前月までに授与される見込みの者
③ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を
授与された者及び入学の前月までに授与される見込みの者

④ 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設
であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与
された者及び入学の前月までに授与される見込みの者

⑤ 学校教育法施行規則第156条第 4 号の規定により、国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与
された者及び入学の前日までに授与される見込みの者

⑥ 大学を卒業し、大学、研究所等において、 2年以上研究に従事した者及び入学の前月までに 2年以上研究に従事する
こととなる見込みの者で、本学において、当該研究の成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力がある
と認めた者

⑦ 外国において学校教育における16年の課程を修了した後、又は外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国
において履修することにより当該外国の学校教育における16年の課程を修了した後、大学、研究所等において、 2年
以上研究に従事した者及び入学の前月までに 2年以上研究に従事することとなる見込みの者で、本学において、当該
研究の成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

⑧ 本学において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた
者で、入学の前月末日までに24歳に達しているもの

　 （⑥～⑧により出願しようとする者は、事前に本学で実施する出願資格認定審査によって「学力の認定」を受ける必
要があります）

⑵出願期間
出願資格①～⑤に該当する者：平成24年11月30日（金）～12月 6 日（木）
出願資格⑥～⑧に該当する者：平成24年11月12日（月）～11月15日（木）
受付場所：総合研究大学院大学　学務課　学生厚生係
　※原則郵送にて受付、持参による窓口受付も可

⑶選抜方法
①書類選考
②修士論文等の審査
③面接（平成25年 1 月下旬より面接を行います）

入学者選抜試験倍率（地域・比較）

平　成 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年

志願者数 22 17 23 31 23 28 18 19 8 18 15 13 10 10 7（1）

合格者数 6（1） 7 6 8 8 7 6 7（1） 6（1） 7 4 4 5 4（1） 4（1）

倍率 3.7 2.4 3.8 3.9 2.9 4 3 2.7 1.3 2.6 3.8 3.3 2 2.5 1.5

※（　）は辞退者で内数。
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葉山キャンパス

募集要項の請求方法
下記メールアドレスに、以下の必要事項を記入し、送信してください。
⑴郵便番号　⑵住所　⑶氏名　⑷電話番号
⑸  希望する募集要項→ 「平成25年度 4 月入学 文化科学研究科地域文化学専攻・比較文化学専攻（希望する募集要項の
種類： 1）」と記入してください。

　　※配布は 8月下旬頃から開始します。

募集要項請求先
総合研究大学院大学 学務課 学生厚生係
メールアドレス：kousei@ml.soken.ac.jp
〒240-0193 神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）
TEL：046-858-1525, 1526

25

問
合
せ
先 至彩都西駅

ABCハウジング

万博記念公園駅

国立民族学博物館 管理部研究協力課研究協力係
〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10- 1
電話 06-6876-2151（代表）　06-6878-8236（専攻担当）　FAX 06-6878-8479
URL http://www.minpaku.ac.jp/　　　大学院トップページ
E-mail souken@idc.minpaku.ac.jp　　　http://www.minpaku.ac.jp/research/education

●大阪モノレールで「万博記念公園駅」・「公園東口駅」下車徒歩約15分
　自然文化園（有料区域）を通ってこられる場合、自然文化園ゲート脇の券売機で本館（国立民族学博物館）の観覧券をお買い求めください。同園内を無料で通行でき
ます。また、「公園東口駅」からは、自然文化園を通行せずに来館できます。

●バスで阪急茨木市駅・JR茨木駅・北大阪急行千里中央駅から「日本庭園前」下車徒歩約15分。また、茨木方面からは、「自然文化園・日本庭園中央」下車徒歩約 7分（ 1
時間に 1本程度）。詳しくは阪急バスにお問い合わせください。

●タクシーは、万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れできます。

総合研究大学院大学 事務局
〒240-0193　神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）
電話 046-858-1500（代表）　FAX 046-858-1542
URL http：//www.soken.ac.jp/

成田

東京
千葉

羽田
川崎

横浜

逗子小田原
湘南国際村

伊豆半島

房総半島

三浦半島相模湾

東京湾

総合研究大学院大学

●電車・バス利用
・ JR 横須賀線逗子駅東口下車
 ▶ 京急バス①番乗り場より16 系統・26 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約25分　運賃：340円
 ▶ 京急バス②番乗り場より「湘南佐島なぎさの丘」行き、「湘南国際村間門沢調整池」下車
　　乗車時間：約20分　運賃：320円
・ 京浜急行逗子線新逗子駅南口下車
 ▶ 京急バス①番乗り場より16 系統・26 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約23分　運賃：340円
 ▶ 京急バス①番乗り場より「湘南佐島なぎさの丘」行き、「湘南国際村間門沢調整池」下車　
　　乗車時間：約18分　運賃：320円
・ 京浜急行本線汐入駅下車
 ▶ 京急バス②番乗り場より16 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約30分　運賃：370円
・ YCAT
 ▶ 横浜シティーエアーターミナル⑥番乗り場「横須賀西部」行き（電力中央研究所行きバ

ス）、「湘南国際村センター前」下車　乗車時間：約45分　運賃：900円
　　（注）「湘南国際村センター前」下車徒歩 3分、「湘南国際村間門沢調整池」下車徒歩10分

●車利用
・ 横浜横須賀道路（有料）「逗子インター」より逗葉新道（有料）出口より交差点左折
　南郷トンネルを抜け直進約 5分「 湘南国際村センター入口」交差点を左折約 1分

携帯サイト
URL http：//daigakujc.jp/sokendai/
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総合研究大学院大学
文化科学研究科
地 域 文 化 学 専 攻
比 較 文 化 学 専 攻

概要 '13

The Graduate University for Advanced Studies,
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指導体制
　個別指導と共同指導を組み合わせたユニークな指導
体制を採用しています。各院生には正副 2名の指導教
員が指名され、入学から学位取得まで、これらの教員
が中心となって日常的な指導をおこないます。一方、
ゼミにおいては共同指導体制を取り入れています。ゼ
ミは各 4名の教員が担当し、研究の内容だけでなく発
表の方法などに関する指導をおこないます。担当委員
以外の教員にもゼミへの参加を求めることができ、ま
た基本的に専攻長もゼミに出席するため、正副の指導
教員を含めると10人前後の教員からコメントを得るこ
とができます。

地域文化学専攻・
比較文化学専攻の魅力
1 ．充実した教授陣
　学生数をうわまわる教授陣は、学生一人一人の資質やニーズに合わせた、
きめの細かい指導が可能です。また両専攻の教員は各分野の第一線で活躍す
る研究者であるため、最新の研究動向に基づいた指導を行うことができます。

2 ．豊富な情報源
　日本における民族学（文化人類学）関連の最大の資料類が揃っています。
また、館が主催する数多くの共同研究会・シンポジウムへの参加を通して、
国内外の優秀な研究者との交流が容易になります。

3 ．各種の支援制度
　授業料免除制度や奨学金、学会発表やフィールドワークへの援助など、充
実した研究支援が受けられます。

スケジュール
　学生はおおむね 1年次において「 1年生ゼミ」での
指導をもとに現地調査（フィールドワーク）の準備を
おこない、 2年次以降、指導教員の指導のもとに調査
地にてフィールドワークをおこないます。そして調査
終了後、指導教員による個別の指導や「論文ゼミ」で
の指導を受けながら学位論文の完成をめざします。

地域文化学専攻・比較文化学専攻の
教育とは？
　地域・比較文化学専攻では、以下の 3点を目的とする教育活動を行っています。

　① 独創的な文化人類学・民族学の研究
　② 長期のフィールドワークで得られた資料にもとづく学位論文の作成
　③ 広い視野をもった、専門的教養を養う

　総合研究大学院大学、略して「総研大」は、学部を
もたず大学院だけから成る国立大学として、昭和63年
（1988）10月 1 日に開学しました。現在、全部で 6 つ
の研究科から構成されていますが、他の研究科が全て
理系であるのに対して、文化科学研究科は唯一の文系
研究科です。
　研究科の成り立ちは、まず平成元年（1989）4 月に、
大学共同利用機関である国立民族学博物館を基盤とす
る地域文化学専攻・比較文化学専攻が設置されました。
その後、平成 4年（1992） 4 月に、国際日本文化研究
センターを基盤とする国際日本研究専攻、平成11年
（1999） 4 月に、国立歴史民俗博物館を基盤とする日
本歴史研究専攻、平成13年（2001） 4 月にメディア教
育開発センターを基盤とするメディア社会文化専攻、
平成15年（2003） 4 月に、国文学研究資料館を基盤と
する日本文学研究専攻が順次増設され、 6専攻となり
ました。
　国立大学の法人化に伴い、平成16年（2004） 4 月か
らは、新たに大学共同利用機関法人人間文化研究機構

が設立され、 4つの研究機関（国立民族学博物館、国
際日本文化研究センター、国立歴史民俗博物館、国文
学研究資料館）が属することとなり、独立行政法人メ
ディア教育開発センターをあわせた 5つの研究機関が
基盤となりました。そして、平成21年（2009）4 月に、
独立行政法人メディア教育開発センターが、放送大学
内に設置された ICT活用・遠隔教育センターに業務
が移管され、現在に至っています。なお、総研大の他
の研究科は、博士課程前期（修士）の学生を受け入れ
る 5年一貫制を採用していますが、文化科学研究科は、
博士課程後期（博士）のみから成っていることを申し
添えます。
　文化科学研究科の 6専攻（民博から 2専攻）は、そ
れぞれが日本を代表する研究機関を基盤として、すで
に多くの学位取得者、専門研究者を輩出し、またその
ための努力を重ねていますが、同時に、文化科学研究
科全体として、学生の専門研究を支援し、また『総研
大文化科学研究』の刊行など専攻同士の横断連携を推
進する事業を推進しております。

文化科学研究科について
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■ 両専攻のあゆみ
平成元年 4月　文化科学研究科（地域文化学専攻・比較文化学専攻）設置、
　　　　　　　学生受入、授業開始
平成12年10月　「オープンキャンパス」開催（年 1回）
平成13年 4 月　地域文化学・比較文化学両専攻の同窓生ネットワーク発足
平成17年 4 月　下記 関西 4大学との学生交流に関する協定を締結、
　　　　　　　単位互換授業の開講開始

・京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
・大阪大学大学院人間科学研究科
・神戸大学大学院総合人間科学研究科
　（平成19年度より国際文化学研究科および
　人間発達環境学研究科に改組）
・京都文教大学大学院文化人類学研究科

地域文化学・比較文化学専攻について

地域文化学専攻
専攻長　佐々木 史郎
　アジア、アフリカ、ヨーロッパ、アメリカ及びオセアニア等諸地域に居住す
る諸民族の個別文化を研究対象とします。おのおのの文化のもつ特性や歴史性
について考慮をはらいながら、民族誌学的方法論に基づいた文化の記述と構造
の把握を主要な目的としています。本専攻においては、現地調査に基づいて個
別文化の記述的研究を積極的に推進する、高度な専門性を持った研究者の養成
を行います。

求める学生像… 世界の多様な地域社会や地域文化について広い関心をもち、とりわ
け文化人類学・民族学の基礎研究に強い意欲をもって、在学中の研
究活動を遂行することができる学生。

比較文化学専攻
専攻長　鈴木 七美
　本専攻では、比較社会、比較宗教、比較技術、比較言語、比較芸術、文化資
源という 6つの研究分野があります。諸民族文化の比較研究により、各々に通
底する普遍性の発見と理論的解明を目指しています。従来の文化人類学的方法
論に加えて、情報科学や隣接諸科学の成果を導入し、新しい研究方法の開発を
積極的にすすめて高度な専門性を持った研究者を養成します。

求める学生像… 人間の社会や文化について広い関心を抱き、とりわけ学問的な理論
化やその社会的な応用に強い意欲をもって、在学中の研究活動を遂
行することができる学生。

■ 担当教員一覧（平成25年度） 26名
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■ 地域文化学専攻授業概要（平成25年度）
分野 授業科目 授業科目の内容 担当教員

ア
ジ
ア
地
域
文
化
Ⅰ

東アジア文化研究 台湾原住民族の文化と歴史 教　授 野林　厚志

東アジア文化研究特論Ⅰ 中国と周辺アジアにおける文化変容と社会 准教授 横山　廣子

東アジア文化研究特論Ⅱ

東アジア文化研究演習Ⅰ 中国南部諸民族の歴史民族学的研究に関する講述 教　授 塚田　誠之

東アジア文化研究演習Ⅱ 朝鮮半島を中心とした東アジアにおける社会と文化 教　授 朝倉　敏夫

北・中央アジア文化研究 モンゴル遊牧社会論 教　授 小長谷有紀

北・中央アジア文化研究特論 北アジア狩猟採集文化研究 教　授 佐々木史郎

北・中央アジア文化研究演習Ⅰ

北・中央アジア文化研究演習Ⅱ

ア
ジ
ア
地
域
文
化
Ⅱ

東南アジア文化研究 東南アジアの住文化研究 准教授 佐藤　浩司

東南アジア文化研究特論 東南アジアの周縁世界と開発 准教授 信田　敏宏

東南アジア文化研究演習Ⅰ 東南アジア諸社会における精霊信仰 教　授 田村　克己

東南アジア文化研究演習Ⅱ 東南アジアにおける地域文化 准教授 樫永真佐夫

南アジア文化研究 インドのナショナリズムと宗教 准教授 三尾　　稔

南アジア文化研究特論 ネパールの現代政治と社会的包摂 准教授 南　真木人

南アジア文化研究演習Ⅰ

南アジア文化研究演習Ⅱ

西アジア文化研究 中東イスラム社会における民衆文化 教　授 西尾　哲夫

西アジア文化研究特論 モノと語りの相関関係を考える 准教授 山中由里子

西アジア文化研究演習Ⅰ

西アジア文化研究演習Ⅱ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

地
域
文
化

ヨーロッパ文化研究 東欧の政治文化と宗教 准教授 新免光比呂

ヨーロッパ文化研究特論 南ヨーロッパのジェンダー・セクシュアリティ 准教授 宇田川妙子

ヨーロッパ文化研究演習Ⅰ 現代人類学とソシアルなるものの意味 教　授 森　　明子

ヨーロッパ文化研究演習Ⅱ

ア
フ
リ
カ

地
域
文
化

アフリカ文化研究 人の移動に関する文化的研究 准教授 三島　禎子

アフリカ文化研究特論

アフリカ文化研究演習Ⅰ アフリカ地域の生態人類学 教　授 池谷　和信

アフリカ文化研究演習Ⅱ アフリカ史とアフリカ考古学 教　授 竹沢尚一郎

ア
メ
リ
カ

地
域
文
化

アメリカ文化研究 中米文化研究 教　授 八杉　佳穂

アメリカ文化研究特論 南アメリカのエスノヒストリー 准教授 齋藤　　晃

アメリカ文化研究演習Ⅰ

アメリカ文化研究演習Ⅱ

オ
セ
ア
ニ
ア

地
域
文
化

オセアニア文化研究 災害からの復興―支援、コミュニティ、文化 准教授 林　　勲男

オセアニア文化研究特論 オセアニアにおける土器文化の諸相 教　授 印東　道子

オセアニア文化研究演習Ⅰ オーストラリアにおける先住民文化 教　授 久保　正敏

オセアニア文化研究演習Ⅱ

基
礎
科
目

地域文化学基礎演習Ⅰ 地域文化研究に関する基礎演習 准教授 樫永真佐夫

地域文化学基礎演習Ⅱ 地域文化研究に関する基礎演習 准教授 信田　敏宏

地域文化学演習Ⅰ 博士論文作成のための演習 教　授 野林　厚志

地域文化学演習Ⅱ 博士論文作成のための演習 准教授 三島　禎子

共
通

科
目

地域文化学特論Ⅰ 華南民族史誌：とくにチワン（壮）族を中心に 教　授 塚田　誠之

地域文化学特論Ⅱ アニミズム再考 教　授 田村　克己

※基礎科目は必修科目
※年度によって開講科目は異なる

■ 担当教員一覧（平成25年度） 21名
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（先史学・民族植物学）

𠮷
よし

田
だ

 憲
けん

司
じ

（博物館人類学・アフリカ研究）

吉
よし

本
もと

   忍
しのぶ

（民族工芸論・民族技術論）

比 較 文 化 学 専 攻
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■ 比較文化学専攻授業概要（平成25年度）
分野 授業科目 授業科目の内容 担当教員

比
較
社
会
研
究

比較社会研究Ⅰ コミュニティの人類学 教　授 平井京之介

比較社会研究Ⅱ 中国の社会人類学―欧米・日本・中国のパースペクティブ 教　授 韓　　　敏

比較社会研究特論Ⅰ

比較社会研究特論Ⅱ 社会･文化に関する人類学的アプローチ 教　授 岸上　伸啓

比較社会研究演習Ⅰ 宗教とナショナリズム 教　授 杉本　良男

比較社会研究演習Ⅱ 文化人類学の研究動向と研究課題 教　授 岸上　伸啓

比較社会研究演習Ⅲ 社会と経済に関する人類学的アプローチ 准教授 鈴木　　紀

比
較
宗
教
研
究

比較宗教研究

比較宗教研究特論

比較宗教研究演習Ⅰ 多文化高齢社会におけるウェルビーイングの比較研究 教　授 鈴木　七美

比較宗教研究演習Ⅱ

比
較
技
術
研
究

比較技術研究Ⅰ 技術の伝承と流用、創作 准教授 飯田　　卓

比較技術研究Ⅱ 物質文化研究からみた複合社会形成 教　授 關　　雄二

比較技術研究特論 「みんぱく」のコレクションと検索システムを活用した
民族技術の比較研究 教　授 近藤　雅樹

比較技術研究演習Ⅰ アジアと太平洋地域における民族植物学と技術 准教授 Matthews,Peter J.

比較技術研究演習Ⅱ 手織機の型式と機織り技術 教　授 吉本　　忍

比
較
言
語
研
究

比較言語研究 手話言語学 准教授 菊澤　律子

比較言語研究特論

比較言語研究演習Ⅰ 少数言語のとらえ方 教　授 庄司　博史

比較言語研究演習Ⅱ オーストロネシア比較言語学 准教授 菊澤　律子

比
較
芸
術
研
究

比較芸術研究Ⅰ 無形文化遺産の映像記録 准教授 福岡　正太

比較芸術研究Ⅱ 日常的・実践的な身体技法としての芸能伝承論 教　授 笹原　亮二

比較芸術研究特論

比較芸術研究演習Ⅰ 北米・ハワイのアジア系音楽 教　授 寺田　𠮷孝

比較芸術研究演習Ⅱ

文
化
資
源
研
究

文化資源研究 博物館における資料管理 教　授 園田　直子

文化資源研究特論 大規模災害時における文化資源の保全活動
―被災文化財の視点から― 准教授 日髙　真吾

文化資源研究演習Ⅰ

文化資源研究演習Ⅱ

博物館研究

博物館研究特論 博物館人類学 教　授 𠮷田　憲司

博物館研究演習Ⅰ 文化人類学・民族学博物館における展示と活用 教　授 小林　繁樹

博物館研究演習Ⅱ ユニバーサル・ミュージアムの理論と実践 准教授 廣瀬浩二郎

基
礎
科
目

比較文化学基礎演習Ⅰ 比較文化研究に関する基礎演習 教　授 平井京之介

比較文化学基礎演習Ⅱ 比較文化研究に関する基礎演習 准教授 菊澤　律子

比較文化学演習Ⅰ 博士論文作成のための演習 准教授 Matthews,Peter J.

比較文化学演習Ⅱ 博士論文作成のための演習 教　授 吉本　　忍

共
通

科
目

比較文化学特論Ⅰ 日本の触文化　―視覚障害者がみた世界― 准教授 廣瀬浩二郎

比較文化学特論Ⅱ 資料の保存環境 教　授 園田　直子

※基礎科目は必修科目
※年度によって開講科目は異なる

在学生の研究テーマ

■ 地域文化学専攻

幼いころ旅行で奈良公園と宮島を訪れた。この時、初めてシカという動物
を知るとともに、自分よりも大きなシカがこちらから呼んでいないにも関わ
らず近寄ってくることに恐れを抱いた。それ以来、動物を苦手としてきた。

かくいう私の研究テーマは、人と動物とのつきあいである。具体的には、現代日本の地域社会を見つめながら、
人びとの狩猟や動物飼養の技術文化について研究している。幼いころに体験した動物に対する恐怖心に触発され、
人は動物とどのように折り合いをつけて生活していくのかに惹かれたためである。修士論文では奈良公園における
シカの救護活動についての研究を行い、博士論文では北海道紋別郡西興部村におけるエゾシカ猟についての研究を
進めている。

ところが研究を進めるなかで、自分自身に変化が生じてきた。当初は動物が苦手である、ということに囚われて
研究をしていたが、地域社会において動物と向き合う人びとと行動を共にするうちに、なぜ自分は人と動物とのつ
きあいを主題にした研究を行うのか、そして自分自身の研究の社会的意義とは何かを自問自答するようになった。
特に後者の問いを考えるとき、いつも次のようなことが頭にうかぶ。研究活動を通して、調査先の方々とどのよう
な関わりを築くのか。現代社会における研究者の社会的責務とは何か。そもそも、研究とは何か…。そうそうに答
えのでない、問いばかりである。

民博は博物館機能を備えた、社会に開かれている研究機関である。研究者をはじめ、人類学に関わるさまざまな
人と出会える環境である。そんな環境のなか、あなたは研究活動に対して何を託し、どのような未来を追い求める
のか。民博・総研大の教職員スタッフは、博士論文執筆の指導を通して、研究者としてのステップを示しながら、
あなたの背負った思いを応援してくれることでしょう。

■中国の食文化の歴史人類学的研究―制度と礼俗を中心として

■中国青海省同仁県におけるチベット文化とその民族誌的研究―同仁県ワォッコル村の事例から―

■先住民族による自然資源の利用に関する環境人類学的研究
　―ニカラグア共和国・ミスキートによるウミガメ漁の事例―

■社会主義的政策下における牧畜社会の変容―中国内モンゴル・シリンゴル盟における開発を事例に―

■ベトナム北部山岳少数民族モン族社会の労働に関する民族誌的研究

■北海道西興部村における動物利用の歴史的変容に関する人類学的研究

■韓国と日本における墓と葬送儀礼の変容―「自然葬」の発生と定着を中心に

■メキシコ・ユカタン地方における先住民言語マヤユカテコ語とスペイン語の言語接触について
　―音声学及び言語人類学的視点から―

■ウランバートル市のゲル地区に見られる住民の廃棄行動とその変容

■移住者の生業とホスト社会との関係：
　韓国社会と日本社会に華僑移住者が生業の為に持ち込んだモノを中心に

在学生の声
地域文化学専攻

東城　義則（平成22年度入学） 世
界
で
学
ぶ

■ 比較文化学専攻

　現在、私が所属する比較文化学専攻は、国立民族学博物館に設置され、同
博物館には多様な研究者がいる。また、様々な研究会やシンポジウムが開催
されている。ここには、多くの研究者との交流が持ち、研究のアドバイスを
受けることができる環境が整っている。

　私は修士課程在籍時には沖縄の漁業について研究してきた。研究を進めるなかで、自身の興味関心がオセアニア
へと広がった。当時の指導教員は、私の研究内容や、総研大の多くの研究者と交流が持てる環境から総研大進学を
勧めてくれた。私の総研大入学当初の研究テーマはオセアニアにおける漁業を対象とした開発・援助と地域社会の
変容に関するものであった。ところが、2年目のフィールドワーク時に私の研究に関する事柄について政治的状況
の変化が起きた。そのため、現地での研究を断念し、新たに研究を立ち上げる必要があった。

　そこで、私は、次に沖縄の漁業に関する研究を進めた。沖縄の漁業研究については、すでに修士課程時に経験は
あったものの、研究内容は、それまで経験をもとに大きく発展させていく必要があった。多様な研究者が集まる総
研大では、多くの研究者と交流を持つことが可能であり、私に研究の様々な発想を与えてくれた。総研大の環境は、
私が新たに沖縄の漁業研究を立ち上げ、進めていくには、絶好の環境であった。さらに、今後もこの環境を活かす
ことで、独創的な研究へと深化させていくことができると考えている。

■ケニア沿岸州ワシニ島における資源獲得と利用のための知恵
　―海との関わりを通して―

■日本と台湾における歴史的空間・建築物の保存・活用に関する博物館学的研究

■Pre- Hispanic rituals and ceremonial architecture in Peru's north central Highlands

■男女間のバーバルコミュニケーション―酒場を背景として―

■近現代アジアにおける民族衣装をまとった聖母像
　―フィリピンと日本の事例を中心に―

■先史アンデス形成期における社会動態

■ラオス北部サムヌア地方における「伝統」織物の技術伝承とその変容

■沖縄島嶼地域における社会変化をめぐる民族誌的研究
　―池間島のカツオ漁の衰退に伴う地域社会の適応―

■ブルキナファソのソンガイ居住村における簡易技術移転プロジェクトの人類学的研究

■造形活動にたずさわる人びと―ナイジェリア、「ヨルバの聖地」イレ・イフェの現在から

在学生の声
比較文化学専攻

吉村 健司（平成21年度入学）
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学位論文を書く
■ 地域文化学専攻・比較文化学専攻の学位
本研究科を修了した者には、博士の学位を授与する。又専攻の区分に応じて、次表の専攻分野を付記する。

専　攻 付記する専攻分野

地域文化学専攻 文学（学位論文の内容によっては学術）

比較文化学専攻 文学（学位論文の内容によっては学術）

■ 学位論文リスト
【課程博士】
数学的手法を用いた文化分析の方法について 小島　三弘（比較） ［H4.3.31 学術］

シドニーにおける都市アボリジニの研究　伝統と民族の創出 鈴木　清史（比較） ［H6.3.24 文学］

オルドス・モンゴル族の社会構造―ヤスの機能とその歴史的変容－ 楊　　海英（地域） ［H6.9.20 文学〕

ペルーにおける山の神信仰の現在性―アンデスの宗教的世界のダイナミズム― 細谷　広美（地域） ［H7.3.23 文学］

ビルマにおけるウェイザー信仰の研究 土佐　桂子（比較） ［H7.3.23 文学］

韓国社会の動態と「両班化」―忠清北道阿房郡における門中と儒式儀礼の検討を通して 岡田　浩樹（地域） ［H8.3.21 文学］

中国杭嘉湖地方における養蚕伝承の研究 曹　　建南（地域） ［H8.3.21 文学］

歌に表象される落村意識―奄美における「シマの歌」の研究― 中原ゆかり（比較） ［H8.3.21 文学］

四合院家屋の文化人類学的研究―人間と自然との相互作用の視点から 杉山　京子（地域） ［H10.3.24 文学］

モンゴル叙事詩のナラトロジー（物語の構造分析）研究―アルタイ・ハイラハ叙事詩を事例として－ 藤井　麻湖（地域） ［H10.3.24 文学］

カストム・メレシン―ヴァヌアツ共和国トンゴア島民の民間医療および民間医療観の現代的位相 白川　千尋（地域） ［H10.3.24 文学］

韓・日両国における済州島海女の移動と定着に関する民族学的研究 李　　善愛（比較） ［H10.3.24 文学］

東南中国の漢族社会組織とその変容－閔南農村社会における宗族の研究 潘　　宏立（比較） ［H10.3.24 文学］

芸の伝承－ジャワ島・チルボンの仮面舞踏を中心に 福岡まどか（比較） ［H10.3.24 文学］

Overt First and Second Person-Designating Terms in Japanese  Discourse
　―A Pragmatic Perspective― Riikka Lansisalmi（比較） ［H10.3.24 文学］

「二重の窮乏」下の平等理念―現代世界とキリバス南部環礁の社会生活― 風間　計博（地域） ［H10.9.30 文学］

建築と文化・社会との相互作用―中国黄土高原の窰洞住居・集落を対象として― 栗原　伸治（地域） ［H10.9.30 学術］

カラーコラムにおけるイスマーイール派の変容―宗教共同体と開発の視点から― 子島　　進（地域） ［H11.3.24 文学］

地域主義運動における言語と知識人―エストニア南部ヴォル地方の事例から― 寒水　明子（地域） ［H11.3.24 学術］

英国コッツウォルズ地域におけるエスニシティの文化人類学的研究
　―文化遺産の保全をめぐる境界意識の重層的位相― 塩路　有子（比較） ［H12.9.29 文学］

北タイ・アカの家屋に関する研究―家屋の形式とその変化への視点から― 清水　郁郎（地域） ［H13.3.23 文学］

韓国の定期市にみられる移動商人の巡回移動とその変化―忠清南道公州市を中心として活動する薬草商人を例に― 林　　史樹（地域） ［H13.3.23 文学］

現代インドネシアにおけるジャワ大衆演劇クトプラの研究 青木　武信（比較） ［H13.3.23 文学］

南ラオス村落社会における政治過程の研究―ンゲの村における「連帯」と闘争― 中田　友子（地域） ［H14.3.22 文学］

20世紀前半のボリビアにおける先住民教育と植民地主義 吉江　貴文（地域） ［H14.3.22 文学］

カメルーンにおける「商売の民」バミレケの都市人類学的研究 野元　美佐（比較） ［H14.3.22 文学］

タイ式医療の構築とタイ・マッサージ―社会的文脈による権威的知識の多様性― 飯田　淳子（地域） ［H15.3.24 文学］

インドネシア・スンダの食文化ー言語人類学的観点からー 阿良田麻里子（地域） ［H17.3.24 文学］

韓国の仮面劇「固城五広大」の伝承と演戯者―解放後の韓国社会における民俗芸能の変遷から― 高　　正子（地域） ［H17.3.24 文学］

帰還と離散のはざまで―ウクライナ一地方都市におけるユダヤ人巡礼の民族誌― 赤尾　光春（地域） ［H17.9.30 学術］

イスラエルにおけるアラブ人キリスト教徒のアイデンティティの様態
　―ガリラヤ地方・メルキト派カトリック信徒の事例研究― 菅瀬　晶子（地域） ［H18.3.24 文学］

トンガ王国の土地制度―グローバル化のなかの伝統― 森本　利恵（地域） ［H18.3.24 文学］

バラライカの鳴り響く空間：1917～48年における社会主義の文化の生成 大家（柚木）かおり（地域） ［H18.3.24 学術］

フィジーにおける植民地主義とインド系移民社会―砂糖キビ栽培地域の村落社会における文化の動態― 村田　晶子（比較） ［H18.9.29 文学］

上ビルマ村落における宗教とジェンダーに関する人類学的研究 飯國有佳子（地域） ［H19.3.23 文学］

「護り」の身体技法に関する映像人類学研究―インドネシア・ミナンカバウの事例から― 村尾　静二（比較） ［H19.3.23 文学］

離散と故郷―ヨルダンのパレスチナ系住民にみられる帰属意識とナショナリズム― 錦田　愛子（地域） ［H19.3.23 文学］

「子ども域」の文化人類学的研究 ―バングラデシュ農村社会の子ども― 南出　和余（比較） ［H19.3.23 文学］

参加型開発を通した女性の自己変容過程に関する人類学的研究―北インド農村社会を事例として― 菅野美佐子（比較） ［H19.9.28 文学］

「場」と「パフォーマンス」に関する人類学的研究―トルコ・都市におけるアレヴィーのセマーを例として― 米山　知子（比較） ［H19.9.28 文学］

フェラインの民族誌―ドイツ・バイエルン州のローカル・アソシエーション― 山田　香織（地域） ［H20.3.19 文学］

学
位
論
文
を
書
く

■ 年度別学位授与者数
平　成 3年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 12年 13年 14年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 計

地域
文化学
専攻

課程博士 0 0 2 2 0 3 4 2 1 1 2 4 2 2 1 0 2 3 1 32

論文博士 0 0 0 0 3 0 2 0 1 1 3 2 0 1 0 1 0 0 1 15
比較
文化学
専攻

課程博士 1 1 1 1 0 4 0 2 2 0 0 0 3 3 1 1 2 1 1 24

論文博士 0 1 0 0 0 0 0 1 1 2 0 2 0 0 0 1 3 1 1 13

計 1 2 3 3 3 7 6 5 5 4 5 8 5 6 2 3 7 5 4 84

水上人と呼ばれる人々―広東珠江デルタの漢族エスニシティとその変容― 長沼さやか（地域） ［H20.3.19 文学］

在米コリアンのサンフランシスコ日本町―マルチカルチャーのエスニックタウン― 小谷　幸子（比較） ［H20.3.19 文学］

インド農村社会における不妊経験の人類学的研究 松尾　瑞穂（比較） ［H20.9.30 文学］

韓国における老人の食―老人福祉施設を中心に― 守屋亜記子（地域） ［H21.3.24 文学］

日本の先史時代における植物性食料の加工と利用：残存デンプン分析法の理論と応用 渋谷　綾子（比較） ［H22.3.24 文学］

農業技術改善の民俗誌ー紀ノ川下流域村落の一七～二〇世紀前半における動向の分析－ 加藤　幸治（比較） ［H22.9.30 文学］

オーストラリア先住民ヨルタ・ヨルタの環境管理のための先住民運動に関する文化人類学的研究 友永　雄吾（地域） ［H23.3.24 文学］

現代タイ社会における開発と僧侶―僧侶による社会貢献とネットワーク形成に焦点をあてて― 岡部真由美（地域） ［H23.3.24 文学］

現代東南中国における宗親会の民族誌的研究―国家との関係を中心として 陳　　夏晗（比較） ［H23.3.24 文学］

ヨーグルトをめぐる言説の生成と展開―社会主義期からポスト社会主義期にかけてのブルガリアを中心に― マリア・ヨトヴァ（比較） ［H23.9.30 文学］

無文字社会における歴史記憶の生成と継承　－南エチオピア牧畜民ボラナにおける口承史の分析をとおして－ 大場　千景（地域） ［H24.3.23 文学］

カオダイ教ハノイ聖室の民族誌的研究－ベトナム北部地域の都市における女性たちの社会関係－ 伊藤まり子（地域） ［H24.3.23 文学］

周辺イスラームのダイナミズム－タイ南部村落におけるイスラーム復興運動と宗教実践の変容－ 小河　久志（地域） ［H24.3.23 文学］

変化しつづける装い―中国雲南省文山モンの自己と他者をめぐる人類学的服飾研究― 宮脇　千絵（地域） ［H24.9.28 文学］

現代アンデス農村における聖人信仰の変容　－人の移動に焦点をあてて－ 八木百合子（比較） ［H24.9.28 文学］

【論文博士】
An Areal-Typological Study of Middle American Indian Languages 八杉　佳穂 ［H6.3.30 文学］

農村女性からみたトルコの「近代化」―世俗主義、イスラーム、女性の相互関係 中山　紀子 ［H9.3.24 文学］

南タイにおける実践宗教―ムスリムと仏教徒が混住する村落の事例から― 西井　凉子 ［H9.3.24 文学］

セネガルの公権力とインフォーマル・セクターに関する民族学的研究 小川　　了 ［H9.3.24 文学］

メラネシアの政治的リーダーシップと開発
　―ソロモン諸島サンタイサベル島における森林伐採事業をめぐって― 関根　久雄 ［H10.9.30 文学］

南インドの農村におけるカースト内関係としての親族―コング・ヴェッラーラの事例研究― 杉本　星子 ［H10.9.30 文学］

アイヌ民族における神送りの研究―沙流川流域を中心に― 萱野　　茂 ［H13.3.23 学術］

低湿地立地の遺跡にみる縄文時代本州西部地域の生業活動
　―縄文時代早期末から中期初頭における若狭湾沿岸と琵琶湖周辺地域の動物考古学的考察― 内山　純蔵 ［H14.3.22 文学］

考古学における数量化と数理的手法の研究 及川　昭文 ［H14.3.22 学術］

総管信仰―近世江南農村社会と民間宗教― 濱島　敦俊 ［H14.9.30 学術］

中国の食事方法―歴史人類学的考察― 西澤　治彦 ［H15.3.24 文学］

台湾原住民のイノシシ（Sus scrofa taivanus）狩猟の民族考古学的研究：
　動物遺存体研究の方法論構築にむけて 野林　厚志 ［H15.3.24 学術］

The Transformation and Social Functions of the sNang zhig Family and its Monastery 
　－An Ethnographic Description of the Bon Tradition in Amdo 才譲　　太 ［H16.9.30 学術］

利用者の視点にたった博物館の理念と活動様式の研究 布谷　知夫 ［H16.9.30 文学］

トビニタイ文化の集団構成と生計戦略―北海道東部における「中世アイヌ社会」成立に至る一階梯― 大西　秀之 ［H17.3.24 文学］

アットゥシの歴史に関する基礎的研究―アイヌ伝統文化の再検討の試みとして― 本田　優子 ［H17.9.30 文学］

カナダ･イヌイットの食物分配に関する文化人類学的研究―先住民社会の変容と再生産― 岸上　伸啓 ［H18.3.24 文学］

タイ中部農村における相互行為の民族誌的研究 高城　　玲 ［H18.3.24 文学］

東ネパールにおける羊飼いの生産活動と放牧地をめぐる社会関係 渡辺　和之 ［H18.3.24 文学］

「アイヌ風俗画」の研究―近世北海道におけるアイヌと美術 新明　英仁 ［H19.9.28 文学］

国際線客室乗務員の接客業務と勤務体制－仕事の人類学的研究－　 八巻　恵子 ［H21.9.30 文学］

シャーマニズムによるエスニシティの探求
　―ポスト社会主義期におけるモンゴル・ブリヤートの事例を中心として　　 島村　一平 ［H22.3.24 文学］

活用される職祖伝承－近・現代日本における木工挽物の担い手と木地屋「根元地」－ 木村　裕樹 ［H22.9.30 文学］

先住民学習の理論と実践－ポストコロニアル人類学の活用－ 中山　京子 ［H22.9.30 学術］

スリランカにおけるエステート・タミルのアイデンティティと「ジャーティヤ」をめぐる人類学的研究 鈴木　晋介 ［H23.3.24 文学］

小集落から見た初期国家の形成過程－先スペイン期中央アンデスのワリ国家を事例として－ 土井　正樹 ［H24.3.23 文学］

先史アンデス形成期の社会動態
　―ペルー北部ワンカバンバ川流域社会における社会成員の活動と戦略から― 山本　　睦 ［H24.9.28 文学］

多文化都市・新宿の生成と展開－ライフサイクルの視座― 川村千鶴子 ［H25.3.22 学術］

愛知淑徳大学、愛媛大学、大阪大学、大谷大学、沖縄県立芸術大学、帯広大谷短期大学、鹿児島国際大学、鹿児島純心
女子大学、神奈川大学、川崎医療福祉大学、関西外国語大学、神田外語大学、京都外国語大学、京都大学、京都文教大
学、神戸大学、神戸市外国語大学、神戸山手大学、成蹊大学、滋賀県立大学、静岡大学、四天王寺大学、芝浦工業大学、
大同工業大学、中部大学、筑波大学、天理大学、東京外国語大学、東北学院大学、東洋大学、長崎純心大学、新潟国際
情報大学、日本大学、阪南大学、広島大学、広島市立大学、宮崎公立大学、桃山学院大学、インドネシア学術総局［イ
ンドネシア］、上海師範大学［中国］、北京大学［中国］、ライデン大学［オランダ］、在ペルー日本国大使館、総合地球
環境学研究所、総合研究大学院大学、国立民族学博物館

■ 地域文化学専攻および比較文化学専攻の出身者は、  以下のようなところに在職し、教育研究に活躍しています。

国立民族学博物館機関研究員

山本 睦（平成24年9月学位取得）

本当に長きにわたった私の学生生活の最後を飾った場所、それが民博である。

私の研究課題は、先史アンデス文明の形成過程、とくに文明の基盤が築かれたとされる前国家社会の動態を明ら
かにすることである。こうした問題に取り組むには、考古学調査を中心とした長期フィールドワークと、考古学な
いし人類学の様々な知見が必要である。そして、このような研究を進めていくために、人類学・民族学研究の中心
地である民博は最も優れた研究機関の一つといえる。

専門や関心分野の異なる多数の院生や教員が集まり、多角的な視点から優しくも厳しい数々のコメントを投げか
けてくれる大学院のゼミ。日本だけでなく、フィールドにおいても行われる指導教員による直接指導。必要なもの
は大抵そろっている図書館。頻繁に開催され、著名な研究者が集まって最新の議論が交わされる研究会やシンポジ
ウム。機材の貸し出しから、調査や研究発表の支援までしてくれる体制。これらの全てが備わった大学院は、日本
中を探しても多くはないだろう。こうした民博の良さは、一旦、民博から離れてみると、本当によくわかる。

また、アカデミックな場に限らず、個性豊かな多くの面白い人たちとの出会いがあることも民博の大きな魅力の
一つであり、それは私にとって貴重な財産となっている。

新入生の皆さんには、民博の特徴を最大限に活用して、濃い時間を過ごしてほしい。

広島大学マネジメント研究センター　特任准教授

八巻 惠子（平成21年9月学位取得）

　国立民族学博物館では、大学共同利用機関として、国内外のさまざまな専門分野の研究者らと分野横断的で高度
な学術研究が進められている。これらの共同研究会に院生のうちから参加できることは、研究者の卵としては大変
に幸運だと思う。私が民博に進学を決めた最大の理由でもある。社会人学生だった私の研究テーマは、グローバル
企業の仕事やグローバルスペースにおける生産価値の変容であった。民博の共同研究会の一つの経営人類学研究会
は、1993年から文化人類学者、経営学、社会学、宗教学者他の研究者らが集まり、多様なフレームワークによる斬
新な研究プロジェクトを運営していた。研究のプロフェッショナル集団の洗練された議論は、院生にとってはまぶ
しい刺激であった。

　民博自慢の図書館もすばらしく私の大好きな空間だった。専門書の蔵書の充実はもちろん、プライベート空間が
たくさんあり、知の世界を堪能できる聖空間だ。さらに民博には院生の倍の教員がいることも大きな魅力である。

　一方で、「すでに研究者だと思ってここには来なさい」と初日に言われたことは今も忘れない。抜群の研究環境
も自らが主体的に動くことによってこそ生かすことができる。新入生にはぜひこの豊かな資源をフル活用し、自身
の未来を開いていってもらいたい。

卒業生の声
Q
A

国立民族学博物館に地域文化学専攻と比較文化学専攻の二専攻がありますが、これらはどのようにちがいますか？

　地域と比較のいずれに比重を置くかにより二専攻に別れているものの、共にフィールドワークを研究の根幹においているため、共通する部分も多く、密接な相互交流があります。また、専攻間に指導上の棲み分けはなく、院生がどちらの専攻に所属していても、両専攻に所属する教員の指導を受けることができるというメリットがあります。

Q
A
受験する前に

希望する指導
教員を

かならず決め
ておく必要が

ありますか？

　必要条件で
はありません

が、強くお勧

めします。ま
た、受験を申

請する前に希

望指導教員に
連絡を取れば

、入学後の研

究の見通しを立
てる一助となる

でしょう。

Q
A

地域文化学専攻と
比較文化学専攻で

学ぶことができる
のは、

文化人類学・民族
学だけでしょうか

？

　そんなことはあり
ません。両専攻には

、考古学、

民俗学、建築学、情
報学、言語学、音楽

学、博物館

学、保存科学など幅
広い分野を専門とす

る教員がそ

ろっているので、そ
れらの分野でも研究

を行うこと

ができます。また、
教員の陣容は年度に

よって変化

することがあるので
、希望研究内容と当

専攻の教育

体制との整合性につ
いて不明な点がある

方は、事前

にお問い合わせくだ
さい。

Q
A

研究支援制度には
どんなものがありますか？

　研究に関連する様々な業務を行いながら給与を得ることができる「リサーチ・アシスタント（RA）制度」や、学会における発表やフィールドワークに対して支援をおこなう「文化科学研究科学生派遣事業」があります。学内の奨学金制度はありませんが、外部研究資金調達のための申請書の書き方などについても指導を行っています。

Q
A

長期の現地調査をするときには、
授業料が免除されますか？

　長期フィールドワークを行う期間中は、休学が認められています。在学中に支払う授業料の総額が減額されるわけではありませんが、フィールドワークを行う学期中に授業料を払う必要はありません。

Q
A

地域文化学専攻と比較文化学
専攻に入学すると、

かならず長期の現地調査をしな
ければなりません

か？また、国内での現地調査も
可能でしょうか？

　実際には長期のフィールドワ
ークを行う学生が

多いのですが、研究の目的や内
容によっては独自

のフィールドワークの形を決め
ていくことも可能

です。たとえば、継続した長期
調査のかわりに短

期の調査を繰り返しおこなうこ
とで調査可能なテ

ーマも存在します。また、調査
対象は海外だけで

はありません。これまでにも数
多くの卒業生が、

国内のフィールドワークに基づ
いた博士論文を完

成させています。

Q
A

学部や修士課程で
文化人類学・民族学

を専攻しなか

ったのですが、地域
文化学専攻や比較

文化学専攻を

受験することはで
きますか？

　大学などで正規に
文化人類学・民族学

を学んだ経

験がなくても受験す
ることは可能です。

しかし、入

学後に志望研究が遂
行可能であるか見通

しをつける

ためにも、関連図書
などを精読し、少な

くとも人類

学やフィールドワー
クに関する基本的な

考え方につ

いて理解しておいた
ほうがよいでしょう

。この作業

は、何をするために
当専攻を受験するの

かを整理す

るためにも役立つは
ずです。

Q
A

受験する前に調査予定地域の現地語を習得している必要がありますか？

　入学時にフィールドの言語を習得していることは
望ましいのですが、受験の必要条件ではありません。
入学前の習得が難しい言語が存在するだけでなく、
それまでに習得した言語以外の地域に研究を広げる
必要がある場合もあるからです。特に、現地でのみ
習得可能な言語に関しては、フィールドワークをし
ながら徐々に身に付けていくこともあります。

Q&A
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地域文化学専攻・比較文化学専攻の
受験生に期待する

国立民族学博物館長　須藤 健一

みんぱくについて

　国立民族学博物館（みんぱく）は、博物館を
そなえた世界でもユニークな文化人類学・民族
学の研究所です。60名の教員たちは、「地の先へ。
知の奥へ。」をモットーに世界各地で、グロー
バリゼーションの動きを受容し、あるいはそれ
に抗いながら独自の社会と固有の文化を維持な
いし創造している人びとの営みを研究していま
す。一方で、世界の諸民族の生活や考えをより
深く理解するために民族資料の収集や映像音響
資料の採録などにつとめ、また、「もの」をと
おして文化を表現する展示活動も行っています。

　文化人類学・民族学は、現地の人びとと生活
をともにしながら日常生活から地球規模の影響
をも視野に入れて人間の社会と文化を研究する
学問です。異文化に生きる人びとを理解するた
めには幅広い視野、柔軟な思考と豊かな想像力
が求められます。そして、独創的な着想から収
集したデータを分析して論理的に記述する手法
が大事です。

　みんぱくには、総合研究大学院大学の地域文
化学専攻と比較文化学専攻が設置され、文化人

類学をはじめ言語学、宗教学、生態学、先史学、
民族音楽学そして博物館学などを研究する個性
ゆたかな教授陣がいます。そのうえ、民族資料、
文献図書や映像音響などの豊富な資料を所蔵し
ており、研究環境の点ではわが国随一の大学院
であるといえます。

　私たちは、皆さんが人類学の研究課題を追求
し、博士論文を書きあげて一人前の研究者とし
て社会に飛び立つことを支援するのを楽しみに
しています。

館
長
挨
拶

み
ん
ぱ
く
に
つ
い
て

国立民族学博物館および人間文化研究機構の概要

■ 所蔵民族学資料（平成25年4月1日現在）
標本資料（未登録資料含む） 映像音響資料

海外資料 175,623点 映像資料 7,878点

国内資料※ 約159,830点 音響資料 62,651点

計 約335,453点 計 70,529点

文献図書資料

日本語図書 261,415冊 日本語雑誌 9,985種

外国語図書 388,370冊 外国語雑誌 6,773種

計 649,785冊 計 16,758種

※（うち、「玩具及び関連世相資料（未登録資料）」約56,000点）

　国立民族学博物館（民博）は、わが国における文化人
類学・民族学の研究センターとして、世界の諸民族の社
会や文化に関する調査研究をおこなうとともに、異なる
文化についての人びとの理解を深めることを目的として、
1974年に設立されました。民博は、大学共同利用機関で
あり、全国の大学・研究機関との連携をもとに調査研究
や共同研究を進めるとともに、学術情報を集積していま
す。その成果を博物館の展示やデータベースの提供など
を通じて広く社会に公開することも使命としています。

　国立民族学博物館は「博物館機能をそなえた研究所」
として、世界的にみても類例のない規模と機能を有して
います。博物館そのものをとっても、すでに世界最大級
の民族学博物館に数えられるようになっています。民博
の展示は、常設展示と特別展示と企画展示とで構成され
ており、常設展示は、世界をオセアニア、アメリカ、ヨー
ロッパ、アフリカ、それに日本を含むアジア各地に分け
た地域展示と、言語や音楽などの通文化展示からなって

います。一方、特別展示と企画展示は、特定のテーマの
もとに、年に数回、期間を限って開催されます。

　民博は、2004年 4 月より、国立大学と足並みをそろえ
て、法人組織となりました。法人の正式名称は、「大学
共同利用機関法人人間文化研究機構」ですが、民博は、
国立歴史民俗博物館、国文学研究資料館、国際日本文化
研究センター、総合地球環境学研究所とともに、その一
員として再出発しました。その後、2009年10月には 6番
目の大学共同利用機関として新たに国立国語研究所が加
わりました。また民博の研究部は、3研究部（民族社会、
民族文化、先端人類科学） 2センター（研究戦略センタ
ー、文化資源研究センター）体制に組織替えがなされま
した。研究活動の機動性を高めるとともに、その成果を
より広くわかりやすく社会に伝えていくための措置です。
文化人類学・民族学を基礎としつつ、研究の機関と分野
の別を超えて、人間文化の総合的理解を深めようとする、
民博の新たな活動が始まっているのです。

イントロダクション

地域展示

通文化展示

企画展示場

ビデオテーク、多機能端末室

ビデオテーク　ブース

探究ひろば

ナビひろば

アメリカパ

オセアニア

西アジア

音楽

言語
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ひろば

中央･北アジア

（日本の文化）

（中国地域の文化）

多機能端末室
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■ 展示場案内図

総合研究大学院
大学について

　総合研究大学院大学（以下、総研大）は、大
学共同利用機関が有する優れた人材と研究環境
を活用して博士課程の教育を行い一流の研究者
を養成する、という世界でも類例のないコンセ
プトのもとに昭和63年10月に設立されました。
大学共同利用機関とは、各研究分野において日
本全国の大学が共同に利用できる研究所のこと
です。各大学共同利用機関はそれぞれの研究分
野の中核拠点としての機能、また研究者コミュ
ニティの取りまとめ役としての機能や国際的な
共同研究を推進する機能を果たしています。

　総研大はこのような大学共同利用機関を研究
科・専攻の基盤機関とする、学部をもたない大
学院だけの大学（独立大学院大学）です。この
独特の制度はそのまま総研大教育の特色となっ
ています。もっとも顕著な点は、大学院教育が
各基盤機関の研究の現場において直接実施され
ることです。基盤機関では専門性の高い国際的
な研究活動が実施されていますが、それを活用
して「高い専門性」と「国際的な通用性」を養
成することを目指しています。

　一方、総研大の基盤機関あるいは専攻全体を
みると、文化、歴史、情報、生命、エネルギー、
物質、宇宙など実に多様な分野の研究が行われ
ています。したがって、この学術的な多様性を
活用して、「広い視野」を持つ人材を養成する
ことがもう 1つの大きな教育目標です。広い視
野の養成には、必ずしも複数の専門領域に精通
する必要はありません。しかし、自分の領域と
は異なる領域における問題や課題は何かを理解

することが必要です。逆に、自らの専門領域に
ついては真摯に、かつ厳密に理解してもらわね
ばなりません。したがって、視野の広さとは、
自分の専門的な知識を他の知識に結合すること
であり、知識全体の中に位置づける能力のこと
なのです。

　学生のみなさんには、こうした総研大の制度
的特色や教育目標のもとに、機会を追求して大
きな課題に挑戦されることを願っています。容
易に成功しそうなものを選ぶようでは、大きな
成果は得られません。そのとき大学の果たすべ
き役割は、学生一人ひとりの強みがより大きく
展開できるように指導・支援し、学んだことが
やがて人生や仕事で使えるようにすることにあ
ります。

　本学に限らず各大学が行っている高等教育は、
「知識（基盤）社会」を支える柱です。しかし、
知識社会への移行はようやく広く認識されるよ
うになってきたところであり、多くの分野でこ
れまでとは全く異なった考えや仕組みを創造し
なくてはならない状況にあります。大学院教育
に関してもその役割と機能を見直し、責任を負
うべき成果を明らかにしなければなりません。
総研大においては、人材養成目的の検証、基礎
教育のあり方、他機関との連携などさまざまな
課題や期待があります。社会や大学のこうした
移行時に、関係各位には総研大の一層の発展の
ためにご理解とご協力を賜りますようにお願い
申し上げます。

学
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拶

総合研究大学院大学長　高畑 尚之
京都大学理学部卒、九州大学で理学博士号取得。国立遺伝学研究所研究員、助手、助教授を経て1992年本学
教育研究交流センター教授に就任。2001年より副学長、2004年から2008年3月まで理事・副学長。2008年
4月より現職。2003年9月に日本遺伝学会木原賞、2006年8月に日本進化学会学会賞木村賞を受賞。2002年
The American Academy of Arts and Sciences 外国人名誉会員、2003年分子生物進化学会長に就任。
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学　長

研究科 入学定員専　攻 基盤機関

教授会

文化科学研究科

地域文化学専攻

比較文化学専攻

国際日本研究専攻

日本歴史研究専攻

メディア社会文化専攻

日本文学研究専攻

国立民族学博物館

国立歴史民俗博物館

国文学研究資料館

国際日本文化研究センター

教育支援センター

人間文化研究機構

放送大学

教授会

物理科学研究科

［2］（3）

［2］（3）

［2］（3）

［2］（3）

［2］（3）

構造分子科学専攻

機能分子科学専攻

天文科学専攻

核融合科学専攻

宇宙科学専攻

分子科学研究所

核融合科学研究所

国立天文台

宇宙科学研究所

自然科学研究機構

（独）宇宙航空研究
開発機構

教授会

高エネルギー加速器
科学研究科

［2］（※）

［3］（※）

［4］（※）

加速器科学専攻

物質構造科学専攻

素粒子原子核専攻

加速器研究施設・共通基盤研究施設

物質構造科学研究所

素粒子原子核研究所

高エネルギー
加速器研究機構

教授会

複合科学研究科

［2］（3）

［2］（1）

［4］（6）

統計科学専攻

極域科学専攻

情報学専攻

統計数理研究所

国立極地研究所

国立情報学研究所

情報・システム
研究機構

教授会

生命科学研究科

［3］（6）

［3］（6）

［3］（6）

遺伝学専攻

基礎生物学専攻

生理科学専攻

国立遺伝学研究所

基礎生物学研究所

生理学研究所

附属図書館

学融合推進センター

本部業務組織

情報基盤センター

教授会

先導科学研究科 ［5］（1）生命共生体進化学専攻

事務局

広報室

上記18の大学共同利用機関等との緊密
な連係・協力体制により教育研究を実施

大学共同利用機関等法人

5 年一貫制博士課程

5年一貫制博士課程

5年一貫制博士課程

5年一貫制博士課程

5年一貫制博士課程

博士後期課程

監　事

理　事

副学長

学長補佐

経営協議会

教育研究評議会

運営会議

学長選考会議

（3）

（3）

（3）

（3）

（－）

（3）

■ 総合研究大学院大学の特徴

特色ある
博士課程
教育

■ 5年一貫制博士課程制度と博士後期課程制度の併用
■基盤機関の研究現場を活用した教育プログラム
■個の能力に即した教育プログラム
■社会人学生・留学生受入れプログラム

高い
専門性の
育成

■各専攻分野の最先端研究者による研究指導
■多様な専門教育プログラム
■学位取得プロセス管理プログラム／長倉研究奨励賞
■基盤機関が有する世界最高水準の資料・施設・設備の活用

広い
視野の
養成

■専攻・研究科間の共同教育研究事業
■総合科目遠隔授業プログラム
■全学学生セミナー
■全学学術交流会

国際的
通用性の
確保

■最先端研究技術・研究者の交流拠点における教育
■プレゼンテーション能力養成プログラム
■海外学生派遣事業
■国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラムの活用

分野横断的・
先導的
学問分野の
創出

■学融合推進センターにおける主要四事業の推進
■先導科学研究科における総合的な教育研究の実施
■「科学と社会」プログラムの全学的な展開
■修了生を中心とした学術交流ネットワーク

※ 若干名
　［ 　 ］は 5年一貫制博士課程、（　　）は博士後期課程または
　博士課程３年次編入学の入学定員である。

　総入学定員／ 5年一貫制博士課程：41名
　　　　　　　博士後期課程及び博士課程３年次編入学：59名

■ 平成25年度 教育研究組織 （総研大 2013～2014要覧より）

国立民族学博物館50年史アーカイブズ
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入学案内
詳細は募集要項を請求のうえ確認してください。

⑴出願資格
　次のいずれかに該当する者とします。
① 修士の学位または専門職学位を有する者及び入学の前月までに取得する見込みの者
② 外国において、修士の学位または専門職学位に相当する学位を授与された者及び入学の前月までに授与される見込みの者
③ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位または専門職学位に相当する学位
を授与された者及び入学の前月までに授与される見込みの者
④ 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置づけられた教育施設
であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位または専門職学位に相当する学位を授
与された者及び入学の前月までに授与される見込みの者
⑤ 学校教育法施行規則第156条第 4 号の規定により、国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与
された者及び入学の前日までに授与される見込みの者
⑥ 外国の学校、外国の大学院の課程を有する教育施設または国際連合大学の教育課程を履修し、大学院設置基準（昭和
49年文部省令第28号）第16条の 2に規定する試験及び審査に相当するものに合格し、修士の学位を有する者と同等以
上の学力があると認められた者及び入学の前月までに認められる見込みの者
⑦ 大学を卒業し、大学、研究所等において、 2年以上研究に従事した者及び入学の前月までに 2年以上研究に従事する
見込みの者で、本学において、当該研究の成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者
⑧ 外国において学校教育における16年の課程を修了した後、または外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が
国において履修することにより当該外国の学校教育における16年の課程を修了した後、大学、研究所等において 2年
以上研究に従事した者及び入学の前月までに 2年以上研究に従事する見込みの者で、本学において、当該研究の成果
等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者
⑨ 本学において、個別の入学資格審査により、修士の学位または専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認め
た者で、入学の月の 1日において24歳に達している者
　 （⑥～⑨により出願しようとする者は、事前に本学で実施する出願資格認定審査によって「学力の認定」を受ける必
要があります）

⑵出願期間
出願資格①～⑤に該当する者：平成25年11月29日（金）～12月 5 日（木）
出願資格⑥～⑨に該当する者：平成25年11月11日（月）～11月14日（木）
受付場所：総合研究大学院大学　学務課　学生厚生係
　※原則郵送にて受付、持参による窓口受付も可

⑶選抜方法
①書類選考
②修士論文等の審査
③面接（平成26年 1 月下旬より面接を行います）

入学者選抜試験倍率（地域・比較）

平　成 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年

志願者数 22 17 23 31 23 28 18 19 8 18 15 13 10 10 7（1） 8（1）

合格者数 6（1） 7 6 8 8 7 6 7（1） 6（1） 7 4 4 5 4（1） 4（1） 4

倍率 3.7 2.4 3.8 3.9 2.9 4 3 2.7 1.3 2.6 3.8 3.3 2 2.5 1.5 1.8

※（　）は辞退者で内数。
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葉山キャンパス

募集要項の請求方法
下記メールアドレスに、以下の必要事項を記入し、送信してください。
⑴郵便番号
⑵住所
⑶氏名
⑷電話番号
　　※配布は 8月下旬頃から開始します。

募集要項請求先
総合研究大学院大学 学務課 学生厚生係
メールアドレス：kousei@ml.soken.ac.jp
〒240-0193 神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）
TEL：046-858-1525, 1526

問
合
せ
先 至彩都西駅

ABCハウジング

万博記念公園駅

国立民族学博物館 管理部研究協力課研究協力係
〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10- 1
電話 06-6876-2151（代表）　06-6878-8236（専攻担当）　FAX 06-6878-8479
URL http://www.minpaku.ac.jp/　　　大学院トップページ
E-mail souken@idc.minpaku.ac.jp　　　http://www.minpaku.ac.jp/research/education

●大阪モノレールで「万博記念公園駅」・「公園東口駅」下車徒歩約15分
　自然文化園（有料区域）を通ってこられる場合、自然文化園ゲート脇の券売機で本館（国立民族学博物館）の観覧券をお買い求めください。同園内を無料で通行でき
ます。また、「公園東口駅」からは、自然文化園を通行せずに来館できます。

●バスで阪急茨木市駅・JR茨木駅・北大阪急行千里中央駅から「日本庭園前」下車徒歩約15分。また、茨木方面からは、「自然文化園・日本庭園中央」下車徒歩約 7分（ 1
時間に 1本程度）。詳しくは阪急バスにお問い合わせください。

●タクシーは、万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れできます。

総合研究大学院大学 事務局
〒240-0193　神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）
電話 046-858-1500（代表）　FAX 046-858-1542
URL http：//www.soken.ac.jp/

成田

東京
千葉

羽田
川崎

横浜

逗子小田原
湘南国際村

伊豆半島

房総半島

三浦半島相模湾

東京湾

総合研究大学院大学

●電車・バス利用
・ JR 横須賀線逗子駅東口下車
 ▶ 京急バス①番乗り場より16 系統・26 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約25分　運賃：340円
 ▶ 京急バス②番乗り場より「湘南佐島なぎさの丘」行き、「湘南国際村間門沢調整池」下車
　　乗車時間：約20分　運賃：320円
・ 京浜急行逗子線新逗子駅南口下車
 ▶ 京急バス①番乗り場より16 系統・26 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約23分　運賃：340円
 ▶ 京急バス①番乗り場より「湘南佐島なぎさの丘」行き、「湘南国際村間門沢調整池」下車　
　　乗車時間：約18分　運賃：320円
・ 京浜急行本線汐入駅下車
 ▶ 京急バス②番乗り場より16 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約30分　運賃：370円
・ YCAT
 ▶ 横浜シティーエアーターミナル⑥番乗り場「横須賀西部」行き（電力中央研究所行きバ

ス）、「湘南国際村センター前」下車　乗車時間：約45分　運賃：900円
　　（注）「湘南国際村センター前」下車徒歩 3分、「湘南国際村間門沢調整池」下車徒歩10分

●車利用
・ 横浜横須賀道路（有料）「逗子インター」より逗葉新道（有料）出口より交差点左折
　南郷トンネルを抜け直進約 5分「 湘南国際村センター入口」交差点を左折約 1分

総合研究大学院大学
文化科学研究科
地 域 文 化 学 専 攻
比 較 文 化 学 専 攻
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指導体制
　個別指導と共同指導を組み合わせたユニークな指導
体制を採用しています。各院生には正副 2名の指導教
員が指名され、入学から学位取得まで、これらの教員
が中心となって日常的な指導をおこないます。一方、
ゼミにおいては共同指導体制を取り入れています。ゼ
ミは各 4名の教員が担当し、研究の内容だけでなく発
表の方法などに関する指導をおこないます。担当委員
以外の教員にもゼミへの参加を求めることができ、ま
た基本的に専攻長もゼミに出席するため、正副の指導
教員を含めると10人前後の教員からコメントを得るこ
とができます。

地域文化学専攻・
比較文化学専攻の魅力
1 ．充実した教授陣
　学生数をうわまわる教授陣は、学生一人一人の資質やニーズに合わせた、
きめの細かい指導が可能です。また両専攻の教員は各分野の第一線で活躍す
る研究者であるため、最新の研究動向に基づいた指導を行うことができます。

2 ．豊富な情報源
　日本における民族学（文化人類学）関連の最大の資料類が揃っています。
また、館が主催する数多くの共同研究会・シンポジウムへの参加を通して、
国内外の優秀な研究者との交流が容易になります。

3 ．各種の支援制度
　授業料免除制度や奨学金、学会発表やフィールドワークへの援助など、充
実した研究支援が受けられます。

スケジュール
　学生はおおむね 1年次において「 1年生ゼミ」での
指導をもとに現地調査（フィールドワーク）の準備を
おこない、 2年次以降、指導教員の指導のもとに調査
地にてフィールドワークをおこないます。そして調査
終了後、指導教員による個別の指導や「論文ゼミ」で
の指導を受けながら学位論文の完成をめざします。

地域文化学専攻・比較文化学専攻の
教育とは？
　地域・比較文化学専攻では、以下の 3点を目的とする教育活動を行っています。

　① 独創的な文化人類学・民族学の研究
　② 長期のフィールドワークで得られた資料にもとづく学位論文の作成
　③ 広い視野をもった、専門的教養を養う

　総合研究大学院大学、略して「総研大」は、学部を
もたず大学院だけから成る国立大学として、昭和63年
（1988）10月 1 日に開学しました。現在、全部で 6 つ
の研究科から構成されていますが、他の研究科が全て
理系であるのに対して、文化科学研究科は唯一の文系
研究科です。
　研究科の成り立ちは、まず平成元年（1989）4 月に、
大学共同利用機関である国立民族学博物館を基盤とす
る地域文化学専攻・比較文化学専攻が設置されました。
その後、平成 4年（1992） 4 月に、国際日本文化研究
センターを基盤とする国際日本研究専攻、平成11年
（1999） 4 月に、国立歴史民俗博物館を基盤とする日
本歴史研究専攻、平成13年（2001） 4 月にメディア教
育開発センターを基盤とするメディア社会文化専攻、
平成15年（2003） 4 月に、国文学研究資料館を基盤と
する日本文学研究専攻が順次増設され、 6専攻となり
ました。
　国立大学の法人化に伴い、平成16年（2004） 4 月か
らは、新たに大学共同利用機関法人人間文化研究機構

が設立され、 4つの研究機関（国立民族学博物館、国
際日本文化研究センター、国立歴史民俗博物館、国文
学研究資料館）が属することとなり、独立行政法人メ
ディア教育開発センターをあわせた 5つの研究機関が
基盤となりました。そして、平成21年（2009）4 月に、
独立行政法人メディア教育開発センターが、放送大学
内に設置された ICT活用・遠隔教育センターに業務
が移管され、現在に至っています。なお、総研大の他
の研究科は、博士課程前期（修士）の学生を受け入れ
る 5年一貫制を採用していますが、文化科学研究科は、
博士課程後期（博士）のみから成っていることを申し
添えます。
　文化科学研究科の 6専攻（民博から 2専攻）は、そ
れぞれが日本を代表する研究機関を基盤として、すで
に多くの学位取得者、専門研究者を輩出し、またその
ための努力を重ねていますが、同時に、文化科学研究
科全体として、学生の専門研究を支援し、また『総研
大文化科学研究』の刊行など専攻同士の横断連携を推
進する事業を推進しております。

文化科学研究科について 人ひ

間と

と
世
界
を
究
め
る

■ 両専攻のあゆみ
平成元年 4月　文化科学研究科（地域文化学専攻・比較文化学専攻）設置、
　　　　　　　学生受入、授業開始
平成12年10月　「オープンキャンパス」開催（年 1回）
平成13年 4 月　地域文化学・比較文化学両専攻の同窓生ネットワーク発足
平成17年 4 月　下記 関西 4大学との学生交流に関する協定を締結、
　　　　　　　単位互換授業の開講開始

・京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
・大阪大学大学院人間科学研究科
・神戸大学大学院総合人間科学研究科
　（平成19年度より国際文化学研究科および
　人間発達環境学研究科に改組）
・京都文教大学大学院文化人類学研究科

地域文化学・比較文化学専攻について

地域文化学専攻
専攻長　佐々木 史郎
　アジア、アフリカ、ヨーロッパ、アメリカ及びオセアニア等諸地域に居住す
る諸民族の個別文化を研究対象とします。おのおのの文化のもつ特性や歴史性
について考慮をはらいながら、民族誌学的方法論に基づいた文化の記述と構造
の把握を主要な目的としています。本専攻においては、現地調査に基づいて個
別文化の記述的研究を積極的に推進する、高度な専門性を持った研究者の養成
を行います。

求める学生像… 世界の多様な地域社会や地域文化について広い関心をもち、とりわ
け文化人類学・民族学の基礎研究に強い意欲をもって、在学中の研
究活動を遂行することができる学生。

比較文化学専攻
専攻長　笹原 亮二
　本専攻では、比較社会、比較宗教、比較技術、比較言語、比較芸術、文化資
源という 6つの研究分野があります。諸民族文化の比較研究により、各々に通
底する普遍性の発見と理論的解明を目指しています。従来の文化人類学的方法
論に加えて、情報科学や隣接諸科学の成果を導入し、新しい研究方法の開発を
積極的にすすめて高度な専門性を持った研究者を養成します。

求める学生像… 人間の社会や文化について広い関心を抱き、とりわけ学問的な理論
化やその社会的な応用に強い意欲をもって、在学中の研究活動を遂
行することができる学生。
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■ 担当教員一覧（平成26年度） 25名

みんぱくで学ぶ
地 域 文 化 学 専 攻

朝
あさ

倉
くら

 敏
とし

夫
お

（韓国社会研究）

池
いけ

谷
や

 和
かず

信
のぶ

（環境人類学・人文地理学・
アフリカ研究・地球学）

印
いん

東
とう

 道
みち

子
こ

（オセアニア考古学）

宇
う

田
だ

川
がわ

 妙
たえ

子
こ

（南ヨーロッパ研究・性研究）

樫
かし

永
なが

 真
ま

佐
さ

夫
お

（東南アジア文化人類学）

久
く

保
ぼ

 正
まさ

敏
とし

（民族情報学・コンピュータ民族学・
オーストラリア研究）

齋
さい

藤
とう

   晃
あきら

（ラテンアメリカ歴史人類学）

佐
さ

々
さ

木
き

 史
し

郎
ろう

（文化人類学・北アジア研究）

佐
さ

藤
とう

 浩
こう

司
じ

（民族建築学）

新
しん

免
めん

 光
みつ

比
ひ

呂
ろ

（宗教学・東欧研究）

須
す

藤
どう

 健
けん

一
いち

（社会人類学）

竹
たけ

沢
ざわ

 尚
しょう

一
いち

郎
ろう

（宗教人類学・西アフリカ研究）

塚
つか

田
だ

 誠
しげ

之
ゆき

（歴史民族学・中国研究）

西
にし

尾
お

 哲
てつ

夫
お

（認識言語学・アラブ研究）

丹
に

羽
わ

 典
のり

生
お

（社会人類学・オセアニア地域研究）

野
の

林
ばやし

 厚
あつ

志
し

（民族考古学・台湾研究）

信
のぶ

田
た

 敏
とし

宏
ひろ

（社会人類学・東南アジア研究）

林
はやし

   勲
いさ

男
お

（社会人類学・オセアニア研究）

三
み

尾
お

   稔
みのる

（文化人類学・南アジア研究）

三
み

島
しま

 禎
てい

子
こ

（文化人類学・西アフリカ研究）

南
みなみ

 真
ま

木
き

人
と

（生態人類学・南アジア研究）

森
もり

   明
あき

子
こ

（中部ヨーロッパ文化人類学）

八
や

杉
すぎ

 佳
よし

穂
ほ

（言語人類学・中米文化史）

山
やま

中
なか

 由
ゆ

里
り

子
こ

（比較文学・比較文化）

横
よこ

山
やま

 廣
ひろ

子
こ

（文化人類学・中国社会研究）
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■ 地域文化学専攻授業概要（平成26年度）
分野 授業科目 授業科目の内容 担当教員

ア
ジ
ア
地
域
文
化
Ⅰ

東アジア文化研究 台湾原住民族の文化と歴史 教　授 野林　厚志

東アジア文化研究特論Ⅰ 中国と周辺アジアにおける文化変容と社会 准教授 横山　廣子

東アジア文化研究特論Ⅱ

東アジア文化研究演習Ⅰ 中国南部諸民族の歴史民族学的研究に関する講述 教　授 塚田　誠之

東アジア文化研究演習Ⅱ 朝鮮半島を中心とした東アジアにおける社会と文化 教　授 朝倉　敏夫

北・中央アジア文化研究

北・中央アジア文化研究特論 北アジア狩猟採集文化研究 教　授 佐々木史郎

北・中央アジア文化研究演習Ⅰ

北・中央アジア文化研究演習Ⅱ

ア
ジ
ア
地
域
文
化
Ⅱ

東南アジア文化研究 東南アジアの住文化研究 准教授 佐藤　浩司

東南アジア文化研究特論 東南アジアの周縁世界と開発 教　授 信田　敏宏

東南アジア文化研究演習Ⅰ

東南アジア文化研究演習Ⅱ 東南アジアにおける地域文化 准教授 樫永真佐夫

南アジア文化研究 インドのナショナリズムと宗教 准教授 三尾　　稔

南アジア文化研究特論 ネパールの現代政治と社会的包摂 准教授 南　真木人

南アジア文化研究演習Ⅰ

南アジア文化研究演習Ⅱ

西アジア文化研究 中東イスラム社会における民衆文化 教　授 西尾　哲夫

西アジア文化研究特論 モノと語りの相関関係を考える 准教授 山中由里子

西アジア文化研究演習Ⅰ

西アジア文化研究演習Ⅱ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

地
域
文
化

ヨーロッパ文化研究 東欧の政治文化と宗教 准教授 新免光比呂

ヨーロッパ文化研究特論 南ヨーロッパのジェンダー・セクシュアリティ 准教授 宇田川妙子

ヨーロッパ文化研究演習Ⅰ 現代人類学とソシアルなるものの意味 教　授 森　　明子

ヨーロッパ文化研究演習Ⅱ

ア
フ
リ
カ

地
域
文
化

アフリカ文化研究 人の移動に関する文化的研究 准教授 三島　禎子

アフリカ文化研究特論

アフリカ文化研究演習Ⅰ アフリカ地域の生態人類学 教　授 池谷　和信

アフリカ文化研究演習Ⅱ アフリカ史とアフリカ考古学 教　授 竹沢尚一郎

ア
メ
リ
カ

地
域
文
化

アメリカ文化研究 中米文化研究 教　授 八杉　佳穂

アメリカ文化研究特論 南アメリカのエスノヒストリー 教　授 齋藤　　晃

アメリカ文化研究演習Ⅰ

アメリカ文化研究演習Ⅱ

オ
セ
ア
ニ
ア

地
域
文
化

オセアニア文化研究 災害からの復興―支援、コミュニティ、文化 准教授 林　　勲男

オセアニア文化研究特論 オセアニアにおける土器文化の諸相 教　授 印東　道子

オセアニア文化研究演習Ⅰ オーストラリアにおける先住民文化 教　授 久保　正敏

オセアニア文化研究演習Ⅱ オセアニアの政治と宗教 准教授 丹羽　典生

基
礎
科
目

地域文化学基礎演習Ⅰ 地域文化研究に関する基礎演習 准教授 樫永真佐夫

地域文化学基礎演習Ⅱ 地域文化研究に関する基礎演習 准教授 三尾　　稔

地域文化学演習Ⅰ 博士論文作成のための演習 教　授 西尾　哲夫

地域文化学演習Ⅱ 博士論文作成のための演習 教　授 森　　明子

共
通

科
目

地域文化学特論Ⅰ 親族研究再考 教　授 信田　敏宏

地域文化学特論Ⅱ 地域文化比較研究の諸相 准教授 山中由里子

※基礎科目は必修科目
※年度によって開講科目は異なる

■ 担当教員一覧（平成26年度） 22名

飯
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田
だ

 　卓
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（生態人類学・漁民研究）

上
うえ

羽
ば

 陽
よう

子
こ

（民族芸術学・染織研究・手工芸研究）

太
おお

田
た

 心
しん

平
ぺい

（社会文化人類学・北東アジア研究）

韓
かん

　 　敏
びん

（社会人類学・中国研究）

菊
きく

澤
さわ

 律
りつ

子
こ

（言語学・オーストロネシア諸語）

岸
きし

上
がみ

 伸
のぶ

啓
ひろ

（文化人類学・北方文化研究）

笹
ささ

原
はら

 亮
りょう

二
じ

（民俗学・民俗芸能研究）

庄
しょう

司
じ

 博
ひろ

史
し

（言語学・言語政策論）

杉
すぎ

本
もと

 良
よし

男
お

（社会人類学・南アジア研究）

鈴
すず

木
き

 七
なな

美
み

（医療人類学・医療社会史）

鈴
すず

木
き

   紀
もとい

（開発人類学・ラテンアメリカ文化論）

關
せき

　 雄
ゆう

二
じ

（アンデス考古学・ラテンアメリカ研究）

出
で

口
ぐち

 正
まさ

之
ゆき

（NPO メセナ・フィランソロピー）

園
その

田
だ

 直
なお

子
こ

（保存科学）

寺
てら

田
だ

 𠮷
よし

孝
たか

（民族音楽学・インド研究）

日
ひ

髙
だか

 真
しん

吾
ご

（保存科学）

平
ひら

井
い

 京
きょう

之
の

介
すけ

（経済人類学・東南アジア研究）

廣
ひろ

瀬
せ

 浩
こう

二
じ

郎
ろう

（日本宗教史・民俗学）

福
ふく

岡
おか

 正
しょう

太
た

（民族音楽学・東南アジア研究）

M
マシウス

atthews, P
ピーター

eter J.
（先史学・民族植物学）

丸
まる

川
かわ

 雄
ゆう

三
ぞう

（連想情報学・文化財情報発信）

𠮷
よし

田
だ

 憲
けん

司
じ

（博物館人類学・アフリカ研究）

比 較 文 化 学 専 攻

み
ん
ぱ
く
で
学
ぶ

■ 比較文化学専攻授業概要（平成26年度）
分野 授業科目 授業科目の内容 担当教員

比
較
社
会
研
究

比較社会研究Ⅰ コミュニティの人類学 教　授 平井京之介

比較社会研究Ⅱ 中国の社会人類学―欧米・日本・中国のパースペクティブ 教　授 韓　　　敏

比較社会研究特論Ⅰ 政策の人類学は可能か？ 教　授 出口　正之

比較社会研究特論Ⅱ 社会･文化に関する人類学的アプローチ 教　授 岸上　伸啓

比較社会研究演習Ⅰ 宗教とナショナリズム 教　授 杉本　良男

比較社会研究演習Ⅱ 文化人類学の研究動向と研究課題 教　授 岸上　伸啓

比較社会研究演習Ⅲ 社会と経済に関する人類学的アプローチ 准教授 鈴木　　紀

比
較
宗
教
研
究

比較宗教研究

比較宗教研究特論

比較宗教研究演習Ⅰ 多文化高齢社会におけるウェルビーイングの比較研究 教　授 鈴木　七美

比較宗教研究演習Ⅱ

比
較
技
術
研
究

比較技術研究Ⅰ 技術の伝承と流用、創作 准教授 飯田　　卓

比較技術研究Ⅱ 物質文化研究からみた複合社会形成 教　授 關　　雄二

比較技術研究特論

比較技術研究演習Ⅰ アジアと太平洋地域における民族植物学と技術 准教授 Matthews,Peter J.

比較技術研究演習Ⅱ 染織技術の比較研究 准教授 上羽　陽子

比
較
言
語
研
究

比較言語研究 手話言語学 准教授 菊澤　律子

比較言語研究特論

比較言語研究演習Ⅰ 少数言語のとらえ方 教　授 庄司　博史

比較言語研究演習Ⅱ オーストロネシア比較言語学 准教授 菊澤　律子

比
較
芸
術
研
究

比較芸術研究Ⅰ 無形文化遺産の映像記録 准教授 福岡　正太

比較芸術研究Ⅱ 日常的・実践的な身体技法としての芸能伝承論 教　授 笹原　亮二

比較芸術研究特論

比較芸術研究演習Ⅰ 北米・ハワイのアジア系音楽 教　授 寺田　𠮷孝

比較芸術研究演習Ⅱ

文
化
資
源
研
究

文化資源研究 博物館における資料管理 教　授 園田　直子

文化資源研究特論 大規模災害時における文化資源の保全活動
―被災文化財の視点から― 准教授 日髙　真吾

文化資源研究演習Ⅰ 文化財情報の発信 准教授 丸川　雄三

文化資源研究演習Ⅱ

博物館研究

博物館研究特論 博物館人類学 教　授 𠮷田　憲司

博物館研究演習Ⅰ 文化人類学基礎講読 准教授 太田　心平

博物館研究演習Ⅱ ユニバーサル・ミュージアムの理論と実践 准教授 廣瀬浩二郎

基
礎
科
目

比較文化学基礎演習Ⅰ 比較文化研究に関する基礎演習 教　授 平井京之介

比較文化学基礎演習Ⅱ 比較文化研究に関する基礎演習 准教授 菊澤　律子

比較文化学演習Ⅰ 博士論文作成のための演習 准教授 Matthews,Peter J.

比較文化学演習Ⅱ 博士論文作成のための演習 教　授 出口　正之

共
通

科
目

比較文化学特論Ⅰ 実践理論からみた文化遺産 准教授 飯田　　卓

比較文化学特論Ⅱ 手話言語学入門 准教授 菊澤　律子

※基礎科目は必修科目
※年度によって開講科目は異なる
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在学生の研究テーマ

■ 地域文化学専攻

地域文化学専攻

今井 彬暁（平成23年度入学）

私は、ベトナムの少数民族観光地サパをフィールド調査
地にしている。修士課程在学時にサパを初めて訪れたとき、
現地の少数民族女性との交流を通して、サパとのあいだに
忘れられないつながりを得たことが、現在の自身の研究テー
マに結びついている。その後、サパの人々に関する理解を深めるため、人類学的な研究方法を志向し、本学に進学
した。
私は、本学進学以前は人類学の専攻ではなかったため、進学前に独学で人類学関連の書物を読んだが、人類学的

な考え方に適応するのには未だに苦労している。本学教員と面談を行うと、調査地の人々を理解するための研究を
行っているにもかかわらず、知らず知らずのうちに自身の価値観に依拠して現地の物事を捉えてしまっていること
に気付かされるのである。人類学にはどうやら、言葉では説明するのが難しい、学習や実践のなかで身につくコツ
やセンスというものがあるらしく、現在はフィールドと大学院を往復するなかで、現地の人々をより深く理解する
ための方法を模索しながら研究を行っている。
地域文化学専攻と比較文化学専攻では、多岐にわたる専門分野の教員が指導にあたっている。また、両専攻がお

かれた国立民族学博物館では、研究会やシンポジウムなどが活発に行われており、学習の機会は広く学生にも開か
れている。研究は自身で切り開くものであるが、自身の研究を深め、道に迷ったときに軌道を修正するためには、
気付きを与えるものや道標となるものが必要である。本大学院は、私にとってそのような存在である。

■「負の遺産」の継承、その在り方について―ミュージアムが社会に果たす役割とは

■日本の都市住民と観賞植物（草本類）との関わりにおける生き物文化研究

■ホボクサイルモンゴル人の仏教信仰に関する人類学的研究

■中国の食文化の歴史人類学的研究―制度と礼俗を中心として

■中国青海省同仁県におけるチベット文化とその民族誌的研究―同仁県ワォッコル村の事例から―

■先住民族による自然資源の利用に関する環境人類学的研究
　―ニカラグア共和国・ミスキートによるウミガメ漁の事例―

■社会主義的政策下における牧畜社会の変容―中国内モンゴル・シリンゴル盟における開発を事例に―

■ベトナム北部山岳少数民族モン族社会の労働に関する民族誌的研究

■北海道西興部村における動物利用の歴史的変容に関する人類学的研究

■韓国と日本における墓と葬送儀礼の変容―「自然葬」の発生と定着を中心に

■メキシコ・ユカタン地方における先住民言語マヤユカテコ語とスペイン語の言語接触について
　―音声学及び言語人類学的視点から―

在学生の声

世
界
で
学
ぶ

■ 比較文化学専攻

私の研究は、酒場で交わされる会話分析を中心としたコミュニケーション
研究である。
修士課程在籍時には日本語教育学を専攻しており、主に日本語を学習する

留学生や日本語を教える日本語教師のための研究をしていた。模擬教材を作
成する際にさまざまな場所での会話を収集していたのだが、その中でも特に
「クラブ」や「スナック」などのいわゆる「水商売」と呼ばれる店の女性接
客者と男性客の会話に興味を引かれ、修士論文はそれらの会話分析をおこなっ
たことがきっかけであった。
これらのデータは、私自身も接客者として働きながらの参与観察と、客として入店する非参与観察を並行して収

集した。当然のことながら、そのデータの中にはそれぞれの人間関係や店そのものの構造などの言語以外の多くの
情報が含まれており、それらの分析も含めたコミュニケーション研究へと関心が広がった。しかしながら、私が研
究対象としている店や接客者はいまだに社会的・学術的にメジャーではなく先行研究もほとんどないのが現状である。
このような、他機関では看過されがちな私の研究にも目を向けてくれたのが、現在所属する総研大の比較文化学

専攻であった。指導教員や研究協力係を含む研究科全体で、 1人 1人の院生の研究に最大限の理解と協力を惜しま
ないことが一番の魅力であり、多くの独創的な研究者がうまれる環境となっているのである。

在学生の声
比較文化学専攻

中田 梓音（平成23年度入学）

■アンデス地帯形成期における複雑化社会の変容―ペルー北高地南部ワヤガ川上流域の社会動態から―

■先史アンデスにおける生業と社会組織の相互動態的関係

■鳥類と人との関わり

■民族・民俗資料の文化資源としての活用に関する博物館人類学的研究

■Ethnobotany, Ecology, and Evolution of Wild and Cultivated Taro in Taiwan: 
　Colocasia formosana Hayata and C. esculenta (L.) Schott

■ケニア沿岸州ワシニ島における資源獲得と利用のための知恵―海との関わりを通して―

■日本と台湾における歴史的空間・建築物の保存・活用に関する博物館学的研究

■Pre- Hispanic rituals and ceremonial architecture in Peru's north central Highlands

■男女間のバーバルコミュニケーション―酒場を背景として―

■近現代アジアにおける民族衣装をまとった聖母像―フィリピンと日本の事例を中心に―

■先史アンデス形成期における社会動態

■ラオス北部サムヌア地方における「伝統」織物の技術伝承とその変容

■沖縄島嶼地域における社会変化をめぐる民族誌的研究―池間島のカツオ漁の衰退に伴う地域社会の適応―

■ブルキナファソのソンガイ居住村における簡易技術移転プロジェクトの人類学的研究

学位論文を書く
■ 地域文化学専攻・比較文化学専攻の学位
本研究科を修了した者には、博士の学位を授与する。又専攻の区分に応じて、次表の専攻分野を付記する。

専　攻 付記する専攻分野

地域文化学専攻 文学（学位論文の内容によっては学術）

比較文化学専攻 文学（学位論文の内容によっては学術）

■ 学位論文リスト
【課程博士】
数学的手法を用いた文化分析の方法について 小島　三弘（比較） ［H 4 . 3 .31 学術］

シドニーにおける都市アボリジニの研究　伝統と民族の創出 鈴木　清史（比較） ［H 6 . 3 .24 文学］

オルドス・モンゴル族の社会構造―ヤスの機能とその歴史的変容－ 楊　　海英（地域） ［H 6 . 9 .20 文学〕

ペルーにおける山の神信仰の現在性―アンデスの宗教的世界のダイナミズム― 細谷　広美（地域） ［H 7 . 3 .23 文学］

ビルマにおけるウェイザー信仰の研究 土佐　桂子（比較） ［H 7 . 3 .23 文学］

韓国社会の動態と「両班化」―忠清北道阿房郡における門中と儒式儀礼の検討を通して 岡田　浩樹（地域） ［H 8 . 3 .21 文学］

中国杭嘉湖地方における養蚕伝承の研究 曹　　建南（地域） ［H 8 . 3 .21 文学］

歌に表象される落村意識―奄美における「シマの歌」の研究― 中原ゆかり（比較） ［H 8 . 3 .21 文学］

四合院家屋の文化人類学的研究―人間と自然との相互作用の視点から 杉山　京子（地域） ［H10. 3 .24 文学］

モンゴル叙事詩のナラトロジー（物語の構造分析）研究―アルタイ・ハイラハ叙事詩を事例として－ 藤井　麻湖（地域） ［H10. 3 .24 文学］

カストム・メレシン―ヴァヌアツ共和国トンゴア島民の民間医療および民間医療観の現代的位相 白川　千尋（地域） ［H10. 3 .24 文学］

韓・日両国における済州島海女の移動と定着に関する民族学的研究 李　　善愛（比較） ［H10. 3 .24 文学］

東南中国の漢族社会組織とその変容－閔南農村社会における宗族の研究 潘　　宏立（比較） ［H10. 3 .24 文学］

芸の伝承－ジャワ島・チルボンの仮面舞踏を中心に 福岡まどか（比較） ［H10. 3 .24 文学］

Overt First and Second Person-Designating Terms in Japanese  Discourse
　―A Pragmatic Perspective― Riikka Lansisalmi（比較） ［H10. 3 .24 文学］

「二重の窮乏」下の平等理念―現代世界とキリバス南部環礁の社会生活― 風間　計博（地域） ［H10. 9 .30 文学］

建築と文化・社会との相互作用―中国黄土高原の窰洞住居・集落を対象として― 栗原　伸治（地域） ［H10. 9 .30 学術］

カラーコラムにおけるイスマーイール派の変容―宗教共同体と開発の視点から― 子島　　進（地域） ［H11. 3 .24 文学］

地域主義運動における言語と知識人―エストニア南部ヴォル地方の事例から― 寒水　明子（地域） ［H11. 3 .24 学術］

英国コッツウォルズ地域におけるエスニシティの文化人類学的研究
　―文化遺産の保全をめぐる境界意識の重層的位相― 塩路　有子（比較） ［H12. 9 .29 文学］

北タイ・アカの家屋に関する研究―家屋の形式とその変化への視点から― 清水　郁郎（地域） ［H13. 3 .23 文学］

韓国の定期市にみられる移動商人の巡回移動とその変化―忠清南道公州市を中心として活動する薬草商人を例に― 林　　史樹（地域） ［H13. 3 .23 文学］

現代インドネシアにおけるジャワ大衆演劇クトプラの研究 青木　武信（比較） ［H13. 3 .23 文学］

南ラオス村落社会における政治過程の研究―ンゲの村における「連帯」と闘争― 中田　友子（地域） ［H14. 3 .22 文学］

20世紀前半のボリビアにおける先住民教育と植民地主義 吉江　貴文（地域） ［H14. 3 .22 文学］

カメルーンにおける「商売の民」バミレケの都市人類学的研究 野元　美佐（比較） ［H14. 3 .22 文学］

タイ式医療の構築とタイ・マッサージ―社会的文脈による権威的知識の多様性― 飯田　淳子（地域） ［H15. 3 .24 文学］

インドネシア・スンダの食文化ー言語人類学的観点からー 阿良田麻里子（地域） ［H17. 3 .24 文学］

韓国の仮面劇「固城五広大」の伝承と演戯者―解放後の韓国社会における民俗芸能の変遷から― 高　　正子（地域） ［H17. 3 .24 文学］

帰還と離散のはざまで―ウクライナ一地方都市におけるユダヤ人巡礼の民族誌― 赤尾　光春（地域） ［H17. 9 .30 学術］

イスラエルにおけるアラブ人キリスト教徒のアイデンティティの様態
　―ガリラヤ地方・メルキト派カトリック信徒の事例研究― 菅瀬　晶子（地域） ［H18. 3 .24 文学］

トンガ王国の土地制度―グローバル化のなかの伝統― 森本　利恵（地域） ［H18. 3 .24 文学］

バラライカの鳴り響く空間：1917～48年における社会主義の文化の生成 大家（柚木）かおり（地域） ［H18. 3 .24 学術］

フィジーにおける植民地主義とインド系移民社会―砂糖キビ栽培地域の村落社会における文化の動態― 村田　晶子（比較） ［H18. 9 .29 文学］

上ビルマ村落における宗教とジェンダーに関する人類学的研究 飯國有佳子（地域） ［H19. 3 .23 文学］

「護り」の身体技法に関する映像人類学研究―インドネシア・ミナンカバウの事例から― 村尾　静二（比較） ［H19. 3 .23 文学］

離散と故郷―ヨルダンのパレスチナ系住民にみられる帰属意識とナショナリズム― 錦田　愛子（地域） ［H19. 3 .23 文学］

「子ども域」の文化人類学的研究 ―バングラデシュ農村社会の子ども― 南出　和余（比較） ［H19. 3 .23 文学］

参加型開発を通した女性の自己変容過程に関する人類学的研究―北インド農村社会を事例として― 菅野美佐子（比較） ［H19. 9 .28 文学］

「場」と「パフォーマンス」に関する人類学的研究―トルコ・都市におけるアレヴィーのセマーを例として― 米山　知子（比較） ［H19. 9 .28 文学］

フェラインの民族誌―ドイツ・バイエルン州のローカル・アソシエーション― 山田　香織（地域） ［H20. 3 .19 文学］
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■ 年度別学位授与者数
平　成 3年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 12年 13年 14年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 計

地域　
文化学
専攻　

課程博士 0 0 2 2 0 3 4 2 1 1 2 4 2 2 1 0 2 3 1 0 32

論文博士 0 0 0 0 3 0 2 0 1 1 3 2 0 1 0 1 0 0 1 0 15
比較　
文化学
専攻　

課程博士 1 1 1 1 0 4 0 2 2 0 0 0 3 3 1 1 2 1 1 1 25

論文博士 0 1 0 0 0 0 0 1 1 2 0 2 0 0 0 1 3 1 1 1 14

計 1 2 3 3 3 7 6 5 5 4 5 8 5 6 2 3 7 5 4 2 86

水上人と呼ばれる人々―広東珠江デルタの漢族エスニシティとその変容― 長沼さやか（地域） ［H20. 3 .19 文学］

在米コリアンのサンフランシスコ日本町―マルチカルチャーのエスニックタウン― 小谷　幸子（比較） ［H20. 3 .19 文学］

インド農村社会における不妊経験の人類学的研究 松尾　瑞穂（比較） ［H20. 9 .30 文学］

韓国における老人の食―老人福祉施設を中心に― 守屋亜記子（地域） ［H21. 3 .24 文学］

日本の先史時代における植物性食料の加工と利用：残存デンプン分析法の理論と応用 渋谷　綾子（比較） ［H22. 3 .24 文学］

農業技術改善の民俗誌ー紀ノ川下流域村落の一七～二〇世紀前半における動向の分析－ 加藤　幸治（比較） ［H22. 9 .30 文学］

オーストラリア先住民ヨルタ・ヨルタの環境管理のための先住民運動に関する文化人類学的研究 友永　雄吾（地域） ［H23. 3 .24 文学］

現代タイ社会における開発と僧侶―僧侶による社会貢献とネットワーク形成に焦点をあてて― 岡部真由美（地域） ［H23. 3 .24 文学］

現代東南中国における宗親会の民族誌的研究―国家との関係を中心として 陳　　夏晗（比較） ［H23. 3 .24 文学］

ヨーグルトをめぐる言説の生成と展開―社会主義期からポスト社会主義期にかけてのブルガリアを中心に― マリア・ヨトヴァ（比較） ［H23. 9 .30 文学］

無文字社会における歴史記憶の生成と継承　－南エチオピア牧畜民ボラナにおける口承史の分析をとおして－ 大場　千景（地域） ［H24. 3 .23 文学］

カオダイ教ハノイ聖室の民族誌的研究－ベトナム北部地域の都市における女性たちの社会関係－ 伊藤まり子（地域） ［H24. 3 .23 文学］

周辺イスラームのダイナミズム－タイ南部村落におけるイスラーム復興運動と宗教実践の変容－ 小河　久志（地域） ［H24. 3 .23 文学］

変化しつづける装い―中国雲南省文山モンの自己と他者をめぐる人類学的服飾研究― 宮脇　千絵（地域） ［H24. 9 .28 文学］

現代アンデス農村における聖人信仰の変容　－人の移動に焦点をあてて－ 八木百合子（比較） ［H24. 9 .28 文学］

ナイジェリアの都市イレ・イフェにおける「アーティスト」の民族誌的研究 緒方しらべ（比較） ［H26. 3 .20 文学］

【論文博士】
An Areal-Typological Study of Middle American Indian Languages 八杉　佳穂 ［H 6 . 3 .30 文学］

農村女性からみたトルコの「近代化」―世俗主義、イスラーム、女性の相互関係 中山　紀子 ［H 9 . 3 .24 文学］

南タイにおける実践宗教―ムスリムと仏教徒が混住する村落の事例から― 西井　凉子 ［H 9 . 3 .24 文学］

セネガルの公権力とインフォーマル・セクターに関する民族学的研究 小川　　了 ［H 9 . 3 .24 文学］

メラネシアの政治的リーダーシップと開発
　―ソロモン諸島サンタイサベル島における森林伐採事業をめぐって― 関根　久雄 ［H10. 9 .30 文学］

南インドの農村におけるカースト内関係としての親族―コング・ヴェッラーラの事例研究― 杉本　星子 ［H10. 9 .30 文学］

アイヌ民族における神送りの研究―沙流川流域を中心に― 萱野　　茂 ［H13. 3 .23 学術］

低湿地立地の遺跡にみる縄文時代本州西部地域の生業活動
　―縄文時代早期末から中期初頭における若狭湾沿岸と琵琶湖周辺地域の動物考古学的考察― 内山　純蔵 ［H14. 3 .22 文学］

考古学における数量化と数理的手法の研究 及川　昭文 ［H14. 3 .22 学術］

総管信仰―近世江南農村社会と民間宗教― 濱島　敦俊 ［H14. 9 .30 学術］

中国の食事方法―歴史人類学的考察― 西澤　治彦 ［H15. 3 .24 文学］

台湾原住民のイノシシ（Sus scrofa taivanus）狩猟の民族考古学的研究：
　動物遺存体研究の方法論構築にむけて 野林　厚志 ［H15. 3 .24 学術］

The Transformation and Social Functions of the sNang zhig Family and its Monastery 
　－An Ethnographic Description of the Bon Tradition in Amdo 才譲　　太 ［H16. 9 .30 学術］

利用者の視点にたった博物館の理念と活動様式の研究 布谷　知夫 ［H16. 9 .30 文学］

トビニタイ文化の集団構成と生計戦略―北海道東部における「中世アイヌ社会」成立に至る一階梯― 大西　秀之 ［H17. 3 .24 文学］

アットゥシの歴史に関する基礎的研究―アイヌ伝統文化の再検討の試みとして― 本田　優子 ［H17. 9 .30 文学］

カナダ･イヌイットの食物分配に関する文化人類学的研究―先住民社会の変容と再生産― 岸上　伸啓 ［H18. 3 .24 文学］

タイ中部農村における相互行為の民族誌的研究 高城　　玲 ［H18. 3 .24 文学］

東ネパールにおける羊飼いの生産活動と放牧地をめぐる社会関係 渡辺　和之 ［H18. 3 .24 文学］

「アイヌ風俗画」の研究―近世北海道におけるアイヌと美術 新明　英仁 ［H19. 9 .28 文学］

国際線客室乗務員の接客業務と勤務体制－仕事の人類学的研究－　 八巻　恵子 ［H21. 9 .30 文学］

シャーマニズムによるエスニシティの探求―ポスト社会主義期におけるモンゴル・ブリヤートの事例を中心として 島村　一平 ［H22. 3 .24 文学］

活用される職祖伝承－近・現代日本における木工挽物の担い手と木地屋「根元地」－ 木村　裕樹 ［H22. 9 .30 文学］

先住民学習の理論と実践－ポストコロニアル人類学の活用－ 中山　京子 ［H22. 9 .30 学術］

スリランカにおけるエステート・タミルのアイデンティティと「ジャーティヤ」をめぐる人類学的研究 鈴木　晋介 ［H23. 3 .24 文学］

小集落から見た初期国家の形成過程－先スペイン期中央アンデスのワリ国家を事例として－ 土井　正樹 ［H24. 3 .23 文学］

先史アンデス形成期の社会動態―ペルー北部ワンカバンバ川流域社会における社会成員の活動と戦略から― 山本　　睦 ［H24. 9 .28 文学］

多文化都市・新宿の生成と展開－ライフサイクルの視座― 川村千鶴子 ［H25. 3 .22 学術］

先住民生存捕鯨再考―国際捕鯨委員会における議論とベクウェイ島の事例を中心に― 濱口　　尚 ［H25. 9 .27 文学］

愛知淑徳大学、愛媛大学、大阪大学、大谷大学、沖縄県立芸術大学、帯広大谷短期大学、鹿児島国際大学、鹿児島純心
女子大学、神奈川大学、川崎医療福祉大学、関西外国語大学、神田外語大学、京都外国語大学、京都大学、京都文教大
学、神戸大学、神戸市外国語大学、神戸山手大学、成蹊大学、滋賀県立大学、静岡大学、四天王寺大学、芝浦工業大学、
大同工業大学、中部大学、筑波大学、天理大学、東京外国語大学、東北学院大学、東洋大学、長崎純心大学、新潟国際
情報大学、日本大学、阪南大学、広島大学、広島市立大学、宮崎公立大学、桃山学院大学、インドネシア学術総局［イ
ンドネシア］、上海師範大学［中国］、北京大学［中国］、ライデン大学［オランダ］、在ペルー日本国大使館、総合地球
環境学研究所、総合研究大学院大学、国立民族学博物館

■ 地域文化学専攻および比較文化学専攻の出身者は、  以下のようなところに在職し、教育研究に活躍しています。

静岡大学　人文社会科学部社会学科　准教授

長沼 さやか（平成20年3月学位取得）

私は、中国南部の広東省において、かつて船などに住みながら移動生活をしていた水上居民の人々を対象に研
究をしています。広東周辺では、宗族という父系出自集団が村落社会の基礎となっています。宗族の成員たちは、
自分たちの祖先が漢文明の発祥地である黄河流域から移住してきたという伝説や系譜を持ち、出自の正統性を強
く意識しています。一方で水上居民は起源説や系譜を持たないことから、宗族の成員たちに非漢族とみなされて
いました。水上居民と宗族の集団間境界には、漢族という巨大な民族集団を再考する糸口が隠れており、それが
博士論文を執筆するポイントとなりました。
ところで、私が博士課程に入学した2001年頃には、フィールドワークの実施に制限がともなう中国を研究対象

とする文化人類学者は多くはありませんでした。そうしたなかで民博は、中国を含む世界各地の研究機関と連携
し、現地調査や学術交流をおこなっていました。研究のために必要な文献、施設の充実はもちろんですが、フィー
ルドワークに不可欠な社会的ネットワークが民博にはありました。それは開館以来、民博や総研大に関わってき
た人々すべてが地道に築き上げてきた「人脈力」であり、かけがえのない財産です。その財産をこれから総研大
に入学する後輩の皆さんにも、ぜひ引き継いでもらいたいと思います。

中国厦門市社会科学院　助理研究員

陳 夏晗（平成23年3月学位取得）

私の研究課題は、現代東南中国における宗親会の復興、とくに歴史上の検討をふまえ、近年の社会的、経済的、
政治的変動に応じた復興過程とそのあり様を民族誌的に記述することである。
国立民族学博物館は、大学共同利用機関として、国内外のさまざまな専門分野の研究者と分野横断で高度な学

術研究が進められており、さまざまな共同研究会やシンポジウムなどの機会がとても多い。しかも、専門や関心
分野の異なる多数の院生や教員が集まり、多角的な視点からのコメントを投げかれてくれる大学院生のゼミが頻
繁に行われている。さらに、民博図書館は、専門書の蔵書の充実が抜群である。
民博は、比較文化学の方法だけではなく、比較文化研究の環境も提供している。異なる地域と分野の研究者と

の交流を深めていくことが可能であり、豊富な英文・中国語・日本語の文献資料を存分に活用することができる。
私にとって、比較文化学の視野から、東南アジアや東アジア社会への理解を深めるにつれて、中国社会もより深
く分かるようになった。
こうした民博の魅力は、民博から離れている私にとって、いつも懐かしく思うことである。今後、総研大に入

学する学生には、ぜひ民博の豊かな研究環境を存分に活用してほしい。

卒業生の声

Q
A

国立民族学博物館に地域文化学専攻と比較文化学専攻の二専攻がありますが、これらはどのようにちがいますか？

　地域と比較のいずれに比重を置くかにより二専攻に別れているものの、共にフィールドワークを研究の根幹においているため、共通する部分も多く、密接な相互交流があります。また、専攻間に指導上の棲み分けはなく、院生がどちらの専攻に所属していても、両専攻に所属する教員の指導を受けることができるというメリットがあります。

Q
A
受験する前に

希望する指導
教員を

かならず決め
ておく必要が

ありますか？

　必要条件で
はありません

が、強くお勧

めします。ま
た、受験を申

請する前に希

望指導教員に
連絡を取れば

、入学後の研

究の見通しを立
てる一助となる

でしょう。

Q
A

地域文化学専攻と
比較文化学専攻で

学ぶことができる
のは、

文化人類学・民族
学だけでしょうか

？

　そんなことはあり
ません。両専攻には

、考古学、

民俗学、建築学、情
報学、言語学、音楽

学、博物館

学、保存科学など幅
広い分野を専門とす

る教員がそ

ろっているので、そ
れらの分野でも研究

を行うこと

ができます。また、
教員の陣容は年度に

よって変化

することがあるので
、希望研究内容と当

専攻の教育

体制との整合性につ
いて不明な点がある

方は、事前

にお問い合わせくだ
さい。

Q
A

研究支援制度には
どんなものがありますか？

　研究に関連する様々な業務を行いながら給与を得ることができる「リサーチ・アシスタント（RA）制度」や、学会における発表やフィールドワークに対して支援をおこなう「文化科学研究科学生派遣事業」があります。学内の奨学金制度はありませんが、外部研究資金調達のための申請書の書き方などについても指導を行っています。

Q
A

長期の現地調査をするときには、
授業料が免除されますか？

　長期フィールドワークを行う期間中は、休学が認められています。在学中に支払う授業料の総額が減額されるわけではありませんが、フィールドワークを行う学期中に授業料を払う必要はありません。

Q
A

地域文化学専攻と比較文化学
専攻に入学すると、

かならず長期の現地調査をしな
ければなりません

か？また、国内での現地調査も
可能でしょうか？

　実際には長期のフィールドワ
ークを行う学生が

多いのですが、研究の目的や内
容によっては独自

のフィールドワークの形を決め
ていくことも可能

です。たとえば、継続した長期
調査のかわりに短

期の調査を繰り返しおこなうこ
とで調査可能なテ

ーマも存在します。また、調査
対象は海外だけで

はありません。これまでにも数
多くの卒業生が、

国内のフィールドワークに基づ
いた博士論文を完

成させています。

Q
A

学部や修士課程で
文化人類学・民族学

を専攻しなか

ったのですが、地域
文化学専攻や比較

文化学専攻を

受験することはで
きますか？

　大学などで正規に
文化人類学・民族学

を学んだ経

験がなくても受験す
ることは可能です。

しかし、入

学後に志望研究が遂
行可能であるか見通

しをつける

ためにも、関連図書
などを精読し、少な

くとも人類

学やフィールドワー
クに関する基本的な

考え方につ

いて理解しておいた
ほうがよいでしょう

。この作業

は、何をするために
当専攻を受験するの

かを整理す

るためにも役立つは
ずです。

Q
A

受験する前に調査予定地域の現地語を習得している必要がありますか？

　入学時にフィールドの言語を習得していることは
望ましいのですが、受験の必要条件ではありません。
入学前の習得が難しい言語が存在するだけでなく、
それまでに習得した言語以外の地域に研究を広げる
必要がある場合もあるからです。特に、現地でのみ
習得可能な言語に関しては、フィールドワークをし
ながら徐々に身に付けていくこともあります。

Q&A

地域文化学専攻・比較文化学専攻の
受験生に期待する

国立民族学博物館長　須藤 健一

みんぱくについて

　国立民族学博物館（みんぱく）は、博物館を
そなえた世界でもユニークな文化人類学・民族
学の研究所です。60名の教員たちは、「地の先へ。
知の奥へ。」をモットーに世界各地で、グロー
バリゼーションの動きを受容し、あるいはそれ
に抗いながら独自の社会と固有の文化を維持な
いし創造している人びとの営みを研究していま
す。一方で、世界の諸民族の生活や考えをより
深く理解するために民族資料の収集や映像音響
資料の採録などにつとめ、また、「もの」をと
おして文化を表現する展示活動も行っています。

　文化人類学・民族学は、現地の人びとと生活
をともにしながら日常生活から地球規模の影響
をも視野に入れて人間の社会と文化を研究する
学問です。異文化に生きる人びとを理解するた
めには幅広い視野、柔軟な思考と豊かな想像力
が求められます。そして、独創的な着想から収
集したデータを分析して論理的に記述する手法
が大事です。

　みんぱくには、総合研究大学院大学の地域文
化学専攻と比較文化学専攻が設置され、文化人

類学をはじめ言語学、宗教学、生態学、先史学、
民族音楽学そして博物館学などを研究する個性
ゆたかな教授陣がいます。そのうえ、民族資料、
文献図書や映像音響などの豊富な資料を所蔵し
ており、研究環境の点ではわが国随一の大学院
であるといえます。

　私たちは、皆さんが人類学の研究課題を追求
し、博士論文を書きあげて一人前の研究者とし
て社会に飛び立つことを支援するのを楽しみに
しています。

館
長
挨
拶

国立民族学博物館50年史アーカイブズ
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国立民族学博物館および人間文化研究機構の概要

■ 所蔵民族学資料（平成26年4月1日現在）
標本資料（未登録資料含む） 映像音響資料

海外資料 176,732点 映像資料 7,937点

国内資料 162,816点 音響資料 62,651点

計 339,548点 計 70,588点

文献図書資料

日本語図書 264,266冊 日本語雑誌 10,090冊

外国語図書 391,849冊 外国語雑誌 6,818冊

計 656,115冊 計 16,908冊

　国立民族学博物館（みんぱく）は、わが国における文
化人類学・民族学の研究センターとして、世界の諸民族
の社会や文化に関する調査研究をおこなうとともに、異
なる文化についての人びとの理解を深めることを目的と
して、1974年に設立されました。みんぱくは、大学共同
利用機関であり、全国の大学・研究機関との連携をもと
に調査研究や共同研究を進めるとともに、学術情報を集
積しています。その成果を博物館の展示やデータベース
の提供などを通じて広く社会に公開することも使命とし
ています。

　国立民族学博物館は「博物館機能をそなえた研究所」
として、世界的にみても類例のない規模と機能を有して
います。博物館そのものをとっても、すでに世界最大級
の民族学博物館に数えられるようになっています。みん
ぱくの展示は、常設展示と特別展示と企画展示とで構成
されており、常設展示は、世界をオセアニア、アメリカ、
ヨーロッパ、アフリカ、それに日本を含むアジア各地に
分けた地域展示と、言語や音楽などの通文化展示からなっ

ています。一方、特別展示と企画展示は、特定のテーマ
のもとに、年に数回、期間を限って開催されます。

　みんぱくは、2004年 4 月より、国立大学と足並みをそ
ろえて、法人組織となりました。法人の正式名称は、「大
学共同利用機関法人人間文化研究機構」ですが、みんぱ
くは、国立歴史民俗博物館、国文学研究資料館、国際日
本文化研究センター、総合地球環境学研究所とともに、
その一員として再出発しました。その後、2009年10月に
は 6番目の大学共同利用機関として新たに国立国語研究
所が加わりました。またみんぱくの研究部は、 3研究部
（民族社会、民族文化、先端人類科学） 2 センター（研
究戦略センター、文化資源研究センター）体制に組織替
えがなされました。研究活動の機動性を高めるとともに、
その成果をより広くわかりやすく社会に伝えていくため
の措置です。文化人類学・民族学を基礎としつつ、研究
の機関と分野の別を超えて、人間文化の総合的理解を深
めようとする、みんぱくの新たな活動が始まっているの
です。

イントロダクション

地域展示

通文化展示

企画展示場

ビデオテーク、多機能端末室

ビデオテーク　ブース

探究ひろば

ナビひろば

アメリカパ

オセアニア

西アジア

音楽

言語
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■ 展示場案内図

総合研究大学院
大学について

　総合研究大学院大学（以下、総研大）は、1988年に
わが国で最初に設立された自らは学部を持たない大学
院だけの大学（独立大学院大学）であり、人文・理工
にわたる学術分野につき総合的な博士課程教育を、大
学共同利用機関等を基盤機関として、それらの優れた
研究・学習環境を最大限に生かして行うことにより、
高い専門性と広い視野を持った一流の研究者を養成す
るという世界にも類例のないユニークな大学です。

　総研大への入学者はすべて他の国公私立大学（2013
年度入学者は 7外国大学を含む58大学）からの出身者
です。わが国の高等教育の最大の欠点の一つは流動性
の低さとそれによる単線性や縦割性にありますが、総
研大に入学する学生は、その弊害からまず自ら脱して
います。それゆえに総研大の学生達は、多くのバリア
を越えて飛び出すことができたという高いポテンシャ
ルを、そして多くの場合には分野や学域を越えて飛び
込むという気概と挑戦力を有しています。この点が、
総研大の第一の特性であり、それが大学にも、そして
一人一人の学生にも大きなメリットを与えています。
というのは、新しい出会いや、新しい学問風土との接
触こそが、新しい学問を形成する上で大きな力を与え
るものだからです。

　総研大の第 2の特性は、世界最先端の研究設備・施
設・資料・データベースが配備され、トップクラスの
研究者マンパワーが国内外の研究者と不断に共同研究
を展開している（計18の）大学共同利用機関等の研究
現場という非常に恵まれた環境の下で大学院教育が行
われるという点にあります。それらの基盤機関におい
ては、専門性の高い国際的な研究活動が実施されてい
ると共に、全国の大学・研究機関や諸外国の研究者と
の分野を越えた共同研究が行われています。それゆえ
に、「深い専門性」と「国際的な通用性」と「異分野
連繋性」を兼ねそなえた研究者の養成を目指すことが
できるのです。

　総研大の第 3の特性は、高度の専門性の獲得にとど
まらず、「総合性」の修得が体系的・組織的に目指さ
れていることです。総研大の基盤機関・専攻の全体に
おいて、文化、歴史、情報、生命、人体、エネルギー、
物質、宇宙など実に多様な分野の研究が行われていま
す。この学術的な多様性を活用して、自らの専門的知
識を他の知識と結合しながら知識全体の中に位置づけ
るという「広い視野」の獲得を総合性修得の第 1の内
容とすることができます。新しい学問は、多くは異な
る分野をまたぐ形で現れ、その発展には異分野からの

研究者の参入を必要としています。このような新しい
分野における教育は、一専攻の枠にはおさまりきらず、
複数の専攻をまたぐ形で行われる必要性が生じていま
す。総研大では、その必要性に対応するために“専攻
間融合プログラム”を推進しています。総研大では、
専攻を越えた教育と異分野連繋的な共同研究現場にお
ける学習・研究によって、「分野を越えた学際性」の
獲得を目指すことができる点が、総合性修得の第 2の
内容です。科学が生み出した多くのものが社会におい
て物質化されて人々の生活に大きな影響を与えている
今日では、科学者には研究成果やその使われ方がもた
らす結果に対しても説明責任が求められています。即
ち、現代の科学者には人類や社会を視野に入れた人間
の総合性の修得が求められているのです。総研大教育
における総合性修得の第 3 の内容は、「社会と連携す
る科学」という視点の獲得を目指していることです。

　総研大の目標は、したがって、①深い専門性と広い
視野を併せ持ち、異分野連繋的・社会連携的な視点を
持つ国際的研究者人材を育成すること、②基盤機関と
葉山の連係と、国内外研究者との共同利用研究によっ
て、学際的で先導的（即ち新分野開拓・敷衍的）な研
究を大学院生と共に展開すること、そして③社会と連
携する科学を創造・教育するアジア大学院教育拠点と
しての地位を確立することです。

　総研大の学生のみなさんには、こうした総研大の特
性や目標をよく理解した上で、与えられたメリットを
活用しつつ、大きな課題に挑戦されることを願ってい
ます。日々研鑽の忙しい大学院学生生活ですが、分野
の異なる人々や大学や国を異にする人々との交流にも
努めて下さい。それらによって得られた人と人とのつ
ながりが、将来の研究人生に大きな財産をもたらすこ
とになるからです。また、日本人学生は外国語の、外
国人学生は日本語の取得にも心掛けて下さい。異なる
専門分野間と同様に、異なる文化間のコミュニケーショ
ンに堪能なことは、国際的通用性を持った博士号取得
者として、その能力を発揮する上での必須条件の一つ
となるからです。総研大は教育現場においてもバイリ
ンガル性の付与に力を尽くしたいと考えています。

　総研大の全職員は、学生と共に、総研大の特性を更
に発展させ、力を合わせて本学の目標の実現に向けて
の努力をして参りますので、関係各位には総研大の一
層の発展のためにご理解とご支援を賜りますよう、切
にお願い申し上げます。

学
長
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拶

総合研究大学院大学長

岡田 泰伸
医学博士。京都大学医学部卒。同大学医学部助手、講師を経て、平成4年に岡崎国立共同研究機構生理学
研究所細胞器官研究系教授に就任。平成16年に自然科学研究機構生理学研究所教授、副所長を経て、平
成19年から所長・副機構長、平成22年から同機構の理事を歴任。
専門は分子細胞生理学。特に動物細胞の容積調節機構、アポトーシス、ネクローシスや虚血性細胞死の誘
導メカニズム、アニオンチャネルのセルセンサー・シグナリング機能における分子メカニズム研究の第一
人者。生物学・生化学分野論文におけるISI高頻度被引用者。平成18年より6年間日本生理学会会長、5年
間アジア・オセアニア生理学会（FAOPS）会長。平成12、23年度に日本生理学会入澤賞共同受賞。
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学　長

研究科 入学定員専　攻 基盤機関

教授会

文化科学研究科

地域文化学専攻

比較文化学専攻

国際日本研究専攻

日本歴史研究専攻

メディア社会文化専攻

日本文学研究専攻

国立民族学博物館

国立歴史民俗博物館

国文学研究資料館

国際日本文化研究センター

教育支援センター

人間文化研究機構

放送大学

教授会

物理科学研究科

［2］（3）

［2］（3）

［2］（3）

［2］（3）

［2］（3）

構造分子科学専攻

機能分子科学専攻

天文科学専攻

核融合科学専攻

宇宙科学専攻

分子科学研究所

核融合科学研究所

国立天文台

宇宙科学研究所

自然科学研究機構

（独）宇宙航空研究
開発機構

教授会

高エネルギー加速器
科学研究科

［2］（※）

［3］（※）

［4］（※）

加速器科学専攻

物質構造科学専攻

素粒子原子核専攻

加速器研究施設・共通基盤研究施設

物質構造科学研究所

素粒子原子核研究所

高エネルギー
加速器研究機構

教授会

複合科学研究科

［2］（3）

［2］（1）

［4］（6）

統計科学専攻

極域科学専攻

情報学専攻

統計数理研究所

国立極地研究所

国立情報学研究所

情報・システム
研究機構

教授会

生命科学研究科

［3］（6）

［3］（6）

［3］（6）

遺伝学専攻

基礎生物学専攻

生理科学専攻

国立遺伝学研究所

基礎生物学研究所

生理学研究所

附属図書館

学融合推進センター

本部業務組織

情報基盤センター

教授会

先導科学研究科 ［5］（1）生命共生体進化学専攻

事務局

広報室

上記18の大学共同利用機関等との緊密
な連係・協力体制により教育研究を実施

大学共同利用機関等法人

5 年一貫制博士課程

5年一貫制博士課程

5年一貫制博士課程

5年一貫制博士課程

5年一貫制博士課程

博士後期課程

監　事

理　事

副学長

学長補佐

経営協議会

教育研究評議会

運営会議

学長選考会議

（3）

（3）

（3）

（3）

（－）

（3）

教学委員会

特別教育プログラム

■ 総合研究大学院大学の特徴

特色ある
博士課程
教育

■ 5年一貫制博士課程制度と博士後期課程制度の併用
■基盤機関の研究現場を活用した教育プログラム
■個の能力に即した教育プログラム
■社会人学生・留学生受入れプログラム

高い
専門性の
育成

■各専攻分野の最先端研究者による研究指導
■多様な専門教育プログラム
■学位取得プロセス管理プログラム／長倉研究奨励賞
■基盤機関が有する世界最高水準の資料・施設・設備の活用

広い
視野の
養成

■専攻・研究科間の共同教育研究事業
■総合科目遠隔授業プログラム
■全学学生セミナー
■全学学術交流会

国際的
通用性の
確保

■最先端研究技術・研究者の交流拠点における教育
■プレゼンテーション能力養成プログラム
■海外学生派遣事業
■国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラムの活用

分野横断的・
先導的
学問分野の
創出

■学融合推進センターにおける主要四事業の推進
■先導科学研究科における総合的な教育研究の実施
■「科学と社会」プログラムの全学的な展開
■修了生を中心とした学術交流ネットワーク

※若干名
　［ 　 ］は5年一貫制博士課程、（　　）は博士後期課程
　または博士課程3年次編入学の入学定員である。

　総入学定員／5年一貫制博士課程：41名
　　　　　　  博士後期課程及び博士課程3年次編入学：59名

■ 平成26年度 教育研究組織
（総研大 2014～2015要覧より）

入学案内
詳細は募集要項を請求のうえ確認してください。

⑴出願資格
　次のいずれかに該当する者とします。
①修士の学位または専門職学位を有する者及び入学の前月までに取得する見込みの者
②外国において、修士の学位または専門職学位に相当する学位を授与された者及び入学の前月までに授与される見込みの者
③外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位または専門職学位に相当する学位
を授与された者及び入学の前月までに授与される見込みの者

④我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置づけられた教育施設
であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位または専門職学位に相当する学位を授
与された者及び入学の前月までに授与される見込みの者

⑤学校教育法施行規則第156条第 4 号の規定により、国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与
された者及び入学の前日までに授与される見込みの者

⑥外国の学校、外国の大学院の課程を有する教育施設または国際連合大学の教育課程を履修し、大学院設置基準（昭和
49年文部省令第28号）第16条の 2に規定する試験及び審査に相当するものに合格し、修士の学位を有する者と同等以
上の学力があると認められた者及び入学の前月までに認められる見込みの者

⑦大学を卒業し、大学、研究所等において、 2年以上研究に従事した者及び入学の前月までに 2年以上研究に従事する
見込みの者で、本学において、当該研究の成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

⑧外国において学校教育における16年の課程を修了した後、または外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が
国において履修することにより当該外国の学校教育における16年の課程を修了した後、大学、研究所等において 2年
以上研究に従事した者及び入学の前月までに 2年以上研究に従事する見込みの者で、本学において、当該研究の成果
等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

⑨本学において、個別の入学資格審査により、修士の学位または専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認め
た者で、入学の月の 1日において24歳に達している者

　（⑥～⑨により出願しようとする者は、事前に本学で実施する出願資格認定審査によって「学力の認定」を受ける必
要があります）

⑵出願期間
出願資格①～⑤に該当する者：平成26年11月28日（金）～12月 4 日（木）
出願資格⑥～⑨に該当する者：平成26年11月10日（月）～11月13日（木）
受付場所：総合研究大学院大学　学務課　学生厚生係
　※原則郵送にて受付、持参による窓口受付も可

⑶選抜方法
①書類選考
②修士論文等の審査
③面接（平成27年 1 月下旬より面接を行います）

入学者選抜試験倍率（地域・比較）

平　成 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年

志願者数 22 17 23 31 23 28 18 19 8 18 15 13 10 10 7（1） 8（1） 11

合格者数 6（1） 7 6 8 8 7 6 7（1） 6（1） 7 4 4 5 4（1） 4（1） 4 8

倍率 3.7 2.4 3.8 3.9 2.9 4 3 2.7 1.3 2.6 3.8 3.3 2 2.5 1.5 1.8 1.4

※（　）は辞退者で内数。
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葉山キャンパス

募集要項の請求方法
下記メールアドレスに、以下の必要事項を記入し、送信してください。
⑴郵便番号
⑵住所
⑶氏名
⑷電話番号
　　※配布は 8月下旬頃から開始します。

募集要項請求先
総合研究大学院大学 学務課 学生厚生係
メールアドレス：kousei@ml.soken.ac.jp
〒240-0193 神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）
TEL：046-858-1525, 1526

問
合
せ
先 至彩都西駅

ABCハウジング

万博記念公園駅

国立民族学博物館 管理部研究協力課研究協力係
〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10- 1
電話 06-6876-2151（代表）　06-6878-8236（専攻担当）　FAX 06-6878-8479
URL http://www.minpaku.ac.jp/　　　大学院トップページ
E-mail souken@idc.minpaku.ac.jp　　　http://www.minpaku.ac.jp/research/education

●大阪モノレールで「万博記念公園駅」・「公園東口駅」下車徒歩約15分
　自然文化園（有料区域）を通ってこられる場合、自然文化園ゲート脇の券売機で本館（国立民族学博物館）の観覧券をお買い求めください。同園内を無料で通行でき
ます。また、「公園東口駅」からは、自然文化園を通行せずに来館できます。

●近鉄バスで阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約15分。
●タクシーは、万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れできます。

総合研究大学院大学 事務局
〒240-0193　神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）
電話 046-858-1500（代表）　FAX 046-858-1542
URL http：//www.soken.ac.jp/

成田

東京
千葉

羽田
川崎

横浜

逗子小田原
湘南国際村

伊豆半島

房総半島

三浦半島相模湾

東京湾

総合研究大学院大学

●電車・バス利用
・ JR 横須賀線逗子駅東口下車
 ▶ 京急バス①番乗り場より16 系統・26 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約25分　運賃：340円
 ▶ 京急バス②番乗り場より「湘南佐島なぎさの丘」行き、「湘南国際村間門沢調整池」下車
　　乗車時間：約20分　運賃：320円
・ 京浜急行逗子線新逗子駅南口下車
 ▶ 京急バス①番乗り場より16 系統・26 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約23分　運賃：340円
 ▶ 京急バス①番乗り場より「湘南佐島なぎさの丘」行き、「湘南国際村間門沢調整池」下車　
　　乗車時間：約18分　運賃：320円
・ 京浜急行本線汐入駅下車
 ▶ 京急バス②番乗り場より16 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約30分　運賃：370円
・ YCAT
 ▶ 横浜シティーエアーターミナル⑥番乗り場「横須賀西部」行き（電力中央研究所行きバ

ス）、「湘南国際村センター前」下車　乗車時間：約45分　運賃：900円
　　（注）「湘南国際村センター前」下車徒歩 3分、「湘南国際村間門沢調整池」下車徒歩10分

●車利用
・ 横浜横須賀道路（有料）「逗子インター」より逗葉新道（有料）出口より交差点左折
　南郷トンネルを抜け直進約 5分「 湘南国際村センター入口」交差点を左折約 1分

総合研究大学院大学
文化科学研究科
地 域 文 化 学 専 攻
比 較 文 化 学 専 攻

概要 '15

SOKENDAI (The Graduate University for Advanced Studies)
School of Cultural and Social Studies

Department of Regional Studies
Department of Comparative Studies
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指導体制
　個別指導と共同指導を組み合わせたユニークな指導
体制を採用しています。各院生には正副 2名の指導教
員が指名され、入学から学位取得まで、これらの教員
が中心となって日常的な指導をおこないます。一方、
ゼミにおいては共同指導体制を取り入れています。ゼ
ミは各 4名の教員が担当し、研究の内容だけでなく発
表の方法などに関する指導をおこないます。担当教員
以外の教員にもゼミへの参加を求めることができ、ま
た基本的に専攻長もゼミに出席するため、正副の指導
教員を含めると10人前後の教員からコメントを得るこ
とができます。

地域文化学専攻・
比較文化学専攻の魅力
1 ．充実した教授陣
　学生数をうわまわる教授陣は、学生一人一人の資質やニーズに合わせた、
きめの細かい指導が可能です。また両専攻の教員は各分野の第一線で活躍す
る研究者であるため、最新の研究動向に基づいた指導を行うことができます。

2 ．豊富な情報源
　日本における民族学（文化人類学）関連の最大の資料類が揃っています。
また、館が主催する数多くの共同研究会・シンポジウムへの参加を通して、
国内外の優秀な研究者との交流が容易になります。

3 ．各種の支援制度
　授業料免除制度、学会発表やフィールドワークへの旅費の援助など、充実
した研究支援が受けられます。

スケジュール
　学生はおおむね 1年次において「 1年生ゼミ」での
指導をもとに現地調査（フィールドワーク）の準備を
おこない、 2年次以降、指導教員の指導のもとに調査
地にてフィールドワークをおこないます。そして調査
終了後、指導教員による個別の指導や「論文ゼミ」で
の指導を受けながら学位論文の完成をめざします。

地域文化学専攻・比較文化学専攻の
教育とは？
　地域・比較文化学専攻では、以下の 3点を目的とする教育活動を行っています。

　① 独創的な文化人類学・民族学の研究
　② 長期のフィールドワークで得られた資料にもとづく学位論文の作成
　③ 広い視野をもった、専門的教養を養う

　総合研究大学院大学、略して「総研大」は、学部を
もたず大学院だけから成る国立大学として、昭和63年
（1988）10月 1 日に開学しました。現在、全部で 6 つ
の研究科から構成されていますが、他の研究科が全て
理系であるのに対して、文化科学研究科は唯一の文系
研究科です。
　研究科の成り立ちは、まず平成元年（1989）4 月に、
大学共同利用機関である国立民族学博物館を基盤とす
る地域文化学専攻・比較文化学専攻が設置されました。
その後、平成 4年（1992） 4 月に、国際日本文化研究
センターを基盤とする国際日本研究専攻、平成11年
（1999） 4 月に、国立歴史民俗博物館を基盤とする日
本歴史研究専攻、平成13年（2001） 4 月にメディア教
育開発センターを基盤とするメディア社会文化専攻、
平成15年（2003） 4 月に、国文学研究資料館を基盤と
する日本文学研究専攻が順次増設され、 6専攻となり
ました。
　国立大学の法人化に伴い、平成16年（2004） 4 月か
らは、新たに大学共同利用機関法人人間文化研究機構

が設立され、 4つの研究機関（国立民族学博物館、国
際日本文化研究センター、国立歴史民俗博物館、国文
学研究資料館）が属することとなり、独立行政法人メ
ディア教育開発センターをあわせた 5つの研究機関が
基盤となりました。そして、平成21年（2009）4 月に、
独立行政法人メディア教育開発センターが、放送大学
内に設置された ICT活用・遠隔教育センターに業務
が移管され、現在に至っています。なお、総研大の他
の研究科は、博士課程前期（修士）の学生を受け入れ
る 5年一貫制を採用していますが、文化科学研究科は、
博士課程後期（博士）のみから成っていることを申し
添えます。
　文化科学研究科の 6専攻（民博から 2専攻）は、そ
れぞれが日本を代表する研究機関を基盤として、すで
に多くの学位取得者、専門研究者を輩出し、またその
ための努力を重ねていますが、同時に、文化科学研究
科全体として、学生の専門研究を支援し、また『総研
大文化科学研究』の刊行など専攻同士の横断連携を推
進する事業を推進しております。

文化科学研究科について
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■ 両専攻のあゆみ
平成元年 4月　文化科学研究科（地域文化学専攻・比較文化学専攻）設置、
　　　　　　　学生受入、授業開始
平成12年10月　「オープンキャンパス」開催（年 1回）
平成13年 4 月　地域文化学・比較文化学両専攻の同窓生ネットワーク発足
平成17年 4 月　下記 関西 4大学との学生交流に関する協定を締結、
　　　　　　　単位互換授業の開講開始

・京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
・大阪大学大学院人間科学研究科
・神戸大学大学院総合人間科学研究科
　（平成19年度より国際文化学研究科および
　人間発達環境学研究科に改組）
・京都文教大学大学院文化人類学研究科

地域文化学・比較文化学専攻について

地域文化学専攻
専攻長　横山 廣子
　アジア、アフリカ、ヨーロッパ、アメリカ及びオセアニア等諸地域に居住す
る諸民族の個別文化を研究対象とします。おのおのの文化のもつ特性や歴史性
について考慮をはらいながら、民族誌学的方法論に基づいた文化の記述と構造
の把握を主要な目的としています。本専攻においては、現地調査に基づいて個
別文化の記述的研究を積極的に推進する、高度な専門性を持った研究者の養成
を行います。

求める学生像… 世界の多様な地域社会や地域文化について広い関心をもち、とりわ
け文化人類学・民族学の基礎研究に強い意欲をもって、在学中の研
究活動を遂行することができる学生。

比較文化学専攻
専攻長　笹原 亮二
　本専攻では、比較社会、比較宗教、比較技術、比較言語、比較芸術、文化資
源という 6つの研究分野があります。諸民族文化の比較研究により、各々に通
底する普遍性の発見と理論的解明を目指しています。従来の文化人類学的方法
論に加えて、情報科学や隣接諸科学の成果を導入し、新しい研究方法の開発を
積極的にすすめて高度な専門性を持った研究者を養成します。

求める学生像… 人間の社会や文化について広い関心を抱き、とりわけ学問的な理論
化やその社会的な応用に強い意欲をもって、在学中の研究活動を遂
行することができる学生。

■ 担当教員一覧（平成27年度） 23名

みんぱくで学ぶ
地 域 文 化 学 専 攻

朝
あさ

倉
くら

 敏
とし

夫
お

（韓国社会研究）

池
いけ

谷
や

 和
かず

信
のぶ

（環境人類学・人文地理学・
アフリカ研究・地球学）

印
いん

東
とう

 道
みち

子
こ

（オセアニア考古学）

宇
う

田
だ

川
がわ

 妙
たえ

子
こ

（南ヨーロッパ研究・性研究）

樫
かし

永
なが

 真
ま

佐
さ

夫
お

（東南アジア文化人類学）

齋
さい

藤
とう

   晃
あきら

（ラテンアメリカ歴史人類学）

佐
さ

々
さ

木
き

 史
し

郎
ろう

（文化人類学・北アジア研究）

佐
さ

藤
とう

 浩
こう

司
じ

（民族建築学）

新
しん

免
めん

 光
みつ

比
ひ

呂
ろ

（宗教学・東欧研究）

須
す

藤
どう

 健
けん

一
いち

（社会人類学）

竹
たけ

沢
ざわ

 尚
しょう

一
いち

郎
ろう

（宗教人類学・西アフリカ研究）

塚
つか

田
だ

 誠
しげ

之
ゆき

（歴史民族学・中国研究）

西
にし

尾
お

 哲
てつ

夫
お

（認識言語学・アラブ研究）

丹
に

羽
わ

 典
のり

生
お

（社会人類学・オセアニア地域研究）

野
の

林
ばやし

 厚
あつ

志
し

（民族考古学・台湾研究）

信
のぶ

田
た

 敏
とし

宏
ひろ

（社会人類学・東南アジア研究）

林
はやし

   勲
いさ

男
お

（社会人類学・オセアニア研究）

三
み

尾
お

   稔
みのる

（文化人類学・南アジア研究）

三
み

島
しま

 禎
てい

子
こ

（文化人類学・西アフリカ研究）

南
みなみ

 真
ま

木
き

人
と

（生態人類学・南アジア研究）

森
もり

   明
あき

子
こ

（中部ヨーロッパ文化人類学）

山
やま

中
なか

 由
ゆ

里
り

子
こ

（比較文学・比較文化）

横
よこ

山
やま

 廣
ひろ

子
こ

（文化人類学・中国社会研究）
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■ 地域文化学専攻授業概要（平成27年度）
分野 授業科目 単位 授業科目の内容 担当教員

ア
ジ
ア
地
域
文
化
Ⅰ

東アジア文化研究 2 先住民の歴史と文化 教　授 野林　厚志

東アジア文化研究特論Ⅰ 2 中国と周辺アジアにおける文化変容と社会 教　授 横山　廣子

東アジア文化研究特論Ⅱ 2

東アジア文化研究演習Ⅰ 2 中国南部諸民族の歴史民族学的研究に関する講述 教　授 塚田　誠之

東アジア文化研究演習Ⅱ 2 朝鮮半島を中心とした東アジアにおける社会と文化 教　授 朝倉　敏夫

北・中央アジア文化研究 2

北・中央アジア文化研究特論 2 北アジア狩猟採集文化研究 教　授 佐々木史郎

北・中央アジア文化研究演習Ⅰ 2

北・中央アジア文化研究演習Ⅱ 2

ア
ジ
ア
地
域
文
化
Ⅱ

東南アジア文化研究 2 東南アジアの住文化研究 准教授 佐藤　浩司

東南アジア文化研究特論 2 東南アジアの周縁世界と開発 教　授 信田　敏宏

東南アジア文化研究演習Ⅰ 2

東南アジア文化研究演習Ⅱ 2 東南アジアにおける地域文化 准教授 樫永真佐夫

南アジア文化研究 2 インドのナショナリズムと宗教 准教授 三尾　　稔

南アジア文化研究特論　 2 ネパールの現代政治と社会的包摂 准教授 南　真木人

南アジア文化研究演習Ⅰ 2

南アジア文化研究演習Ⅱ　 2

西アジア文化研究 2 中東イスラム社会における民衆文化 教　授 西尾　哲夫

西アジア文化研究特論 2 モノと語りの相関関係を考える 准教授 山中由里子

西アジア文化研究演習Ⅰ　 2

西アジア文化研究演習Ⅱ　 2

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

地
域
文
化

ヨーロッパ文化研究 2 東欧の政治文化と宗教 准教授 新免光比呂

ヨーロッパ文化研究特論 2 南ヨーロッパのジェンダー・セクシュアリティ 准教授 宇田川妙子

ヨーロッパ文化研究演習Ⅰ 2 現代人類学とソシアルなるものの意味 教　授 森　　明子

ヨーロッパ文化研究演習Ⅱ 2

ア
フ
リ
カ

地
域
文
化

アフリカ文化研究 2 人の移動に関する文化的研究 准教授 三島　禎子

アフリカ文化研究特論 2

アフリカ文化研究演習Ⅰ 2 アフリカ地域の生態人類学 教　授 池谷　和信

アフリカ文化研究演習Ⅱ 2 アフリカ史とアフリカ考古学 教　授 竹沢尚一郎

ア
メ
リ
カ

地
域
文
化

アメリカ文化研究　 2

アメリカ文化研究特論 2 南アメリカのエスノヒストリー 教　授 齋藤　　晃

アメリカ文化研究演習Ⅰ 2

アメリカ文化研究演習Ⅱ 2

オ
セ
ア
ニ
ア

地
域
文
化

オセアニア文化研究 2 アジア・太平洋地域における災害復興
－支援、コミュニティ、文化 准教授 林　　勲男

オセアニア文化研究特論 2 オセアニアにおける土器文化の諸相 教　授 印東　道子

オセアニア文化研究演習Ⅰ 2

オセアニア文化研究演習Ⅱ 2 オセアニアの政治と宗教 准教授 丹羽　典生

基
礎
科
目

地域文化学基礎演習Ⅰ 2 地域文化研究に関する基礎演習 准教授 丹羽　典生

地域文化学基礎演習Ⅱ 2 地域文化研究に関する基礎演習 准教授 三尾　　稔

地域文化学演習Ⅰ 2 博士論文作成のための演習 教　授 森　　明子

地域文化学演習Ⅱ 2 博士論文作成のための演習 准教授 山中由里子

共
通

科
目

地域文化学特論Ⅰ 2 グローバル化と人類学 准教授 丹羽　典生

地域文化学特論Ⅱ 2 文化人類学の文献講読 教　授 齋藤　　晃

※基礎科目は必修科目
※年度によって開講科目は異なる

■ 担当教員一覧（平成27年度） 22名

飯
いい

田
だ

 　卓
たく

（生態人類学・漁民研究）

上
うえ

羽
ば

 陽
よう

子
こ

（民族芸術学・染織研究・手工芸研究）

太
おお

田
た

 心
しん

平
ぺい

（社会文化人類学・北東アジア研究）

韓
かん

　 　敏
びん

（社会人類学・中国研究）

菊
きく

澤
さわ

 律
りつ

子
こ

（言語学・オーストロネシア諸語）

岸
きし

上
がみ

 伸
のぶ

啓
ひろ

（文化人類学・北方文化研究）

笹
ささ

原
はら

 亮
りょう

二
じ

（民俗学・民俗芸能研究）

杉
すぎ

本
もと

 良
よし

男
お

（社会人類学・南アジア研究）

鈴
すず

木
き

 七
なな

美
み

（文化人類学・エイジング研究）

鈴
すず

木
き

   紀
もとい

（開発人類学・ラテンアメリカ文化論）

關
せき

　 雄
ゆう

二
じ

（アンデス考古学・ラテンアメリカ研究）

園
その

田
だ

 直
なお

子
こ

（保存科学）

出
で

口
ぐち

 正
まさ

之
ゆき

（NPO メセナ・フィランソロピー）

寺
てら

田
だ

 𠮷
よし

孝
たか

（民族音楽学・インド研究）

日
ひ

髙
だか

 真
しん

吾
ご

（保存科学）

平
ひら

井
い

 京
きょう

之
の

介
すけ

（経済人類学・東南アジア研究）

廣
ひろ

瀬
せ

 浩
こう

二
じ

郎
ろう

（日本宗教史・民俗学）

福
ふく

岡
おか

 正
しょう

太
た

（民族音楽学・東南アジア研究）

M
マシウス

atthews, P
ピーター

eter J.
（先史学・民族植物学）

松
まつ

尾
お

 瑞
みず

穂
ほ

（文化人類学・ジェンダー医療人類学・南アジア研究）

丸
まる

川
かわ

 雄
ゆう

三
ぞう

（連想情報学・文化財情報発信）

𠮷
よし

田
だ

 憲
けん

司
じ

（博物館人類学・アフリカ研究）

比 較 文 化 学 専 攻

み
ん
ぱ
く
で
学
ぶ

■ 比較文化学専攻授業概要（平成27年度）
分野 授業科目 単位 授業科目の内容 担当教員

比
較
社
会
研
究

比較社会研究Ⅰ 2 コミュニティの人類学 教　授 平井京之介

比較社会研究Ⅱ 2 中国の社会人類学―欧米・日本・中国のパースペクティブ 教　授 韓　　　敏

比較社会研究特論Ⅰ　 2 政策の人類学は可能か？ 教　授 出口　正之

比較社会研究特論Ⅱ 2 社会・文化に関する人類学的アプローチ 教　授 岸上　伸啓

比較社会研究演習Ⅰ 2 生殖医療とリプロダクションの人類学 准教授 松尾　瑞穂

比較社会研究演習Ⅱ 2 文化人類学の研究動向と研究課題 教　授 岸上　伸啓

比較社会研究演習Ⅲ 2 社会と経済に関する人類学的アプローチ 准教授 鈴木　　紀

比
較
宗
教
研
究

比較宗教研究 2 宗教とナショナリズム 教　授 杉本　良男

比較宗教研究特論 2

比較宗教研究演習Ⅰ 2 エイジングの人類学 教　授 鈴木　七美

比較宗教研究演習Ⅱ 2

比
較
技
術
研
究

比較技術研究Ⅰ 2 技術の伝承と流用、創作 准教授 飯田　　卓

比較技術研究Ⅱ 2 物質文化研究からみた複合社会形成 教　授 關　　雄二

比較技術研究特論 2

比較技術研究演習Ⅰ 2 アジアと太平洋地域における民族植物学と技術 教　授 Matthews,Peter J.

比較技術研究演習Ⅱ 2 染織技術の比較研究 准教授 上羽　陽子

比
較
言
語
研
究

比較言語研究 2 手話言語学 准教授 菊澤　律子

比較言語研究特論 2

比較言語研究演習Ⅰ 2

比較言語研究演習Ⅱ 2 オーストロネシア比較言語学 准教授 菊澤　律子

比
較
芸
術
研
究

比較芸術研究Ⅰ 2 無形文化遺産の映像記録 准教授 福岡　正太

比較芸術研究Ⅱ 2 日常的・実践的な身体技法としての芸能伝承論 教　授 笹原　亮二

比較芸術研究特論 2

比較芸術研究演習Ⅰ 2 北米・ハワイのアジア系音楽 教　授 寺田　吉孝

比較芸術研究演習Ⅱ 2

文
化
資
源
研
究

文化資源研究 2 博物館における資料管理 教　授 園田　直子

文化資源研究特論 2 大規模災害時における文化資源の保全活動
―被災文化財の視点から― 准教授 日髙　真吾

文化資源研究演習Ⅰ 2 文化財情報の発信 准教授 丸川　雄三

文化資源研究演習Ⅱ 2

博物館研究 2

博物館研究特論 2 博物館人類学 教　授 吉田　憲司

博物館研究演習Ⅰ 2 アートと人類学 准教授 太田　心平

博物館研究演習Ⅱ 2 ユニバーサル・ミュージアムの理論と実践 准教授 廣瀬浩二郎

基
礎
科
目

比較文化学基礎演習Ⅰ 2 比較文化研究に関する基礎演習 准教授 鈴木　　紀

比較文化学基礎演習Ⅱ 2 比較文化研究に関する基礎演習 准教授 日髙　真吾

比較文化学演習Ⅰ 2 博士論文作成のための演習 教　授 出口　正之

比較文化学演習Ⅱ 2 博士論文作成のための演習 准教授 丸川　雄三

共
通

科
目

比較文化学特論Ⅰ 2 知識と学習の人類学――労働・信仰・運動 教　授 平井京之介

比較文化学特論Ⅱ 2 文化人類学基礎講読 准教授 太田　心平

※基礎科目は必修科目
※年度によって開講科目は異なる
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在学生の研究テーマ

■ 地域文化学専攻

地域文化学専攻

喬旦 加布（平成25年度入学）

私は2009年4月に中国・チベットアムド地域から私費留
学生として来日した。本学進学前は北海道大学に3年6ヶ月
間在籍し、修士課程で初めて文化人類学を専攻した。大学
は青海師範大学を卒業し、専攻はチベット語チベット文学
であった。大学を卒業した2006年7月に青海チベット鉄道
が開通し、チベット地域への観光客が急増した。大学時代に日本語も勉強していた私は、旅行会社の日本語ガイド
としてチベット各地をまわり、近代化によって起きている文化の変容に注目した。特に私は出身村で伝統的に行わ
れて来たルロ祭と呼ばれる祭祀儀礼に関心を持ち、目の前で起きている伝統文化の変化を考えるようになった。そ
こで、民俗学に関する本を読むようになったが、文化人類学的研究調査と思考方法に関する知識を身に付ける機会
がなかった。
私の場合は異文化研究ではなく、出身村の伝統文化に関心を持ち、自分とは何か、人間とは何かという文化人類

学の視点で自分の出自に関わる歴史や文化などを記述しようとしている。文化の記録と保存、展示という博物館の
仕事にも関心を持ち、北海道大学在籍中に学芸員資格取得のための授業も受講した。
本学の地域文化学専攻の基盤機関である国立民族学博物館は多言語による世界各地の民族学・文化人類学、民族

誌、地方史などに関する文献、映像、音声、標本資料を多く収蔵しており、世界でも有数の研究機関であると言っ
ても過言ではない。また、多岐にわたって民族学・文化人類学の最先端で活躍されている研究者に恵まれ、大学院
生に対して一対一の丁寧な研究指導を行っている点も魅力である。さらに、国内外におけるフィールド調査に対す
るサポート体制も充実しており、一般の大学より研究会や国際シンポジウムなどを頻繁に行い、大学院生でも研究
発表を行う機会も多く、自分が目指す研究にとって最高の条件を備えていると思う。

■ジャワにおける宗教的犯罪と宇宙観―マレー世界の慣習法文化との比較と法人類学研究―

■新疆モンゴル社会における歴史語りに関する人類学的研究

■「負の遺産」の継承、その在り方について―ミュージアムが社会に果たす役割とは―

■日本の都市住民と観賞植物（草本類）との関わりにおける生き物文化研究

■オイラド・モンゴルのアイデンティティに関する研究

■中国の食文化の歴史人類学的研究―制度と礼俗を中心として

■中国青海省同仁県におけるチベット文化とその民族誌的研究
　―同仁県ワォッコル村の事例から―

■先住民族による自然資源の利用に関する環境人類学的研究
　―ニカラグア共和国・ミスキートによるウミガメ漁の事例―

■社会主義的政策下における牧畜社会の変容―中国内モンゴル・シリンゴル盟における開発を事例に―

■ベトナム北部山岳少数民族モン族社会の労働に関する民族誌的研究

■北海道西興部村における動物利用の歴史的変容に関する人類学的研究

■韓国と日本における墓と葬送儀礼の変容―「自然葬」の発生と定着を中心に―

在学生の声 世
界
で
学
ぶ

■ 比較文化学専攻

わたしは、これまで美術史・藝術学の分野で学んできたが、美
術を隣接する領域を含めてより広い視野で論じるためには、美術
史の枠組みにとどまらず文化人類学的な観点や方法も取り入れる
ことが有効なのではないかと思い、総研大に入学した。また、美
術と関連して博物館学にも関心があるので、国立民族学博物館（民
博）という基盤機関は魅力的であった。
わたしにとって、ここで学ぶ利点は次のようなものであった。
まず、博物館があること。民博に所蔵される膨大な標本資料のなかで自分の研究に関係があって参照したいもの

があれば、展示場に展示中のものだけでなく、手続きをふめば収蔵庫の中の資料も閲覧・撮影ができる。さらに、
展覧会やイベントなど博物館の活動や先生方の実践を通してどのように研究成果が社会還元されているのかを目の
当たりにして学ぶことができる。例えば、大学院生も特別展の準備などをお手伝いさせていただく機会もあり、わ
たしは、2012年の「世界の織機と織物」展と、2014年の「イメージの力」展の準備に関わらせていただいた。また、
様々なテーマで頻繁に開催される研究者同士の研究会や一般向けの講演会にも参加でき、文化人類学やその隣接分
野での研究動向や最新の情報が常に耳に入って来る環境である。
大学院としての研究環境も充実している。院生各自に机と本棚の研究スペースがあるほか、パソコンなど共用の

機材も豊富である。さらに、研究費（助成金）獲得のためのノウハウなど、研究をする上で必要な情報が、先輩か
ら後輩へと受け継がれている。

在学生の声
比較文化学専攻

古沢 ゆりあ（平成23年度入学）

■アッシジ刺繍にみる「聖なるもの」への関心

■中国内陸部における客家文化の観光開発と日常実践をめぐる人類学的研究―四川省洛帯鎮を中心に―

■独立解放から1950年代に描かれた伝統表象―韓国における西洋画を中心に―

■チャイナタウンの多声的状況と中華表象の主体的構築
　―神戸南京町と長崎新地中華街の文化創造を事例として―

■アンデス地帯形成期における複雑化社会の変容―ペルー北高地南部ワヤガ川上流域の社会動態から―

■先史アンデスにおける生業と社会組織の相互動態的関係

■鳥類と人との関わり

■民族・民俗資料の文化資源としての活用に関する博物館人類学的研究

■スワヒリ海村における生計維持活動と技能に関する人類学的研究

■日本と台湾における歴史的空間・建築物の保存・活用に関する博物館学的研究

■男女間のバーバルコミュニケーション―酒場を背景として―

■近現代アジアにおける民族衣装をまとった聖母像―フィリピンと日本の事例を中心に―

■先史アンデス形成期における社会動態

■ラオス北部サムヌア地方における「伝統」織物の技術伝承とその変容

■沖縄島嶼地域における社会変化をめぐる民族誌的研究―池間島のカツオ漁の衰退に伴う地域社会の適応―

■Ethnobotany, Ecology, and Evolution of Wild and Cultivated Taro in Taiwan: Colocasia formosana Hayata and C. esculenta (L.) Schott

学位論文を書く
■ 地域文化学専攻・比較文化学専攻の学位
本研究科を修了した者には、博士の学位を授与する。又専攻の区分に応じて、次表の専攻分野を付記する。

専　攻 付記する専攻分野

地域文化学専攻 文学（学位論文の内容によっては学術）

比較文化学専攻 文学（学位論文の内容によっては学術）

■ 学位論文リスト
【課程博士】
数学的手法を用いた文化分析の方法について 小島　三弘（比較） ［H 4 . 3 .31 学術］
シドニーにおける都市アボリジニの研究　伝統と民族の創出 鈴木　清史（比較） ［H 6 . 3 .24 文学］
オルドス・モンゴル族の社会構造―ヤスの機能とその歴史的変容－ 楊　　海英（地域） ［H 6 . 9 .20 文学〕
ペルーにおける山の神信仰の現在性―アンデスの宗教的世界のダイナミズム― 細谷　広美（地域） ［H 7 . 3 .23 文学］
ビルマにおけるウェイザー信仰の研究 土佐　桂子（比較） ［H 7 . 3 .23 文学］
韓国社会の動態と「両班化」―忠清北道阿房郡における門中と儒式儀礼の検討を通して 岡田　浩樹（地域） ［H 8 . 3 .21 文学］
中国杭嘉湖地方における養蚕伝承の研究 曹　　建南（地域） ［H 8 . 3 .21 文学］
歌に表象される落村意識―奄美における「シマの歌」の研究― 中原ゆかり（比較） ［H 8 . 3 .21 文学］
四合院家屋の文化人類学的研究―人間と自然との相互作用の視点から 杉山　京子（地域） ［H10. 3 .24 文学］
モンゴル叙事詩のナラトロジー（物語の構造分析）研究―アルタイ・ハイラハ叙事詩を事例として－ 藤井　麻湖（地域） ［H10. 3 .24 文学］
カストム・メレシン―ヴァヌアツ共和国トンゴア島民の民間医療および民間医療観の現代的位相 白川　千尋（地域） ［H10. 3 .24 文学］
韓・日両国における済州島海女の移動と定着に関する民族学的研究 李　　善愛（比較） ［H10. 3 .24 文学］
東南中国の漢族社会組織とその変容－閔南農村社会における宗族の研究 潘　　宏立（比較） ［H10. 3 .24 文学］
芸の伝承－ジャワ島・チルボンの仮面舞踏を中心に 福岡まどか（比較） ［H10. 3 .24 文学］
Overt First and Second Person-Designating Terms in Japanese  Discourse
　―A Pragmatic Perspective― Riikka Lansisalmi（比較） ［H10. 3 .24 文学］

「二重の窮乏」下の平等理念―現代世界とキリバス南部環礁の社会生活― 風間　計博（地域） ［H10. 9 .30 文学］
建築と文化・社会との相互作用―中国黄土高原の窰洞住居・集落を対象として― 栗原　伸治（地域） ［H10. 9 .30 学術］
カラーコラムにおけるイスマーイール派の変容―宗教共同体と開発の視点から― 子島　　進（地域） ［H11. 3 .24 文学］
地域主義運動における言語と知識人―エストニア南部ヴォル地方の事例から― 寒水　明子（地域） ［H11. 3 .24 学術］
英国コッツウォルズ地域におけるエスニシティの文化人類学的研究
　―文化遺産の保全をめぐる境界意識の重層的位相― 塩路　有子（比較） ［H12. 9 .29 文学］

北タイ・アカの家屋に関する研究―家屋の形式とその変化への視点から― 清水　郁郎（地域） ［H13. 3 .23 文学］
韓国の定期市にみられる移動商人の巡回移動とその変化―忠清南道公州市を中心として活動する薬草商人を例に― 林　　史樹（地域） ［H13. 3 .23 文学］
現代インドネシアにおけるジャワ大衆演劇クトプラの研究 青木　武信（比較） ［H13. 3 .23 文学］
南ラオス村落社会における政治過程の研究―ンゲの村における「連帯」と闘争― 中田　友子（地域） ［H14. 3 .22 文学］
20世紀前半のボリビアにおける先住民教育と植民地主義 吉江　貴文（地域） ［H14. 3 .22 文学］
カメルーンにおける「商売の民」バミレケの都市人類学的研究 野元　美佐（比較） ［H14. 3 .22 文学］
タイ式医療の構築とタイ・マッサージ―社会的文脈による権威的知識の多様性― 飯田　淳子（地域） ［H15. 3 .24 文学］
インドネシア・スンダの食文化ー言語人類学的観点からー 阿良田麻里子（地域） ［H17. 3 .24 文学］
韓国の仮面劇「固城五広大」の伝承と演戯者―解放後の韓国社会における民俗芸能の変遷から― 高　　正子（地域） ［H17. 3 .24 文学］
帰還と離散のはざまで―ウクライナ一地方都市におけるユダヤ人巡礼の民族誌― 赤尾　光春（地域） ［H17. 9 .30 学術］
イスラエルにおけるアラブ人キリスト教徒のアイデンティティの様態
　―ガリラヤ地方・メルキト派カトリック信徒の事例研究― 菅瀬　晶子（地域） ［H18. 3 .24 文学］

トンガ王国の土地制度―グローバル化のなかの伝統― 森本　利恵（地域） ［H18. 3 .24 文学］
バラライカの鳴り響く空間：1917～48年における社会主義の文化の生成 大家（柚木）かおり（地域） ［H18. 3 .24 学術］
フィジーにおける植民地主義とインド系移民社会―砂糖キビ栽培地域の村落社会における文化の動態― 村田　晶子（比較） ［H18. 9 .29 文学］
上ビルマ村落における宗教とジェンダーに関する人類学的研究 飯國有佳子（地域） ［H19. 3 .23 文学］
「護り」の身体技法に関する映像人類学研究―インドネシア・ミナンカバウの事例から― 村尾　静二（比較） ［H19. 3 .23 文学］
離散と故郷―ヨルダンのパレスチナ系住民にみられる帰属意識とナショナリズム― 錦田　愛子（地域） ［H19. 3 .23 文学］
「子ども域」の文化人類学的研究 ―バングラデシュ農村社会の子ども― 南出　和余（比較） ［H19. 3 .23 文学］
参加型開発を通した女性の自己変容過程に関する人類学的研究―北インド農村社会を事例として― 菅野美佐子（比較） ［H19. 9 .28 文学］
「場」と「パフォーマンス」に関する人類学的研究―トルコ・都市におけるアレヴィーのセマーを例として― 米山　知子（比較） ［H19. 9 .28 文学］
フェラインの民族誌―ドイツ・バイエルン州のローカル・アソシエーション― 山田　香織（地域） ［H20. 3 .19 文学］
水上人と呼ばれる人々―広東珠江デルタの漢族エスニシティとその変容― 長沼さやか（地域） ［H20. 3 .19 文学］
在米コリアンのサンフランシスコ日本町―マルチカルチャーのエスニックタウン― 小谷　幸子（比較） ［H20. 3 .19 文学］
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■ 年度別学位授与者数
平　成 3年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 12年 13年 14年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 計

地域　
文化学
専攻　

課程博士 0 0 2 2 0 3 4 2 1 1 2 4 2 2 1 0 2 3 1 0 1 33

論文博士 0 0 0 0 3 0 2 0 1 1 3 2 0 1 0 1 0 0 1 0 1 16
比較　
文化学
専攻　

課程博士 1 1 1 1 0 4 0 2 2 0 0 0 3 3 1 1 2 1 1 1 1 26

論文博士 0 1 0 0 0 0 0 1 1 2 0 2 0 0 0 1 3 1 1 1 0 14

計 1 2 3 3 3 7 6 5 5 4 5 8 5 6 2 3 7 5 4 2 3 89

インド農村社会における不妊経験の人類学的研究 松尾　瑞穂（比較） ［H20. 9 .30 文学］
韓国における老人の食―老人福祉施設を中心に― 守屋亜記子（地域） ［H21. 3 .24 文学］
日本の先史時代における植物性食料の加工と利用：残存デンプン分析法の理論と応用 渋谷　綾子（比較） ［H22. 3 .24 文学］
農業技術改善の民俗誌ー紀ノ川下流域村落の一七～二〇世紀前半における動向の分析－ 加藤　幸治（比較） ［H22. 9 .30 文学］
オーストラリア先住民ヨルタ・ヨルタの環境管理のための先住民運動に関する文化人類学的研究 友永　雄吾（地域） ［H23. 3 .24 文学］
現代タイ社会における開発と僧侶―僧侶による社会貢献とネットワーク形成に焦点をあてて― 岡部真由美（地域） ［H23. 3 .24 文学］
現代東南中国における宗親会の民族誌的研究―国家との関係を中心として 陳　　夏晗（比較） ［H23. 3 .24 文学］
ヨーグルトをめぐる言説の生成と展開―社会主義期からポスト社会主義期にかけてのブルガリアを中心に― マリア・ヨトヴァ（比較） ［H23. 9 .30 文学］
無文字社会における歴史記憶の生成と継承　－南エチオピア牧畜民ボラナにおける口承史の分析をとおして－ 大場　千景（地域） ［H24. 3 .23 文学］
カオダイ教ハノイ聖室の民族誌的研究－ベトナム北部地域の都市における女性たちの社会関係－ 伊藤まり子（地域） ［H24. 3 .23 文学］
周辺イスラームのダイナミズム－タイ南部村落におけるイスラーム復興運動と宗教実践の変容－ 小河　久志（地域） ［H24. 3 .23 文学］
変化しつづける装い―中国雲南省文山モンの自己と他者をめぐる人類学的服飾研究― 宮脇　千絵（地域） ［H24. 9 .28 文学］
現代アンデス農村における聖人信仰の変容　－人の移動に焦点をあてて－ 八木百合子（比較） ［H24. 9 .28 文学］
ナイジェリアの都市イレ・イフェにおける「アーティスト」の民族誌的研究 緒方しらべ（比較） ［H26. 3 .20 文学］
中国雲南省における徳宏タイ族の即興うたと感性の民族誌的研究 伊藤　　悟（地域） [H26. 9 .29 文学 ]
My Huaca: The Use of Archaeological Heritage in Modern Peru from a Public-Archaeology Perspective サウセド・セガミ・ダニエル・ダンテ（比較） [H26. 9 .29 文学 ]
モンゴル遊牧民のモノの情報をめぐる交渉に関する民族誌 堀田あゆみ（地域） [H27. 3 .24 学術 ]
「野球移民」を生みだす人びと－ドミニカ共和国におけるトランスナショナル移民研究－ 窪田　　暁（比較） [H27. 3 .24 文学 ]

【論文博士】
An Areal-Typological Study of Middle American Indian Languages 八杉　佳穂 ［H 6 . 3 .30 文学］
農村女性からみたトルコの「近代化」―世俗主義、イスラーム、女性の相互関係 中山　紀子 ［H 9 . 3 .24 文学］
南タイにおける実践宗教―ムスリムと仏教徒が混住する村落の事例から― 西井　凉子 ［H 9 . 3 .24 文学］
セネガルの公権力とインフォーマル・セクターに関する民族学的研究 小川　　了 ［H 9 . 3 .24 文学］
メラネシアの政治的リーダーシップと開発
　―ソロモン諸島サンタイサベル島における森林伐採事業をめぐって― 関根　久雄 ［H10. 9 .30 文学］

南インドの農村におけるカースト内関係としての親族―コング・ヴェッラーラの事例研究― 杉本　星子 ［H10. 9 .30 文学］
アイヌ民族における神送りの研究―沙流川流域を中心に― 萱野　　茂 ［H13. 3 .23 学術］
低湿地立地の遺跡にみる縄文時代本州西部地域の生業活動
　―縄文時代早期末から中期初頭における若狭湾沿岸と琵琶湖周辺地域の動物考古学的考察― 内山　純蔵 ［H14. 3 .22 文学］

考古学における数量化と数理的手法の研究 及川　昭文 ［H14. 3 .22 学術］
総管信仰―近世江南農村社会と民間宗教― 濱島　敦俊 ［H14. 9 .30 学術］
中国の食事方法―歴史人類学的考察― 西澤　治彦 ［H15. 3 .24 文学］
台湾原住民のイノシシ（Sus scrofa taivanus）狩猟の民族考古学的研究：
　動物遺存体研究の方法論構築にむけて 野林　厚志 ［H15. 3 .24 学術］

The Transformation and Social Functions of the sNang zhig Family and its Monastery 
　－An Ethnographic Description of the Bon Tradition in Amdo 才譲　　太 ［H16. 9 .30 学術］

利用者の視点にたった博物館の理念と活動様式の研究 布谷　知夫 ［H16. 9 .30 文学］
トビニタイ文化の集団構成と生計戦略―北海道東部における「中世アイヌ社会」成立に至る一階梯― 大西　秀之 ［H17. 3 .24 文学］
アットゥシの歴史に関する基礎的研究―アイヌ伝統文化の再検討の試みとして― 本田　優子 ［H17. 9 .30 文学］
カナダ･イヌイットの食物分配に関する文化人類学的研究―先住民社会の変容と再生産― 岸上　伸啓 ［H18. 3 .24 文学］
タイ中部農村における相互行為の民族誌的研究 高城　　玲 ［H18. 3 .24 文学］
東ネパールにおける羊飼いの生産活動と放牧地をめぐる社会関係 渡辺　和之 ［H18. 3 .24 文学］
「アイヌ風俗画」の研究―近世北海道におけるアイヌと美術 新明　英仁 ［H19. 9 .28 文学］
国際線客室乗務員の接客業務と勤務体制－仕事の人類学的研究－　 八巻　恵子 ［H21. 9 .30 文学］
シャーマニズムによるエスニシティの探求―ポスト社会主義期におけるモンゴル・ブリヤートの事例を中心として 島村　一平 ［H22. 3 .24 文学］
活用される職祖伝承－近・現代日本における木工挽物の担い手と木地屋「根元地」－ 木村　裕樹 ［H22. 9 .30 文学］
先住民学習の理論と実践－ポストコロニアル人類学の活用－ 中山　京子 ［H22. 9 .30 学術］
スリランカにおけるエステート・タミルのアイデンティティと「ジャーティヤ」をめぐる人類学的研究 鈴木　晋介 ［H23. 3 .24 文学］
小集落から見た初期国家の形成過程－先スペイン期中央アンデスのワリ国家を事例として－ 土井　正樹 ［H24. 3 .23 文学］
先史アンデス形成期の社会動態―ペルー北部ワンカバンバ川流域社会における社会成員の活動と戦略から― 山本　　睦 ［H24. 9 .28 文学］
多文化都市・新宿の生成と展開－ライフサイクルの視座― 川村千鶴子 ［H25. 3 .22 学術］
先住民生存捕鯨再考―国際捕鯨委員会における議論とベクウェイ島の事例を中心に― 濱口　　尚 ［H25. 9 .27 文学］
アイヌ衣文化の研究 津田　命子 ［H26. 9 .29 文学］
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愛知淑徳大学、愛媛大学、大阪大学、大谷大学、沖縄県立芸術大学、帯広大谷短期大学、鹿児島国際大学、鹿児島純心
女子大学、神奈川大学、川崎医療福祉大学、関西外国語大学、神田外語大学、京都外国語大学、京都文教大学、神戸大
学、神戸市外国語大学、神戸山手大学、成蹊大学、滋賀県立大学、静岡大学、四天王寺大学、芝浦工業大学、大同工業
大学、中部大学、筑波大学、天理大学、東京外国語大学、東北学院大学、東洋大学、長崎純心大学、新潟国際情報大学、
日本大学、阪南大学、広島大学、広島市立大学、宮崎公立大学、桃山学院大学、中京大学、南山大学、インドネシア学
術総局［インドネシア］、上海師範大学［中国］、北京大学［中国］、ライデン大学［オランダ］、在ペルー日本国大使館、
総合地球環境学研究所、総合研究大学院大学、国立民族学博物館

■ 地域文化学専攻および比較文化学専攻の出身者は、  以下のようなところに在職し、教育研究に活躍しています。

滋賀県立大学　人間文化学部　国際コミュニケーション学科　准教授

島村 一平（平成22年3月学位取得）

私は、モンゴルのナショナリズムやエスニシティの問題を特にシャーマニズムを
切り口に研究してきた。意外なことであるが、モンゴルのシャーマニズム研究は、
ここ10数年、欧米の人類学者の間でホットスポットとなっている。私が院生であった頃（2000年前後）も、ケン
ブリッジやハーバードといった大学の博士院生が10人以上、モンゴルでシャーマニズムをテーマにフィールド・
ワークを行っていた。そうした事情から、私は日本語よりもむしろ英語やモンゴル語で成果を発表することを意
識してきた。モンゴル語でも書くのは、現地の研究者や一般の人々にも読んでもらいたいからだ。それと、実は
欧米のモンゴル研究者も読む。つまり現地語の方が、日本語より研究上のパブリシティが高いのである。そうし
た国際発信力が評価されたのか、いくつかの学術賞をいただいた。
総研大のいいところは、まず私のような門外漢を受け入れてくれる度量の深さがある点だ。実は私は法学部の

出身で、卒業後ドキュメンタリー番組の制作会社に就職した。そこでたまたま取材で訪れたモンゴルに魅せられ、
会社を辞めて留学を果たした。したがって修士課程はモンゴルの大学の出身である。こうした私を受け入れてく
れたことに本当に感謝している。第二に総研大の地域文化学・比較文化学両専攻が置かれている国立民族学博物
館は、日本最大の文化人類学の研究所であるという点である。クリフォード・ギアツいわく「ある学問がどんな
学問なのかを知りたければ、その学問を研究している人びとが実際にどんなことをしているかをまず見るべきで
ある」。みんぱくほど「人類学者」と呼ばれる人びとが普段何をしているのか、参与観察できる場所はない。人
類学者を目指す皆さん、総研大の両専攻は良いですよ。

南山大学　人類学研究所　研究員（国際化推進事業担当）

宮脇 千絵（平成24年9月学位取得）

中国語を専攻していた学部生のときに訪れた特別展「異文化へのまなざし」が、
私と民博、そして文化人類学という学問との出会いでした。それ以来ファンであっ
た民博のなかに入りたい、それも私が総研大に進学した理由のひとつです。
総研大は、調査研究をサポートしてくれる体制も整っていますし、学生主体のジャーナルやフォーラムなど研

究成果を発表する場も多く準備されています。年間を通して開催される国内外のシンポジウムや学会の運営補助
といった「研究外」活動もまた、研究者としての実務的資質を育んでくれました。中国雲南省のモン（ミャオ族）
の服飾文化を研究する私にとっては、博物館におけるモノの扱い方、展示に関して実践的に学べる場でもありま
した。ほぼ毎日院生室にいた私は、総研大の資源を存分に活用した学生の一人だったのではないかと自負してい
ます。
一大研究拠点である民博を離れたいま、そこでのたくさんの「出会い」が大きな財産となっていることを実感

します。研究活動は時に不安で孤独なものです。しかし博士課程の苦楽を共にした同世代や総研大の歴史を紡い
できた先輩方の活躍、指南し後押しとなってくれる教員や民博に集う多彩な研究員の存在は、ひとりの研究者と
して自立するための支えになってくれます。
総研大の充実した研究リソース、そこで培うことのできる幅広い人脈を、これから入学する後輩のみなさんに

も引き継いでいってもらいたいと思います。

卒業生の声
Q
A

国立民族学博物館に地域文化学専攻と比較文化学専攻の二専攻がありますが、これらはどのようにちがいますか？

　地域と比較のいずれに比重を置くかにより二専攻に別れているものの、共にフィールドワークを研究の根幹においているため、共通する部分も多く、密接な相互交流があります。また、専攻間に指導上の棲み分けはなく、院生がどちらの専攻に所属していても、両専攻に所属する教員の指導を受けることができるというメリットがあります。

Q
A
受験する前に

希望する指導
教員を

かならず決め
ておく必要が

ありますか？

　必要条件で
はありません

が、強くお勧

めします。ま
た、受験を申

請する前に希

望指導教員に
連絡を取れば

、入学後の研

究の見通しを立
てる一助となる

でしょう。

Q
A

地域文化学専攻と
比較文化学専攻で

学ぶことができる
のは、

文化人類学・民族
学だけでしょうか

？

　そんなことはあり
ません。両専攻には

、考古学、

民俗学、建築学、情
報学、言語学、音楽

学、博物館

学、保存科学など幅
広い分野を専門とす

る教員がそ

ろっているので、そ
れらの分野でも研究

を行うこと

ができます。また、
教員の陣容は年度に

よって変化

することがあるので
、希望研究内容と当

専攻の教育

体制との整合性につ
いて不明な点がある

方は、事前

にお問い合わせくだ
さい。

Q
A

研究支援制度には
どんなものがありますか？

　研究に関連する様々な業務を行いながら給与を得ることができる「リサーチ・アシスタント（RA）制度」や、学会における発表やフィールドワークに対して支援をおこなう学生派遣事業があります。学内の奨学金制度はありませんが、外部研究資金調達のための申請書の書き方などについても指導を行っています。

Q
A

長期の現地調査をするときには、
授業料が免除されますか？

　長期フィールドワークを行う期間中は、休学が認められています。在学中に支払う授業料の総額が減額されるわけではありませんが、フィールドワークを行う学期中に授業料を払う必要はありません。

Q
A

地域文化学専攻と比較文化学
専攻に入学すると、

かならず長期の現地調査をしな
ければなりません

か？また、国内での現地調査も
可能でしょうか？

　実際には長期のフィールドワ
ークを行う学生が

多いのですが、研究の目的や内
容によっては独自

のフィールドワークの形を決め
ていくことも可能

です。たとえば、継続した長期
調査のかわりに短

期の調査を繰り返しおこなうこ
とで調査可能なテ

ーマも存在します。また、調査
対象は海外だけで

はありません。これまでにも数
多くの卒業生が、

国内のフィールドワークに基づ
いた博士論文を完

成させています。

Q
A

学部や修士課程で
文化人類学・民族学

を専攻しなか

ったのですが、地域
文化学専攻や比較

文化学専攻を

受験することはで
きますか？

　大学などで正規に
文化人類学・民族学

を学んだ経

験がなくても受験す
ることは可能です。

しかし、入

学後に志望研究が遂
行可能であるか見通

しをつける

ためにも、関連図書
などを精読し、少な

くとも人類

学やフィールドワー
クに関する基本的な

考え方につ

いて理解しておいた
ほうがよいでしょう

。この作業

は、何をするために
当専攻を受験するの

かを整理す

るためにも役立つは
ずです。

Q
A

受験する前に調査予定地域の現地語を習得している必要がありますか？

　入学時にフィールドの言語を習得していることは
望ましいのですが、受験の必要条件ではありません。
入学前の習得が難しい言語が存在するだけでなく、
それまでに習得した言語以外の地域に研究を広げる
必要がある場合もあるからです。特に、現地でのみ
習得可能な言語に関しては、フィールドワークをし
ながら徐々に身に付けていくこともあります。

Q&A

地域文化学専攻と比較文化学専攻の
受験生に期待する

国立民族学博物館長　須藤 健一

みんぱくについて

国立民族学博物館（みんぱく）は、博物館を
そなえた世界でもユニークな文化人類学・民族
学の研究所です。60名の教員たちは、「地の先へ。
知の奥へ。」をモットーに世界各地で、グロー
バリゼーションの動きを受容し、あるいはそれ
に抗いながら独自の社会と固有の文化を維持な
いし創造している人びとの営みを研究していま
す。一方で、世界の諸民族の生活や考えをより
深く理解するために民族資料や映像音響資料の
採録などにつとめ、「もの」をとおして文化を
表現する展示活動も行っています。

文化人類学・民族学は、現地の人びとと生活
をともにしながら日常生活から地球規模の影響
をも視野に入れて人間の社会と文化を研究する
学問です。異文化に生きる人びとを理解するた
めには幅広い視野、柔軟な思考と豊かな想像力
が求められます。そして、収集したデータを分
析して論理的に記述する手法が大事です。

みんぱくには、総合研究大学院大学の地域文
化学専攻と比較文化学専攻が設置され、文化人
類学をはじめ言語学、宗教学、生態学、先史学、

民族音楽学そして博物館学などを研究する個性
ゆたかな教授陣がいます。そのうえ、民族資料、
文献図書や映像音響など100万点をこす資料を
所蔵しており、研究環境においてはわが国随一
の大学院であるといえます。

私たちは、皆さんが人類学の研究課題を追究
し、博士論文を書きあげて一人前の研究者とし
て社会に飛び立つことを支援するのを楽しみに
しています。

館
長
挨
拶

み
ん
ぱ
く
に
つ
い
て

国立民族学博物館および人間文化研究機構の概要

■ 所蔵民族学資料（平成27年4月1日現在）
標本資料（未登録資料含む） 映像音響資料

海外資料 177,689点 映像資料 7,994点

国内資料 163,243点 音響資料 62,651点

計 340,932点 計 70,645点

文献図書資料

日本語図書 266,823冊 日本語雑誌 10,104冊

外国語図書 394,214冊 外国語雑誌 6,830冊

計 661,037冊 計 16,934冊

　国立民族学博物館（みんぱく）は、わが国における文
化人類学・民族学の研究センターとして、世界の諸民族
の社会や文化に関する調査研究をおこなうとともに、異
なる文化についての人びとの理解を深めることを目的と
して、1974年に設立されました。みんぱくは、大学共同
利用機関であり、全国の大学・研究機関との連携をもと
に調査研究や共同研究を進めるとともに、学術情報を集
積しています。その成果を博物館の展示やデータベース
の提供などを通じて広く社会に公開することも使命とし
ています。

　国立民族学博物館は「博物館機能をそなえた研究所」
として、世界的にみても類例のない規模と機能を有して
います。博物館そのものをとっても、すでに世界最大級
の民族学博物館に数えられるようになっています。みん
ぱくの展示は、常設展示と特別展示と企画展示とで構成
されており、常設展示は、世界をオセアニア、アメリカ、
ヨーロッパ、アフリカ、それに日本を含むアジア各地に
分けた地域展示と、言語や音楽などの通文化展示からなっ

ています。一方、特別展示と企画展示は、特定のテーマ
のもとに、年に数回、期間を限って開催されます。

　みんぱくは、2004年 4 月より、国立大学と足並みをそ
ろえて、法人組織となりました。法人の正式名称は、「大
学共同利用機関法人人間文化研究機構」ですが、みんぱ
くは、国立歴史民俗博物館、国文学研究資料館、国際日
本文化研究センター、総合地球環境学研究所とともに、
その一員として再出発しました。その後、2009年10月に
は 6番目の大学共同利用機関として新たに国立国語研究
所が加わりました。またみんぱくの研究部は、 3研究部
（民族社会、民族文化、先端人類科学） 2 センター（研
究戦略センター、文化資源研究センター）体制に組織替
えがなされました。研究活動の機動性を高めるとともに、
その成果をより広くわかりやすく社会に伝えていくため
の措置です。文化人類学・民族学を基盤としつつ、研究
の機関と分野の別を超えて、人間文化の総合的理解を深
めようとする、みんぱくの新たな活動が始まっているの
です。

多機能端末室

ビデオテーク

ナビひろば

探求ひろば
民族学史資料室

イントロダクション

観覧券売場
電子ガイド

中央パティオ
（未来の遺跡）

■ 展示場案内図

国立民族学博物館50年史アーカイブズ
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総合研究大学院
大学について

　総合研究大学院大学（以下、総研大）は、1988年に
わが国で最初に設立された自らは学部を持たない大学
院だけの大学（独立大学院大学）であり、人文・理工
にわたる学術分野につき総合的な博士課程教育を、大
学共同利用機関等を基盤機関として、それらの優れた
研究・学習環境を最大限に生かして行うことにより、
高い専門性と広い視野を持った一流の研究者を養成す
るという世界にも類例のないユニークな大学です。

　総研大への入学者はすべて他の国公私立大学（2014
年度入学者は15外国大学を含む64大学）からの出身者
です。わが国の高等教育の最大の欠点の一つは流動性
の低さとそれによる単線性や縦割性にありますが、総
研大に入学する学生は、その弊害からまず自ら脱して
います。それゆえに総研大の学生達は、多くのバリア
を越えて飛び出すことができたという高いポテンシャ
ルを、そして多くの場合には分野や学域を越えて飛び
込むという気概と挑戦力を有しています。この点が、
総研大の第一の特性であり、それが大学にも、そして
一人一人の学生にも大きなメリットを与えています。
というのは、新しい出会いや、新しい学問風土との接
触こそが、新しい学問を形成する上で大きな力を与え
るものだからです。

　総研大の第 2の特性は、世界最先端の研究設備・施
設・資料・データベースが配備され、トップクラスの
研究者マンパワーが国内外の研究者と不断に共同研究
を展開している（計19の）大学共同利用機関等の研究
現場という非常に恵まれた環境の下で大学院教育が行
われるという点にあります。それらの基盤機関におい
ては、専門性の高い国際的な研究活動が実施されてい
ると共に、全国の大学・研究機関や諸外国の研究者と
の分野を越えた共同研究が行われています。それゆえ
に、「深い専門性」と「国際的な通用性」と「異分野
連繋性」を兼ねそなえた研究者の養成を目指すことが
できるのです。

　総研大の第 3の特性は、高度の専門性の獲得にとど
まらず、「総合性」の修得が体系的・組織的に目指さ
れていることです。総研大の基盤機関・専攻の全体に
おいて、文化、歴史、情報、生命、人体、エネルギー、
物質、宇宙など実に多様な分野の研究が行われていま
す。この学術的な多様性を活用して、自らの専門的知
識を他の知識と結合しながら知識全体の中に位置づけ
るという「広い視野」の獲得を総合性修得の第 1の内
容とすることができます。新しい学問は、多くは異な
る分野をまたぐ形で現れ、その発展には異分野からの
研究者の参入を必要としています。このような新しい

分野における教育は、一専攻や一研究科の枠にはおさ
まりきらず、複数の専攻・研究科をまたぐ形で行われ
る必要性が生じています。総研大では、その必要性に
対応するために“合宿型全学総合教育プログラム”や
“研究科横断型専攻間融合プログラム”を推進してい
ます。総研大では、専攻や研究科を越えた教育と異分
野連繋的な共同研究現場における学習・研究によって、
「分野を越えた学際性」の獲得を目指すことができる
点が、総合性修得の第 2の内容です。科学が生み出し
た多くのものが社会において物質化されて人々の生活
に大きな影響を与えている今日では、科学者には研究
成果やその使われ方がもたらす結果に対しても説明責
任が求められています。即ち、現代の科学者には人類
や社会を視野に入れた人間の総合性の修得が求められ
ているのです。総研大教育における総合性修得の第 3
の内容は、「社会と連携する科学」という視点の獲得
を目指していることです。

　総研大の目標は、したがって、①深い専門性と広い
視野を併せ持ち、異分野連繋的・社会連携的な視点を
持つ国際的研究者人材を育成すること、②基盤機関と
葉山の連係と、国内外研究者との共同利用研究によっ
て、学際的で先導的（即ち新分野開拓・敷衍的）な研
究を大学院生と共に展開すること、そして③社会と連
携する科学を創造・教育するアジア大学院教育拠点と
しての地位を確立することです。

　総研大の学生のみなさんには、こうした総研大の特
性や目標をよく理解した上で、与えられたメリットを
活用しつつ、大きな課題に挑戦されることを願ってい
ます。日々研鑽の忙しい大学院学生生活ですが、分野
の異なる人々や大学や国を異にする人々との交流にも
努めて下さい。それらによって得られた人と人とのつ
ながりが、将来の研究人生に大きな財産をもたらすこ
とになるからです。また、日本人学生は外国語の、外
国人学生は日本語の修得にも心掛けて下さい。異なる
専門分野間と同様に、異なる文化間のコミュニケーショ
ンに堪能なことは、国際的通用性を持った博士号取得
者として、その能力を発揮する上での必須条件の一つ
となるからです。総研大は教育現場においてもバイリ
ンガル性の付与に力を尽くしたいと考えています。

　総研大の全職員は、学生と共に、総研大の特性を更
に発展させ、力を合わせて本学の目標の実現に向けて
の努力をして参りますので、関係各位には総研大の一
層の発展のためにご理解とご支援を賜りますよう、切
にお願い申し上げます。

学
長
挨
拶

総合研究大学院大学長

岡田 泰伸
医学博士。京都大学医学部卒。同大学医学部助手、講師を経て、平成4年に岡崎国立共同研究機構生理学
研究所細胞器官研究系教授に就任。平成16年に自然科学研究機構生理学研究所教授、副所長を経て、平
成19年から所長・副機構長、平成22年から同機構の理事を歴任。
専門は分子細胞生理学。特に動物細胞の容積調節機構、アポトーシス、ネクローシスや虚血性細胞死の誘
導メカニズム、アニオンチャネルのセルセンサー・シグナリング機能における分子メカニズム研究の第一
人者。生物学・生化学分野論文におけるISI高頻度被引用者。平成18年より6年間日本生理学会会長、5年
間アジア・オセアニア生理学会（FAOPS）会長。平成12、23年度に日本生理学会入澤賞共同受賞。
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学　長

研究科 入学定員専　攻 基盤機関

教授会

文化科学研究科

地域文化学専攻

比較文化学専攻

国際日本研究専攻

日本歴史研究専攻

メディア社会文化専攻

日本文学研究専攻

国立民族学博物館

国立歴史民俗博物館

国文学研究資料館

国際日本文化研究センター

教育支援センター

人間文化研究機構

放送大学

教授会

物理科学研究科

［2］（3）

［2］（3）

［2］（3）

［2］（3）

［2］（3）

構造分子科学専攻

機能分子科学専攻

天文科学専攻

核融合科学専攻

宇宙科学専攻

分子科学研究所

核融合科学研究所

国立天文台

宇宙科学研究所

自然科学研究機構

宇宙航空研究
開発機構

教授会

高エネルギー加速器
科学研究科

［2］（※）

［3］（※）

［4］（※）

加速器科学専攻

物質構造科学専攻

素粒子原子核専攻

加速器研究施設・共通基盤研究施設

物質構造科学研究所

素粒子原子核研究所

高エネルギー
加速器研究機構

教授会

複合科学研究科

［2］（3）

［2］（1）

［4］（6）

統計科学専攻

極域科学専攻

情報学専攻

統計数理研究所

国立極地研究所

国立情報学研究所

情報・システム
研究機構

教授会

生命科学研究科

［3］（6）

［3］（6）

［3］（6）

遺伝学専攻

基礎生物学専攻

生理科学専攻

国立遺伝学研究所

基礎生物学研究所

生理学研究所

附属図書館

学融合推進センター

情報基盤センター

事務局

国際・社会連携推進部

教授会

先導科学研究科 ［5］（1）生命共生体進化学専攻 上記19の大学共同利用機関等との緊密
な連係・協力体制により教育研究を実施

大学共同利用機関等法人

5 年一貫制博士課程

5年一貫制博士課程

5年一貫制博士課程

5年一貫制博士課程

5年一貫制博士課程

博士後期課程

監　事

理　事

副学長

学長補佐

経営協議会

教育研究評議会

運営会議

学長選考会議

（3）

（3）

（3）

（3）

（－）

（3）

■ 総合研究大学院大学の特徴

特色ある
博士課程
教育

■ 5年一貫制博士課程制度と博士後期課程制度の併設
■基盤機関の研究現場を活用した教育プログラム
■個の能力に即したマンツーマン的教育プログラム
■社会人学生・留学生受入れプログラム

高い
専門性の
育成

■各専攻分野の最先端研究者による研究指導
■多様な専門教育プログラム
■長倉研究奨励賞・総研大科学者賞・未来科学者賞
■基盤機関が有する世界最高水準の資料・施設・設備の活用

広い
視野の
養成

■合宿によって行う全学総合教養教育プログラム
　（フレッシュマン・コース）
■専攻・研究科間の共同教育研究事業
■遠隔授業システムを活用した専攻横断的教育の提供

国際的
通用性の
確保

■最先端研究技術・研究者の交流拠点における教育
■プレゼンテーション能力養成プログラム
■海外学生派遣事業
■国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラムの活用

分野横断的・
先導的
学問分野の
創出

■各種新分野に対する研究科・専攻を横断する
　特別教育プログラムの実施
■学融合推進センターにおける
　異分野連繋的・社会連携的教育・研究事業の推進
■「科学と社会」プログラムの全学的な展開
■修了生を中心とした学術交流ネットワーク

※若干名
　［ 　 ］は5年一貫制博士課程、（　　）は博士後期課程
　または博士課程3年次編入学の入学定員である。

　総入学定員／5年一貫制博士課程：41名
　　　　　　  博士後期課程及び博士課程3年次編入学：59名

■ 平成27年度 教育研究組織

入学案内
詳細は募集要項を請求のうえ確認してください。

⑴出願資格
　次のいずれかに該当する者とします。
①修士の学位または専門職学位を有する者及び入学の前月までに取得する見込みの者
②外国において、修士の学位または専門職学位に相当する学位を授与された者及び入学の前月までに授与される見込みの者
③外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位または専門職学位に相当する学位
を授与された者及び入学の前月までに授与される見込みの者
④我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置づけられた教育施設
であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位または専門職学位に相当する学位を授
与された者及び入学の前月までに授与される見込みの者
⑤学校教育法施行規則第156条第 4 号の規定により、国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与
された者及び入学の前日までに授与される見込みの者
⑥外国の学校、外国の大学院の課程を有する教育施設または国際連合大学の教育課程を履修し、大学院設置基準（昭和
49年文部省令第28号）第16条の 2に規定する試験及び審査に相当するものに合格し、修士の学位を有する者と同等以
上の学力があると認められた者及び入学の前月までに認められる見込みの者
⑦大学を卒業し、大学、研究所等において、 2年以上研究に従事した者及び入学の前月までに 2年以上研究に従事する
見込みの者で、本学において、当該研究の成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者
⑧外国において学校教育における16年の課程を修了した後、または外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が
国において履修することにより当該外国の学校教育における16年の課程を修了した後、大学、研究所等において 2年
以上研究に従事した者及び入学の前月までに 2年以上研究に従事する見込みの者で、本学において、当該研究の成果
等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者
⑨本学において、個別の入学資格審査により、修士の学位または専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認め
た者で、入学の月の 1日において24歳に達している者
　（⑥～⑨により出願しようとする者は、事前に本学で実施する出願資格認定審査によって「学力の認定」を受ける必
要があります）

⑵出願期間
出願資格①～⑤に該当する者：平成27年11月27日（金）～12月3日（木）
出願資格⑥～⑨に該当する者：平成27年11月9日（月）～11月12日（木）
受付場所：総合研究大学院大学　学務課　学生厚生係
　※原則郵送による受付。

⑶選抜方法
①書類選考
②修士論文等の審査
③面接（平成28年1月下旬より面接を行います）

入学者選抜試験倍率（地域・比較）

平　成 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年

志願者数 22 17 23 31 23 28 18 19 8 18 15 13 10 10 7（1） 8（1） 11 8

合格者数 6（1） 7 6 8 8 7 6 7（1） 6（1） 7 4 4 5 4（1） 4（1） 4 8 6

倍率 3.7 2.4 3.8 3.9 2.9 4 3 2.7 1.3 2.6 3.8 3.3 2 2.5 1.5 1.8 1.4 1.33

※（　）は辞退者で内数。

入

　学

　案

　内

葉山キャンパス

募集要項の請求方法
下記メールアドレスに、以下の必要事項を記入し、送信してください。
⑴郵便番号
⑵住所
⑶氏名
⑷電話番号
　　※配布は 8月下旬頃から開始します。

募集要項請求先
総合研究大学院大学 学務課 学生厚生係
メールアドレス：kousei@ml.soken.ac.jp
〒240-0193 神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）
TEL：046-858-1525, 1526
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問
合
せ
先 至彩都西駅

ABCハウジング

万博記念公園駅

国立民族学博物館 管理部研究協力課研究協力係
〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10- 1
電話 06-6876-2151（代表）　06-6878-8236（専攻担当）　FAX 06-6878-8479
URL http://www.minpaku.ac.jp/　　　大学院トップページ
E-mail souken@idc.minpaku.ac.jp　　　http://www.minpaku.ac.jp/research/education

●大阪モノレールで「万博記念公園駅」・「公園東口駅」下車徒歩約15分
　自然文化園（有料区域）を通ってこられる場合、自然文化園ゲート脇の券売機で本館（国立民族学博物館）の観覧券をお買い求めください。同園内を無料で通行でき
ます。また、「公園東口駅」からは、自然文化園を通行せずに来館できます。

●近鉄バスで阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約15分。
●タクシーは、万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れできます。

総合研究大学院大学 事務局
〒240-0193　神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）
電話 046-858-1500（代表）　FAX 046-858-1542
URL http：//www.soken.ac.jp/

成田

東京
千葉

羽田
川崎

横浜

逗子小田原
湘南国際村

伊豆半島

房総半島

三浦半島相模湾

東京湾

総合研究大学院大学

●電車・バス利用
・ JR 横須賀線逗子駅東口下車
 ▶ 京急バス①番乗り場より16 系統・26 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約25分　運賃：350円
 ▶ 京急バス②番乗り場より「湘南佐島なぎさの丘」行き、「湘南国際村間門沢調整池」下車
　　乗車時間：約20分　運賃：330円
・ 京浜急行逗子線新逗子駅南口下車
 ▶ 京急バス①番乗り場より16 系統・26 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約23分　運賃：350円
 ▶ 京急バス①番乗り場より「湘南佐島なぎさの丘」行き、「湘南国際村間門沢調整池」下車　
　　乗車時間：約18分　運賃：330円
・ 京浜急行本線汐入駅下車
 ▶ 京急バス②番乗り場より16 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約30分　運賃：380円
・ YCAT
 ▶ 横浜シティーエアーターミナル⑥番乗り場「横須賀西部」行き（電力中央研究所行きバ

ス）、「湘南国際村センター前」下車　乗車時間：約45分　運賃：920円
（注）「湘南国際村センター前」下車徒歩 3分、「湘南国際村間門沢調整池」下車徒歩10分

●車利用
・ 横浜横須賀道路（有料）「逗子インター」より逗葉新道（有料）出口より交差点左折
　南郷トンネルを抜け直進約 5分「 湘南国際村センター入口」交差点を左折約 1分

総合研究大学院大学
文化科学研究科
地 域 文 化 学 専 攻
比 較 文 化 学 専 攻

概要 '16

SOKENDAI (The Graduate University for Advanced Studies)
School of Cultural and Social Studies

Department of Regional Studies
Department of Comparative Studies
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指導体制
　個別指導と共同指導を組み合わせたユニークな指導
体制を採用しています。各院生には正副 2名の指導教
員が指名され、入学から学位取得まで、これらの教員
が中心となって日常的な指導をおこないます。一方、
ゼミにおいては共同指導体制を取り入れています。ゼ
ミは各 4名の教員が担当し、研究の内容だけでなく発
表の方法などに関する指導をおこないます。担当教員
以外の教員にもゼミへの参加を求めることができ、ま
た基本的に専攻長もゼミに出席するため、正副の指導
教員を含めると10人前後の教員からコメントを得るこ
とができます。

地域文化学専攻・
比較文化学専攻の魅力
1 ．充実した教授陣
　学生数をうわまわる教授陣は、学生一人一人の資質やニーズに合わせた、
きめの細かい指導が可能です。また両専攻の教員は各分野の第一線で活躍す
る研究者であるため、最新の研究動向に基づいた指導を行うことができます。

2 ．豊富な情報源
　日本における民族学（文化人類学）関連の最大の資料類が揃っています。
また、館が主催する数多くの共同研究会・シンポジウムへの参加を通して、
国内外の優秀な研究者との交流が容易になります。

3 ．各種の支援制度
　授業料免除制度、学会発表やフィールドワークへの旅費の援助など、充実
した研究支援が受けられます。

スケジュール
　学生はおおむね 1年次において「 1年生ゼミ」での
指導をもとに現地調査（フィールドワーク）の準備を
おこない、 2年次以降、指導教員の指導のもとに調査
地にてフィールドワークをおこないます。そして調査
終了後、指導教員による個別の指導や「論文ゼミ」で
の指導を受けながら学位論文の完成をめざします。

地域文化学専攻・
比較文化学専攻の教育とは？
　地域・比較文化学専攻では、以下の 3点を目的とする教育活動を行っています。

　① 独創的な文化人類学・民族学の研究
　② 長期のフィールドワークで得られた資料にもとづく学位論文の作成
　③ 広い視野をもった、専門的教養を養う

1
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　総合研究大学院大学、略して「総研大」は、学部を
もたず大学院だけから成る国立大学として、昭和63年
（1988）10月 1 日に開学しました。現在、全部で 6 つ
の研究科から構成されていますが、他の研究科が全て
理系であるのに対して、文化科学研究科は唯一の文系
研究科です。
　研究科の成り立ちは、まず平成元年（1989）4 月に、
大学共同利用機関である国立民族学博物館を基盤とす
る地域文化学専攻・比較文化学専攻が設置されました。
その後、平成 4年（1992） 4 月に、国際日本文化研究
センターを基盤とする国際日本研究専攻、平成11年
（1999） 4 月に、国立歴史民俗博物館を基盤とする日
本歴史研究専攻、平成13年（2001） 4 月にメディア教
育開発センターを基盤とするメディア社会文化専攻、
平成15年（2003） 4 月に、国文学研究資料館を基盤と
する日本文学研究専攻が順次増設され、 6専攻となり
ました。
　国立大学の法人化に伴い、平成16年（2004） 4 月か
らは、新たに大学共同利用機関法人人間文化研究機構

が設立され、 4つの研究機関（国立民族学博物館、国
際日本文化研究センター、国立歴史民俗博物館、国文
学研究資料館）が属することとなり、独立行政法人メ
ディア教育開発センターをあわせた 5つの研究機関が
基盤となりました。そして、平成21年（2009）4 月に、
独立行政法人メディア教育開発センターが、放送大学
内に設置された ICT活用・遠隔教育センターに業務
が移管され、現在に至っています。なお、総研大の他
の研究科は、博士課程前期（修士）の学生を受け入れ
る 5年一貫制を採用していますが、文化科学研究科は、
博士課程後期（博士）のみから成っていることを申し
添えます。
　文化科学研究科の 6専攻（民博から 2専攻）は、そ
れぞれが日本を代表する研究機関を基盤として、すで
に多くの学位取得者、専門研究者を輩出し、またその
ための努力を重ねていますが、同時に、文化科学研究
科全体として、学生の専門研究を支援し、また『総研
大文化科学研究』の刊行など専攻同士の横断連携を推
進する事業を推進しております。

文化科学研究科について

2
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■ 両専攻のあゆみ
平成元年 4月　文化科学研究科（地域文化学専攻・比較文化学専攻）設置、
　　　　　　　学生受入、授業開始
平成12年10月　「オープンキャンパス」開催（年 1回）
平成13年 4 月　地域文化学・比較文化学両専攻の同窓生ネットワーク発足
平成17年 4 月　下記 関西 4大学との学生交流に関する協定を締結、
　　　　　　　単位互換授業の開講開始

・京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科
・大阪大学大学院人間科学研究科
・神戸大学大学院総合人間科学研究科
　（平成19年度より国際文化学研究科および
　人間発達環境学研究科に改組）
・京都文教大学大学院文化人類学研究科

地域文化学・比較文化学専攻について

地域文化学専攻
専攻長　横山 廣子
　アジア、アフリカ、ヨーロッパ、アメリカ及びオセアニア等諸地域に居住す
る諸民族の個別文化を研究対象とします。おのおのの文化のもつ特性や歴史性
について考慮しながら、民族誌学的方法論に基づいた文化の記述と構造の把握
を主要な目的としています。本専攻においては、現地調査に基づいて個別文化
の記述的研究を積極的に推進する、高度な研究能力を備えた人材の養成を行い
ます。

求める学生像… 世界の多様な地域社会や地域文化について広い関心をもち、とりわ
け文化人類学・民族学の基礎研究に強い意欲をもって、在学中の研
究活動を遂行することができる学生。

比較文化学専攻
専攻長　平井 京之介
　諸民族文化の比較研究により、各々に通底する普遍性の発見と理論的解明を
目指しています。本専攻には、比較社会、比較宗教、比較技術、比較言語、比
較芸術、文化資源という 6つの研究分野があります。従来の文化人類学的方法
論に加えて、情報科学や隣接諸科学の成果を導入し、新しい研究方法の開発を
積極的にすすめて高度な研究能力を備えた人材の養成を行います。

求める学生像… 人間の社会や文化について広い関心を抱き、とりわけ学問的な理論
化やその社会的な応用に強い意欲をもって、在学中の研究活動を遂
行することができる学生。
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■ 担当教員一覧（平成28年度） 22名

みんぱくで学ぶ
地 域 文 化 学 専 攻

池
いけ

谷
や

 和
かず

信
のぶ

（環境人類学・人文地理学・
アフリカ研究・地球学）

伊
い

藤
とう

 敦
あつ

規
のり

（社会人類学・アメリカ先住民研究・
博物館人類学）

印
いん

東
とう

 道
みち

子
こ

（オセアニア考古学）

宇
う

田
だ

川
がわ

 妙
たえ

子
こ

（南ヨーロッパ研究・性研究）

樫
かし

永
なが

 真
ま

佐
さ

夫
お

（東南アジア文化人類学）

齋
さい

藤
とう

   晃
あきら

（ラテンアメリカ歴史人類学）

佐
さ

藤
とう

 浩
こう

司
じ

（民族建築学）

新
しん

免
めん

 光
みつ

比
ひ

呂
ろ

（宗教学・東欧研究）

須
す

藤
どう

 健
けん

一
いち

（社会人類学）

竹
たけ

沢
ざわ

 尚
しょう

一
いち

郎
ろう

（宗教人類学・西アフリカ研究）

塚
つか

田
だ

 誠
しげ

之
ゆき

（歴史民族学・中国研究）

西
にし

尾
お

 哲
てつ

夫
お

（認識言語学・アラブ研究）

丹
に

羽
わ

 典
のり

生
お

（社会人類学・オセアニア地域研究）

野
の

林
ばやし

 厚
あつ

志
し

（民族考古学・台湾研究）

信
のぶ

田
た

 敏
とし

宏
ひろ

（社会人類学・東南アジア研究）

林
はやし

   勲
いさ

男
お

（社会人類学・オセアニア研究）

三
み

尾
お

   稔
みのる

（文化人類学・南アジア研究）

三
み

島
しま

 禎
てい

子
こ

（文化人類学・西アフリカ研究）

南
みなみ

 真
ま

木
き

人
と

（生態人類学・南アジア研究）

森
もり

   明
あき

子
こ

（中部ヨーロッパ文化人類学）

山
やま

中
なか

 由
ゆ

里
り

子
こ

（比較文学・比較文化）

横
よこ

山
やま

 廣
ひろ

子
こ

（文化人類学・中国社会研究）
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■ 地域文化学専攻授業概要（平成28年度）
分野 授業科目 単位 授業科目の内容 担当教員

ア
ジ
ア
地
域
文
化
Ⅰ

東アジア文化研究 2 先住民の歴史と文化 教　授 野林　厚志

東アジア文化研究特論Ⅰ 2 中国と周辺アジアにおける文化変容と社会 教　授 横山　廣子

東アジア文化研究特論Ⅱ 2

東アジア文化研究演習Ⅰ 2 中国南部諸民族の歴史民族学的研究に関する講述 教　授 塚田　誠之

東アジア文化研究演習Ⅱ 2

北・中央アジア文化研究 2

北・中央アジア文化研究特論 2

北・中央アジア文化研究演習Ⅰ 2

北・中央アジア文化研究演習Ⅱ 2

ア
ジ
ア
地
域
文
化
Ⅱ

東南アジア文化研究 2 東南アジアの住文化研究 准教授 佐藤　浩司

東南アジア文化研究特論 2 東南アジアの周縁世界と開発 教　授 信田　敏宏

東南アジア文化研究演習Ⅰ 2

東南アジア文化研究演習Ⅱ 2 東南アジアにおける地域文化 教　授 樫永真佐夫

南アジア文化研究 2 インドのナショナリズムと宗教 准教授 三尾　　稔

南アジア文化研究特論　 2 ネパールの現代政治と社会的包摂 准教授 南　真木人

南アジア文化研究演習Ⅰ 2

南アジア文化研究演習Ⅱ　 2

西アジア文化研究 2 中東イスラム社会における民衆文化 教　授 西尾　哲夫

西アジア文化研究特論 2 モノと語りの相関関係を考える 准教授 山中由里子

西アジア文化研究演習Ⅰ　 2

西アジア文化研究演習Ⅱ　 2

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

地
域
文
化

ヨーロッパ文化研究 2 東欧の政治文化と宗教 准教授 新免光比呂

ヨーロッパ文化研究特論 2 南ヨーロッパのジェンダー・セクシュアリティ 准教授 宇田川妙子

ヨーロッパ文化研究演習Ⅰ 2 現代人類学とソシアルなるものの意味 教　授 森　　明子

ヨーロッパ文化研究演習Ⅱ 2

ア
フ
リ
カ

地
域
文
化

アフリカ文化研究 2 人の移動に関する文化的研究 准教授 三島　禎子

アフリカ文化研究特論 2

アフリカ文化研究演習Ⅰ 2 アフリカ地域の生態人類学 教　授 池谷　和信

アフリカ文化研究演習Ⅱ 2 アフリカ史とアフリカ考古学 教　授 竹沢尚一郎

ア
メ
リ
カ

地
域
文
化

アメリカ文化研究　 2 アメリカ先住民と博物館 准教授 伊藤　敦規

アメリカ文化研究特論 2 南アメリカのエスノヒストリー 教　授 齋藤　　晃

アメリカ文化研究演習Ⅰ 2

アメリカ文化研究演習Ⅱ 2

オ
セ
ア
ニ
ア

地
域
文
化

オセアニア文化研究 2 アジア・太平洋地域における災害復興－支援、コミュニティ、文化 准教授 林　　勲男

オセアニア文化研究特論 2 オセアニアにおける土器文化の諸相 教　授 印東　道子

オセアニア文化研究演習Ⅰ 2

オセアニア文化研究演習Ⅱ 2 オセアニアの政治と宗教 准教授 丹羽　典生

基
礎
科
目

地域文化学基礎演習Ⅰ 2 地域文化研究に関する基礎演習 准教授
准教授
准教授
准教授

宇田川妙子
丹羽　典生
鈴木　　紀
日髙　真吾地域文化学基礎演習Ⅱ 2 地域文化研究に関する基礎演習

地域文化学演習Ⅰ 2 博士論文作成のための演習 准教授
准教授
准教授
准教授

林　　勲男
山中由里子
飯田　　卓
福岡　正太地域文化学演習Ⅱ 2 博士論文作成のための演習

共
通

科
目

地域文化学特論Ⅰ 2 人類学的建築学序説 准教授 佐藤　浩司

地域文化学特論Ⅱ 2 文化人類学文献講読 教　授 樫永真佐夫

※基礎科目は必修科目
※年度によって開講科目は異なる
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■ 担当教員一覧（平成28年度） 22名

飯
いい

田
だ

 　卓
たく

（生態人類学・漁民研究）

上
うえ

羽
ば

 陽
よう

子
こ

（民族芸術学・染織研究・手工芸研究）

卯
う

田
だ

 宗
しゅう

平
へい

（環境民俗学・東アジア研究）

太
おお

田
た

 心
しん

平
ぺい

（社会文化人類学・北東アジア研究）

韓
かん

　 　敏
びん

（社会人類学・中国研究）

菊
きく

澤
さわ

 律
りつ

子
こ

（言語学・オーストロネシア諸語）

岸
きし

上
がみ

 伸
のぶ

啓
ひろ

（文化人類学・北方文化研究）

笹
ささ

原
はら

 亮
りょう

二
じ

（民俗学・民俗芸能研究）

鈴
すず

木
き

 七
なな

美
み

（文化人類学・エイジング研究）

鈴
すず

木
き

   紀
もとい

（開発人類学・ラテンアメリカ文化論）

關
せき

　 雄
ゆう

二
じ

（アンデス考古学・ラテンアメリカ研究）

園
その

田
だ

 直
なお

子
こ

（保存科学）

出
で

口
ぐち

 正
まさ

之
ゆき

（NPO メセナ・フィランソロピー）

寺
てら

田
だ

 𠮷
よし

孝
たか

（民族音楽学・インド研究）

日
ひ

髙
だか

 真
しん

吾
ご

（保存科学）

平
ひら

井
い

 京
きょう

之
の

介
すけ

（経済人類学・東南アジア研究）

廣
ひろ

瀬
せ

 浩
こう

二
じ

郎
ろう

（日本宗教史・民俗学）

福
ふく

岡
おか

 正
しょう

太
た

（民族音楽学・東南アジア研究）

M
マシウス

atthews, P
ピーター

eter J.
（先史学・民族植物学）

松
まつ

尾
お

 瑞
みず

穂
ほ

（文化人類学・ジェンダー医療人類学・南アジア研究）

丸
まる

川
かわ

 雄
ゆう

三
ぞう

（連想情報学・文化財情報発信）

𠮷
よし

田
だ

 憲
けん

司
じ

（博物館人類学・アフリカ研究）

比 較 文 化 学 専 攻
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■ 比較文化学専攻授業概要（平成28年度）
分野 授業科目 単位 授業科目の内容 担当教員

比
較
社
会
研
究

比較社会研究Ⅰ 2 コミュニティの人類学 教　授 平井京之介

比較社会研究Ⅱ 2 文化人類学者の思考と実践 教　授 韓　　　敏

比較社会研究特論Ⅰ 2 公益法人制度における政策の人類学 教　授 出口　正之

比較社会研究特論Ⅱ 2 社会･文化に関する人類学的アプローチ 教　授 岸上　伸啓

比較社会研究演習Ⅰ 2 生殖医療とリプロダクションの人類学 准教授 松尾　瑞穂

比較社会研究演習Ⅱ 2 文化人類学の研究動向と研究課題 教　授 岸上　伸啓

比較社会研究演習Ⅲ 2 社会と経済に関する人類学的アプローチ 准教授 鈴木　　紀

比
較
宗
教
研
究

比較宗教研究 2 社会的記憶からみた複雑社会の形成 教　授 關　　雄二

比較宗教研究特論 2

比較宗教研究演習Ⅰ 2 エイジングの人類学 教　授 鈴木　七美

比較宗教研究演習Ⅱ 2

比
較
技
術
研
究

比較技術研究Ⅰ 2 技術の伝承と流用、創作 准教授 飯田　　卓

比較技術研究Ⅱ 2 生業と技術の民俗学 准教授 卯田　宗平

比較技術研究特論 2

比較技術研究演習Ⅰ 2 アジアと太平洋地域における民族植物学と技術 教　授 Matthews,Peter J.

比較技術研究演習Ⅱ 2 染織技術の比較研究 准教授 上羽　陽子

比
較
言
語
研
究

比較言語研究 2 言語類型論の視点 准教授 菊澤　律子

比較言語研究特論 2

比較言語研究演習Ⅰ 2

比較言語研究演習Ⅱ 2 歴史（比較）言語学 准教授 菊澤　律子

比
較
芸
術
研
究

比較芸術研究Ⅰ 2 東南アジア音楽のリズム構造 准教授 福岡　正太

比較芸術研究Ⅱ 2 日常的・実践的な身体技法としての芸能伝承論 教　授 笹原　亮二

比較芸術研究特論 2

比較芸術研究演習Ⅰ 2 北米・ハワイのアジア系音楽 教　授 寺田　吉孝

比較芸術研究演習Ⅱ 2

文
化
資
源
研
究

文化資源研究 2 博物館における資料管理 教　授 園田　直子

文化資源研究特講 1 資料保存科学（モノ資料・基礎） 教　授 園田　直子

文化資源研究特論 2 大規模災害時における文化資源の保全活動 
―被災文化財の視点から― 准教授 日髙　真吾

文化資源研究演習Ⅰ 2 文化財情報の発信 准教授 丸川　雄三

文化資源研究演習Ⅱ 2

博物館研究 2

博物館研究特論 2 博物館人類学 教　授 吉田　憲司

博物館研究演習Ⅰ 2 韓国文化論 准教授 太田　心平

博物館研究演習Ⅱ 2 ユニバーサル・ミュージアムの理論と実践 准教授 廣瀬浩二郎

基
礎
科
目

比較文化学基礎演習Ⅰ 2 比較文化研究に関する基礎演習 准教授
准教授
准教授
准教授

宇田川妙子
丹羽　典生
鈴木　　紀
日髙　真吾比較文化学基礎演習Ⅱ 2 比較文化研究に関する基礎演習

比較文化学演習Ⅰ 2 博士論文作成のための演習 准教授
准教授
准教授
准教授

林　　勲男
山中由里子
飯田　　卓
福岡　正太比較文化学演習Ⅱ 2 博士論文作成のための演習

共
通

科
目

比較文化学特論Ⅰ 2 家族とつながりの人類学 准教授 松尾　瑞穂

比較文化学特論Ⅱ 2 インドの染織文化 准教授 上羽　陽子

※基礎科目は必修科目
※年度によって開講科目は異なる
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在学生の研究テーマ

■ 地域文化学専攻

■ジャワにおける宗教的犯罪と宇宙観―マレー世界の慣習法文化との比較と法人類学研究―

■新疆モンゴル社会における歴史語りに関する人類学的研究

■「負の遺産」の継承、その在り方について―ミュージアムが社会に果たす役割とは―

■日本の都市住民と観賞植物（草本類）との関わりにおける生き物文化研究

■オイラド・モンゴルのアイデンティティに関する研究

■中国の食文化の歴史人類学的研究―制度と礼俗を中心として

■中国青海省同仁県におけるチベット文化とその民族誌的研究
　―同仁県ワォッコル村の事例から―

■先住民族による自然資源の利用に関する環境人類学的研究
　―ニカラグア共和国・ミスキートによるウミガメ漁の事例―

■社会主義的政策下における牧畜社会の変容―中国内モンゴル・シリンゴル盟における開発を事例に―

■ベトナム北部山岳少数民族モン族社会の労働に関する民族誌的研究

■北海道西興部村における動物利用の歴史的変容に関する人類学的研究

はじめまして。24期生の高木といいます。大学院では世界中の
さまざまな民族について勉強しています。博士課程では、西カリ
ブの海に赴いて、そこに暮らす先住民のミスキート・インディア
ンによるアオウミガメ漁について現地調査や研究をしています。
大学院にはいってもう4年が過ぎました。入りたての頃はとて

も忙しかったのを覚えています。それまで人類学を専門的に学ん
できたわけではありませんでしたので、学ぶことは沢山ありまし
た。専攻には僕のような者のために学術史や人類学一般について
学べる授業も用意してくれています。そうした授業は課題もおおく、四苦八苦しますが今ではいい思い出です。他
にも博士論文の研究に関して、中米の民族言語に関してやミスキート文献の批判研究にも臨機応変に対応していた
だきました。
僕は初年度から指導教官の先生にお誘いいただき、民博の狩猟採集民に関する研究会などに顔を出し、他大学の

同輩や先輩に混じっていくつか研究発表もしました。今思えば「叩かれてこい」ということだったのでしょうが、
当時はこうした場での発表など経験もなかったので、それはもう散々なものでよく怒られました。皆さん、いつも
手加減なしといった感じですので。ただ、こうした会は研究仲間たちと知り合う素晴らしい場所でもありましたし、
そうした人たちの中にいるとぼんやりと自分の研究の立ち位置のようなものがわかる気もしました。これは何より
特筆すべきことのように思います。

Voice在学生の声
地域文化学専攻

高木 仁（平成24年度入学）
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■ 比較文化学専攻

私が、総研大で専門としているのは、日本から遠く離れた南ア
メリカ大陸の考古学である。幼少の頃から、歴史などの科目が好
きで、いつか自分の知らない地球の裏側の世界を見てみたいと思っ
ていた私は、大学で考古学を学んでいた。そこでは、過去の出来
事を物質文化から立証する方法を学んでいたが、一方で、過去や
現在、あるいは世界中の社会や文化を同じ土俵で捉え、人間につ
いて総合的に考察する、文化人類学にも興味を持つようになっていった。そこで、文化人類学的な視座から考古学
を研究するために、この総研大に進学することにした。
この大学に進学することが、私にとって魅力的であったことの大きな理由は、基盤機関である国立民族学博物館

（以下、民博）に、様々な分野で活躍する第一線の研究者が多く集まっている点である。民博は、研究成果を発信
する社会還元の場であると同時に、最先端の研究が繰り広げられる場でもある。たとえば、日本中、あるいは世界
中から研究者が集まるような、研究会や講演会が毎月数多く開催されており、我々学生も参加し議論を交わすこと
が日常的に行われている。考古学に限らず、様々な視点を持った研究者がいるということは、自分の視野や知見を
広げるうえで、このうえない研究環境であることを意味する。
また、学生の研究活動を補助するような、助成事業が多く存在することも、魅力の一つである。民博には、世界

中で調査活動をする学生が多く在籍しているが、その調査や研究発表のための旅費などを補助する制度が多く存在
する。また、共用の調査機材なども充実しており、学生に貸し出しが行われているなど、研究活動を実現するため
の環境として恵まれている。

Voice在学生の声
比較文化学専攻

荘司 一歩（平成26年度入学）

■中央アジアに居住するカザフ人における「多場面的」な民族音楽実践の比較研究

■コスプレの仕組みと文化的意味に関する人類学的アプローチ
　―名古屋における世界コスプレサミットの事例から―

■中国人留学生と元留学生の文化変容―関西地域を中心に―

■アッシジ刺繍にみる「聖なるもの」への関心

■中国内陸部における客家文化の観光開発と日常実践をめぐる人類学的研究―四川省洛帯鎮を中心に―

■独立解放から1950年代に描かれた伝統表象―韓国における西洋画を中心に―

■チャイナタウンの多声的状況と中華表象の主体的構築
　―神戸南京町と長崎新地中華街の文化創造を事例として―

■アンデス地帯形成期における複雑化社会の変容―ペルー北高地南部ワヤガ川上流域の社会動態から―

■先史アンデスにおける生業と社会組織の相互動態的関係

■鳥類と人との関わり

■民族・民俗資料の文化資源としての活用に関する博物館人類学的研究

■スワヒリ海村における生計維持活動と技能に関する人類学的研究

■日本と台湾における歴史的空間・建築物の保存・活用に関する博物館学的研究

■近現代アジアにおける民族衣装をまとった聖母像―フィリピンと日本の事例を中心に―

■先史アンデス形成期における社会動態
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学位論文を書く ■ 地域文化学専攻・比較文化学専攻の学位
本研究科を修了した者には、博士の学位を授与する。
又専攻の区分に応じて、次表の専攻分野を付記する。

専　攻 付記する専攻分野
地域文化学専攻 文学（学位論文の内容によっては学術）

比較文化学専攻 文学（学位論文の内容によっては学術）
■ 学位論文リスト
【課程博士】
数学的手法を用いた文化分析の方法について 小島　三弘（比較） ［H 4 . 3 .31 学術］
シドニーにおける都市アボリジニの研究　伝統と民族の創出 鈴木　清史（比較） ［H 6 . 3 .24 文学］
オルドス・モンゴル族の社会構造―ヤスの機能とその歴史的変容－ 楊　　海英（地域） ［H 6 . 9 .20 文学〕
ペルーにおける山の神信仰の現在性―アンデスの宗教的世界のダイナミズム― 細谷　広美（地域） ［H 7 . 3 .23 文学］
ビルマにおけるウェイザー信仰の研究 土佐　桂子（比較） ［H 7 . 3 .23 文学］
韓国社会の動態と「両班化」―忠清北道阿房郡における門中と儒式儀礼の検討を通して 岡田　浩樹（地域） ［H 8 . 3 .21 文学］
中国杭嘉湖地方における養蚕伝承の研究 曹　　建南（地域） ［H 8 . 3 .21 文学］
歌に表象される落村意識―奄美における「シマの歌」の研究― 中原ゆかり（比較） ［H 8 . 3 .21 文学］
四合院家屋の文化人類学的研究―人間と自然との相互作用の視点から 杉山　京子（地域） ［H10. 3 .24 文学］
モンゴル叙事詩のナラトロジー（物語の構造分析）研究―アルタイ・ハイラハ叙事詩を事例として－ 藤井　麻湖（地域） ［H10. 3 .24 文学］
カストム・メレシン―ヴァヌアツ共和国トンゴア島民の民間医療および民間医療観の現代的位相 白川　千尋（地域） ［H10. 3 .24 文学］
韓・日両国における済州島海女の移動と定着に関する民族学的研究 李　　善愛（比較） ［H10. 3 .24 文学］
東南中国の漢族社会組織とその変容－閔南農村社会における宗族の研究 潘　　宏立（比較） ［H10. 3 .24 文学］
芸の伝承－ジャワ島・チルボンの仮面舞踏を中心に 福岡まどか（比較） ［H10. 3 .24 文学］
Overt First and Second Person-Designating Terms in Japanese  Discourse
　―A Pragmatic Perspective― Riikka Lansisalmi（比較） ［H10. 3 .24 文学］

「二重の窮乏」下の平等理念―現代世界とキリバス南部環礁の社会生活― 風間　計博（地域） ［H10. 9 .30 文学］
建築と文化・社会との相互作用―中国黄土高原の窰洞住居・集落を対象として― 栗原　伸治（地域） ［H10. 9 .30 学術］
カラーコラムにおけるイスマーイール派の変容―宗教共同体と開発の視点から― 子島　　進（地域） ［H11. 3 .24 文学］
地域主義運動における言語と知識人―エストニア南部ヴォル地方の事例から― 寒水　明子（地域） ［H11. 3 .24 学術］
英国コッツウォルズ地域におけるエスニシティの文化人類学的研究
　―文化遺産の保全をめぐる境界意識の重層的位相― 塩路　有子（比較） ［H12. 9 .29 文学］

北タイ・アカの家屋に関する研究―家屋の形式とその変化への視点から― 清水　郁郎（地域） ［H13. 3 .23 文学］
韓国の定期市にみられる移動商人の巡回移動とその変化―忠清南道公州市を中心として活動する薬草商人を例に― 林　　史樹（地域） ［H13. 3 .23 文学］
現代インドネシアにおけるジャワ大衆演劇クトプラの研究 青木　武信（比較） ［H13. 3 .23 文学］
南ラオス村落社会における政治過程の研究―ンゲの村における「連帯」と闘争― 中田　友子（地域） ［H14. 3 .22 文学］
20世紀前半のボリビアにおける先住民教育と植民地主義 吉江　貴文（地域） ［H14. 3 .22 文学］
カメルーンにおける「商売の民」バミレケの都市人類学的研究 野元　美佐（比較） ［H14. 3 .22 文学］
タイ式医療の構築とタイ・マッサージ―社会的文脈による権威的知識の多様性― 飯田　淳子（地域） ［H15. 3 .24 文学］
インドネシア・スンダの食文化ー言語人類学的観点からー 阿良田麻里子（地域） ［H17. 3 .24 文学］
韓国の仮面劇「固城五広大」の伝承と演戯者―解放後の韓国社会における民俗芸能の変遷から― 高　　正子（地域） ［H17. 3 .24 文学］
帰還と離散のはざまで―ウクライナ一地方都市におけるユダヤ人巡礼の民族誌― 赤尾　光春（地域） ［H17. 9 .30 学術］
イスラエルにおけるアラブ人キリスト教徒のアイデンティティの様態
　―ガリラヤ地方・メルキト派カトリック信徒の事例研究― 菅瀬　晶子（地域） ［H18. 3 .24 文学］

トンガ王国の土地制度―グローバル化のなかの伝統― 森本　利恵（地域） ［H18. 3 .24 文学］
バラライカの鳴り響く空間：1917～48年における社会主義の文化の生成 大家（柚木）かおり（地域） ［H18. 3 .24 学術］
フィジーにおける植民地主義とインド系移民社会―砂糖キビ栽培地域の村落社会における文化の動態― 村田　晶子（比較） ［H18. 9 .29 文学］
上ビルマ村落における宗教とジェンダーに関する人類学的研究 飯國有佳子（地域） ［H19. 3 .23 文学］
「護り」の身体技法に関する映像人類学研究―インドネシア・ミナンカバウの事例から― 村尾　静二（比較） ［H19. 3 .23 文学］
離散と故郷―ヨルダンのパレスチナ系住民にみられる帰属意識とナショナリズム― 錦田　愛子（地域） ［H19. 3 .23 文学］
「子ども域」の文化人類学的研究 ―バングラデシュ農村社会の子ども― 南出　和余（比較） ［H19. 3 .23 文学］
参加型開発を通した女性の自己変容過程に関する人類学的研究―北インド農村社会を事例として― 菅野美佐子（比較） ［H19. 9 .28 文学］
「場」と「パフォーマンス」に関する人類学的研究―トルコ・都市におけるアレヴィーのセマーを例として― 米山　知子（比較） ［H19. 9 .28 文学］
フェラインの民族誌―ドイツ・バイエルン州のローカル・アソシエーション― 山田　香織（地域） ［H20. 3 .19 文学］
水上人と呼ばれる人々―広東珠江デルタの漢族エスニシティとその変容― 長沼さやか（地域） ［H20. 3 .19 文学］
在米コリアンのサンフランシスコ日本町―マルチカルチャーのエスニックタウン― 小谷　幸子（比較） ［H20. 3 .19 文学］
インド農村社会における不妊経験の人類学的研究 松尾　瑞穂（比較） ［H20. 9 .30 文学］
韓国における老人の食―老人福祉施設を中心に― 守屋亜記子（地域） ［H21. 3 .24 文学］
日本の先史時代における植物性食料の加工と利用：残存デンプン分析法の理論と応用 渋谷　綾子（比較） ［H22. 3 .24 文学］
農業技術改善の民俗誌ー紀ノ川下流域村落の一七～二〇世紀前半における動向の分析－ 加藤　幸治（比較） ［H22. 9 .30 文学］
オーストラリア先住民ヨルタ・ヨルタの環境管理のための先住民運動に関する文化人類学的研究 友永　雄吾（地域） ［H23. 3 .24 文学］
現代タイ社会における開発と僧侶―僧侶による社会貢献とネットワーク形成に焦点をあてて― 岡部真由美（地域） ［H23. 3 .24 文学］
現代東南中国における宗親会の民族誌的研究―国家との関係を中心として 陳　　夏晗（比較） ［H23. 3 .24 文学］
ヨーグルトをめぐる言説の生成と展開―社会主義期からポスト社会主義期にかけてのブルガリアを中心に― マリア・ヨトヴァ（比較） ［H23. 9 .30 文学］
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■ 年度別学位授与者数
平　成 3年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 12年 13年 14年 16年 17年

地域文化学
専攻

課程博士 0 0 2 2 0 3 4 2 2 1 2 4
論文博士 0 0 0 0 3 0 2 0 1 1 3 2

比較文化学
専攻

課程博士 1 1 1 1 0 4 0 2 1 0 0 0
論文博士 0 1 0 0 0 0 0 1 1 2 0 2

計 1 2 3 3 3 7 6 5 5 4 5 8

平　成 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 計
地域文化学
専攻

課程博士 2 2 1 0 2 3 1 0 2 3 38
論文博士 0 1 0 1 0 0 1 0 1 1 17

比較文化学
専攻

課程博士 3 3 1 1 2 1 1 1 2 0 26
論文博士 0 0 0 1 3 1 1 1 0 0 14

計 5 6 2 3 7 5 4 2 5 4 95

無文字社会における歴史記憶の生成と継承　－南エチオピア牧畜民ボラナにおける口承史の分析をとおして－ 大場　千景（地域） ［H24. 3 .23 文学］
カオダイ教ハノイ聖室の民族誌的研究－ベトナム北部地域の都市における女性たちの社会関係－ 伊藤まり子（地域） ［H24. 3 .23 文学］
周辺イスラームのダイナミズム－タイ南部村落におけるイスラーム復興運動と宗教実践の変容－ 小河　久志（地域） ［H24. 3 .23 文学］
変化しつづける装い―中国雲南省文山モンの自己と他者をめぐる人類学的服飾研究― 宮脇　千絵（地域） ［H24. 9 .28 文学］
現代アンデス農村における聖人信仰の変容　－人の移動に焦点をあてて－ 八木百合子（比較） ［H24. 9 .28 文学］
ナイジェリアの都市イレ・イフェにおける「アーティスト」の民族誌的研究 緒方しらべ（比較） ［H26. 3 .20 文学］
中国雲南省における徳宏タイ族の即興うたと感性の民族誌的研究 伊藤　　悟（地域） [H26. 9 .29 文学 ]
My Huaca: The Use of Archaeological Heritage in Modern Peru from a Public-Archaeology Perspective サウセド・セガミ・ダニエル・ダンテ（比較） [H26. 9 .29 文学 ]
モンゴル遊牧民のモノの情報をめぐる交渉に関する民族誌 堀田あゆみ（地域） [H27. 3 .24 学術 ]
「野球移民」を生みだす人びと－ドミニカ共和国におけるトランスナショナル移民研究－ 窪田　　暁（比較） [H27. 3 .24 文学 ]
韓国の地域社会における華僑のアイデンティティに関する民族誌的研究　
̶韓国華僑ビジネスと華僑協会を中心に― 金　　桂淵（地域） ［H27. 9 .28 文学］

日本社会の自然葬に関する民族誌的研究―NPO法人「葬送の自由をすすめる会」を中心に― 金セッピョル（地域） ［H28. 3 .24 文学］
都市回族コミュニティの維持と宗教実践―中国陝西省西安市における回族の帰属意識をめぐる民族誌的研究― 今中　崇文（地域） ［H28. 3 .24 文学］

【論文博士】
An Areal-Typological Study of Middle American Indian Languages 八杉　佳穂 ［H 6 . 3 .30 文学］
農村女性からみたトルコの「近代化」―世俗主義、イスラーム、女性の相互関係 中山　紀子 ［H 9 . 3 .24 文学］
南タイにおける実践宗教―ムスリムと仏教徒が混住する村落の事例から― 西井　凉子 ［H 9 . 3 .24 文学］
セネガルの公権力とインフォーマル・セクターに関する民族学的研究 小川　　了 ［H 9 . 3 .24 文学］
メラネシアの政治的リーダーシップと開発
　―ソロモン諸島サンタイサベル島における森林伐採事業をめぐって― 関根　久雄 ［H10. 9 .30 文学］

南インドの農村におけるカースト内関係としての親族―コング・ヴェッラーラの事例研究― 杉本　星子 ［H10. 9 .30 文学］
アイヌ民族における神送りの研究―沙流川流域を中心に― 萱野　　茂 ［H13. 3 .23 学術］
低湿地立地の遺跡にみる縄文時代本州西部地域の生業活動
　―縄文時代早期末から中期初頭における若狭湾沿岸と琵琶湖周辺地域の動物考古学的考察― 内山　純蔵 ［H14. 3 .22 文学］

考古学における数量化と数理的手法の研究 及川　昭文 ［H14. 3 .22 学術］
総管信仰―近世江南農村社会と民間宗教― 濱島　敦俊 ［H14. 9 .30 学術］
中国の食事方法―歴史人類学的考察― 西澤　治彦 ［H15. 3 .24 文学］
台湾原住民のイノシシ（Sus scrofa taivanus）狩猟の民族考古学的研究：
　動物遺存体研究の方法論構築にむけて 野林　厚志 ［H15. 3 .24 学術］

The Transformation and Social Functions of the sNang zhig Family and its Monastery 
　－An Ethnographic Description of the Bon Tradition in Amdo 才譲　　太 ［H16. 9 .30 学術］

利用者の視点にたった博物館の理念と活動様式の研究 布谷　知夫 ［H16. 9 .30 文学］
トビニタイ文化の集団構成と生計戦略―北海道東部における「中世アイヌ社会」成立に至る一階梯― 大西　秀之 ［H17. 3 .24 文学］
アットゥシの歴史に関する基礎的研究―アイヌ伝統文化の再検討の試みとして― 本田　優子 ［H17. 9 .30 文学］
カナダ･イヌイットの食物分配に関する文化人類学的研究―先住民社会の変容と再生産― 岸上　伸啓 ［H18. 3 .24 文学］
タイ中部農村における相互行為の民族誌的研究 高城　　玲 ［H18. 3 .24 文学］
東ネパールにおける羊飼いの生産活動と放牧地をめぐる社会関係 渡辺　和之 ［H18. 3 .24 文学］
「アイヌ風俗画」の研究―近世北海道におけるアイヌと美術 新明　英仁 ［H19. 9 .28 文学］
国際線客室乗務員の接客業務と勤務体制－仕事の人類学的研究－　 八巻　恵子 ［H21. 9 .30 文学］
シャーマニズムによるエスニシティの探求―ポスト社会主義期におけるモンゴル・ブリヤートの事例を中心として 島村　一平 ［H22. 3 .24 文学］
活用される職祖伝承－近・現代日本における木工挽物の担い手と木地屋「根元地」－ 木村　裕樹 ［H22. 9 .30 文学］
先住民学習の理論と実践－ポストコロニアル人類学の活用－ 中山　京子 ［H22. 9 .30 学術］
スリランカにおけるエステート・タミルのアイデンティティと「ジャーティヤ」をめぐる人類学的研究 鈴木　晋介 ［H23. 3 .24 文学］
小集落から見た初期国家の形成過程－先スペイン期中央アンデスのワリ国家を事例として－ 土井　正樹 ［H24. 3 .23 文学］
先史アンデス形成期の社会動態―ペルー北部ワンカバンバ川流域社会における社会成員の活動と戦略から― 山本　　睦 ［H24. 9 .28 文学］
多文化都市・新宿の生成と展開－ライフサイクルの視座― 川村千鶴子 ［H25. 3 .22 学術］
先住民生存捕鯨再考―国際捕鯨委員会における議論とベクウェイ島の事例を中心に― 濱口　　尚 ［H25. 9 .27 文学］
アイヌ衣文化の研究 津田　命子 ［H26. 9 .29 文学］
ベトナムにおける市場経済化の進展と地域文化の生成―東北地方のヌン・アン集団の事例から― チュ・スワン・ザオ ［H27. 9 .28 文学］
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愛知淑徳大学、インドネシア学術総局［インドネシア］、愛媛大学、大阪大学、大谷大学、
神奈川大学、関西外国語大学、神田外語大学、京都外国語大学、京都大学、京都文教大学、
神戸市外国語大学、神戸大学、国立民族学博物館、国立歴史民俗博物館、滋賀県立大学、
静岡大学、静岡文化芸術大学、芝浦工業大学、上海師範大学［中国］、成蹊大学、総合研究
大学院大学、ソウル大学［韓国］、大東文化大学、中部大学、筑波大学、東京外国語大学、
東京工業大学、東北学院大学、東洋大学、奈良県立大学、日本大学、阪南大学、広島市立大学、
宮崎公立大学、桃山学院大学、山形大学、ライデン大学［オランダ］、龍谷大学

■ 大学等主な勤務先一覧（常勤）

大東文化大学　国際関係学部　国際文化学科　講師

飯國 有佳子（平成19年3月学位取得）

現在、大学や研究機関で教育研究職に就くことを考えた場合、博士号を取った上で、
単著と複数の論文を持つことが、「最低条件」のようになっています。総研大の地
域文化学専攻、比較文化学専攻が立ち上がった平成元年には、両専攻は日本で文化
人類学関連の博士号を取得できる稀有な機関でしたが、今では多くの大学で博士号
がとれるようになっています。ここから、学部、修士と慣れ親しんできた環境を離れ、
わざわざ総研大に進学することを躊躇する方もいるかもしれません。
しかし、総研大には、慣れ親しんだ環境を離れて入るだけの価値があります。「海外学生派遣事業」は、長期

調査から帰った後の補足調査や国際学会での研究成果発表を可能にしてくれますし、『総研大文化科学研究』と
いう査読付きの学術雑誌もあります。また、「論文ゼミ」では世界各地でフィールド経験を積まれた多彩な専門
分野の先生方複数から、多くの貴重なアドバイスをもらうこともできます。
こうした研究サポート体制は他の大学にもあるかもしれませんが、総研大に入学すれば、日本最大の文化人類

学の研究拠点である国立民族学博物館が有する資源を最大限に活用できるという、他にはないメリットがありま
す。文化人類学関連で国内最大規模の蔵書を誇る図書館も思う存分活用できますし、毎週のように開催される共
同研究会にオブザーバー参加を願い出れば、自分の専門とは直接関わらない分野の知見を広げることもできるで
しょう。私は総研大を出て、自分がいかに恵まれた研究環境にあったかを痛感しました。
文化人類学者を目指すなら、総研大の充実した研究サポート体制と、一流の人類学者が集う民博という最良の

リソースを利用しない手はないと思います。

奈良県立大学　地域創造学部　専任講師

窪田 暁（平成26年3月学位取得）

2005年から毎年のようにドミニカ共和国を訪れている。きっかけは、学部
生の頃にアメリカのメジャーリーグ・ベースボールでドミニカ出身の選手が
活躍する姿に興味をもったからだ。彼らのほとんどがチームに欠かせない選
手であり、膨大な額の年俸を受け取っていた。好奇心のアンテナがすぐに反
応した。わたしが知っている国内の外国人労働者とあまりにかけ離れていた
からである。
修士課程に進み、国境を越えるプロ野球選手を「移民」と捉え、その実態を明らかにすべく1年間のフィール

ドワークを経験しても納得できる答えは得られなかった。むしろ、フィールドで見聞きしたことが新たな「問い」
を生み、もっと知りたいという欲求が湧きあがるばかり……。アンテナは振り切れたのである。
とはいえ、こんなテーマで博士論文を書きたいという人間を受け入れてくれる大学院はあるのだろうか。柄に

もなく、真剣に悩んだことを鮮明に覚えている。もちろんそれは杞憂に終わった。総研大の地域文化学・比較文
化学専攻は、むしろ「おもろい」研究をする院生に開かれていたからだ。総研大入学後、あらためてフィールド
に出向き、調査をするなかで、野球がいかにドミニカの地域社会の論理や規範と深く結びつきながら発展してき
たかが、現地の人々の言動から浮かびあがってきた。そのとき、はじめて文化人類学という学問の「おもしろさ」
を理解できたのだった。
異文化への好奇心が抑えられないあなた。アンテナが錆びつくまえに、総研大の扉を叩いてみては？　その先

にある文化人類学の「おもしろさ」に出会うために。

Voice卒業生の声

大学等
研究機関
（常勤）
52%

大学等
研究機関
（非常勤）
26%

企業等
その他
22％
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日本学術振興会「特別研究員（DC2）」制度
　優れた若手研究者に、研究に専念する機会を与えることにより、学術研究の将来を担う創造性に富んだ
研究者の養成・確保に資することを目的として、大学院博士課程在学者及び大学院博士課程修了者等で、
優れた研究能力を有する者を「特別研究員」に採用し、研究奨励金を支給する制度です。地域文化学・比
較文化学両専攻でも、毎年、数名の学生が特別研究員に採用され、経済的支援を受けて研究を進めています。

年　度 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

採用数 3名 3名 4名 2名 1名 2名 2名 2名 2名

日本学生支援機構奨学金
　日本学生支援機構では、毎年春に大学院を通じて、奨学金希望者の募集を行っています。貸与が受け
られる奨学金は、第一種奨学金（無利子）、第二種奨学金（有利子）、一種・二種の併用です。地域文化学・
比較文化学両専攻では、毎年6月に募集を行い、毎年数名が奨学金の貸与を受けています。
■ 各国政府奨学金
諸外国の政府または政府関係団体では、その国の大学などへ留学する日本人を対象に奨学金制度を実施してい
ます。支給期間は主に2年以内です。

■ 私費留学生の方が応募できる奨学金（学習奨励費）
日本学生支援機構では、我が国の大学等に在籍する私費外国人留学生等で、学業、人物ともに優秀かつ経済的
理由により修業が困難である者に対する育英奨学制度を実施しています。

■ 私費留学生の方が応募できる奨学金（民間財団奨学金）
民間団体の募集する奨学支援（大学推薦）の情報を、総研大掲示板に更新し掲示しています。

民間財団奨学金等
　個人応募については、奨学金財団からの応募条件にあっていれば、誰でも申請できます。直接応募で
きる民間奨学金の情報は、応募の通知を積極的に学生に出しています。

松尾金藏記念奨学基金奨学生、萬谷記念かながわ奨学基金奨学生、福井県ものづくり人材育成修学資金奨学生、
佐藤奨学会奨学生、交通遺児育英会奨学生、大学女性協会国内奨学生、本庄国際奨学財団　日本人大学院生奨学金、
起業家支援財団奨学金　等

授業料の免除等について
　総研大では、授業料免除申請の受付を年2回行っています。授業料免除許可者は、半期の授業料の半額
（267,900円）が免除されます。その他、新入生を対象とした入学料（282,000円）免除制度があります。

リサーチ・アシスタント
　教員の指示・監督の下で、研究者の補助として、研究活動に必要な業務を行いながら給与を得られる
リサーチ・アシスタントとして採用します。

■ 研究環境の充実
より良いフィールドワークを行うために、豊富な機材を取りそろえ、院生に貸し出しします。また、院生各自
に机、ロッカー、本棚等の研究スペースがあるほか、コピーカードの提供及び共用ＰＣ、製本機がある作業室
があり、ハード面での環境も充実しています。
国立民族学博物館の図書室は、文化人類学・民族学関係の資料を収集している図書室としては日本最大規模を
誇っています。
さらには、民博内で開催される共同研究会やシンポジウムに参加して、国内外から集まってくる研究者の方々
と交流することができ、視野や知見を広げるうえで、恵まれた研究環境です。

■ 住宅総合補償制度
（財）日本国際教育支援協会（JEES）が実施するもので、外国人留学生が民間宿舎等への入居にあたり、保
証人を探す困難さと保証人の精神的・経済的負担を軽減し、留学生の円滑な入居を支援することを目的として
設けられた制度です。

■ 留学生チューター制度
新入学の外国人留学生に対し、学習・研究効果の向上を図ることを目的として、チューターによる教育・研究
について個別の課外指導及び生活指導を行う制度を設けています。チューターは、留学生の指導教員の推薦に
基づき、原則的に本学の学生です。学習・研究生活の大きな支えとなるように研究指導を中心に、学習面や生
活面でのサポート等の業務を行っています。

■ 日本語補講制度
外国人留学生に対し広く日本語を学習する機会を与えるために、日本語補講を実施しています。大阪大学日本
語日本文化教育センター（教育関係共同利用拠点事業）への事業参加への通知を行い、参加希望者がいる場合、
申請を行います。

■ 就職支援
大学、研究機関等の就職情報を掲示板に更新し掲示しています。

■ 健康診断
毎年、基盤機関である国立民族学博物館にて健康診断を実施しています。
また、月に1回、メンタルヘルス・ハラスメント相談も行っています。

各
種
奨
学
金
・
経
済
支
援

学
生
支
援
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よくある質問
Q. 学部をもつ大学院の教育と比べてどんな特徴がありますか？
A. 教員数が学生数を上回るという、他大学にはない恵まれた教育環境があげられます。教員：学生の比率はおおよそ3：

2であり、個々の資質やニーズに合わせた、きめの細かい指導が可能です。また教員は各分野の第一線で活躍する
研究者であり、最新の研究動向に基づいた指導をおこなえます。さらに、民博が所蔵する豊富な研究資料（図書67万、
標本34万、映像音響7万など）の利活用、館が主催する多くの共同研究会・シンポジウムへの参加を通し、国内外
の研究者との交流が容易になります。

Q. 地域文化学専攻と比較文化学専攻の二専攻には、どのような違いがありますか？
A. 二専攻の違いについては、専攻概要をご覧ください。ただし、地域と比較に別れているものの、共にフィールドワ

ークを研究の根幹においているため、共通する部分も多く、密接な相互交流があります。また、専攻間に指導上の
棲み分けはなく、院生がどちらに所属していても、両専攻の教員の指導を受けることができます。

Q. 二専攻で学ぶことができるのは、文化人類学・民族学だけでしょうか？
A. そんなことはありません。両専攻には、考古学、民俗学、建築学、情報学、言語学、音楽学、博物館学、保存科学

など幅広い分野を専門とする教員がそろっていますから、それらの分野でも研究をおこなうことができます。また、
教員の陣容は年度によって変化することがありますから、希望研究内容と当該専攻の教育体制との整合性について
不明な点がある方は、前もって専攻長にご相談ください。

Q. 受験する前に希望する指導教員をかならず決めておく必要がありますか？
A. 必要条件ではありませんが、強くお勧めします。また、受験を申請する前に希望指導教員に連絡を取れば、入学後

の研究の見通しを立てる一助となるでしょう。

Q. 研究支援にはどんなものがありますか？
A. 例えば、「インターンシップ事業」があります。総合研究大学院大学の理念である深い専門性、国際通用性及び異

分野連繋性をそなえた研究者の育成を目的として、国内外の大学、研究機関、企業等において、共同研究活動や調
査活動等に参加する本学学生に対して、参加に必要な経費を支援するもので、助成額は最大100万円、年に2～3回
募集があります。そのほかにも、学位申請論文作成に不可欠な国内外の調査や学会での成果発表に要する旅費、宿
泊費などの支援をおこなう「学生派遣事業」があります。また、研究活動の発表を目的とした国内学会に参加する
学生に対する、「教育・研究活動の高度化に伴う旅費の支援」もおこなっています。
学内の奨学金制度はありませんが、外部研究資金調達のための申請書の書き方などについても指導をおこなってい
ます。
論文作成の面では、学生からリサーチプロポーザルが提出されると、指導教員、副指導教員に1～2名の教員を加え
た助言ワーキングが組織され、学生に対し文書で助言内容を提示します。その後フィールドに出かけて調査をおこ
ない、その成果について論文ゼミで報告を重ね、徐々に論文を仕上げていくことになりますが、この過程で多くの
教員からさまざまな指導・助言がおこなわれ、論文を練り上げることができます。さらに指導教員と副指導教員が
協同して論文作成を支援、博士論文を完成させます。

Q. 長期の現地調査をするときには、授業料が免除されますか？
A. 長期フィールドワークをおこなう期間中は、休学が認められています。在学中に支払う授業料の総額が減額される

わけではありませんが、フィールドワークをおこなう学期中に授業料を払う必要はありません。
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Q. できるだけ早く学位を取得したいのですが、3年で取得するのは難しいでしょうか？
A. フィールドワークを研究の中心に据えている研究分野であるため、3年間で学位を取得するのは容易ではありません。

早い取得が望ましいことは言うまでもありませんが、学問の進展に寄与できる質の高い研究成果を上げ、最終学位
である博士号に相応しい研究能力を養うことがより重要であり、この点に留意した指導がおこなわれています。

Q. 学部や修士課程で文化人類学・民族学を専攻しなかったのですが、受験はでき
ますか？

A. 正規に文化人類学・民族学を学んだ経験がなくても受験はできます。しかし、入学後に志望研究が遂行可能である
か見通しをつけるためにも、関連図書などを精読し、少なくとも人類学やフィールドワークに関する基本的な考え
方について理解しておくほうがよいでしょう。これは、何をするために当専攻を受験するのか整理するためにも役
立つはずです。

Q. 地域文化学専攻と比較文化学専攻は、どのような教育指導体制をとっていますか？
A. 個別指導と共同指導を組み合わせたユニークな指導体制を採用しています。各院生には正副2名の指導教員が指名

され、入学から学位取得まで、これらの教員が中心となって日常的な指導をおこないますが、閉鎖的になりがちな
講座制の弊害を防ぐため、ゼミ発表に共同指導体制を取り入れています。ゼミ（1年生ゼミ、論文ゼミ）には各4名
の担当教員が配置され、研究の内容だけでなく発表の方法などに関する指導をおこないます。担当委員以外の教員
にもゼミへの参加を求めることができ、また基本的に専攻長もゼミに出席するため、正副の指導教員を含めると10
人前後の教員からコメントを得ることができる体制が整えられています。このように、数多くの研究者から指導を
受けられる点が、共同指導体制の大きなメリットであり、また総研大が目指す「広い視野の養成」という大目的の
達成にも寄与するものです。

Q. 地域文化学専攻と比較文化学専攻に入学すると、かならず長期の現地調査をし
なければなりませんか？ また、国内での現地調査も可能でしょうか？

A. 実際には長期のフィールドワークをおこなう学生が多いのですが、研究の目的や内容によっては独自のフィールド
ワークの形を決めていくことも可能です。たとえば、継続した長期調査のかわりに短期の調査を繰り返しおこなう
ことで調査可能なテーマも存在します。また、調査対象は海外だけではありません。これまでにも数多くの卒業生が、
国内のフィールドワークに基づいた博士論文を完成させています。

Q. 受験する前に調査予定地域の現地語を習得している必要がありますか？
A. 入学時にフィールドの言語を習得していることは望ましいのですが、受験の必要条件ではありません。入学前の習

得が難しい言語が存在するだけでなく、それまでに習得した言語以外の地域に研究を広げる必要がある場合もある
からです。特に、現地でのみ習得可能な言語に関しては、フィールドワークをしながら徐々に身に付けていくこと
もあります。

Q. 修士課程ですでに現地調査をはじめているのですが、入学後すぐに長期の現地
調査をすることは可能ですか？

A. 原則として、初年度は、長期フィールドワークをおこなうための準備期間にあてられています。フィールドワークは、
単に現地に行けば遂行できるものではありません。また、修士課程でフィールドワークをすでにおこなっている場
合でも、博士論文執筆のための調査では、求められる調査の質に大きな差があることが多いのです。入学後の一年
間は、教員の指導のもと、調査計画の実現性・妥当性などについて、それまでの自己の研究成果や先行研究との関
連に留意しながら検討します。年度末には、フィールドワークに向けたリサーチプロポーザルに関する発表をおこ
ない、計画をより実現性の高いものへと練っていきます。
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地域文化学専攻と比較文化学専攻の
受験生に期待する

国立民族学博物館長　須藤 健一

みんぱくについて

国立民族学博物館（みんぱく）は、博物館を
そなえ、大学共同利用機関としての役割もにな
う世界でもユニークな文化人類学・民族学の研
究所です。60名の教員たちは、「地の先へ。知
の奥へ。」をモットーに世界各地で、グローバ
リゼーションの動きを受容し、あるいはそれに
抗いながら独自の社会と固有の文化を維持ない
し創造している人びとの営みを研究しています。
一方で、世界の諸民族の生活や考えをより深く
理解するために民族資料や映像音響資料の採録
などにつとめ、「もの」をとおして文化を表現
する展示活動も行っています。

文化人類学・民族学は、現地の人びとと生活
をともにしながら日常生活から地球規模の影響
をも視野に入れて人間の社会と文化を研究する
学問です。異文化に生きる人びとを理解するた
めには幅広い視野、柔軟な思考と豊かな想像力
が求められます。そして、収集したデータを分
析して論理的に記述する手法が大事です。

みんぱくには、総合研究大学院大学の地域文
化学専攻と比較文化学専攻が設置され、文化人

類学をはじめ言語学、宗教学、生態学、先史学、
民族音楽学そして博物館学などを研究する個性
ゆたかな教授陣がいます。そのうえ、民族資料、
文献図書や映像音響など100万点をこす資料を
所蔵しており、研究環境においてはわが国随一
の大学院であるといえます。

私たちは、皆さんが人類学の研究課題を追究
し、博士論文を書きあげて一人前の研究者とし
て社会に飛び立つことを支援するのを楽しみに
しています。

館
長
挨
拶
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国立民族学博物館50年史アーカイブズ
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国立民族学博物館および人間文化研究機構の概要

■ 所蔵民族学資料（平成28年4月1日現在）
標本資料（未登録資料含む） 映像音響資料

海外資料 178,465点 映像資料 8,009点

国内資料 163,686点 音響資料 62,651点

計 342,151点 計 70,660点

文献図書資料

日本語図書 268,538冊 日本語雑誌 10,141種

外国語図書 396,892冊 外国語雑誌 6,874種

計 665,430冊 計 17,015種

　国立民族学博物館（みんぱく）は、わが国における文
化人類学・民族学の研究センターとして、世界の諸民族
の社会や文化に関する調査研究をおこなうとともに、異
なる文化についての人びとの理解を深めることを目的と
して、1974年に設立されました。みんぱくは、大学共同
利用機関であり、全国の大学・研究機関との連携をもと
に調査研究や共同研究を進めるとともに、学術情報を集
積しています。その成果を博物館の展示やデータベース
の提供などを通じて広く社会に公開することも使命とし
ています。

　国立民族学博物館は「博物館機能をそなえた研究所」
として、世界的にみても類例のない規模と機能を有して
います。博物館そのものをとっても、すでに世界最大級
の民族学博物館に数えられるようになっています。みん
ぱくの展示は、常設展示と特別展示と企画展示とで構成
されており、常設展示は、世界をオセアニア、アメリカ、
ヨーロッパ、アフリカ、それに日本を含むアジア各地に
分けた地域展示と、言語や音楽などの通文化展示からなっ

ています。一方、特別展示と企画展示は、特定のテーマ
のもとに、年に数回、期間を限って開催されます。

　みんぱくは、2004年 4 月より、国立大学と足並みをそ
ろえて、法人組織となりました。法人の正式名称は、「大
学共同利用機関法人人間文化研究機構」ですが、みんぱ
くは、国立歴史民俗博物館、国文学研究資料館、国際日
本文化研究センター、総合地球環境学研究所とともに、
その一員として再出発しました。その後、2009年10月に
は 6番目の大学共同利用機関として新たに国立国語研究
所が加わりました。またみんぱくの研究部は、 3研究部
（民族社会、民族文化、先端人類科学） 2 センター（研
究戦略センター、文化資源研究センター）体制に組織替
えがなされました。研究活動の機動性を高めるとともに、
その成果をより広くわかりやすく社会に伝えていくため
の措置です。文化人類学・民族学を基盤としつつ、研究
の機関と分野の別を超えて、人間文化の総合的理解を深
めようとする、みんぱくの新たな活動が始まっているの
です。

多機能端末室

ビデオテーク

ナビひろば

探求ひろばイントロダクション

観覧券売場
電子ガイド

中央パティオ
（未来の遺跡）

■ 展示場案内図

19

総合研究大学院
大学について

　総合研究大学院大学（以下、総研大）は、1988年に
わが国で最初に設立された自らは学部を持たない大学
院だけの大学（独立大学院大学）であり、人文・理工
にわたる学術分野につき総合的な博士課程教育を、大
学共同利用機関等を基盤機関として、それらの優れた
研究・学習環境を最大限に生かして行うことにより、
高い専門性と広い視野を持った一流の研究者を養成す
るという世界にも類例のないユニークな大学です。

　総研大への入学者はすべて他の国公私立大学（2015
年度入学者は23外国大学を含む64大学）からの出身者
です。わが国の高等教育の最大の欠点の一つは流動性
の低さとそれによる単線性や縦割性にありますが、総
研大に入学する学生は、その弊害からまず自ら脱して
います。それゆえに総研大の学生達は、多くのバリア
を越えて飛び出すことができたという高いポテンシャ
ルを、そして多くの場合には分野や学域を越えて飛び
込むという気概と挑戦力を有しています。この点が、
総研大の第一の特性であり、それが大学にも、そして
一人一人の学生にも大きなメリットを与えています。
というのは、新しい出会いや、新しい学問風土との接
触こそが、新しい学問を形成する上で大きな力を与え
るものだからです。

　総研大の第 2の特性は、世界最先端の研究設備・施
設・資料・データベースが配備され、トップクラスの
研究者マンパワーが国内外の研究者と不断に共同研究
を展開している（計19の）大学共同利用機関等の研究
現場という非常に恵まれた環境の下で大学院教育が行
われるという点にあります。それらの基盤機関におい
ては、専門性の高い国際的な研究活動が実施されてい
ると共に、全国の大学・研究機関や諸外国の研究者と
の分野を越えた共同研究が行われています。それゆえ
に、「深い専門性」と「国際的な通用性」と「異分野
連繋性」を兼ねそなえた研究者の養成を目指すことが
できるのです。

　総研大の第 3の特性は、高度の専門性の獲得にとど
まらず、「総合性」の修得が体系的・組織的に目指さ
れていることです。総研大の基盤機関・専攻の全体に
おいて、文化、歴史、情報、生命、人体、エネルギー、
物質、宇宙など実に多様な分野の研究が行われていま
す。この学術的な多様性を活用して、自らの専門的知
識を他の知識と結合しながら知識全体の中に位置づけ
るという「広い視野」の獲得を総合性修得の第 1の内
容とすることができます。新しい学問は、多くは異な
る分野をまたぐ形で現れ、その発展には異分野からの
研究者の参入を必要としています。このような新しい

分野における教育は、一専攻や一研究科の枠にはおさ
まりきらず、複数の専攻・研究科をまたぐ形で行われ
る必要性が生じています。総研大では、その必要性に
対応するために“合宿型全学総合教育プログラム”や
“研究科横断型専攻間融合プログラム”を推進してい
ます。総研大では、専攻や研究科を越えた教育と異分
野連繋的な共同研究現場における学習・研究によって、
「分野を越えた学際性」の獲得を目指すことができる
点が、総合性修得の第 2の内容です。科学が生み出し
た多くのものが社会において物質化されて人々の生活
に大きな影響を与えている今日では、科学者には研究
成果やその使われ方がもたらす結果に対しても説明責
任が求められています。即ち、現代の科学者には人類
や社会を視野に入れた人間の総合性の修得が求められ
ているのです。総研大教育における総合性修得の第 3
の内容は、「社会と連携する科学」という視点の獲得
を目指していることです。

　総研大の目標は、したがって、①深い専門性と広い
視野を併せ持ち、異分野連繋的・社会連携的な視点を
持つ国際的研究者人材を育成すること、②基盤機関と
葉山の連係と、国内外研究者との共同利用研究によっ
て、学際的で先導的（即ち新分野開拓・敷衍的）な研
究を大学院生と共に展開すること、そして③社会と連
携する科学を創造・教育するアジア大学院教育拠点と
しての地位を確立することです。

　総研大の学生のみなさんには、こうした総研大の特
性や目標をよく理解した上で、与えられたメリットを
活用しつつ、大きな課題に挑戦されることを願ってい
ます。日々研鑽の忙しい大学院学生生活ですが、分野
の異なる人々や大学や国を異にする人々との交流にも
努めて下さい。それらによって得られた人と人とのつ
ながりが、将来の研究人生に大きな財産をもたらすこ
とになるからです。また、日本人学生は外国語の、外
国人学生は日本語の修得にも心掛けて下さい。異なる
専門分野間と同様に、異なる文化間のコミュニケーショ
ンに堪能なことは、国際的通用性を持った博士号取得
者として、その能力を発揮する上での必須条件の一つ
となるからです。総研大は教育現場においてもバイリ
ンガル性の付与に力を尽くしたいと考えています。

　総研大の全職員は、学生と共に、総研大の特性を更
に発展させ、力を合わせて本学の目標の実現に向けて
の努力をして参りますので、関係各位には総研大の一
層の発展のためにご理解とご支援を賜りますよう、切
にお願い申し上げます。

学
長
挨
拶

総合研究大学院大学長

岡田 泰伸
医学博士。京都大学医学部卒。同大学医学部助手、講師を経て、平成4年に岡崎国立共同研究機構生理学
研究所細胞器官研究系教授に就任。平成16年に自然科学研究機構生理学研究所教授、副所長を経て、平
成19年から所長・副機構長、平成22年から同機構の理事を歴任。
専門は分子細胞生理学。特に動物細胞の容積調節機構、アポトーシス、ネクローシスや虚血性細胞死の誘
導メカニズム、アニオンチャネルのセルセンサー・シグナリング機能における分子メカニズム研究の第一
人者。生物学・生化学分野論文におけるISI高頻度被引用者。平成18年より6年間日本生理学会会長、5年
間アジア・オセアニア生理学会（FAOPS）会長。平成12、23年度に日本生理学会入澤賞共同受賞。
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入学案内
詳細は募集要項を請求のうえ確認してください。

⑴出願資格
　本学に出願できる者は、次のいずれかに該当する者とします。
A　修士または専門職学位を有する者

①修士の学位または専門職学位を有する者及び入学の前月までに取得する見込みの者
B　修士または専門職学位に相当する外国の学校等の学位をもつ者

②外国において修士の学位または専門職学位に相当する学位を授与された者及び入学の前月までに授与される見込みの者
③ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位または専門職学位に相当する学位
を授与された者及び入学の前月までに授与される見込みの者
④ 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設
であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位または専門職学位に相当する学位を授
与された者及び入学の前月までに授与される見込みの者
⑤ 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府または関係機関の認証
を受けた者による評価を受けたものまたはこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、
修業年限が3年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履
修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号
の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者
⑥ 学校教育法施工規則第156条第4号の規定により、国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与さ
れた者及び入学の前月までに授与される見込みの者
C　修士または専門職学位に相当する学力のある者（事前に出願資格認定審査を行います）

⑦ 外国の学校、外国の大学院の課程を有する教育施設または国際連合大学の教育課程を履修し、大学院設置基準 （昭和
49年文部省令第28号）第16条の2に規定する試験及び審査に相当するものに合格し、修士の学位を有する者と同等以
上の学力があると認められた者及び入学の前月末日までに認められる見込みの者
⑧ 大学を卒業し、大学、研究所等において、2年以上研究に従事した者及び入学の前月までに2年以上研究に従事することと
なる見込みの者で、本学において、当該研究の成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者
⑨ 外国において学校教育における16年の課程を修了した後、または外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が
国において履修することにより当該外国の学校教育における16年の課程を修了した後、大学、研究所等において、2
年以上研究に従事した者及び入学の前月までに2年以上研究に従事することとなる見込みの者で、本学において、当
該研究の成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者
⑩ 本学において、個別の入学資格審査により、修士の学位または専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認め
た者で、入学の前月末日までに24歳に達している者
　※ 出願資格⑦～⑩により出願しようとする者については、出願前に出願資格の事前審査または個別の入学資格審査を

行う必要がありますので、ご注意ください。

⑵出願期間
出願資格①～⑥に該当する者：平成28年11月25日（金）～12月1日（木）
出願資格⑦～⑩に該当する者：総合研究大学院大学　学務課学生厚生係にお問い合わせください
　※原則郵送による受付。

⑶選抜方法
①書類専攻　　②修士論文等の審査　　③面接（平成29年1月下旬から面接を行います）

⑷募集要項の請求方法
下記メールアドレスに、以下の必要事項を記入し、送信してください。
①郵便番号　　
②住所　　
③氏名　　
④電話番号　　
⑤希望する募集要項 → 平成29年度4月入学　文化科学研究科

募集要項請求先
総合研究大学院大学　学務課　学生厚生係
〒240-0193　神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）
Tel. 046-858-1525、1526　　
メールアドレス：kousei＠ml.soken.ac.jp
（受信確認のメールを送付するため、携帯電話の
メールアドレスは使用しないでください）
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市立吹田サッカー
スタジアム

（平日運休）

至彩都西駅

ABCハウジング

万博記念公園駅
（エキスポシティ前）

EXPOCITY

国立民族学博物館 管理部研究協力課研究協力係
〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10- 1
電話 06-6876-2151（代表）　06-6878-8236（専攻担当）　FAX 06-6878-8479
URL http://www.minpaku.ac.jp/　　　大学院トップページ
E-mail souken@idc.minpaku.ac.jp　　　http://www.minpaku.ac.jp/research/education

●大阪モノレールで「万博記念公園駅」・「公園東口駅」下車徒歩約15分
　自然文化園（有料区域）を通ってこられる場合、自然文化園ゲート脇の券売機で本館（国立民族学博物館）の観覧券をお買い求めください。同園内を無料で通行でき
ます。また、「公園東口駅」からは、自然文化園を通行せずに来館できます。

●近鉄バスで阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約15分。
●タクシーは、万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れできます。

総合研究大学院大学 事務局
〒240-0193　神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）
電話 046-858-1500（代表）　FAX 046-858-1542
URL http：//www.soken.ac.jp/

成田

東京
千葉

羽田
川崎

横浜

逗子小田原
湘南国際村

伊豆半島

房総半島

三浦半島相模湾

東京湾

総合研究大学院大学

●電車・バス利用
・ JR 横須賀線逗子駅東口下車
 ▶ 京急バス①番乗り場より16 系統・26 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約25分
 ▶ 京急バス②番乗り場より「湘南佐島なぎさの丘」行き、「湘南国際村間門沢調整池」下車
　　乗車時間：約20分
・ 京浜急行逗子線新逗子駅南口下車
 ▶ 京急バス①番乗り場より16 系統・26 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約23分
 ▶ 京急バス①番乗り場より「湘南佐島なぎさの丘」行き、「湘南国際村間門沢調整池」下車　
　　乗車時間：約18分
・ 京浜急行本線汐入駅下車
 ▶ 京急バス②番乗り場より16 系統「湘南国際村」行き、「湘南国際村センター前」下車
　　乗車時間：約30分
・ YCAT
 ▶ 横浜シティーエアーターミナル⑥番乗り場「横須賀西部」行き（電力中央研究所行きバ

ス）、「湘南国際村センター前」下車　乗車時間：約45分
（注）「湘南国際村センター前」下車徒歩 3分、「湘南国際村間門沢調整池」下車徒歩10分

●車利用
・ 横浜横須賀道路（有料）「逗子インター」より逗葉新道（有料）出口より交差点左折
　南郷トンネルを抜け直進約 5分「 湘南国際村センター入口」交差点を左折約 1分
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SOKENDAI
(The Graduate University for Advanced Studies)

School of Cultural and Social Studies

Department of Regional Studies
Department of Comparative Studies

Overview '18

総合研究大学院大学
文化科学研究科

概要 '18

地域文化学専攻
比較文化学専攻

国立民族学博物館（みんぱく）は、博物館機能と博士課程の大学院教育機能
を備えた文化人類学・民族学の研究センターとして、世界で唯一の存在です。
みんぱくには、このほかにもいくつもの「世界一」の性格が備わっています。
みんぱくは現在、世界各地から集めた34万5000点の民族学標本資料を収蔵して
いますが、このコレクションは、20世紀後半以降に築かれた民族学関係の資料
としては世界最大の規模のものとなっています。また、民族学に特化した博物
館としても、世界最大の博物館です。さらに世界全体をカヴァーするコレクショ
ン、展示、蔵書、そして研究部と研究者の陣容をもつ研究所としても、みんぱ
くはアジアで唯一の機関ということになります。みんぱくには、現在、51人の
研究者、つまり、教授、准教授、助教がいますが、みんぱくの研究者は、日々、
世界各地でフィールドワークに従事し、人類の営みの多様性と共通性を明らか
にするとともに、その作業の中から、世界の未来の姿にむけての指針を示そう
と力を注いでいます。
人類の文明は、今、数百年来の大きな転換点を迎えているように思います。

これまでの、中心とされてきた側が周縁と規定されてきた側を一方的にまなざ
し、支配するという力関係が変質し、従来、 それぞれ中心、周縁とされてきた
人間集団の間に、創造的なものも破壊的なものも含めて、双方向的な接触と交
流・交錯が至る所で起こるようになってきています。それだけに、異なる文化
を尊重しつつ、言語や文化の違いを超えてともに生きる世界の構築をめざす文
化人類学の知が、これまでになく求められているように思われます。
みんぱくには、総合研究大学院大学の地域文化学専攻と比較文化学専攻が設

置されています。この両専攻に所属する大学院生は、文化人類学をはじめ言語
学、宗教学、生態学、先史学、芸術学、民族音楽学そして博物館学など、広範
な研究領域を専門とする個性ゆたかな教授陣の指導を受けられるのみならず、
上で述べた世界に冠たる資料の蓄積に身近に接することができます。みなさんが、
これらの学術資源を縦横に使いこなし、新たな研究の領野を切り開いて、それ
ぞれの分野のパイオニアとしてはばたいて行かれることを期待しています。

国立民族学博物館長　𠮷田 憲司
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専攻の特長

充
実
し
た
教
授
陣

豊
富
な
情
報
源

各
種
の
支
援
制
度

学生数をうわまわる教授陣
は、学生一人一人の資質やニー
ズに合わせた、きめの細かい指
導が可能です。また両専攻の教
員は各分野の第一線で活躍する
研究者であるため、最新の研究
動向に基づいた指導をおこなう
ことができます。

個別指導と共同指導を組み合わせたユニークな指導体制を採用しています。学生には正副 2名の指
導教員が指名され、入学から学位取得まで、日常的な指導をおこないます。一方、ゼミにおいては共
同指導体制を取り入れています。ゼミは各 4名の教員が担当し、研究の内容だけでなく発表方法など
に関する指導をおこないます。担当教員以外の教員にもゼミへの参加を求めることができます。

学生は 1年次において 1年生ゼミでの指導をもとにフィールドワーク（現地調査）の準備をおこな
い、 2年次以降、指導教員の指導のもとに調査地にてフィールドワークをおこないます。そして調査
終了後、指導教員による個別指導や論文ゼミでの共同指導を受けながら学位論文の完成をめざします。

日本における文化人類学・民
族学関連の最大の資料類が揃っ
ています。
また、国立民族学博物館が主

催する数多くの共同研究会・シ
ンポジウムへの参加を通して、
国内外の優秀な研究者との交流
ができます。

リサーチ・アシスタント制度、
インターンシップ制度、授業料
免除制度、学会発表やフィール
ドワークの旅費の援助など、充
実した研究支援が受けられます。

指導体制

スケジュール

2
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専攻案内

独創的な文化人類学・民族学を目指して

比較研究を通じて文化の諸現象を解明

本専攻は、国立民族学博物館が基盤機関となり、アジア、ア
フリカ、ヨーロッパ、アメリカ及びオセアニアの諸地域に居住
する人びとの文化と社会に関する教育研究を行っています。各々
の地域の特性や歴史を考慮しながら、民族誌学的方法論に基づ
く文化と社会の記述、構造の解明、動態の把握を目指します。
現地調査から得られたデータを分析し、理論化し、学術的な貢
献と実践的な提言ができる人材を養成します。

本専攻は、比較社会、比較宗教、比較技術、比較言語、比較
芸術、文化資源という 6 つの研究分野から構成されています。
諸民族文化の比較研究により、各々に通底する普遍性の発見と
理論的解明を目指します。基盤機関である国立民族学博物館の
標本資料や映像音響資料、文献図書資料等を教育と研究に活か
せることは本専攻の強みです。従来の文化人類学的研究方法に
加えて、隣接諸科学の成果を導入し、新しい研究分野の開発を
積極的に進めることができる人材を養成します。

地域文化学専攻

比較文化学専攻

齋藤　晃 専攻長

宇田川 妙子 専攻長

3

地域文化学専攻（2018年度）

相島 葉月 准教授
❶ 社会人類学・イスラーム学・中東研究

❷現代エジプトにおける美と身体文化に関する社会人類学的研究
　日本と中東に関する文化的知識のグローバルな流通について
❸モダニティ、都市中流層、マスメディア、教育、現代イスラーム
思想、消費、様式美、独創性、知的伝統

池谷 和信 教授
❶ 環境人類学･人文地理学・アフリカ研究・地球学

❷ 熱帯の狩猟採集文化、家畜飼育文化の変容に関する比較研究
　南部アフリカにおける先住民運動に関する研究
　地球環境史の構築に関する研究
❸ 地球環境、狩猟採集民、アフリカ、東北アジア、サン（ブッシュ
マン）、ソマリ、チュクチ、日本、バングラデシュ、環境人類学、
人文地理学

伊藤 敦規 准教授
❶ アメリカ先住民研究・博物館人類学・知的財産問題の人類学的研究

❷ 日本国内博物館等所蔵アメリカ先住民資料の協働管理に向け
た調査研究
❸ 米国先住民、博物館人類学

樫永 真佐夫 教授
❶ 東南アジア文化人類学

❷ 東南アジアの伝統的政治社会組織に関する歴史的研究
　物資文化に焦点を当てた黒タイの民族誌的研究
　ベトナムにおける国家と民族の関係に関する研究
❸ 東南アジア大陸部、ベトナム、黒タイ、白タイ、タイ系言語集団、
社会人類学

小長谷　有紀 教授
❶ 文化人類学・モンゴル研究・牧畜研究

❷ モンゴルに関する画像記録を用いた地域像の再構築
❸ 学術探検、宣教師、アーカイブズ、写真、オープンサイエンス

齋藤　晃 教授
❶ 歴史人類学・ラテンアメリカ研究

❷  植民地期アンデスにおける先住民の総集住化に関する国際共
同研究
　近世カトリックの世界宣教と文化適応に関する共同研究
❸ ラテンアメリカ、植民地時代、先住民族、文化人類学、エスノ
ヒストリー

齋藤 玲子 准教授
❶ アイヌ・北方先住民文化研究

❷ アイヌの工芸の変遷
❸ アイヌ、北方先住民族、北海道、北アメリカ、物質文化、観光

佐藤 浩司 准教授（2019年 3月退任予定）
❶ 民族建築学

❷ 東南アジア・オセアニアの居住様式に関する比較研究
❸ 東南アジア、オセアニア

新免 光比呂 准教授
❶ 宗教学・東欧研究

❷ ファシズム運動における宗教的要因の比較研究
❸ ルーマニア、ファシズム、レジオナール、キリスト教

西尾 哲夫 教授
❶ 認識言語学・アラブ研究

❷ 日本におけるアラビアンナイトの受容と文学的オリエンタリズム
の発生と展開

❸ 中東、北アフリカ、アラビアンナイト

教員紹介

河合 洋尚 准教授
❶ 社会人類学・漢族研究

❷ 空間、景観、フードスケープをめぐる人類学的研究
　中国漢族地域における都市景観開発と文化遺産保護の研究
　環太平洋の客家に関するマルチサイト民族誌
❸ 景観、風水、都市、コミュニティ、漢族、客家

川瀬　慈 准教授
❶ 映像人類学・民族誌映画

❷ エチオピアの音楽職能集団の人類学的研究
　民族誌映画制作の理論と実践に関する研究
　アフリカの無形文化の保護と継承に資する映像人類学研究
　人類学研究にもとづく創作的な話法の探求
❸映像人類学、民族誌映画、エチオピア、音楽職能、Ethio-
Jazz、エスノフィクション

4

丹羽 典生 准教授
❶ 社会人類学・オセアニア地域研究

❷ オセアニアにおける紛争と少数民族に関する研究
　応援に関する通文化比較
❸ 宗教運動、紛争、開発、少数民族、応援

野林 厚志 教授
❶ 人類学・民族考古学・台湾研究

❷動植物資源の多元的価値の探究
　台湾におけるエスニシティの動態の探究
❸ 生業文化、物質文化、台湾原住民族、平埔族、エスニシティ、
文化資源、工芸

信田 敏宏 教授
❶ 社会人類学・東南アジア研究

❷ 東南アジアの文化に関する人類学的研究
　インクルーシブ社会に関する人類学的研究
❸ 東南アジア、マレーシア、オラン・アスリ、日本、博物館、知
的障害者

林　勲男 教授（2022年 3月退任予定）
❶ 社会人類学・オセアニア研究

❷ 自然災害への対応に関する人類学的研究
　オセアニアにおけるキリスト教宣教師の活動に関する研究
❸ 災害、復興、記憶、宣教師、博物学誌、民族誌コレクション、
オセアニア

三島 禎子 准教授
❶ 文化人類学・西アフリカ研究

❷ 国際移動に関する文化人類学的研究
❸ 西アフリカ、セネガル、ソニンケ、商業民族、民族ネットワーク

三尾　稔 教授
❶ 文化人類学・南アジア研究

❷ 南アジアにおける多様な宗教伝統の共生に関する研究
　インドのナショナリズムと宗教の関係に関する研究
　インドの大衆消費社会化と祭礼の変容に関する研究
❸ ラージャスターン州メーワール地方（インド）、グジャラート州（イ
ンド）、ヒンドゥー、ムスリム、文化人類学、宗教人類学、南
アジア地域研究

森　明子 教授
❶ 文化人類学・民族誌研究・ヨーロッパ研究

❷ 人類学の記述とその社会的文脈
　人類学的比較の再考
❸ 都市、家族、国家、場所、社会的なもの

南　真木人 准教授
❶ 南アジア民族誌研究・文化人類学

❷ ネパール地震後の社会再編に関する研究
　ネパール社会の30年間の変化に関する研究─1982年撮影番
組の再資源化
❸ ネパール地震、災害民族誌、包摂、社会再編、映像人類学、
当事者コミュニティ、研究資源の共有化、ガンダルバ（楽師カー
スト）

山中 由里子 准教授
❶ 比較文学比較文化

❷ 中東およびヨーロッパにおける驚異譚の比較文学的研究
　驚異と怪異の比較研究
　アレクサンドロス伝承の東西伝播
❸ 西アジア、アラブ文学、ペルシア文学、博物学、驚異、イラン、
東西交渉史

❶専門分野
❷現在の研究課題
❸研究のキーワード

藤本 透子 准教授
❶ 文化人類学・中央アジア地域研究

❷ 中央アジアにおけるイスラーム実践
　カザフの移動と社会再編
❸ 中央アジア、カザフスタン、ムスリム、社会再編、宗教実践、
移動

平井 京之介 教授
❶ 社会人類学・日本研究・東南アジア研究

❷ 水俣病被害者支援運動の人類学的研究
　「負の遺産」の生成に関する博物館人類学的研究
　タイのコミュニティ博物館についての人類学的研究
❸ 日本、タイ、ラオス、経済人類学、社会運動、博物館、上座
部仏教、水俣病

5

教員紹介

比較文化学専攻（2018年度）

飯田　卓 教授
❶ 生態人類学・アフリカ地域研究・視覚メディアの人類学

❷ マダガスカルにおける漁民文化と漁撈技術
　アフリカにおける文化遺産とコミュニティの相互影響
　日本人類学の発達における大衆メディアの役割
❸ インド洋、アフリカ大陸、日本、人類学史、文化遺産実践、
大衆アカデミズム、情報と知

上羽 陽子 准教授
❶ 民族芸術学・染織研究・手工芸研究

❷ 現代インドの手工芸文化に関する民族芸術学的研究
❸ 民族芸術学、手工芸文化、染織研究、インド、伝統的技術

韓　敏 教授
❶ 社会人類学・中国研究

❷ 歴史記憶と象徴に関する人類学的研究
❸ 社会主義近代化、中国、文化遺産、聖地巡礼、英雄崇拝、漢
族、シボ族

太田 心平 准教授
❶ 社会文化人類学・北東アジア研究・博物館組織行動論

❷ 韓国・朝鮮社会における文化の統合性と多様性の研究
❸ 韓国・朝鮮、近代性、社会的記憶、物語論、世代集団、知識
生成、博物館

菊澤 律子 准教授
❶ 言語学・オーストロネシア諸語

❷ オーストロネシア諸語における統語構造の変遷
　言語データを軸としたオセアニアの先史に関する学際研究
　手話言語と音声言語の対照研究
❸ オセアニア、フィジー、オーストロネシア、記述言語学、比較（歴
史）言語学、比較（歴史）統語論、先史言語学、手話言語学

笹原 亮二 教授
❶ 民俗学・民俗芸能研究

❷ モノの遺存の総体的把握を通じた生活文化に関する民俗学的
研究
❸ 日本、民俗学、三匹獅子舞、民俗芸能

菅瀬 晶子 准教授
❶ 文化人類学・中東地域研究

❷パレスチナ・イスラエルを中心とした東地中海アラブ地域で、
一神教徒が共有する聖者崇敬の研究
　イスラエルにおけるアラブ人市民を中心とした、マイノリティに
よる文化表象のありかた
❸ 中東、東地中海、パレスチナ、イスラエル、キリスト教徒、マイ
ノリティ、アイデンティティ、エスニシティ、文化表象、共存

鈴木 七美 教授
❶ 歴史人類学・医療人類学・エイジング研究

❷ キルトドキュメンテーション活動―アーミッシュ・キルトから考える
　米国での認知症高齢者を師とする人生語り・記録の多世代協働
とコミュニティ教育の展開
❸ エイジ・フレンドリー・コミュニティ、ライフロング・ラーニング、
米国宗教コミュニティ、アーミッシュ・キルト

鈴木　紀 准教授
❶ 開発人類学・ラテンアメリカ文化論

❷ 開発援助プロジェクトの人類学的評価法
　博物館における先住民族文化表象
❸ ラテンアメリカ、メキシコ、ユカタン、開発援助、フェアトレード、
博物館展示学

關　雄二 教授（2022年 3月退任予定）
❶ アンデス考古学・ラテンアメリカ研究

❷ 古代アンデス文明における権力の発生に関する研究
　ペルーにおける世界文化遺産概念と国家・地域の文化遺産概
念との相互作用に関する研究
❸ ペルー、ラテンアメリカ、メスティソ、アンデス考古学、文化人
類学

卯田 宗平 准教授
❶ 環境民俗学・東アジア研究

❷ 動物と人間とのかかわりをめぐる民俗学的研究
❸ 自然と人間、動物利用、リバランス論、鵜飼文化、トナカイ飼
養、物質文化、技術と技能

宇田川 妙子 教授
❶ 南ヨーロッパ研究・性研究

❷ イタリアおよび地中海ヨーロッパの民族誌的研究
　ジェンダー／セクシュアリティに関する文化人類学的研究
　社会理論の批判的再考
❸ イタリア、地中海ヨーロッパ、イタリア人、文化人類学、ジェン
ダー／セクシュアリティ研究、南ヨーロッパ研究、性研究
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園田 直子 教授
❶ 保存科学

❷ 博物館における持続可能な資料管理に関する研究
　資料の展示・保存環境に関する研究
　収蔵庫の再編成に関する研究
❸ 保存科学、総合的有害生物管理（IPM）、博物館環境

出口 正之 教授（2021年 3月退任予定）
❶ 非営利組織の政策人類学的研究

❷ 公益法人その他の組織とフィランソロピーの政策人類学的研究
❸ フィランソロピー、メセナ、非営利組織、NPO、公益法人、公
益認定制度、ボランティア、言政学、政策人類学

日髙 真吾 准教授
❶ 保存科学・保存修復

❷ 地域文化の保存と活用に関する研究
　博物館における保存処理法の研究
❸ 日本、保存科学、保存処理

廣瀬 浩二郎 准教授
❶ 日本宗教史・民俗学

❷ 障害者文化に関する人類学的研究
　日本近代の新宗教に関する歴史的研究
❸ 日本、東北、九州、京都、歴史、宗教、福祉、文化

福岡 正太 准教授
❶ 民族音楽学・東南アジア研究

❷ インドネシアの初期ラジオ放送における伝統音楽
　薩南諸島における伝統芸能の伝承と映像記録
❸ スンダ音楽、西ジャワ、インドネシア、東南アジア、日本、民
族音楽学、映像音響メディア

ピーター J.マシウス 教授
❶ 先史学・民族植物学

❷ History of agriculture and plant domestication, with 
specific interests in taro (Colocasia esculenta), paper 
mulberry (Broussonetia papyrifera), and other plants used 
for food, fodder and fibre

❸ Asia, Pacific, Mediterranean, ethnobotany, ethnobiology, 
plant domestication, food history

松尾 瑞穂 准教授
❶ 文化人類学・ジェンダー医療人類学・南アジア研究

❷近代化、開発がもたらすリプロダクション実践の変容に関する
研究
　サブスタンスと身体研究
　子育ての比較文化論
❸ リプロダクション（性と生殖）、ジェンダー、インド、サブスタン
ス、身体

丸川 雄三 准教授
❶ 文化財情報発信・連想情報学

❷連想情報学に基づく文化財情報発信に関する研究
❸ 文化財、連想検索、デジタルアーカイブ

𠮷田 憲司 教授（国立民族学博物館長）

❶ 博物館人類学・アフリカ研究

❷アフリカにおける造形と儀礼の人類学的研究
　博物館・美術館における文化の表象のあり方の研究
❸ アフリカ、ヨーロッパ、日本

❶専門分野
❷現在の研究課題
❸研究のキーワード

寺村 裕史 准教授
❶ 情報考古学・文化情報学

❷ 情報考古学的手法を用いた文化資料のデジタル化と情報統合
に関する研究

❸ GIS（地理情報システム）、考古学、情報科学

寺田 吉孝 教授（2020年 3月退任予定）
❶ 民族音楽学・インド研究

❷ マイノリティと音楽
　グローバル化と南インド古典音楽の変容
❸ インド（タミル）、フィリピン（マラナオ、マギンダナオ）、アジ
ア系アメリカ、民族音楽学

7

■ 学位取得の要件
学位を取得するためには、所定の 3年限以上在学し、必要な研究指導を受けた上で、
所定の単位数以上を修得し、博士論文の審査及び試験に合格すること（課程博士）が
必要です。

■ 学位取得までの流れ

1 年次
1年生ゼミ出席
現地調査準備
調査計画書提出

2年次前期以降
現地調査
調査報告、博士論文構想発表

3年次
必須履修単位取得
博士論文草稿発表

3年次後期以降

課程博士出願
論文公開発表会・口述試験
最終試験・合否決定
学位授与

博士後期課程（Ph.D.）

課程修了の要件、学位取得までの流れ

8

■ リサーチ・アシスタント（RA）制度
教員の指示・監督の下で、研究者の補助として、研究活動に必要な様々な業務をおこ
ないながら給与を得ることができます。

■ 学生派遣事業
学位申請論文作成に不可欠な国内外の調査や学会での成果発表に要する旅費、宿泊費
などの支援をおこないます。

■ インターンシップ制度
深い専門性と広い視野、国際通用性をそなえた研究者の育成を目的として、国内外の
大学、研究機関、企業等における共同研究活動や調査活動等に必要な経費を支援する制
度です。

■ 入学料・授業料免除等制度
経済的理由により入学料や授業料の納入が困難な学生に対する経済的支援として、入
学料・授業料の免除（収納猶予・分納）の制度があります。授業料免除については、毎
年 2回、授業料免除申請の受付をおこなっています。授業料免除許可者は、半期の授業
料の半額（267,900円）が免除されます。

■ 特別講義
外部研究資金調達のための申請書の書き方、論文投稿のしかたなどをテーマにした特
別講義をおこなっています。

■ 日本学術振興会「特別研究員（DC 2）」採用数

年　度 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

採用数 3 3 4 2 1 2 2 2 2 4 0

研究支援

9

地
域
文
化
学
専
攻

私が研究対象としているのは、韓国の近現代絵画です。修士課程、美術館学芸員とし
て働いた中では美術史分野でのみ学んできたため、画家を取り巻く文化や社会をより深
く掘り下げ論じる力をつけたいと考え、2015年度より入学しました。
美術作品を扱う学生、先生方は僅かです。私にとって文化人類学の下にある日々のゼ
ミや研究会そのものが “異文化 ”体験であり、調査対象とも言えます。ここで共有され
る新たな視野や視点に感心し自分のテーマに活かせないかと考えたり、ときに感じる違
和感については何がどう食い違っているのか、美術史や美術史学という自分の立ち位置
を客観視し、画家の人生を新たな目で見直しています。
特に国立民族学博物館の在学環境は、様々な国と地域、年齢層の学生仲間が集ってお
り、少人数の学生指導となっています。学振特別研究員の助成金をもとに多くの調査に
出かけられたことや、学内のリサーチアシスタントとしてこれまで知り得なかった地域
の所蔵資料を調べたことも、大きな刺激となりました。また総研大本部で開かれた英語
プレゼンテーション研修では、理系・文系の様々な分野の方々と交流しました。英語と
いう手段のもとで、不慣れながら発表の基本をより普遍的なかたちで学ぶことができま
した。
育児の中で学生生活を再開したため、いわゆる昼夜を問わぬ大学院生の日々を送るに
は制限が多いのですが、学生の個別性に適う環境は得難いものと感じています。これま
で関わってくださった全ての先生方、いつも温かい院生の皆さんとみんぱくスタッフの
方々には深く感謝しています。

松岡とも子

ナショナルトラスト文化遺産基金・市民文化遺産1号・崔淳雨旧宅（韓国・ソウル）

在学生の声

10

国立民族学博物館50年史アーカイブズ

148



比
較
文
化
学
専
攻

私が文化人類学という学問に出会ったのは、社会人として働いていた時でした。以前
から手工芸に興味があり、手工芸に関するイベントや展覧会があると足を運んでいまし
たが、その当時は学問として勉強する、あるいは勉強できるという発想も持っていませ
んでした。しかし、就職し働き始めてから、やはりどうしても手工芸というモノが現在
の社会の中でどのような存在意義があるのかについて考えてみたくなり、全く未知の分
野だった学問の世界に足を踏み入れることにしました。
私の場合は、文化人類学に関する基礎知識を全く持ち合わせていなかったため、まず

他大学の修士課程の 2年間で専門分野に関する基礎固めをしながら、みんぱくを受験す
る準備をしました。みんぱくを受験するきっかけは、修士課程時の指導教官から文化人
類学を勉強するならば、国立民族学博物館にある総合研究大学院大学が最適な環境であ
ると勧められたからです。その理由は、専門的な知識を持った研究者が数多く在籍して
いるということと、国際的なシンポジウムが年に何回も開催されているため、海外の研
究者の研究を聞く機会が大変多いからというものでした。
入学後は、博士論文執筆に際して必修のゼミの授業があります。その授業に参加し、

他の院生や先生方の前で何度か発表することによって、自身のテーマをより深く掘り下
げたり、自分とは異なる意見を聞き、新たな知見を得る機会にも恵まれます。博士論文
を執筆することは大変孤独な作業になるので、多くの仲間に囲まれながら自分の研究を
進めていくことは、大きな励みになります。この恵まれた環境を活かして、残りの博士
課程の時間を有意義に過ごしながら博士論文を執筆したいと思っています。

笠井 みぎわ

イタリア中部の町アッシジで継承されているアッシジ刺繍

11

学位論文リスト

【課程博士】
中国青海省におけるチベット仏教復興運動下の民間信仰の変容に関する人類学的研究
―同仁県ワォッコル村を事例として― 喬旦　加布（地域） ［2018.3.23 文学］

近代フィリピンにおける民族衣装をまとった聖母像の研究 古沢ゆりあ（比較） ［2017.9.28 文学］

自然資源の利用に関する環境人類学的研究 
―ニカラグアの先住民による商業的ウミガメ漁の事例― 高木　　仁（地域） ［2017.3.24 文学］

スナックにおける言語コミュニケーション研究 
―対人関係を調節する接客言語ストラテジー― 中田　梓音（比較） ［2016.9.28 文学］

日本社会の自然葬に関する民族誌的研究 
―NPO法人「葬送の自由をすすめる会」を中心に― 金セッピョル（地域） ［2016.3.24 文学］

都市回族コミュニティの維持と宗教実践 
―中国陝西省西安市における回族の帰属意識をめぐる民族誌的研究― 今中　崇文（地域） ［2016.3.24 文学］

韓国の地域社会における華僑のアイデンティティに関する民族誌的研究 
̶韓国華僑ビジネスと華僑協会を中心に― 金　　桂淵（地域） ［2015.9.28 文学］

「野球移民」を生みだす人びと ―ドミニカ共和国におけるトランスナショナル移民研究― 窪田　　暁（比較） [2015.3.24 文学]

モンゴル遊牧民のモノの情報をめぐる交渉に関する民族誌 堀田あゆみ（地域） [2015.3.24 学術]

中国雲南省における徳宏タイ族の即興うたと感性の民族誌的研究 伊藤　　悟（地域） [2014.9.29 文学]

My Huaca: The Use of Archaeological Heritage in Modern Peru from a Public-
Archaeology Perspective

サウセド・セガミ・
ダニエル・ダンテ（比較） [2014.9.29 文学]

ナイジェリアの都市イレ・イフェにおける「アーティスト」の民族誌的研究 緒方しらべ（比較） ［2014.3.20 文学］

変化しつづける装い ―中国雲南省文山モンの自己と他者をめぐる人類学的服飾研究― 宮脇　千絵（地域） ［2012.9.28 文学］

現代アンデス農村における聖人信仰の変容 ―人の移動に焦点をあてて― 八木百合子（比較） ［2012.9.28 文学］

無文字社会における歴史記憶の生成と継承　 
―南エチオピア牧畜民ボラナにおける口承史の分析をとおして― 大場　千景（地域） ［2012.3.23 文学］

カオダイ教ハノイ聖室の民族誌的研究 
―ベトナム北部地域の都市における女性たちの社会関係― 伊藤まり子（地域） ［2012.3.23 文学］

周辺イスラームのダイナミズム 
―タイ南部村落におけるイスラーム復興運動と宗教実践の変容― 小河　久志（地域） ［2012.3.23 文学］

ヨーグルトをめぐる言説の生成と展開 
―社会主義期からポスト社会主義期にかけてのブルガリアを中心に― マリア・ヨトヴァ（比較） ［2011.9.30 文学］

オーストラリア先住民ヨルタ・ヨルタの環境管理のための先住民運動に関する
文化人類学的研究 友永　雄吾（地域） ［2011.3.24 文学］

現代タイ社会における開発と僧侶 
―僧侶による社会貢献とネットワーク形成に焦点をあてて― 岡部真由美（地域） ［2011.3.24 文学］

現代東南中国における宗親会の民族誌的研究 ―国家との関係を中心として― 陳　　夏晗（比較） ［2011.3.24 文学］

農業技術改善の民俗誌 ―紀ノ川下流域村落の一七～二〇世紀前半における動向の分析― 加藤　幸治（比較） ［2010.9.30 文学］

日本の先史時代における植物性食料の加工と利用 ―残存デンプン分析法の理論と応用― 渋谷　綾子（比較） ［2010.3.24 文学］

韓国における老人の食 ―老人福祉施設を中心に― 守屋亜記子（地域） ［2009.3.24 文学］

インド農村社会における不妊経験の人類学的研究 松尾　瑞穂（比較） ［2008.9.30 文学］

フェラインの民族誌 ―ドイツ・バイエルン州のローカル・アソシエーション― 山田　香織（地域） ［2008.3.19 文学］

学位論文リスト

2006年度以降

12

'91～
'06年 '07年 '08年 '09年 '10年 '11年 '12年 '13年 '14年 '15年 '16年 '17年 計

地域文化学専攻
課程博士 23 2 1 0 2 3 1 0 2 3 1 1 39

論文博士 12 1 0 1 0 0 1 0 1 1 1 0 18

比較文化学専攻
課程博士 15 3 1 1 2 1 1 1 2 0 1 1 29

論文博士 7 0 0 1 3 1 1 1 0 0 0 0 14

計 57 6 2 3 7 5 4 2 5 4 3 2 100

年度別学位授与者数

水上人と呼ばれる人々 ―広東珠江デルタの漢族エスニシティとその変容― 長沼さやか（地域） ［2008.3.19 文学］

在米コリアンのサンフランシスコ日本町 ―マルチカルチャーのエスニックタウン― 小谷　幸子（比較） ［2008.3.19 文学］

参加型開発を通した女性の自己変容過程に関する人類学的研究 
―北インド農村社会を事例として― 菅野美佐子（比較） ［2007.9.28 文学］

「場」と「パフォーマンス」に関する人類学的研究 
―トルコ・都市におけるアレヴィーのセマーを例として― 米山　知子（比較） ［2007.9.28 文学］

上ビルマ村落における宗教とジェンダーに関する人類学的研究 飯國有佳子（地域） ［2007.3.23 文学］

「護り」の身体技法に関する映像人類学研究 ―インドネシア・ミナンカバウの事例から― 村尾　静二（比較） ［2007.3.23 文学］

離散と故郷 ―ヨルダンのパレスチナ系住民にみられる帰属意識とナショナリズム― 錦田　愛子（地域） ［2007.3.23 文学］

「子ども域」の文化人類学的研究 ―バングラデシュ農村社会の子ども― 南出　和余（比較） ［2007.3.23 文学］

【論文博士】

グローバル化する互酬性 ―サモア世界の儀礼財の循環と首長制― 山本　真鳥 ［2017.3.24 文学］

ベトナムにおける市場経済化の進展と地域文化の生成 
―東北地方のヌン・アン集団の事例から― チュ・スワン・ザオ ［2015.9.28 文学］

アイヌ衣文化の研究 津田　命子 ［2014.9.29 文学］

先住民生存捕鯨再考 ―国際捕鯨委員会における議論とベクウェイ島の事例を中心に― 濱口　　尚 ［2013.9.27 文学］

多文化都市・新宿の生成と展開 ―ライフサイクルの視座― 川村千鶴子 ［2013.3.22 学術］

先史アンデス形成期の社会動態 
―ペルー北部ワンカバンバ川流域社会における社会成員の活動と戦略から― 山本　　睦 ［2012.9.28 文学］

小集落から見た初期国家の形成過程
―先スペイン期中央アンデスのワリ国家を事例として― 土井　正樹 ［2012.3.23 文学］

スリランカにおけるエステート・タミルのアイデンティティと
「ジャーティヤ」をめぐる人類学的研究 鈴木　晋介 ［2011.3.24 文学］

活用される職祖伝承 ―近・現代日本における木工挽物の担い手と木地屋「根元地」― 木村　裕樹 ［2010.9.30 文学］

先住民学習の理論と実践―ポストコロニアル人類学の活用― 中山　京子 ［2010.9.30 学術］

シャーマニズムによるエスニシティの探求 
―ポスト社会主義期におけるモンゴル・ブリヤートの事例を中心として 島村　一平 ［2010.3.24 文学］

国際線客室乗務員の接客業務と勤務体制 ―仕事の人類学的研究―　 八巻　恵子 ［2009.9.30 文学］

「アイヌ風俗画」の研究 ―近世北海道におけるアイヌと美術 新明　英仁 ［2007.9.28 文学］
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よくある質問

Q 学部をもつ大学院の教育と比べてどんな特徴がありますか？
A 教員数が学生数をうわまわるという、他大学にはない恵まれた教育環境があげられます。
教員：学生の比率はおおよそ 3： 2であり、個々の資質やニーズに合わせた、きめの細かい

指導が可能です。また教員は各分野の第一線で活躍する研究者であり、最新の研究動向に基

づいた指導をおこなえます。さらに、民博が所蔵する豊富な研究資料（図書67万冊、標本資

料34万点、映像音響資料 7万点など）の利用、館が主催する多くの共同研究会・シンポジウ

ムへの参加を通し、国内外の研究者との交流ができます。

　　　　　　　

Q  地域文化学専攻と比較文化学専攻の二専攻には、 
どのような違いがありますか？

A 地域と比較に別れているものの、共にフィールドワークを研究の根幹においているため、
共通する部分も多く、密接な相互交流があります。また、専攻間に指導上の棲み分けはなく、

院生がどちらに所属していても、両専攻の教員の指導を受けることができます。

　　　　　　　

Q  二専攻で学ぶことができるのは、文化人類学・民族学だけでしょうか？
A そんなことはありません。両専攻には、考古学、民俗学、宗教学、芸術学、言語学、
音楽学、博物館学、保存科学など幅広い分野を専門とする教員がそろっていますから、それ

らの分野でも研究をおこなうことができます。また、教員の陣容は年度によって変化するこ

とがありますから、希望研究内容と当該専攻の教育体制との整合性について不明な点がある

方は、前もってご相談ください。

　　　　　　　

Q  受験する前に希望する指導教員をかならず決めておく必要がありますか？
A 必要条件ではありませんが、強くお勧めします。また、受験を申請する前に希望指導
教員に連絡を取れば、入学後の研究の見通しを立てる一助となるでしょう。

14
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Q  学部や修士課程で文化人類学・民族学を専攻しなかったのですが、 
受験はできますか？

A 正規に文化人類学・民族学を学んだ経験がなくても受験はできます。しかし、入学後
に志望研究が遂行可能であるか見通しをつけるためにも、関連図書などを精読し、少なくと

も人類学やフィールドワークに関する基本的な考え方について理解しておくほうがよいでしょ

う。これは、何をするために当専攻を受験するのか整理するためにも役立つはずです。

　　　　　　　

Q  できるだけ早く学位を取得したいのですが、 
3 年で取得するのは難しいでしょうか？

A フィールドワークを研究の中心に据えている分野であるため、 3 年間で学位を取得す
るのは容易ではありません。早い取得が望ましいことは言うまでもありませんが、学問の進

展に寄与できる質の高い研究成果を上げ、最終学位である博士号に相応しい研究能力を養う

ことがより重要であり、この点に留意した指導がおこなわれています。

　　　　　　　

Q  修士課程ですでに現地調査をはじめているのですが、 
入学後すぐに長期の現地調査をすることは可能ですか？

A 原則として、初年度は、長期フィールドワークをおこなうための準備期間にあてられ
ています。フィールドワークは、単に現地に行けば遂行できるものではありません。また、

修士課程でフィールドワークをすでにおこなっている場合でも、博士論文執筆のための調査

では、求められる調査の質に大きな差があることが多いのです。入学後の一年間は、教員の

指導のもと、調査計画の実現性・妥当性などについて、それまでの自己の研究成果や先行研

究との関連に留意しながら検討します。年度末には、フィールドワークに向けたリサーチプ

ロポーザルに関する発表をおこない、計画をより実現性の高いものへと練っていきます。

▼ その他の質問はこちら 
http://www.minpaku.ac.jp/research/education/university/information/faq
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修了生の声

2008年 4 月に私はペルーからの留学生として、総研
大の比較文化学専攻博士課程に入学しました。私の研
究課題は、考古遺跡周辺に住む人々の視点に着目しな
がら、発展途上国（特にペルー、南米）における考古
遺産を保護するための新しい方法を見つけることです。
総研大生になると、学際的な視点で研究を行う機会

が得られます。入学当初から、理系・文系問わず、日
本で権威のある機関に属するさまざまな分野の研究者
と対話する機会を得ることができ、それらを通して視
野を広げることができました。文化人類学の研究機関
である国立民族学博物館は様々な地域や分野の研究者
が集まっているため、多角的な視点から自分の研究分
野に関する議論ができ、研究生活をすすめる上で必要
な刺激を受けることができました。
さらに、国立民族学博物館には世界でも有数の文化

人類学の図書室があり、世界中の新しいかつ貴重な資
料が集められており、学生にとってはこの上なく恵ま
れた環境だといえます。

　近年、人文学においては隣接分野の研究動向にも目
を配った学際的で横断領域的な研究の重要性がいわれ
ます。私は、学部から修士課程まで美術史・芸術学の
分野で学んできましたが、隣接する領域を含めてより
広い視野から造形文化を論じるためには、美術史学の
枠組みにとどまらず文化人類学的な観点や方法を取り
入れることが有効であると考え、総合研究大学院大学
の比較文化学専攻に入学しました。美術と関連して博
物館学にも関心があったため、国立民族学博物館（民
博）という基盤機関は魅力的でした。
　私にとってここで学ぶ利点は、まず、博物館がある
研究機関であることでした。民博に所蔵される膨大な
標本資料のなかで参照したいものがあれば、展示場に
展示中のものだけでなく、申請すれば収蔵庫の中の資
料も閲覧できます。図書館の蔵書も充実しています。
さらに、展覧会やイベントなど博物館の活動や先生方
の実践を通してどのように研究成果が社会還元されて
いるのかを目の当たりにして学ぶことができます。例

また、総研大の大きな特色として、学生の研究活動
のバックアップ制度が充実していることがあげられま
す。たとえば、調査研究を実現し、その成果を出版物
や国際会議で公表するための助成制度があり、それに
よって自分の研究成果をだすことができました。在学
中は、そうした研究成果をベースに、それをさらに発
展させるための調査の助成金を他機関から得ることが
できました。その過程で、教員からいただくきめ細や
かなアドバイスは私にとって欠かせないものでした。
さらに、国立民族学博物館では、国際シンポジウム

等、研究会の開催が多くあり、それらを身近に感じな
がら学生生活をおくるなかで、研究発表のノウハウだ
けでなく、それらの
運営の仕方など、研
究者として将来に役
に立つスキルを学び
ました。

えば、大学院生も特別展の準備などをお手伝いさせて
いただく機会もあり、私は、2012年の「世界の織機と
織物」展と、2014年の「イメージの力」展の準備に関
わらせていただきました。また、様々なテーマで頻繁
に開催される研究者同士の研究会や一般向けの講演会
にも参加でき、文化人類学やその隣接分野での研究動
向や最新の情報が常に耳に入って来る環境です。
　民博という場所柄、当然、先生方や学生には民族学・
文化人類学を専門とする人が多いですが、それだけで
なく博物館学、言語学、考古学など文化や歴史に関す
る様々な研究が行なわれています。総研大は、多様な
背景をもつ人たち
と議論するなかで
研究を深めること
ができる刺激に満
ちた環境といえま
す。

立命館大学 言語教育センター スペイン語 講師 サウセド ダニエル ダンテ（2014年 9 月学位取得）

滋賀県立近代美術館　学芸員 古沢ゆりあ（2017年 9 月学位取得）
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修了生等の進路

大学等
研究機関
（常勤）
68名大学等

研究機関
（非常勤）
33名

53％

企業等、その他
28名

22％

25％

修了生等
合計
129名

愛知淑徳大学、インドネシア学術総局、愛媛大学、大阪大学、鹿児島純心女子大学、神奈川大学、
関西外国語大学、川崎医療福祉大学、神田外語大学、京都外国語大学、京都大学、京都文教大学、
神戸市外国語大学、神戸大学、神戸山手大学、国立民族学博物館、国立歴史民俗博物館、滋賀県立
近代美術館、滋賀県立大学、静岡大学、静岡文化芸術大学、四天王寺国際仏教大学、芝浦工業大学、
上海師範大学（中国）、就実大学、女子栄養大学、成蹊大学、総合研究大学院大学、総合地球環境
学研究所、ソウル大学、大東文化大学、中京大学、中部大学、筑波大学、帝京大学、東京外国語大
学、東京工業大学、東北学院大学、東洋大学、常葉大学、長崎純心大学、奈良県立大学、南山大学、
日越大学（ベトナム）、日本赤十字九州国際看護大学、日本大学、人間文化研究機構、阪南大学、
広島市立大学、宮崎公立大学、桃山学院大学、山形大学、ライデン大学（オランダ）、立命館大学、
龍谷大学

大学等研究機関（常勤）勤務先

修了生等の進路（2018年5月）
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入学選考

■ 入学者選抜の基本的な考え方

第一次選抜（書類審査）では、修士論文または他の学術論文等について、独創性、研究史
の把握、実証性、論理性の各項目に基づき評価します。また、研究内容（研究活動の概要、
これまでに行った研究の要旨、これから志望する研究）については、計画の妥当性、計画の
具体性、学問的意義、発展性の各項目に基づき評価します。
第二次選抜（面接審査）では、これまでに行った研究、修士論文等の内容、これから志望
する研究に関する口頭試問を通し、討論能力、語学力、研究意欲等を評価します。
書類審査、面接審査の各項目を総合的に判断し、合否を判定します。

■ 求める学生像

【地域文化学専攻】
世界の多様な地域社会や地域文化について広い関心をもち、とりわけ文化人類学・民族学
の基礎研究に強い意欲をもって、在学中の研究活動を遂行することができる学生。

【比較文化学専攻】
人間の社会や文化について広い関心を抱き、とりわけ学問的な理論化やその社会的な応用
に強い意欲をもって、在学中の研究活動を遂行することができる学生。

18

国立民族学博物館50年史アーカイブズ

150



■ 募集人数

専攻 課程の種類 講座（分野） 募集人員

地域文化学専攻
博士課程の後期
3年の課程

アジア地域文化Ⅰ、アジア地域文化Ⅱ、
ヨーロッパ地域文化、アフリカ地域文化、
アメリカ地域文化、オセアニア地域文化

3人

比較文化学専攻
比較社会研究、比較宗教研究、比較技術
研究、比較言語研究、比較芸術研究、文
化資源研究

3人

■ 入学者選抜日程

出願資格認定審査
修士または専門職学位に相当する学力のある方は、事
前に出願資格認定審査を行います

2018年11月 5 日（月）
～2018年11月 8 日（木）

入学願書受付期間
2018年11月22日（木）
～2018年11月29日（木）

第一次選抜（書類選考）・結果通知 2019年 1 月中旬

第二次選抜（面接審査）
2019年 1 月28日（月）
※予備日 1月29日（火）

合格発表 2月中旬

入学手続き
2019年 3 月11日（月）
～2019年 3 月15日（金）

▼ 出願書類および出願までの流れ等についてはこちら 
http://www.minpaku.ac.jp/research/education/university/information/steps
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国立民族学博物館（みんぱく）は、わが国における文
化人類学・民族学の研究センターとして、世界の諸民族
の社会や文化に関する調査研究をおこなうとともに、異
なる文化についての人びとの理解を深めることを目的と
して、1974年に設立されました。みんぱくは、大学共同
利用機関であり、全国の大学・研究機関との連携をもと
に調査研究や共同研究を進めるとともに、学術情報を集
積しています。その成果を博物館の展示やデータベース
の提供などを通じて広く社会に公開することも使命とし
ています。

みんぱくは「博物館機能をそなえた研究所」として、
世界的にみても類例のない規模と機能を有しています。
博物館そのものをとっても、すでに世界最大級の民族学
博物館に数えられるようになっています。みんぱくの展
示は、常設展示と特別展示と企画展示とで構成されてお
り、常設展示は、世界をオセアニア、アメリカ、ヨーロッ
パ、アフリカ、それに日本を含むアジア各地に分けた地
域展示と、言語や音楽などの通文化展示からなっていま
す。一方、特別展示と企画展示は、特定のテーマのもと
に、年に数回、期間を限って開催されます。

国立民族学博物館の概要
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【標本資料】
海外資料 178,989点
国内資料 164,749点
　計 343,738点

【映像音響資料】
映像資料 8,199点
音響資料 62,651点
　計 70,850点

所蔵民族学資料（平成30年3月31日現在）

【文献図書資料】
日本語図書 264,444冊
外国語図書 411,083冊
　計 675,527冊
日本語雑誌 10,129種
外国語雑誌 6,970種
　計 17,099種

21

みんぱくアクセス

［お問い合わせ］

国立民族学博物館 管理部研究協力課研究協力係（大学院担当）
〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10-1
電話　06-6878-8236（大学院担当）
FAX　06-6878-8479
E-mail　souken@idc.minpaku.ac.jp
URL　http://www.minpaku.ac.jp/

http://www.minpaku.ac.jp/research/education/university

●大阪・万博記念公園内
○大阪モノレール…「万博記念公園駅」または「公園東口駅」下車徒歩約15分
○バス…阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約13分
○乗用車…万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約5分
「日本庭園前駐車場」を利用される方は、「日本庭園前ゲート」横にある当館専用通行口をお通りください。
※自然文化園（有料区域）を通行するには、同園入場料が必要です。
※東口からは、自然文化園（有料区域）を通行せずに来館できます。
※東口または日本庭園前駐車場から来館し、自然文化園（有料区域）を通行してお帰りの場合は、同園入園料が必要です。
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SOKENDAI
(The Graduate University for Advanced Studies)

School of Cultural and Social Studies

Department of Regional Studies
Department of Comparative Studies

Overview '21

総合研究大学院大学
文化科学研究科

概要 '21

地域文化学専攻
比較文化学専攻

国立民族学博物館（みんぱく）は、博物館機能と博士課程の大学院教育機能を
備えた文化人類学・民族学の研究センターとして、世界で唯一の存在です。みん
ぱくは、世界各地から集めた34万 5 千点を超える民族学標本資料を収蔵していま
すが、このコレクションは、20世紀後半以降に築かれた民族学関係の資料として
は世界最大の規模をもちます。また、施設の規模のうえで、みんぱくは、世界最
大の民族学博物館となっています。
みんぱくには、現在、52人の研究者がいますが、それぞれが世界各地でフィー

ルドワークに従事し、人類の営みの多様性と共通性、そして地球規模でのつなが
りの中での社会の動態について調査研究を続けています。
人類の文明は、今、大きな転換点を迎えているように思います。これまでの、

中心とされてきた側が周縁と規定されてきた側を一方的にまなざし、支配すると
いう力関係が変質し、従来、 それぞれ中心、周縁とされてきた人間集団の間に、
創造的なものも破壊的なものも含めて、双方向的な接触と交流・交錯が至る所で
起こるようになってきています｡
そして、新型コロナウイルス感染症がほぼ同時に地球全体に広がるという事態

に至って、私たちは、今、人類がこれまで経験したことのない局面にいやおうな
く立ち会うことになりました。その状況の中で、私たちが現在の生活を送るうえ
で当たり前と思って来た慣行やルール、とりわけ人類が近代に入って作り上げて
きたあらゆる制度や規範の成り立ちやありようが洗い出され、その意義と存在理
由が改めて問われることになっています。同時に、社会に潜在していた差別意識
が浮かび上がり、世界の新たな分断の状況も生まれてきています。
それだけに、異なる文化を尊重しつつ、言語や文化の違いを超えてともに生き

る世界の構築をめざす文化人類学の知が、これまでになく求められているように
思われます。
みんぱくには、総合研究大学院大学の地域文化学専攻と比較文化学専攻が設置

されています。この両専攻に所属する大学院生は、文化人類学をはじめ言語学、
宗教学、生態学、考古学、芸術学、民族音楽学そして博物館学など、広範な研究
領域を専門とする個性ゆたかな教授陣の指導を受けられるのみならず、上で述べ
た世界に冠たる資料の蓄積に身近に接することができます。みなさんが、これら
の学術資源を縦横に使いこなし、新たな研究の領野を切り開いて、それぞれの分
野のパイオニアとしてはばたいて行かれることを期待しています。

国立民族学博物館長　𠮷田 憲司
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専攻の特長

充
実
し
た
教
授
陣

豊
富
な
情
報
源

各
種
の
支
援
制
度

学生数をうわまわる教授陣
は、学生一人一人の資質やニー
ズに合わせた、きめの細かい指
導が可能です。また両専攻の教
員は各分野の第一線で活躍する
研究者であるため、最新の研究
動向に基づいた指導をおこなう
ことができます。

個別指導と共同指導を組み合わせたユニークな指導体制を採用しています。学生には正副 2名の指
導教員が指名され、入学から学位取得まで、日常的な指導をおこないます。一方、ゼミにおいては共
同指導体制を取り入れています。ゼミは 4名の教員が担当し、研究の内容だけでなく発表方法などに
関する指導をおこないます。担当教員以外の教員にもゼミへの参加を求めることができます。

学生は 1年次において 1年生ゼミでの指導をもとにフィールドワーク（現地調査）の準備をおこな
い、 2年次以降、指導教員の指導のもとに調査地にてフィールドワークをおこないます。そして調査
終了後、指導教員による個別指導や論文ゼミでの共同指導を受けながら学位論文の完成をめざします。

日本における文化人類学・民
族学関連の最大の資料類が揃っ
ています。
また、国立民族学博物館が主

催する数多くの共同研究会・シ
ンポジウムへの参加を通して、
国内外の優秀な研究者との交流
ができます。

リサーチ・アシスタント制度、
インターンシップ制度、授業料
免除制度、学会発表やフィール
ドワークの旅費の援助など、充
実した研究支援が受けられます。

指導体制

スケジュール

2

専攻案内

独創的な文化人類学・民族学を目指して

比較研究を通じて文化の諸現象を解明

本専攻は、国立民族学博物館が基盤機関となり、アジア、ア
フリカ、ヨーロッパ、アメリカ及びオセアニアの諸地域に居住
する人びとの文化と社会に関する教育研究を行っています。各々
の地域の特性や歴史を考慮しながら、民族誌学的方法論に基づ
く文化と社会の記述、構造の解明、動態の把握を目指します。
現地調査から得られたデータを分析し、理論化し、学術的な貢
献と実践的な提言ができる人材を養成します。

本専攻は、比較社会、比較宗教、比較技術、比較言語、比較
芸術、文化資源という 6 つの研究分野から構成されています。
諸民族文化の比較研究により、各々に通底する普遍性の発見と
理論的解明を目指します。基盤機関である国立民族学博物館の
標本資料や映像音響資料、文献図書資料等を教育と研究に活か
せることは本専攻の強みです。従来の文化人類学的研究方法に
加えて、隣接諸科学の成果を導入し、新しい研究分野の開発を
積極的に進めることができる人材を養成します。

地域文化学専攻

比較文化学専攻

信田 敏宏 専攻長

鈴木 紀 専攻長

3

地域文化学専攻（2021年度）

伊藤 敦規 准教授
●❶ アメリカ先住民研究・博物館人類学・ 
知的財産問題の人類学的研究

❷ 人類学博物館の Indigenizationに関する研究
❸ 米国先住民、博物館人類学

小野 林太郎 准教授
●❶ 海洋考古学・東南アジア研究・オセアニア考古学

❷ 熱帯島嶼域における人類史や資源利用史に関する考古学研究
　漁撈や海の利用にかかわる人類・考古学的研究
　水中文化遺産を対象とした海洋考古学的研究
❸ 東南アジア島嶼部、インドネシア、オセアニア、オーストロネシア
語族、漁撈、水中文化遺産、人類史

鈴木 英明 准教授
●❶ 歴史学・インド洋海域史研究・アフリカ研究

❷ 19世紀を対象としたインド洋西海域世界の実態解明
　20世紀前半のペルシア湾における拘束の実態解明・移動概念
の学際的再検討
❸ インド洋、海域世界、奴隷、奴隷廃止、移動

奈良 雅史 准教授
●❶ 文化人類学・中国研究

❷ 中国における宗教と少数民族をめぐる人類学的研究
　宗教と移動をめぐる人類学的研究
❸ 宗教実践、国家、自律性、公共性、移動、エスニシティ、ムス
リム、回族

相島 葉月 准教授
●❶ 社会人類学・イスラーム学・中東研究

❷現代エジプトにおける美と身体文化に関する社会人類学的研究
　日本と中東に関する文化的知識のグローバルな流通について
❸モダニティ、都市中流層、マスメディア、教育、現代イスラーム
思想、消費、様式美、独創性、知的伝統

池谷 和信 教授（2024年 3月退任予定）
●❶ 環境人類学･人文地理学・アフリカ研究・地球学

❷ 熱帯の狩猟採集文化、家畜飼育文化の変容に関する比較研究
　南部アフリカにおける先住民運動に関する研究
　地球環境史の構築に関する研究
❸ 地球環境、狩猟採集民、アフリカ、東北アジア、サン（ブッシュ
マン）、ソマリ、チュクチ、日本、バングラデシュ、環境人類学、
人文地理学

教員紹介

齋藤　晃 教授
●❶ 歴史人類学・ラテンアメリカ研究

❷  植民地期アンデスの先住民の総集住化に関する人文情報学的
研究
　南米ボリビア低地のモヘニョに関する歴史人類学的研究
❸ ラテンアメリカ、アンデス、アマゾン、植民地時代、エスノヒ
ストリー、先住民、キリスト教

齋藤 玲子 准教授
●❶ アイヌ・北方先住民文化研究

❷ アイヌおよび隣接する民族における物と人の移動と交流
　環北太平洋地域先住民の物質文化に関する比較研究
❸ アイヌ、北海道、北アメリカ、物質文化、観光、博物館

川瀬　慈 准教授
●❶ 映像人類学・民族誌映画

❷ エチオピアの音楽職能集団の人類学的研究
　民族誌映画制作の理論と実践に関する研究
　アフリカの無形文化の保護と継承に資する映像人類学研究
　人類学研究にもとづく創作的な話法の探求
❸映像人類学、民族誌映画、エチオピア、音楽職能、Ethio-
Jazz、エスノフィクション、エスノポエティクス

樫永 真佐夫 教授
●❶ 東南アジア文化人類学

❷ 東南アジアの伝統的政治社会組織に関する歴史的研究
　物質文化に焦点を当てた黒タイの民族誌的研究
　ベトナムにおける国家と民族の関係に関する研究
❸ 東南アジア大陸部、ベトナム、黒タイ、白タイ、タイ系言語集団、
社会人類学

新免 光比呂 教授（2025年 3月退任予定）
●❶ 宗教学・東欧研究

❷ ファシズム運動における宗教的要因の比較研究
❸ ルーマニア、ファシズム、レジオナール、キリスト教

島村 一平 准教授
●❶ 文化人類学・モンゴル研究

❷ モンゴル仏教のグローカル実践に関する学際・国際的地域研究
　モンゴル・ヒップホップに関する文化人類学的研究
　モンゴル人の輪廻転生と死生観に関する研究
❸ モンゴル、ブリヤート、シャーマニズム、モンゴル仏教、エスニ
シティ、ナショナリズム、チンギスハーン表象、ヒップホップ
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野林 厚志 教授
●❶ 人類学・民族考古学・台湾研究・食文化研究

❷ 生業技術の通文化比較研究
　食の多元的価値に関する人類学的研究
　台湾におけるエスニシティの動態の探究
❸ 生業文化、食文化、物質文化、狩猟技術、野生動物、家畜動
物、狩猟農耕民、台湾原住民族、エスニシティ、文化資源

信田 敏宏 教授
●❶ 社会人類学・東南アジア研究

❷ マレーシア先住民に関する人類学的研究
　インクルーシブ社会に関する人類学的研究
❸ 東南アジア、マレーシア、オラン・アスリ、日本、博物館、知
的障害者

森　明子 教授（2023年 3月退任予定）
●❶ 文化人類学・民族誌研究・ヨーロッパ人類学

❷ 人類学の記述とその社会的文脈
　人類学的比較の再考
❸ 社会的なもの、移民、ケア、場所、家族、都市、国家、EU

山中 由里子 教授
●❶ 比較文学比較文化

❷ 中東およびヨーロッパにおける驚異譚の比較文学的研究
　驚異と怪異の比較研究
　アレクサンドロス伝承の東西伝播
❸ 西アジア、アラブ文学、ペルシア文学、博物学、想像界、イラ
ン、ユーラシア交渉史

丹羽 典生 准教授
●❶ 社会人類学・オセアニア地域研究

❷ オセアニアにおける紛争と少数民族に関する研究
　応援に関する通文化比較
❸ 宗教運動、紛争、開発、少数民族、応援

西尾 哲夫 教授（2023年 3月退任予定）
●❶ 言語人類学・アラブ研究

❷グローバル化と中東地域の民衆文化に関する言語人類学的研究
　多元的価値共創文学の可能性に関する物語情報学的研究
❸ 中東、北アフリカ、アラビアンナイト、ナラトロジー

❶専門分野
❷現在の研究課題
❸研究のキーワード

三尾　稔 教授
●❶ 文化人類学・南アジア研究

❷ 南アジアにおける多様な宗教伝統の共生に関する研究
　インドのナショナリズムと宗教の関係に関する研究
　インドの大衆消費社会化と祭礼の変容に関する研究
❸ ラージャスターン州メーワール地方（インド）、グジャラート州（イ
ンド）、ヒンドゥー、ムスリム、文化人類学、宗教人類学、南
アジア地域研究

藤本 透子 准教授
●❶ 文化人類学・中央アジア地域研究

❷ 中央アジアにおけるイスラーム実践の人類学的研究
　カザフの伝統医療に関する研究
　カザフの移動と社会再編に関する研究
❸ 中央アジア、カザフスタン、ムスリム、宗教実践、伝統医療、
社会再編、移動

林　勲男 教授（2022年 3月退任予定）
●❶ 災害人類学・オセアニア民族誌資料コレクション研究・ 
オセアニア研究

❷ 自然災害への対応に関する人類学的研究
　オセアニアで収集された民族誌資料コレクションの研究
　オセアニアにおけるキリスト教宣教師の活動に関する研究
❸ 災害、復興、記憶、宣教師、博物学誌、民族誌資料コレクショ
ン、異文化表象、オセアニア

平井 京之介 教授
●❶ 社会人類学・日本研究・東南アジア研究

❷ 水俣病被害者支援運動の人類学的研究
　「負の遺産」の生成に関する博物館人類学的研究
　タイのコミュニティ博物館についての人類学的研究
❸ 日本、タイ、ラオス、経済人類学、社会運動、博物館、上座
部仏教、水俣病

三島 禎子 准教授
●❶ 文化人類学・西アフリカ研究

❷ 国際移動に関する文化人類学的研究
❸ 西アフリカ、セネガル、ソニンケ、商業民族、民族ネットワーク

南　真木人 教授
●❶ 南アジア民族誌研究・文化人類学

❷ ネパール地震後の社会再編に関する研究
　ネパール社会の30年間の変化に関する研究─1982年撮影番
組の再資源化
❸ ネパール地震、災害民族誌、包摂、社会再編、映像人類学、
当事者コミュニティ、研究資源の共有化、ガンダルバ（楽師カー
スト）
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岡田 恵美 准教授
●❶ 音楽民族学・南アジア研究

❷ 南アジアのマイノリティにおける音楽文化
　伝統ポリフォニー歌唱の記録保存と教育資源化
❸ インド、マイノリティ、山岳民族、ポリフォニー、音楽文化、伝
承、楽器改良

太田 心平 准教授
●❶ 社会文化人類学・北東アジア研究・博物館組織行動論

❷ 韓国・朝鮮社会における文化の統合性と多様性の研究
　労働現場としての博物館における組織行動と動機付け
❸ 韓国・朝鮮、近代性、社会的記憶、物語論、世代集団、知識
生成、博物館

韓　敏 教授
●❶ 社会人類学・中国研究

❷ 歴史記憶と象徴に関する人類学的研究
❸ 社会主義近代化、中国、文化遺産、観光、文化表象、記憶、
聖地巡礼、英雄崇拝、漢族、シボ族

菊澤 律子 教授
●❶ 言語学・オーストロネシア諸語・言語研究における地理
情報システム（GIS）の利用

❷ オーストロネシア諸語における統語構造の変遷
　言語データを軸としたオセアニアの先史に関する学際研究
　手話言語と音声言語の対照研究
❸ オセアニア、フィジー、オーストロネシア、記述言語学、比較（歴
史）言語学、比較（歴史）統語論、先史言語学、手話言語学

鈴木 七美 教授（2023年 3月退任予定）
●❶ 歴史人類学・医療人類学・エイジング研究

❷ 超高齢社会のエイジングフレンドリー・コミュニティ 
キルトドキュメンテーション活動――アーミッシュキルトから考える

❸ エイジング・イン・プレイス、米国宗教コミュニティ、アーミッシュ
キルト

鈴木　紀 教授（2025年 3月退任予定）
●❶ 開発人類学・ラテンアメリカ文化論

❷ 開発援助プロジェクトの人類学的評価法
　博物館における先住民族文化表象
❸ ラテンアメリカ、メキシコ、ユカタン、開発援助、フェアトレード、
博物館展示学

飯田　卓 教授
●❶ 生態人類学・文化遺産の人類学・視覚メディアの人類学

❷ マダガスカルにおける漁民文化と漁撈技術
　アフリカにおける文化遺産とコミュニティの相互影響
　日本人類学の発達における大衆メディアの役割
❸ インド洋、アフリカ大陸、日本、人類学史、文化遺産実践、
大衆アカデミズム、情報と知

上羽 陽子 准教授
●❶ 民族芸術学・染織研究・手工芸研究

❷ 現代インドの手工芸文化に関する民族芸術学的研究
❸ 民族芸術学、手工芸文化、染織研究、インド、伝統的技術

卯田 宗平 准教授
●❶ 環境民俗学・東アジア研究

❷ 動物と人間とのかかわりをめぐる民俗学的研究
❸ 自然と人間、動物利用、リバランス論、鵜飼文化、トナカイ飼
養、物質文化、技術と技能

宇田川 妙子 教授（2025年 3月退任予定）
●❶ 南ヨーロッパ研究・性研究

❷ イタリアおよび地中海ヨーロッパの民族誌的研究
　ジェンダー／セクシュアリティに関する文化人類学的研究
　社会理論の批判的再考
❸ イタリア、地中海ヨーロッパ、イタリア人、文化人類学、ジェン
ダー／セクシュアリティ研究、南ヨーロッパ研究、性研究

笹原 亮二 教授（2025年 3月退任予定）
●❶ 民俗学・民俗芸能研究

❷ モノの遺存の総体的把握を通じた生活文化に関する民俗学的
研究
❸ 日本、民俗学、三匹獅子舞、民俗芸能

菅瀬 晶子 准教授
●❶ 文化人類学・中東地域研究

❷パレスチナ・イスラエルを中心とした東地中海アラブ地域で、
一神教徒が共有する聖者崇敬の研究
　イスラエルにおけるアラブ人市民を中心とした、マイノリティに
よる文化表象のありかた

❸ 中東、東地中海、パレスチナ、イスラエル、キリスト教徒、マイ
ノリティ、アイデンティティ、エスニシティ、文化表象、共存
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廣瀬 浩二郎 准教授
●❶ 日本宗教史・民俗学

❷ 障害者文化に関する人類学的研究
　日本近代の新宗教に関する歴史的研究
❸ 日本、東北、九州、京都、歴史、宗教、福祉、文化

福岡 正太 教授
●❶ 民族音楽学・東南アジア研究

❷ 映像音響メディアとインドネシア音楽の変容
　伝統芸能の伝承と映像記録
❸ インドネシア（スンダ）、東南アジア、映像音響メディア、民族
音楽学

ピーター J.マシウス 教授（2025年 3月退任予定）
●❶ 先史学・民族植物学

❷ History of agriculture and plant domestication, with 
specific interests in taro (Colocasia esculenta), paper 
mulberry (Broussonetia papyrifera), and other plants used 
for food, fodder and fibre
❸ Asia, Pacific, Mediterranean, ethnobotany, ethnobiology, 
plant domestication, food history

松尾 瑞穂 准教授
●❶ 文化人類学・ジェンダー医療人類学・南アジア研究

❷近代化、開発がもたらすリプロダクション実践の変容に関する
研究
　サブスタンスと身体研究
　子育ての比較文化論
❸ リプロダクション（性と生殖）、ジェンダー、インド、サブスタン
ス、身体

𠮷田 憲司 教授（国立民族学博物館長）

●❶ 博物館人類学・アフリカ研究

❷アフリカにおける造形と儀礼の人類学的研究
　博物館・美術館における文化の表象のあり方の研究
❸ アフリカ、ヨーロッパ、日本

園田 直子 教授（2024年 3月退任予定）
●❶ 保存科学

❷ 博物館における持続可能な資料管理に関する研究
　資料の展示・保存環境に関する研究
　収蔵庫の再編成に関する研究
❸ 保存科学、総合的有害生物管理（IPM）、博物館環境

關　雄二 教授（2022年 3月退任予定）
●❶ アンデス考古学・ラテンアメリカ研究

❷ 古代アンデス文明における権力の発生に関する研究
　ペルーにおける世界文化遺産概念と国家・地域の文化遺産概
念との相互作用に関する研究
❸ ペルー、ラテンアメリカ、メスティソ、アンデス考古学、文化人
類学

❶専門分野
❷現在の研究課題
❸研究のキーワード

日髙 真吾 教授
●❶ 保存科学・保存修復

❷ 地域文化の保存と活用に関する研究
　博物館における保存処理法の研究
❸ 日本、保存科学、保存処理

寺村 裕史 准教授
●❶ 情報考古学・文化情報学

❷ 情報考古学的手法を用いた文化資料のデジタル化と情報統合
に関する研究
❸ GIS（地理情報システム）、考古学、情報科学

丸川 雄三 准教授
●❶ 文化財情報発信・連想情報学

❷連想情報学に基づく文化財情報発信に関する研究
❸ 文化財、連想検索、デジタルアーカイブ

吉岡 乾 准教授
●❶ 言語学・南アジア研究

❷北パキスタン諸言語の記述言語学的研究
❸ ブルシャスキー語、ドマーキ語、カティ語、カラーシャ語、記
述言語学、パキスタン、カラコラム山脈、ヒンドゥークシ山脈

7

■ 学位取得の要件
学位を取得するためには、所定の 3年限以上在学し、必要な研究指導を受けた上で、

所定の単位数以上を修得し、博士論文の審査及び試験に合格すること（課程博士）が
必要です。

■ 学位取得までの流れ

1 年次
1年生ゼミ出席
現地調査準備
調査計画書提出

2年次前期以降
現地調査
調査報告、博士論文構想発表

3年次
必須履修単位取得
博士論文草稿発表

3年次後期以降

課程博士出願
論文公開発表会・口述試験
最終試験・合否決定
学位授与

博士後期課程（Ph.D.）

課程修了の要件、学位取得までの流れ

8

■ リサーチ・アシスタント（RA）制度
教員の指示・監督の下で、研究者の補助として、研究活動に必要な様々な業務をおこ
ないながら給与を得ることができます。

■ 学生派遣事業
学位申請論文作成に不可欠な国内外の調査や学会での成果発表に要する旅費、宿泊費
などの支援をおこないます。

■ SOKENDAI研究派遣プログラム
高い専門性と広い視野、国際通用性をそなえた研究者の育成を目的として、国内外の
大学、研究機関、企業等における共同研究活動や調査活動等に必要な経費を支援する制
度です。

■ 入学料・授業料免除等制度
経済的理由により入学料や授業料の納入が困難な学生に対する経済的支援として、入
学料・授業料の免除（収納猶予）の制度があります。授業料免除については、毎年 2回、
授業料免除申請の受付をおこなっています。授業料免除許可者は、半期の授業料の全額
もしくは半額が免除されます。

■ 特別講義
外部研究資金調達のための申請書の書き方、論文投稿のしかたなどをテーマにした特
別講義をおこなっています。

■ 日本学術振興会「特別研究員（DC 2）」採用数

年　度 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

採用数 3 3 4 2 1 2 2 2 2 4 0 2 2 1

研究支援

9
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私は、南アルプス周辺山村の畑作と作物の変遷について研究しています。焼畑農業に
関心があり、焼畑が衰退した昭和30年代から現代までに作物がどのように集約されていっ
たのか、また、多数の近代品種が栽培されているにもかかわらず在来作物が今でも栽培
されているのはなぜか、その理由を明らかにしたいと考えています。このため、季節ご
との農作業の参与観察を断続的に長期間行いたいと希望していました。専攻では、学生
派遣事業という制度があり、研究計画の中で必要なフィールドワークに対する経済的支
援を受けることができます。直近の調査では、PCR検査費用に対しても専攻から支援
をいただき、インフォーマントに不安を与えることなく調査を続けることができました。
2020年は感染症の拡大で大学院に足を運ぶことが難しい中、リモートでのゼミ参加と

講義を経験しました。通常、専攻のゼミは自身の主指導、副指導の 2名の先生と、分野
の違う 4名の先生方、院生が一堂に会して行われます。今回はパソコンの画面を介して
質疑や意見を交わす形となりました。また、履修した講義は、論文11本（！）について
リモート講義を受け、レポートを提出して添削、解説していただくという贅沢なスタイ
ルで進められました。私は長野県の山村に暮らしていますが、ゼミも講義も自宅に居な
がら参加することができ、充実した学びの時間だったと感じています。
最後に、私は社会人を30年近く経験してから進学しました。経済的に続けられるのか、

そして博士論文が本当に書けるのか、入学当初は迷いと不安だらけでした。しかし、今
では「何とかなる！」と考えられるようになりました。ご指導いただいている先生方や
サポートしてくださる事務の皆さん、図書室の皆さん、院生の皆さんにはとても感謝し
ています。

川上　香

在学生の声

もと焼畑だった茶畑の茶摘み準備
（静岡市、2021年）
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私は、中国国内においてラクダを最も多く飼育し、「ラクダの故郷」と呼ばれる内モ
ンゴル自治区アラシャー盟を調査地とし、ラクダを放牧しながら生活をしているモンゴ
ル族を対象に、彼らの放牧技術や物質文化などを明らかにする研究を続けています。修
士課程では、当該地域における古老たちの口承伝承や口述史などを収集し、その中で、
ラクダに関する語りが非常に多いことを明らかにしました。博士課程では、すでに収集
した資料や現地調査を通して、ラクダ牧畜民の放牧生活やラクダとの関わりを描写した
民族誌を作成することを研究目的にしています。
日本に留学し、総研大（みんぱく）に進学したきっかけは、2015年、内モンゴル大学
の修士課程 2年生の時に、みんぱくを見学したことにあります。当時、みんぱくに収蔵
されていたモンゴルに関する書籍や総研大の先生方らの研究成果、梅棹忠夫先生の収集
した資料、モンゴルに関する展示、標本などが印象深く、非常に魅力的なものでした。
総研大（みんぱく）には、人類学・民族学、考古学など異なる研究分野の研究者が大
勢集まっており、それぞれの専門分野の視点からコメントやアドバイスをいただくこと
もでき、非常にオープンな雰囲気があります。加えて、館内外の研究者から構成された
共同研究会や国際研究会、講演に参加することも可能であり、素晴らしい研究環境が揃っ
ています。
また、総研大には学生に対する様々な支援があり、私は、中国における予備調査を実
施する際には、専攻が実施する『学生派遣事業』を利用することができました。また投
稿論文や学会発表の日本語文章の添削支援もあり、留学生としては非常に安心です。さ
らに、総研大には学外の助成金に関する情報も豊富であり、私は指導教員の指導や事務
サポートのおかげで、海外調査助成金を獲得することができ、長期調査の実施につながっ
ています。院生の研究室には、自由に使える多くの機材やソフトウェアが用意されてお
り、院生にとっては非常に
恵まれた環境と言えます。

ウ ウユンガ

2歳ラクダの毛刈り作業と焼印押し
（中国内モンゴル自治区アラシャー盟、2021年）
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学位論文リスト

【課程博士】
ケニア沿岸部の零細漁業者による水産資源の利用に関する生態人類学的研究
―かご漁を事例として― 田村　卓也（比較） ［2021.3.24 文学］

Formation of Music of Kazakh Diaspora in Mongolia
:A Case Study of the Musical Practices of Professional Performers 八木　風輝（比較） ［2021.3.24 文学］

ベトナムのモンの二元論における諸存在の制作と構成
―「常世」と「現世」の関係に着目して― 今井　彬暁（地域） ［2020.9.28 文学］

オイラド・モンゴルにおける口頭伝承とアイデンティティ―故郷創出物語から― 査 斯 査 干（地域） ［2020.3.24 文学］

中国都市部の家庭の食生活に関する歴史民族誌
―社会主義制度下（1949-2018年）の天津市の事例― 劉　　征宇（比較） ［2020.3.24 文学］

神戸南京町50年の民族誌的研究―包摂的チャイナタウンの生成と変容― 辺　　清音（比較） ［2020.3.24 文学］

中国新疆オイラドの宗教復興に関する人類学的研究
―寺とオワー祭祀の復活に関わる転生活仏シャリワン・ゲゲン14世― 那 木 加 甫（地域） ［2019.3.22 学術］

中国青海省におけるチベット仏教復興運動下の民間信仰の変容に関する人類学的研究
―同仁県ワォッコル村を事例として― 喬 旦 加 布（地域） ［2018.3.23 文学］

近代フィリピンにおける民族衣装をまとった聖母像の研究 古沢ゆりあ（比較） ［2017.9.28 文学］

自然資源の利用に関する環境人類学的研究 
―ニカラグアの先住民による商業的ウミガメ漁の事例― 高木　　仁（地域） ［2017.3.24 文学］

スナックにおける言語コミュニケーション研究 
―対人関係を調節する接客言語ストラテジー― 中田　梓音（比較） ［2016.9.28 文学］

日本社会の自然葬に関する民族誌的研究 
―NPO法人「葬送の自由をすすめる会」を中心に― 金セッピョル（地域） ［2016.3.24 文学］

都市回族コミュニティの維持と宗教実践 
―中国陝西省西安市における回族の帰属意識をめぐる民族誌的研究― 今中　崇文（地域） ［2016.3.24 文学］

韓国の地域社会における華僑のアイデンティティに関する民族誌的研究 
̶韓国華僑ビジネスと華僑協会を中心に― 金　　桂淵（地域） ［2015.9.28 文学］

「野球移民」を生みだす人びと ―ドミニカ共和国におけるトランスナショナル移民研究― 窪田　　暁（比較） [2015.3.24 文学]

モンゴル遊牧民のモノの情報をめぐる交渉に関する民族誌 堀田あゆみ（地域） [2015.3.24 学術]

中国雲南省における徳宏タイ族の即興うたと感性の民族誌的研究 伊藤　　悟（地域） [2014.9.29 文学]

My Huaca: The Use of Archaeological Heritage in Modern Peru from a Public-
Archaeology Perspective

サウセド・セガミ・
ダニエル・ダンテ（比較） [2014.9.29 文学]

ナイジェリアの都市イレ・イフェにおける「アーティスト」の民族誌的研究 緒方しらべ（比較） ［2014.3.20 文学］

変化しつづける装い ―中国雲南省文山モンの自己と他者をめぐる人類学的服飾研究― 宮脇　千絵（地域） ［2012.9.28 文学］

現代アンデス農村における聖人信仰の変容 ―人の移動に焦点をあてて― 八木百合子（比較） ［2012.9.28 文学］

無文字社会における歴史記憶の生成と継承　 
―南エチオピア牧畜民ボラナにおける口承史の分析をとおして― 大場　千景（地域） ［2012.3.23 文学］

カオダイ教ハノイ聖室の民族誌的研究 
―ベトナム北部地域の都市における女性たちの社会関係― 伊藤まり子（地域） ［2012.3.23 文学］

周辺イスラームのダイナミズム 
―タイ南部村落におけるイスラーム復興運動と宗教実践の変容― 小河　久志（地域） ［2012.3.23 文学］

ヨーグルトをめぐる言説の生成と展開 
―社会主義期からポスト社会主義期にかけてのブルガリアを中心に― マリア・ヨトヴァ（比較） ［2011.9.30 文学］

オーストラリア先住民ヨルタ・ヨルタの環境管理のための先住民運動に関する
文化人類学的研究 友永　雄吾（地域） ［2011.3.24 文学］

現代タイ社会における開発と僧侶 
―僧侶による社会貢献とネットワーク形成に焦点をあてて― 岡部真由美（地域） ［2011.3.24 文学］

現代東南中国における宗親会の民族誌的研究 ―国家との関係を中心として― 陳　　夏晗（比較） ［2011.3.24 文学］

農業技術改善の民俗誌 ―紀ノ川下流域村落の一七～二〇世紀前半における動向の分析― 加藤　幸治（比較） ［2010.9.30 文学］

日本の先史時代における植物性食料の加工と利用 ―残存デンプン分析法の理論と応用― 渋谷　綾子（比較） ［2010.3.24 文学］

学位論文リスト

2006年度以降
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'91～
'07年 '08年 '09年 '10年 '11年 '12年 '13年 '14年 '15年 '16年 '17年 '18年 '19年 '20年 計

地域文化学専攻
課程博士 25 1 0 2 3 1 0 2 3 1 1 1 1 1 42

論文博士 13 0 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0 1 19

比較文化学専攻
課程博士 18 1 1 2 1 1 1 2 0 1 1 0 2 2 33

論文博士 7 0 1 3 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 14

計 63 2 3 7 5 4 2 5 4 3 2 1 3 4 108

年度別学位授与者数

韓国における老人の食 ―老人福祉施設を中心に― 守屋亜記子（地域） ［2009.3.24 文学］

インド農村社会における不妊経験の人類学的研究 松尾　瑞穂（比較） ［2008.9.30 文学］

フェラインの民族誌 ―ドイツ・バイエルン州のローカル・アソシエーション― 山田　香織（地域） ［2008.3.19 文学］

水上人と呼ばれる人々 ―広東珠江デルタの漢族エスニシティとその変容― 長沼さやか（地域） ［2008.3.19 文学］

在米コリアンのサンフランシスコ日本町 ―マルチカルチャーのエスニックタウン― 小谷　幸子（比較） ［2008.3.19 文学］

参加型開発を通した女性の自己変容過程に関する人類学的研究 
―北インド農村社会を事例として― 菅野美佐子（比較） ［2007.9.28 文学］

「場」と「パフォーマンス」に関する人類学的研究 
―トルコ・都市におけるアレヴィーのセマーを例として― 米山　知子（比較） ［2007.9.28 文学］

上ビルマ村落における宗教とジェンダーに関する人類学的研究 飯國有佳子（地域） ［2007.3.23 文学］

「護り」の身体技法に関する映像人類学研究 ―インドネシア・ミナンカバウの事例から― 村尾　静二（比較） ［2007.3.23 文学］

離散と故郷 ―ヨルダンのパレスチナ系住民にみられる帰属意識とナショナリズム― 錦田　愛子（地域） ［2007.3.23 文学］

「子ども域」の文化人類学的研究 ―バングラデシュ農村社会の子ども― 南出　和余（比較） ［2007.3.23 文学］

【論文博士】
都市環境における関係性を巡る実践としての精霊憑依
―マリの首都におけるソンガイ移民の精霊憑依に関する人類学的研究― 内田　修一 ［2021.3.24 学術］

グローバル化する互酬性 ―サモア世界の儀礼財の循環と首長制― 山本　真鳥 ［2017.3.24 文学］

ベトナムにおける市場経済化の進展と地域文化の生成 
―東北地方のヌン・アン集団の事例から― チュ・スワン・ザオ ［2015.9.28 文学］

アイヌ衣文化の研究 津田　命子 ［2014.9.29 学術］

先住民生存捕鯨再考 ―国際捕鯨委員会における議論とベクウェイ島の事例を中心に― 濱口　　尚 ［2013.9.27 文学］

多文化都市・新宿の生成と展開 ―ライフサイクルの視座― 川村千鶴子 ［2013.3.22 学術］

先史アンデス形成期の社会動態 
―ペルー北部ワンカバンバ川流域社会における社会成員の活動と戦略から― 山本　　睦 ［2012.9.28 文学］

小集落から見た初期国家の形成過程
―先スペイン期中央アンデスのワリ国家を事例として― 土井　正樹 ［2012.3.23 文学］

スリランカにおけるエステート・タミルのアイデンティティと
「ジャーティヤ」をめぐる人類学的研究 鈴木　晋介 ［2011.3.24 文学］

活用される職祖伝承 ―近・現代日本における木工挽物の担い手と木地屋「根元地」― 木村　裕樹 ［2010.9.30 文学］

先住民学習の理論と実践―ポストコロニアル人類学の活用― 中山　京子 ［2010.9.30 学術］

シャーマニズムによるエスニシティの探求 
―ポスト社会主義期におけるモンゴル・ブリヤートの事例を中心として 島村　一平 ［2010.3.24 文学］

国際線客室乗務員の接客業務と勤務体制 ―仕事の人類学的研究―　 八巻　恵子 ［2009.9.30 文学］

「アイヌ風俗画」の研究 ―近世北海道におけるアイヌと美術 新明　英仁 ［2007.9.28 文学］
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よくある質問

Q 学部をもつ大学院の教育と比べてどんな特徴がありますか？
A 教員数が学生数をうわまわるという、他大学にはない恵まれた教育環境があげられます。
教員：学生の比率はおおよそ 3： 2であり、個々の資質やニーズに合わせた、きめの細かい

指導が可能です。また教員は各分野の第一線で活躍する研究者であり、最新の研究動向に基

づいた指導をおこなえます。さらに、民博が所蔵する豊富な研究資料（図書68万冊、標本資

料34万 5 千点、映像音響資料 7万点など）の利用、館が主催する多くの共同研究会・シンポ

ジウムへの参加を通し、国内外の研究者との交流ができます。

　　　　　　　

Q  地域文化学専攻と比較文化学専攻の二専攻には、 
どのような違いがありますか？

A 地域と比較に別れているものの、共にフィールドワークを研究の根幹においているため、
共通する部分も多く、密接な相互交流があります。また、専攻間に指導上の棲み分けはなく、

院生がどちらに所属していても、両専攻の教員の指導を受けることができます。

　　　　　　　

Q  二専攻で学ぶことができるのは、文化人類学・民族学だけでしょうか？
A そんなことはありません。両専攻には、考古学、民俗学、宗教学、芸術学、言語学、
音楽学、博物館学、保存科学など幅広い分野を専門とする教員がそろっていますから、それ

らの分野でも研究をおこなうことができます。また、教員の陣容は年度によって変化するこ

とがありますから、希望研究内容と当該専攻の教育体制との整合性について不明な点がある

方は、前もってご相談ください。

　　　　　　　

Q  受験する前に希望する指導教員をかならず決めておく必要がありますか？
A 必要条件ではありませんが、強くお勧めします。また、受験を申請する前に希望指導
教員に連絡を取れば、入学後の研究の見通しを立てる一助となるでしょう。

14

Q  学部や修士課程で文化人類学・民族学を専攻しなかったのですが、 
受験はできますか？

A 正規に文化人類学・民族学を学んだ経験がなくても受験はできます。しかし、入学後
に志望研究が遂行可能であるか見通しをつけるためにも、関連図書などを精読し、少なくと

も人類学やフィールドワークに関する基本的な考え方について理解しておくほうがよいでしょ

う。これは、何をするために当専攻を受験するのか整理するためにも役立つはずです。

　　　　　　　

Q  できるだけ早く学位を取得したいのですが、 
3 年で取得するのは難しいでしょうか？

A フィールドワークを研究の中心に据えている分野であるため、 3 年間で学位を取得す
るのは容易ではありません。早い取得が望ましいことは言うまでもありませんが、学問の進

展に寄与できる質の高い研究成果を上げ、最終学位である博士号に相応しい研究能力を養う

ことがより重要であり、この点に留意した指導がおこなわれています。

　　　　　　　

Q  修士課程ですでに現地調査をはじめているのですが、 
入学後すぐに長期の現地調査をすることは可能ですか？

A 原則として、初年度は、長期フィールドワークをおこなうための準備期間にあてられ
ています。フィールドワークは、単に現地に行けば遂行できるものではありません。また、

修士課程でフィールドワークをすでにおこなっている場合でも、博士論文執筆のための調査

では、求められる調査の質に大きな差があることが多いのです。入学後の一年間は、教員の

指導のもと、調査計画の実現性・妥当性などについて、それまでの自己の研究成果や先行研

究との関連に留意しながら検討します。年度末には、フィールドワークに向けたリサーチプ

ロポーザルに関する発表をおこない、計画をより実現性の高いものへと練っていきます。

▼ その他の質問はこちら 
https://www.minpaku.ac.jp/education/university/information/faq
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修了生の声

　総研大の地域文化学専攻・比較文化学専攻が設置さ
れている国立民族学博物館は、日本でも有数の文化人
類学・民族学の研究センターです。学部から修士課程
まで東洋史学専攻に在籍していた私は、中国のイス
ラームを信仰する少数民族、回族の日常的な宗教実践
やコミュニティについて関心を持ち、その解明には
フィールドワークが不可欠になることから、ここなら
ば充分な指導を受けられるのではないかと考え、総研
大に進学しました。
　実際、総研大在籍中には、フィールドワークを実施
するための多種多様なサポートを受けることができま
した。先生方からの指導・助言はもちろんのこと、院
生同士で交換されるフィールドワークの情報も大いに
役立ちました。総研大の研究支援制度を利用し、追加
調査の費用をまかなわせてもらったこともあります。
デジタルカメラやレコーダーといった機器も借り出す
ことができます。
　民博には、文化人類学・民族学だけでなく、民俗学

や考古学、博物館学、保存科学など、幅広い分野の先
生方が在籍されています。そこに集う学生もさまざま
な分野の出身者で構成されており、ゼミや講義は言う
に及ばず、学生同士で繰り広げられる議論も多岐にわ
たります。さらには、民博が主催する共同研究会やシ
ンポジウムなどに参加させてもらい、国内外のさまざ
まな分野の専門家と直接交流することが可能です。現
在、私は民俗文化財担当の文化財保護技師として、京
都市内の有形・無形民俗文化財の保護に携わっていま
すが、しばしば思わぬところで、民博での耳学問で得
られた知識が役に立っています。
　自らの研究を深めるとともに、その幅を広めるた
めにも、総研大・
民博はこれ以上な
い環境といえます。
貪欲に活用してい
ただきたいと思い
ます。

京都市文化財保護課　文化財保護技師（民俗文化財担当） 今中 崇文（2016年 3 月学位取得）

私は2009年 4 月に中国･青海省から私費留学生とし
て日本にきました。留学前は、青海師範大学で、チベッ
ト語チベット文学を専攻しました。留学後は、北海道
大学に 3年 6ヶ月間在籍し、修士課程で初めて文化人
類学を専攻しました。そして、総研大地域文化学専攻
に進学しました。日本での生活は 9年間ほどになります。
私の場合、出身村の伝統文化に関心を持ち、自分と
は何か、人間とは何かという文化人類学の視点で自身
の出自に関わる歴史や文化などを研究したいと考えま
した。博士課程の研究テーマは、主に近年のチベット
アムド地域の青海省一帯で見られるチベット仏教の復
興運動と民間信仰の変容にかかわる問題で、青海省黄
南蔵族自治州同仁県ワォッコル村の事例から、それら
宗教にかかわる変化の実態を考察しました。
総研大地域文化学専攻の基盤機関である国立民族学
博物館は、多言語による世界各地の民族学･文化人類
学、民族誌、地方誌などに関する文献、映像、音声、
標本資料を多く収蔵しており、世界でも有数の研究機
関であると言っても過言ではありません。また、多岐
にわたって民族学･文化人類学の最先端で活躍されて

いる研究者が在籍し、大学院生に対して一対一の丁寧
な研究指導を行っている点も魅力です。さらに、国内
外におけるフィールド調査に対するサポート体制と学
術振興会、その他の助成金の申請、雑誌への投稿に至
るまで、指導も充実しています。また、一般の大学よ
り研究会や国際シンポジウムなどが頻繁に行われ、大
学院生でも研究発表を行う機会も多く、自分が目指す
研究にとって最高の条件が備わっていたと思います。
現在、私は中国青海民族大学の准教授として主に大

学院生に対して、人類学の理論や方法論に関する知識
を教えながら、大学の民族博物館の展示にも携わって
います。いま考えると民博で学んできた知識が大いに
役に立っており、これから総研大の地域文化学専攻へ
受験を希望する後
輩の皆さんには是
非とも豊かな研究
環境を活用して欲
しいと思っており
ます。

中国青海民族大学　准教授  喬 旦 加 布（2018年 3 月学位取得）
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修了生等の進路

大学等
研究機関
（常勤）
75名大学等

研究機関
（非常勤）
37名

54％

企業等、その他
28名

20％

26％

修了生等
合計
140名

青山学院大学、愛知淑徳大学、愛媛大学、大阪大学、神奈川大学、金沢星陵大学、鹿児島純心女子
大学、川崎医療福祉大学、関西外国語大学、神田外語大学、京都大学、京都精華大学、京都文教大
学、京都外国語大学、県立広島大学、神戸大学、神戸市外国語大学、神戸山手大学、神戸女学院大学、
芝浦工業大学、四天王寺国際仏教大学、静岡大学、静岡文化芸術大学、滋賀県立近代美術館、女子
栄養大学、清泉女学院、就実大学、成蹊大学、大東文化大学、中部大学、中京大学、筑波大学、東
京大学、東京外国語大学、東北学院大学、東洋大学、帝京大学、長崎純心大学、奈良県立大学、南
山大学、日本赤十字九州国際看護大学、日本大学、阪南大学、広島市立大学、宮崎公立大学、山形
大学、龍谷大学、立命館大学、上海師範大学、インドネシア学術総局、ライデン大学（オランダ）、
ソウル大学（韓国）、青海民族大学蔵学院（中国）、中国社会科学院（中国）、国立民族学博物館、
国立歴史民俗博物館、総合地球環境学研究所

大学等研究機関（常勤）勤務先

修了生等の進路（2021年7月）
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入学選考

■ 入学者選抜の基本的な考え方

第一次選抜（書類審査）では、修士論文または他の学術論文等について、独創性、研究史
の把握、実証性、論理性の各項目に基づき評価します。また、研究内容（研究活動の概要、
これまでに行った研究の要旨、これから志望する研究）については、計画の妥当性、計画の
具体性、学問的意義、発展性の各項目に基づき評価します。
第二次選抜（面接審査）では、これまでに行った研究、修士論文等の内容、これから志望

する研究に関する口頭試問を通し、討論能力、語学力、研究意欲等を評価します。
書類審査、面接審査の各項目を総合的に判断し、合否を判定します。

■ 求める学生像

【地域文化学専攻】
・ 世界の多様な地域の文化について深い関心を抱き、とりわけ文化人類学・民族学の基礎研
究に強い意欲をもって、在学中の研究活動を遂行できる学生

・ 研究対象地域の文化に関するデータ収集のための調査に必要な方法論上の基礎知識と基礎
的語学力を備え、在学中に調査を遂行できる学生

・ 特定地域を横断または包摂するような超域的な文化動態を広い視点から調査研究する意欲
をもつ学生

・ 世界の多様な地域の人びとが直面する現代的課題に積極的に関与しようとする意欲をもつ
学生

・学術論文の十分な読解力と基礎的な執筆力を備える学生

【比較文化学専攻】
・ 人類の諸文化について広い関心を抱き、とりわけ学問的理論化やその社会的応用に強い意
欲をもって、在学中の研究活動を遂行できる学生

・ 研究対象とする文化に関するデータ収集のための調査に必要な方法論上の基礎知識と基礎
的語学力を備え、在学中に調査を遂行できる学生

・ 文化人類学・民族学のみならず隣接諸科学にも強い関心をもち、横断的・学際的な領域を
切り開こうとする意欲をもつ学生

・複雑化するグローバルな現代社会の諸課題に積極的に関与しようとする意欲をもつ学生
・学術論文の十分な読解力と基礎的な執筆力を備える学生
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■ 募集人数

専攻 課程の種類 講座（分野） 募集人員

地域文化学専攻
博士課程の後期
3年の課程

アジア地域文化Ⅰ、アジア地域文化Ⅱ、
ヨーロッパ地域文化、アフリカ地域文化、
アメリカ地域文化、オセアニア地域文化

3人

比較文化学専攻
比較社会研究、比較宗教研究、比較技術
研究、比較言語研究、比較芸術研究、文
化資源研究

3人

■ 入学者選抜日程

出願資格認定審査
修士または専門職学位に相当する学力のある方は、事
前に出願資格認定審査を行います

2021年11月 1 日（月）
～2021年11月 4 日（木）

入学願書受付期間
2021年11月25日（木）
～2021年12月 1 日（水）

第一次選抜（書類選考）・結果通知 2022年 1 月中旬

第二次選抜（面接審査）
2022年 1 月24日（月）
※予備日 1月25日（火）

合格発表 2月中旬

入学手続き 3月中旬

▼ 出願書類および出願までの流れ等についてはこちら 
https://www.minpaku.ac.jp/education/university/information/steps
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国立民族学博物館（みんぱく）は、わが国における文
化人類学・民族学の研究センターとして、世界の諸民族
の社会や文化に関する調査研究をおこなうとともに、異
なる文化についての人びとの理解を深めることを目的と
して、1974年に設立されました。みんぱくは、大学共同
利用機関であり、全国の大学・研究機関との連携をもと
に調査研究や共同研究を進めるとともに、学術情報を集
積しています。その成果を博物館の展示やデータベース
の提供などを通じて広く社会に公開することも使命とし
ています。

みんぱくは「博物館機能をそなえた研究所」として、
世界的にみても類例のない規模と機能を有しています。
博物館そのものをとっても、すでに世界最大級の民族学
博物館に数えられるようになっています。みんぱくの展
示は、常設展示と特別展示と企画展示とで構成されてお
り、常設展示は、世界をオセアニア、アメリカ、ヨーロッ
パ、アフリカ、それに日本を含むアジア各地に分けた地
域展示と、言語や音楽などの通文化展示からなっていま
す。一方、特別展示と企画展示は、特定のテーマのもと
に、年に数回、期間を限って開催されます。

国立民族学博物館の概要

20

【標本資料】
海外資料 179,264点
国内資料 165,879点
　計 345,143点

【映像音響資料】
映像資料 8,277点
音響資料 64,421点
　計 72,698点

所蔵民族学資料（2021年3月31日現在）

【文献図書資料】
日本語図書 270,428冊
外国語図書 415,855冊
　計 686,283冊
日本語雑誌 10,162点
外国語雑誌 7,070点
　計 17,232点

21
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みんぱくアクセス

［お問い合わせ］

国立民族学博物館 管理部研究協力課研究協力係（大学院担当）
〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10-1
電話　06-6878-8236（大学院担当）
FAX　06-6878-8479
E-mail　souken@minpaku.ac.jp
URL　https://www.minpaku.ac.jp/

https://www.minpaku.ac.jp/education/university

●大阪モノレール……「万博記念公園駅」、「公園東口駅」下車徒歩約15分
●バス（近鉄バス）…… 阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約13分 

阪急茨木市駅から約20分、JR茨木駅から約10分
●乗用車………………万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約5分
※万博記念公園各ゲートで、国立民族学博物館の観覧券をお買い求めください。
　同園内を無料で通行できます。
※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。
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